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日本 自転車振興会 か ら競輪収益 の一部 であ

る機械工 業振興資金 の補助 を受 けて昭和49年 度 に実施 した

「海外 におけ る情報処理 および情報処理産業 の実態調査」の

一環 として と りまとめた もの であ ります
。
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情 報 処 理 の 進 展 に と も ない通 信 技 術 を 駆使 した 多種 多 様 な オ ン ラ イ ン処 理 が

導入 さ れ 、 ま た コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クな どの新 しい シス テ ムが形 成 さ れ

よ うと して い る。 この よ うな通 信 の 需 要 に対 応 して、 通 信 サ ー ビスの あ り方 が

問 わ れ て い る。

米 国 で は数 年 来 、 連 邦通 信 委 員 会 が通 信分 野 に 自由競 争 政 策 を 導入 し、 新 興

通 信 サ ー ビス 企業 の 台 頭 を うなが す 一 方 、AT&Tが 昨年11月 、 司法 省 に 独 禁

法 違 反 で提 訴 され る とい う事 態が生 じて い る。 また、IBMが 国内 衛星 通 信 市

場 に進 出 を 計 画す るな ど、 現 在 の 米 国通 信 産 業 界 には 、情 報 処理 や通 信 の ユ ー

ザ ーを 始 め、 タ イム シ ェア リン グ ・サー ビス業 な どに も、 コス トや サ ー ビス面

で、 新 た な イ ンパ ク トを与 え る問 題 が続 出 して い る。

この よ うな状 況 に か ん が み当 財 団 では、 海 外 の 情 報 処理 産 業 の実 情 調 査 の一

環 として 、 当 財 団が 入 手 し た資料 を 中心 に、 米 国 の通 信 規 制政 策 の推 移 や問 題

点お よび今後急テ ンポで発 展す ると予測 され る各通 信 サー ビス分 野 を分 折 した。 本

報 告 書 は そ の 成果 を と りま と めた もの で、各 位 の ご参考 に活 用 され れ ば幸 いに

存 じます。

'

)

昭 和50年3月

財 団法人 日本情報処理開発 セ ンター

副 会 長 斎 藤 有
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「海外の情報産業 米国の通信産業 」
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1米 国の通信政策 とAT&丁 独占問題

1.歴 史 的 背 景

'

「 ワ トソ ン君 、 こ こ に 来 て くれo用 事 が あ る か ら(Mr.

hereIwantyou!)」

ラ ハ ム ベ ル 、 電 話 で 初 の セ ン テ ン ス を 送 るo

WatsonCome

ア レ ク サ ン ダ ー.グ

(1)電 気 通 信 規制 政 策 の推 移

世 界最 大 の 通 信 会社 、AT&Tは 、1876年3月 グ ラハ ム.ベ ル が電話

で第1声 を発1た 時 にそ の起源 をさか のぼ る事 が で きるoそ の後 約100年 、

AT&Tは 年 間 売」=げ 高240億 ドル、 従 業 員数102万 人(Western

Electric, .ベル研 究所 を含 む・)と い う〔 ンモ ス企 業 に発 展 した。 この100

年 間、 米 国 の 通信 事 業 は 目 ざ ましい変革 を遂 げ た が、 これ は主 に コ ン ピ ュー タ

利用 の増 大 とチー タ通 信 の急 テ ンポ な成長 に因 って い る。

最 近 の通信 サ ー ビスの拡 大発 展 は 、AT&T、WU、GTE、ITTな ど

の 大手 既 存通 信 会 社 とMCI、Datran、PCI、Telenetな どの新興 通 信 業 者

が 、 ユーザ ー の ニ ーズ に呼 応 して きた こと で達成 さ れ つつ あ るが 、 これ を方 向

づけ て きた 規制 面 、政 策 面 にお け る基 本 的変化 を見 逃 がす わけ に は い か な い。

特 に1968年 の カ ー ター ホ ン裁 定 以来 、FCC(連 邦通 信 委 員会)は 自由競 争

の原 理 を採 用 し、 相互 接 続 、特 殊通 信 会社(SCC)、 付 加 加値 通信 網 サ ー ビ

ス(VAN)、 国 内通信 衛 星(Domsat)、CATVな ど様 々な新 規 通 信 サ ー ビ

スの興 隆 を もた ら した0

68年 の カ ー タ ー ホ ン裁 定 は、 全 国電話 シス テ ムに 、 通信 会 社 直営 以 外 の装

置 を相互 接 続 す る こ と を認 可 した もの で、FCCの 画期 的裁 定 とい わnる(別

項 「相 互接 続 」参照)。 この年 を境 に、 米 の通 信 産業 は い わ ば 「規 制 下 の独 占
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競 争 共 存 体 制 」 といわれ る状 態 に入

っ たoAT&Tは 通 信 分 野vateけ る

自 由競 争 の弊 害 を説 き、FCC政 策 を

や り玉 に あげ る一 方 で新 興 通 信会社 に

強 硬 な対 応 策 を採 っ たo米 コ ン ピュ ー

タ産 業協 会(CIA)やMCIは 、AT

&Tの や り方 を独 禁法 をkて に抗議

した が、74年11.月 つ い に 司 法省 が

AT&Tを 独禁 法違 反 で告訴 す る と

い う事 態 を迎え た。

米 通 信事 業 の 初期 か ら、 司法 省 に よ

るAT&T告 訴 に至 る まで を、規 制

政 策 面か らふ り返 る と、 ざっ と次の4

段 階 に分 け る ことが で き る(表1-1

参 照)。

第1段 階 、1847年 一1907年

1847年 に電 信 口国営 か ら民 営 に

移 管 され たoベ ル の電話 特 許 は1894

年 お よび1895年 に消 滅 した ため 、

そn以 降1907年 頃 ま では 「自由放

任下 の競 争 主義 」が展 開 さ れ たO

第2段 階1907年 一'1934年

激 しい 自 由競 争 下 で企 業 淘 汰 が進 み 、

1907年 の金 融 恐 慌 を契 機 に、 ベ ル

・シス テ ム が電 信 お よび電話 分 野 で独

占的 支配権 を獲得 し た。 しか し これ は

独 禁 法 に よっ て歯 どめ をか け られ、電

FCC(FederalCommunicati-

onsCommission:連 邦 通 信 委 員

会)

無線 、電 信 、海 底 電 線 に よる州 間 通

信 お よび海 外 通 信 を規 制 す る権 限 を持

つ 合衆 国政 府 の 独 立機 関01934年

制定 の 通信 法 に基 づ き設立 され た 。 目

的 は、放 送 業 務 の正 しい発 展 と運 用 を

促 し、 国 内 お よび世 界 的規 模 の電 報 、

電 話 サ ー ビス を適正 な料 金 で利 用 出来

る よ うに し、 通信 組織 を改 善 して生命

・財 産 の安 全 を促 進 し、 さ らに国 防 を

強化 す るた め に通 信施 設 を活 用 す る こ

とに ある○ 委 員 会 は7人 の委 員 に よっ

て運営 され 、上 院 の承認 を得 て 大統領

が任命 す るが 、4人 以 上 が 同 じ政 党 に

属 す る こ とは 出来 ない。 委 員 の1入 が

大 統 領 に よって委 員 長 に 任 ぜ られ る。

FCCの 主 要 な活動 は、 民 間無線 サ

ニ ビス に対 す る周波 数 バ ン ドの配 分 、

個 人 受 信局 に 対 す る周 派 数 の割 り当 て

無 線 受 信局 お よび 無線 技 師 の認 可 と規

制 、 電報.電 話 に よる州 間 お よび海 外

通 信 を行 な う電 波 の規 制 、 地 上 ・海 中

・空 中 に お け る無 線利 用 の安 全性 促 進

＼
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気 通 信 事 業 の公正 競 争 を保証 す るた め、

各州 公 益 事業 委 員 会 お よび州 際通 商 委

員 会 に よっ て規 制 され る ことに なっ た○

この第2段 階 は い はば 「規 制 下 の 自由

競争 主 義 」 と呼 ぶ こ とがで きるo

第3段 階 、1934年 一一1968年

＼

効 率 的 で広範 な無線 利 用 の奨 励 、 国 防

に対 す る電信 お よび 無線 通 信 サ ー ビス

の整 備 、 宇 宙通 信体 系 の開 発 な どで あ

るo

1929年 の 大規 模 な世 界恐 慌 を契 機 と して 、電 気通 信事 業 に お け る不 経 済

な二重 投 資 を避 け る ため、独 禁 法 の特例 法 とし ての性格 を持 つ 「通 信法1934

年(CommunicationAct)」 が制 定 され たoこ の法 に よってFCCが 設

立 され 、(1934年6月19日)、 通 信 事業 はFCCの 規 制 を受 け る一 方 で

自然 独 占、地 域独 占 とい う考 え方 が打 ち出 され たo「 規 制下 の独 占保 証 主義 」

と も呼 ぶ べ き時 期 で ある。

第4段 階 、1968年 以 降

60年 代 に は マ イ ク ロ ウ ェー ブ伝送 技術 、 衛 星 通信 技術 、 デー タ通 信 技術 な

ど、 多彩 な電 気通 信 技術 が開花 し、一 方 で ユ ー ザ ーの需要 も多彩 化 して きた。

具 体 的 に は従 来 の 加 入 電話 サ ー ビス を中心 と した基本 的 サ ー ビス以 外 に 、副 次

的 なサ ー ビス分 野 が拡 大 され た時 期 で も あ る。FCCは カー ター ホ ン裁 定

(68年)、MCI認 可(69年)な ど を通 じて、 従来 の規 制 下 の独 占主義 と

い う政 策 を転 換 し、 副 次的 分 野 に競 争原 理 を導 入 したoこ れ はrFCC規 制 下

の 独 占、競 争 共存 主 義 」と呼 ぶ べ き体 制 で 、つ ま り基本 的 サー ビスに 関 して は

自然独 占 、地 域 独 占 とい う前 段 階 の原 則 を守 り なが ら、 副 次 的 サ ー ビス には

FCCの 規 制 下 で 自由競 争 の 道 を闘 いft。
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表1-1〈 米 国 に おけ る電 気通 信小 業 政策 推 移 〉

(年 号)

1847

自

由

放
任 競

1876

◇ 。電 信 を国営 か ら民 営 へ 移 営

。A.Gベ ル.ワ トソ ン両 氏 、初 の双 方 向長 距 離 電 話 に ょ

る対 話 完 成

下争
'

の主 1880 ・ ア メ リ カ ン ・ ベ ル ・テ レ フ ォ ン 会 社 発 足(AT&T

義F の 前 身)

1907 章金 融 恐 慌

規
制

寧 各州公益事業委員会設立

下
の競
1910 。州際通商委 員会設立

自争
由体

制

1929

!

。世 界恐慌

1934 0通 信 法 制 定(FCC設 立)

規
制
1949 司 法省 、AT&Tを 独禁 法 違 反 で告訴

下
の保
1956 。司 法省/AT&T同 意 審決

独証
占主
義

1963

r

。J.ゴ ー ケ ン 氏 、MCI設 立

1968 傘 カ ー タ ー ホ ン 裁 定

規 傘 ・ス トー 報 告

制
下
の

独

占
・

競
争
共

1969

1970

1971

r1973

。MCI認 可(SCC第1号)

ア ル パ ・ネ ッ ト開 発(BBNに 発 注)

。FCC 、 デ ー タ伝 送 分 野 の 自 由 化 を 打 ち 出 す

。コ ン ピ ュ ー タ/通 信 問 題 に 最 終 決 定

。PCI認 可(VAN第1号)

覆1974 。IBM国 内衛 星 通 信 分野 進 出 を計 画 .

制 WU国 内 衛 星 通 信 サ ー ビス ・ウ エ ス タ ー1開 始

(ド ム サ ツ ト第1号)

r
司法省AT&Tを 独禁法抵触で告訴
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(2)ロ ス トー報 告

米 の電 気 通 信 政 策 は、68年 の カー ター ホ ン裁 定 を契機 に、 独 占 ・競 争 共 存

とい う段 階 に入 っ た わけ だ が、 時 を 同 じ くして 大 統領 特別 調 査 団 が提 出 した

「米 通 信政 策 に 関 す る総 合政 策(通 称 、 ロス トー報 告)」 は、 「独 占は悪 、競

争 こそ が 基 本 原 理 」とい う思想 で全 編 を貫 き、 そ の後 のFCC政 策 の基 盤 に な

ってい る感 が あ る0

1967年8月14日 、 ジ 。ン ソ ン大統 領(当 時)は 、 通 信政 策 に 関す る教

書 を出[て 、 特 別 調 査 団(タ ス ク ・フ ォース)を 設 立 、 当時 の国 務 次 官 ロス ト

ー氏 が 団長 に 任名 され た。 調 査 団は 政府 関 係者 、 民 間研究 機 関、 学 会 な どを総

動 員 して結 成 され 、 次 の よ うな結論 をま とめ た。

① 加 入電 話 サ ー ビスは 、従 来通 り電 話 会社 に一 元 的 に サ ー ビス させ るべ き

で あるo

② 専 用 線 サ ー ビスは 、加 入電 話 回線 ネ ソ トワ ー クの性 能 を損 な わ ない 限 り

誰 で も自由 に提供 で き る よ うな体制 に改 め るべ きで ある。

③ メ ッ セー ジ交 換、 回線 の共 同利 用 、 チ ータ 処理 を含 め た コ ン ピュー タ ・

サ ー ビスの 提 供 は、 自由 競 争 に よっ て行 なわせ るべ きで あ るo

④ 通 信 機器 製 造業 界 の競 争 環境 を確立 すべ きで あるo

ロ ス トー報 告 は 、 加 入電 話 以 外 の 分 野に は全 面 的競争 を提 唱 した もの だが 、

ロム ネ スAT&T会 長(当 時)は 、 同報 告 を不 満 とし次 の よ うな声 明 を 出 し

てい る。 「通 信分 野 に安 易 に競 争 を導 入 して、 重 要 な国 家 資源 で あ る全 国 ネ ッ

トワ ークの優 れ た性 能 に悪 影 響 をお よぼ して は な らない○ 競 争 だけ では進 歩 は

保 証 さ れ ない し、 また競 争そn自 体 は 目的 で もな いo通 信 政 策 は、 事 実 と過去

の実 績 をふ まえ て慎 重 に決定 すべ き もの で ある 」o

な お ロ ス トー氏 自身 はそ の後 、特 殊 通 信会 社 な どの新 規 サ ー ビス を過 大 評価

して い た き らい が あ る と し、74年 の上 院小 委 員 会 では、FCCの 自由競 争導

入 政 策 を非 難iする と共 にAT&Tの 弁 護論 を うつ な ど、 通 信 政策 、 通信規 制
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面 の難 しさ を再 認識 させ た。 ロス トー氏 は 「ロ ス トー報 告 」 自体 に誤 りが あっ

た訳 では な く、FCCの 競 争 政 策 の導入 の し方 、考 え方 に問題 が ある と指摘 し

てい る○

「ロス トー報告 書 」の要 旨は次 の とお り。

L加 入 電 話 サ ー ビス の性 格 か らみ て、 加入 電話 回線 ネ ・・ トワーク の一元 的

運 営 は、 依 然 と して重 要 であ るo

現 在 の技 術 か ら判 断 して、 基 本 的 な サ ー ビス で あ る加 入 電話 サ ー ビス は、一

元 的提 供 に 、満 足 すべ きで あ るo自 動 交 換網 を使 う加 入電 話 サ ー ビス は、 他 の

サー ビス と異 な り、そ の電 話 機 か ら無 数 の 地点 の電話 機 に 、 い つ で も接 続 され

る もの で なけ れば な らないoま た システ ムの最 適 利用 、 安 全 性 、 サ ー ビス の信

頼 性 の面 か ら、 さ らに国 家 の 安 全 性 確保 とい う点 か らも、 一 元 的運 営 が適 当 と

考 え られる。 安 全性 とい うの は、 た とえ ば 緊急事 態 に軍 事 通 信 に支障 を きたす

よ うな ことが あって は な らな いか らで あ る。 ベル ・シ ステ ム と独 立 系電 話会社

との共 同 の 努 力に よっ て達 成 され た一 元 的運営 管理 シ ステ ム は、 全般 的 接続 を

行 な うた め に不 可欠 で あるo

通 信ネ ッ トワー クは、 巨大 でか つ相 互 に依 存 す る シス テ ムで あ り、 最 適調 整

が 要求 さ れ る。 従 って シス テ ム全 体 へ の影 響 を考 え て部 分的 開 発 を行 な わ ない

と無駄 な結 果 を生 む こ とに な りか ね な い。 利用 者 が 不適 当 な信 号 、 ひず み ある

信 号 を イ ン ブ ン トする と シス テ ム全 体 の他 の利 用者 を阻 害 す る こ とに な る。 こ

の た めイ ン プッ ト、 相 互 接続 につ いて は、技 術 的 基 準 の調 整 が 必要 で あ る。

通 信網 の組織 原理 に つい て は、 一元 的運 営 が健 全 で あ る こ とは、 め ざま しい

過去 の技術 進 歩 や 、市 場 拡 大 に よっ て十 分 に説 明 され て い る。 米 国 が世 界 で最

良の シス テ ム を持 ってい る こ とは、 疑 い の余地 が な い。

'

●

2.米 国 にk・け る通 信 政 策 の 目標 は 、 一 般加 入 電話 回線 ネ ッ トワー ク内外 に

お け る技 術革 新 、経営 革 新 の可 能性 を一 般 に 開放 し、 そ の実 現 を促 進 す る性格
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の もの でなけ れ ば な らないo

米 国 の通 信 政 策 の 目標 として は、 基 本 的 な電 話 回線 網 の優 れ た性 能 を損 な う

事 な く技術 面 、 経済 面 の革 新 とい った新 しい開発 のた め に、 自由競 争 の チ ャ ン

ス を保 証 す る環 境 を作 りあげ る もの で な くて は な らない。 多 くの場 合 、 通 信 事 .

業 に変 化 や部 分 的変 更 を導 入 す る事 は 可能 で あ り、基 本 的 な電 話 回線 ネ ソ トワ

ーク に悪影 響 を お よぼす 事 は ない もの と考 え られ る。米 国 の企 業 環 境 の 背景 に

は、 新 しい開 発 が独 占禁 止 法 以 外 に 政 府 の規制 を受 け ない とい う事 が ある。 す

な わ ち米 国 の産 業政 策 の 基 本 的 前 提 は 、公共 の利 益 に反 しない限 り、 自由競 争

こそ が 技術革 新 、 コス ト ・ダ ウ ン、 資源 の効果 的配 分 な どの確 実 な誘因 に な る

とい う考 え 方 で あ るo一 般的 に は、 競 争 が原則 で独 占 は例 外 で ある とい う事 に

なるo

独 占が 必 要 な場 合 は 、 公 衆 が 自然 的 独 占の性格 か ら利益 を 受 け る範 囲 内 で、

独 占が 競 争 か ら保護 され る事 に な る。 言 い か えれ ば 公衆 は政 府 の規 制 に よっ て

守 られ る事 にな る の で あ る。

以 上 の2点 、 つ ま り一 方 π おい て 統合 シ ステ ム と して の基 本 的 ネ ッ トワー ク

の優 れ た サ ー ビス を維 持 しなが ら、 他方 では新 しい サー ビス に もチ ャン ス を与

え、 通 信 サ ー ビスの改善 の可 能 性 を追 究 す る と共 にそ の実 現 を促進 す る のが 我

々 の基本 的 考 え方 で あるo

3.一 般加 入 電 話 回線 ネ ッ トワー クに よるサ ー ビス に付 随 す るサ ー ビスの提

供 につ い て は、新 しい チ ャン ス が生 れ つつ あ るo

無 線 周波 数 の割 当制 限 に従 う事 を条件 と して、 賃貸 を 目的 とす る都 市 間 の専

用 線 サ ー ビス提 供 事業 へ の 自由参 加 を認 め る事 が妥 当視 され る。

・サ ー ビス の 信 頼 性 と 品質 に関 す る問 題 は、 市場 で解 決 で きる。 言 うまで も

な く競 争 状 態か ら得 られ る と思 われ る利益 は、 サ ー ビス の信 頼 性 と品質 、通 信

シス テ ムの最 適利 用 な らび に 公平 な料金 構成 の点 か らみ た通 信 シス テ ムへ の影

響 の かね あ い で論 じ られ なげ れ ば な らない。
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・専用 通信 シス テ ムの急 激 な増 大は
、 統 合 さ れ た公 衆 通 信 ネ ソ トワーク に と

って、 重 大 な問題 を提 起 しか ね ないoし か しそ の よ うな問題 は、 公衆 電 気

通信業 者 に対 して、 料 金面 での 融 通性 を認 め る こ とと、破 壊 的 な競 争 を防

止 す るた めの 規 制 能 力 を強化 す る ことに よって 解 決 で き る。

・新 しい競 争状 態 の もとでは
、公正 な料 金体 系 が維 持 で きる○

私 設 の専 用 線 サー ビスの提 供 業 者 は、 そ の提 供 す る サ ー ビス が他 人 に貸

す もの で あっ て も、 利用 者 自身 の た めの もの で あっ て も、 適切 な基 準 に従

うことを条 件 に、 私 設 の専 用線 相互 間 な ら びに私設 の専 用 線 と公衆 電気 通

信業 者 の専 用 回線 網 との間 の相互 接 続 を認 め られ るべ き である。

・公 衆電 気 通 信 業 者 の専 用線 との相互 接続 は
、 施 設 の 無駄 な重複 を避 け、 競

争 を促進 す る上 で重 要 な意 味 を持 って い るo

・システ ム のす ぐれ た性 能 が 、 相互 接続 を認 め る政 策 に よっ て損 われ ては な

らないo

自営 の専 用 通 信 シ ステ ム や タ ー ミナル は、 シス テ ム基 準 の設 定 と公 表 、 さ ら

に必要 に応 じて保 安 装 置 を提供 す る こ とに よって 、 シ ステ ム のす ぐれ た性 能 を

維 持す る こと を条 件 に 、一 般 加入 電 話 回線 網 と相 互 接続 す る こ とを認 め られ る

べ きで あるo

4・ 通 信機 の供 給 市 場へ は、 幅広 い参 入 の チ ャ ンスが 与 え られ るべ きで ある○

5.こ の報 告 書 の 中 で提 言 され た諸施 策 を効 果 的に 実施 す るた め 、FCCと

行 政 府 の能 力 を強化 す る必 要 が あ る。

・公 衆 電 気 通 信 事 業 者 の 統合 通 信網 π対 す る政 府規 制 は、 従 来 どお り必要 で

あ る。 しか し規 制 の 仕方 を近代 化 す る必 要 が あ る。 「1934年 通 信法 」

は、 急速 度 の変 化 を遂 げ つ つ あ る技 術 的 環 境 の中 で 、効 果 的 な規 制 が行 え

る よ うに、 若 干 の 修正 を加 え る必要 が あ るo規 制 方針 の中 で も、 情 勢 に対

応 す る料 金 設 定 の 実施、 コス ト引下 げ の た め の誘 因 、市場 の誘 因 は重視 す
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べ きで あ るo

・弾 力 的 な規 制 方 針 に ょっ て、 「公正 報酬 率 」とい う考 え方 に特 有 な一 定 の

制 限的 傾 向 を 防 止 す る必 要 が あるo

・場 合 に よって は、 通 信 サ ー ビス の料 金設 定 に関 す る従 来 の 方法 を改 め るべ

きで あ る。 ゴス トと需 要 の 弾 力性 に関 す る立 証責 任 を公 衆 電 気 通信 業 者 に

負 わ せ るべ き で あ るo

(3)電 気 通 信政 策 に関す るFCC、AT&Tの 見解

米 の電 気通 信 政 策 は 、 ロス トー報告 、FCCの カー タ ーホ ン裁 定 以 来 、 自 由

競 争 とい う方 向 をめ ざ してい る が、AT&Tは 終 始 これ に強 硬 な反 対 を唱 え

てい るoそ してそ の 当然 の帰 結 と も思 われ る司法 省 に よるAT&T告 訴 で、

ひ とつ の ター ニ ン グ ・ポ イン トを迎 え た わけ だ が、 電 気 通 信 とい う極 め て広 範

囲 な事業 を対 象 に してい るだ け に、 今 後解 決 すべ き問題 が 山積 み して い る。 今

後 の方 向 を考察 す る だ め に、・FCCと 当 事者 のAT&Tが 、 電気 通 信政 策 に

どの よ うな見解 を とっ て い るの か ま とめて み よ う。 なfO・ワ ィ リーFCC委 員 長

は、74年2月22日 に、 デ ィー ン ・パ ーチ氏 を引 き継 い だ新委 員 長 で あ り、

リー委 員 はFCCに 長 ら く籍 を置 くベ テ ランで あ る。 ま たAT&Tデ バ ッ ソ

会長 の 見 解 も含 め、3者 の意 見 は司 法 省 に よるAT&T告 訴 の 前 に出 され た

もの だが 、そ れ だ け にAT&Tr独 占 」「分 割 」に 対 す る見 解 が 如実 に示 さ

れ てい るo

特 に規 制 当 局 と し てのFCCは 、 この と ころ一 貫 して競 争 導入 策 を採 ってい

るが、 ベ ル ・シ ステ ム の優 秀 性 につ い ては十 分認 識 して お り、AT&T分 割

が 電話 産 業 さ らに は、 通信 全 般 にお よぼ す影響 につ いて 深 く憂 慮 して い る○ こ

の辺 の事 情 は ワィ リー委 員長 、 リー委 員 の見 解 に も如 実 に表 わ れ て お り、今 後

の通信 政 策 の難 しさ、 ベル ・シ ステ ムの取 り扱 い の難 しさが 浮 きぼ りに され て

い るo
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FCCワ イ リー 委 員 長 の 見 解

FCC新 委 員長 と して の方 針 、 前委 員 長(Dパ ーチ氏)と の考 え 方 との相

異 につい て

ほ ぼ 前委 員 長 の路線 と一 致 してい ます 。 重 要 な政 策 問題 で は、 多 少委 員会 で

ニ ュア ンスの 相違 は あ っ て も、大 体 は一 致 してい ます 。 た だ私 が新 委 員 長 と し

て力 を注 ぎ たい のは、 山 積 した未 処理 の仕 事 をい か に能率 的 に処 理す るか とい

うFCC運 営 に関 す る 問題 ですo

電 気通 信 の分野 では ど うして も、 技 術 が法律 や政策 に先 行 す る傾 向が あ るの

で、 未 処 理の 仕 事 を早 く片 ず け、 国民 の希 望 す るサ ー ビスや 製 品 をス ムー ズ に

提供 で きる よ うに 努力 した いoそ れ に は ス タ ッフを増 や す とと も に、 学 識経 験

者 の衆知 を集 め る 体制 を強 化 したいo

特 殊 通信 業 者(SCC)や 装 置提 供業 者 な ど、新 興 勢 力の競 争 問題 につ いて

電 気通 信事 業 分 野vatoけ る新 しい競争 原理 の導 入 につい て、FCCの 意 図 を

誤 解 され てい る よ うに 思 わ れ ます。 私はAT&Tや 独 立系 電 話 会社 は、 彼 ら

の 自負す る通 り世 界最 高 の サ ー ビス だ と考 え て い ます。1億1千 万台 以上 の電

話機 を相互 接 続 し、 さ らに世 界 的相 互 接 続 シス テ ム を建 設 、 維 持 す る こ とは、

生 や さ しい こ とで は ない と思 い ま す。 さ らに イ ンフ レ下 の物 価 上 昇 の時期 に も

値 上 げ幅 は小 さ く、 サー ビスは 高 品質 に 維持 され てい ますo

そ うい う事 実 を認 めた 上 でな おか つ、 私 は競 争原 理 とい うものが 米 国 の 自由

競 争 社会 の基 盤 だ と考 え ます 。競 争 は、 そ れ が基 本 的 サ ー ビス に技 術 的 、経 済

的 に悪影 響 をお よぼ さ ない 限 り促進 され るべ き であ り、 そ れ が 、大 衆 の利益 に

つ なが る とい うの が私 の考 え方 です 。 具 体的 に 言 えば 競 争 は、 料 金 の引 き下 げ

サ ー ビスの 改善 、 技術 革 新 の促 進 さ らに 自由社会 の 重要 な要 素 で あ る顧客 の 選

択 の 自由化 を もた らす か らです。

既存通 信 会社 が 、 新 規 参入 会社 と同 等の条 件 で競 争 で きる か とい う問題 に っ

い て

私 は公 正 か つ完 全 な競 争 を支 援 しま す。 従 って 既存 の コモ ン キ ャ リアを 、電
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話事 業 に 閉 じ込 め てお くこ とには 反対 で す。 新 し い市場 へ の参 入 を認 め るべ き

です○ た とえ ば私 は、 通 信 衛 星 分 野 にお け る裁 定 で、AT&Tに 対 して 最初

の3年 間 は市 外 専 用線 分 野 に サテ ラ イ トを使 っ ては な ら ない とい う足 か せ をは

め た ことに つい ては 、 反対 を唱 え ま したo私 は単 に、AT&Tが 巨大 企業 だ

か ら とい っ て これ を悪 い ことだ ときめ つ け た り、 これ を企 業 分 割 す る必 要 が あ

る な どとは考 え てい ま せ ん○ やは り公共 の利 益 とい う観 点 か ら判 断 す る のが筋

だ と考 え ます。

一 方独 占 サ ー ビスに よって
、 競 争 サ ー ビス を安 易 に財 務 的 に穴 うめ した り、

あ るいは 伝 統 的 な や り方 の方 が 楽 だ か ら とい う理 由か ら競 争 を排 除 す る ことに

も私 は 反 対 です 。競 争 が単 純 に公 衆 の利 益 に合致 す る もの と は考 え て い ませ ん

が、 一 定 の条 件 下 で公衆 の利益 に つ な が る と考 え られ る の で、 個 々 の条 件 を慎

重 に検 討 す る必 要 が あ る とk－もい ま すo

ベ ル ・ シ ス テ ム の 電 気 通 信 事 業 は 自然 独 占(naturalmonopoly)と い う

AT&Tの 主 張 に つhて

AT&Tの 主張 す る とお 吻、 ベ ル ・シス テ ムの一一一部 の事 業ftと え ば 市 外通

信 サ ー ビ スは 自然独 占 だ とお もい ますoし か しベ ル ・シス テ ムのす べ て の事 業

が 自然 独 占だ とい う考 え方 には賛 成 で きま せん 。 通信機 器 の製 造 に 関 して は、

ペ ル ・シ ステ ム以 外 の業 者 で も革 新 的 な ア イデ ィア は生 む こ とは で きる し、既

存 の コモ ン キ ャ リア側 で も これ に対 応 して技術 革新 に意欲 的 にな る もの と考 え

ます ○ こnが 競 争 の もた らす大 きな メ リ ッ トの ひ とつ だ とい えますo

AT&Tデ バ ッ ツ会長 が提 唱 して い る競争 の一 時的 凍 結(モ ラ トリウ ム)

につ い て

ま だ どの よ うに 対 応 す るか は決 め て い ませ ん が、 は た して競 争 に よる既 存 コ

モ ン キ ャ リアの実 害 が 立 証 で き るか ど うか とい う点 が問題 です ○ た とえ 実 害 が

あ っftと して も、競 争 に よる メ リッ トはそ れ を 上 回 るの では ない で し ょ うかo

そ の点 わnわ れは真 剣 に取 り組 み た い と思 って お りま すo競 争 の問 題 の 解決 に

は、 相 当 の 時 間 を要 す る とお もい ます 。
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FCCが 当面 してい る重 要 問題 と今後 の ア ブ ・一 チに つい て

ひ とっ は独 占的 な電 気通 信 事業 分野 に競 争 を導入 した とい う問・題 です02番

目は 、1番 目の問題 と同様 の 性格 を帯 び て い るの で すが 、 電 気通 信 分 野 と同様

テ レ ビの 分 野 に もケー ブル ・テ レビ ・シス テ ム や有 料 テ レ ビ ・シス テ ムを導 入

しだ とい うこ とです。 こ こで もCATVは 多 彩 なサ ー ビス に貢献 します が 、既

存 の放 送 業 者 の基 本 サ ー ビス に悪 影 響 が あ る の で は ない か とい う問 題 が発生 し

て い ます。 こnは 簡単 に 決着 はつ け カ1たい 問題 です が、 私 はCATVの 多 様 化

は 、顧客 の選択 の 多様 化 を もた らす もの と して大 い に期 待 してい ます。

通 信分 野 の 問題 は、 簡単 に右 、 左 が き め られ ない ので 、 バ ラ ンスの とれ た、

公 正 な判 断 力 と広 い視 野が何 より必 要 です。 しか しカー タ ーホ ン事 件 やMCI

事件 な どの裁 定 に よ り、 「競 争は 現 実 の 目の 前 の問題 と して横 た わ って お り、

既存 の体制 は変 え られ て しま っk」 と思 いま すo競 争 の問題 も、 こ こか ら出発

し個 々の条 件 を十 分 に吟 味 して判 断 す る必要 が あ る と思 い ま すo

FCCリ ー委 員 の見解

lFCCが 直 面 してい る電気 通 信 に影 響 をお よぼ す 最 大 の問 題 に つい て1

そ れ は相 互 接続 の 問題 だ と考 え て い るoこ の 問題 は、 きわ め て広 範 囲 にわk

る問題 だo私 は こ の 中に、 コ ン ピュー タの拡 張 利 用 やい わ ゆ る 「キ ャ シ=レ ス

・ソサ イ ア テ ィ 」の 問題 も含 め て考 え たい とお も う。 そ の他 に も多 くの問題 が

山 積 み して い るoそ の ひ とつ は 、従 来 か ら継 続 して発 生 してい る料 金 問題 だ。

私 の見 る と ころに よ ると、一 般 公衆 は電 話 会社 とい うもの が きわめ て 資金 が

豊 か で あ り強 力 な の で、 どん な ことで もで き る と考 え てい る よ うに思 わnるo

しか し、 も う少 し突 っ込 ん で慎 重 に この問題 を考 え てみ る と、 事 態 はそ ん な に

単 純 では な い こ とが分 るは ず だ。 電 話 会社 は毎 年 、 金融 市 場 に 出か け てい っ て、

何 十 徳 ドル の 資 金 を調 達 して くるが 、 彼 らはそ れ をす ぐに建 設 資 金 に投 入 しな

け れば な らkい 。 さ もない と一 般 公 衆 ロ サ ー ビス を享 受 で きな い ことに な るo

従 っ て私 は 、 あ る時 点 で料 金 値上 げ は で て くる もの と考 え て い る。
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信 誠 業側の競争 問題 に対 す る対応の仕方について1

私 の 見 る と ころ で は 、 ベ ル.シ ス テ ム の 競 争 に対 す る 対 応 の 姿 勢 は 、

幾 分 不 合 理 な面 が あ る よ うに 思 わ れ るoカ ー ター ホ ン裁 定 は、 高 等裁 判
へ

所 に持 って い か れ た が、 そ れ が正 しい にせ よ間違 って い るにせ よ、 それ は国 家

の法 律 だo我 々に は カー ター ホ ン裁 定 を くつが え す よ うな方 法 は存 在 しな いo
● ・

電話 産業 にお い ては これ か ら数 年先 、 多 くの分 野 で競 争 が 生 じて くる と覚悟

して おい た方 が よい と思 う。 私 は ベ ル ・シ ステ ムが 、今 や競 争 とい う現 実 の姿

を認 識 し始 め てい る と思 っ てい る○

1競 争導入 と一 般住宅用加入電話の料金/直上げ とい う関連 につい て1

私は住宅用電話加入者 にっ いては、 ある程度補 てん措置が必要 な時期がや っ

て くる もの と考 え てい る○ しか しこれ は、 わ れ われ が い っ で もそ うい う補 てん

措 置 を認 め る とい う こと では な いoわ れ われ は コモ ンキ ャ リアの規 制 下 では、

各 サ ー ビスはそ の 固有 の コス トを 誉か な う もの で なけれ ば な らない と考 え てい

るoし か し現 実 に は 、 ビ ジ ネ ス 用 サ ー ビ ス に よっ て住 宅 用 サ ー ビ ス を補 て ん し

て きた とい う事 実 を わ れ われ は知 って い る。 そ の点 電話 会社 の主張 は妥 当 と思
ハ

っ て い るが、 そ れ が十 分 納 得 の行 く議 論 で あるか といえ ば論 理 に問題 が ある と

思 うo新 しい産業分野 におけ る収入の可能性 を考慮 して考 えれば 既存 の

収 入 では な くて おそ ら く財務 的 な穴埋 め は可 能 だ と考 え られ るか らだ。

新 しい産 業 を促 進 す る とい うのが 、 これ ま での わ れ われ の 自由企 業 シ ステ ム

・ の歴 史 だo私 は 必 ず や、 競 争 とい うものが この分 野 に も到 来 す る し、 また 強化

さ れてい くで あろ うと考 え て い る○

・1公 平 論 争体 制が認 め られ てい 施 とい う電話会社側 の若齢 ついて1

そ ん な こ とは な い と思 う。 電話 会社 に対 す る競 争相 手 か ら も、 同 様 の苦 情 が

発 生 してい るoた とえば 競 争相 手 の新 規 参入 会 社 に言 わ せれ ば 、 電 話会 社側 で

は競争に直面 する分野 では料金 値下げ とい う手段を とるがそ の他の分野 では値

一

下 げ をや ら な い とい う こ と を言 っ て い る。
ト

相 互 接 続 の 分 野 で は 、 ベ ル ・シ ス テ ム に装 置 を 売 り込 む メ ー カ ー が あ り、 こ
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れ は ベ ル ・ システ ムが 直営 で設 置 してい るoし か し同 一の 機 器 が 、競 争会 社 の

手 で直接加 入者 に販 売 さ れ た場 合 に は、 ベ ル ・シ ス テ ムは これ に保 護 装置 をつ

け る こ とを要求 して い る○ これ には い くつ か の 理 由 が あ るが 、 コス トが 割 高

に つ くに もか か わ らず 、 カ ス トマー は ど う して独 立 系 メー カ ーか ら、 購 入 し よ

うとす るの だ ろ うか。 こ うい う事 実 か らみ て も、電話 会社 側 の 苦 情 は十 分説 得

的 な もの とは考 え らnな いo

1ベ ル ・シ ンテ ムの 分 割縮 つ い て1

私 は現 在 の電 気 通 信 体制 の 中 に何 か好 ま し くない 問題 点 が 存在 す る こ とを認

識 しな けれ ば な ら ない のか も しれ な いが 、 今 の と ころ 、ま だ 私 は そ の よ う 友

問題 点 を経 験 してい 方 い。 もし反 トラス トの公 聴 会 が、具 体 的 にベ ル ・システ
か

ムの独 占的 な悪 質 な手 口 に関 す る実 際 の証 拠 を資料 的 に 固 め て くれ ば 、 私 は ベ

ル ・ジス テ ムの 分割論 ・解 体論 に くみ す るか もしれ ない○ しか し私 は 、 まだ そ

の よ うな証 拠 を見て い ない○

人 々 は公 衆 とい う もの が、数 多 くの 政府 の 施 策 の え じ きに な りが ちだ とい う
● ● ●

こ とを往 々に して忘 れ が ちだOAT&Tと い うのは、約300万 の株 主 を有

す る と と もに、 約100万 の従 業 員 を持 つ 会社 であb、AT&Tに 対 す る影

響 は、 これ らの株主 と職 員 に もた らされ るだ け でな く、電 話 を利 用 す る人 々、

す なわ ち一 般公 衆 に も影 響 を与 え る。 多 くの人 々 ぱ、 こ の よ うな形 態 は悪質 な

反 競争 的 な施 策 だ と考 え てい る。 す な わ ち この形 態 け 、悪 質 な独 占体 制 で あ る

とい うわけ だ が、 私 は 皆 さ ん に も う少 し この 問題 を突 っ込 ん で考 え て ほ しい と

思 う○

はkし て独 占 なの か そ うでない のかo公 衆 に対 す る影 響 は ど うな のかo・ もし

ベ ル ・シ ス テ ムを分割 す れば 、 利 用者 の 料 金 は 高 くな るの か ど うか。 は だ して

ベ ル ・シス テムの 解体 論 は 本 当 に我 々が 望 ん でい る こ と方 の か ど うかo

電話 会 社 け よ く独 占企 業 体 だ と言 わ れ る こ とが あ り、 中 には 電話 会社 は何 か

悪 い ことを や って い るか の よ うに考 え てい る人 が あ る。 しか し本 当 は 、 電話会

社 は 政府 の 規 制 下 に あ る独 占体 で あ り、 そnは 統 制 を受 け てい るo従 っ て私 の
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考 え では 、 そ の よ うな電 話 会社 の運営 形態 はい わゆ る独 占 で は ない と思 う○ 電

話会社 は あた か も自分 だ ちの好 きな様 π料 金 を設定 で きる よ うに見 え るが実 際

はそ うでは ない○

つ きつ め て いえ ば 資本 報 酬 率 とい う もの が あ り、 そ れ は我 々 が統 制 し規 制 し

て い る○ つ 一!]り電話 会社 は 我 々の と ころに、 タ リ フを提 出 しな けれ ば な らないo

例 えば 皆 さん の 家 の 前 に、2本 の 電柱 が立 つ ご と を皆 さんtSk・ 望 み に な らない

とい う理 由か ら、電 話 事 業 は慎 重 な配慮 の も とに独 占形 態 を持 って い るの だ。

私 の見 る と ころで は、 現在 の と ころ、 電 話 会社 に特 にめ くじ らを立 て る よ うな

不 手 際が あ る とは思 われ ない し、 ま た公 衆 か ら不 平 不 満が数 多 く存在 す る とい

うふ うに は考 え てい な いo

AT&Tテ パ ッ ヅ会 長 の 見解

全 国 公 益 事 業委 員 会(NARUC)大

会(73年)で 行 方 っ た競争 に 関 す る

画期 的 演 説 につ い て

内容 に つい て は変 更は ないが 、私 が

心 残 りに 思 う唯一 の事 は、 この 演説 の

タ イ ミン グ を もっ と前 に もって ゆ きだ

か っ だ ことだoも っ と早 目に、 い ろい

ろ見 解 を発 表 で きた らよか っ た とお も

う○ しか し現 実 の 問題 と して、 その時

まで に この競 争 問題 の影響 を十 分 評価

で き る状 況 には な か っ た の で、 早 目に

可能 だ っ たか につ い ては は っ き り分 ら

ないoし か し私 は 、 そ の主 張 につ い て

は変 更 は な い つ も りだoそ れ 以 後そ の

主 張 をい さ さか な りと も変 更 す る よ う

73年 秋 、NARUC大 会 席 上 で行な

った テ パ ソ ツ会 長 の 演説 要 旨

「電 気通 信 業 界 に お け る競 争体制 の

推 進 は、 今 や大 きな 試 錬 の 時 を迎 え て

い るo現 在公 衆 に奉 仕 し よ う とす るわ

れ われ の責 務 の 遂行 の 基 本 とな る政 策

が 、 次 第 に破 壊 さnよ うと してい るo

これ に対 し関心 を持 つす べ て の人 々は、

声 を大 に して反対 を 唱 え るべ き時 で あ

る と私 は思 う○

私 け競 争 がは た して通 信 分 野 の一一部

に導 入 し うる もの か ど うか、 また競 争

政 策 を拡 大 した場 合 の・一 般公 衆 へ の影

響 、 競争 サ ー ビスの適 正 、信 頼性 、 有

効性 お よび競 争 に伴 う代 償 な どの基 本

問 題 を、 体 系 的 に評価 す る た め に十 分
＼
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レ

な ことは しなか っ たo

私 は 現 在の 規 制 当局 の ア プ ロー チに

は、 全国的 な 既存 の 電気 通 信源 とい う

観 点 か らみ て 、危 険 な もの が含 まれ て

い る と考 えて お り、 現時 点 でそ の よ う

＼

な モ ラ ト リ ア ム(猶 予 期 間)が 必要 と

考 え てい るo私 が この よ うな 提 言 を 行

な う の は 、 現 実 の ベ ル ・ シ ス テ ムの 体

験 か ら発 しftも の で あ るo」

な動 きに対 す る反 対 す る 旨 を は っ き り表 明す べ きだ と考 え て い るo

司 法省独禁局か ら提訴 される危 険性について

私 はAT&Tに 入 社 し て以 来 長 い 間、 独 禁法 の脅 威 を肌 に感 じて きft。 我

々は1949年 に独 禁 法 の 告訴 を受 け、1958年 に決着 をつ け たが、 結局 司

法省 は我 々に対 して何 ら手 つか ず の ま ま終 っfto

同意 条 項 は1958年 の下 院 司 法委 員会(HouseJudiciaryComittee)

に おい て検 討 さ れ たが

る 結局AT&T

ころ で我 々 は 、

我 々 の うちのい く人 か はそ の こ とを よ く覚 えて い

に対 して 何 ら勧 告 は行 方わ れ ない ま ま に終 了 した。 と

AT&T'の 立 場 を口頭 で表 明す る とと もに、 これ ま で 競争 の

方 向 に事 態 が 進ん でい る こ とに 対 して、 さか ん に反対 を唱 え て きたoそ して我

々が 日常採 って い る措 置 に つい て は、 独 禁法 に違 反 す る こ との な い よ うにそ の

点極 度 に神 経 を使い 慎 重 に配 慮 して い る○ 皆 さん は 、 我 々が や って い る社 員 用

の教 育 計画 を ご存知 だ と思 うが、教 育 の 中に映 画 や弁 護 士 の 講 演 な どを治 り こ

み、 独禁 法 とい う経 済 環 境 の 中で 、 そ れ に歩調 を合 わせ る 形 で業 務 を進 め な け

れ ば な らない こ と を、 しっ か りkftき 込 ん でい.るOAT&Tは そ の よ うな慎

重 なや り方 で 日常 の ビ ジネ ス を運 営 してい るの で 、 いか な る相手 で も侵 害 す る

よ うな ことは してい な いo

だ とえ ば ハ イ ・ ロ ー政 策 に し て も、 こ れ は 高 ト ラ フ ィ ッ ク ・ ル ー ト は

安 い 料 金 で 、 低 ト ラ フ ィ ソ ク ・ル ー トは 高 い 料 金 と い うふ うに 、 専 用 線 料 金 に

格差 をつける政 策だが AT&Tが 特 別 通信 会社 を蹴 お とそ うな どと し

てい る もの では な い。 我 々が ね らって い るの は単 に、 競争 相 手 を 相応 の レベル

に引 き下 げ る手 段 を講 じた にす ぎないo
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●

私 は競 争が 可 能 とな る よ うな状 態 を望ん でい る。AT&Tが 相 互 接 続 や特

殊 コモ ン キ ャ リア(SCC)の 登 場 に よっ て、 危 機 に 直面 してい る こ とは十 分

認 識 し てい るが 、 我 々の主張 が カス トマー な らび に一 般公衆 の利 益 に合 致 して

い る とい う点 に つい ては、 絶 対 的 な 自信 を持 っ て い るo単 に 収 入 減 だけ を問題

に して い るの で あ れば、 そ ん な に強 力 に我 々の立 場 を主張 す る こ とは なか った

と思 う。 とい うのは 我 々は 独 自の 努 力 に よ って 、株 主 の利益 を守 る能 力 は十 分

に備 え てい る か らだoし か しカス トマー に対 す る責 務遂行 に失 敗 す る とい うこ

とは 許 され な い こ とであ り、 それ こそ 我 々が強 力 に主 張 を展 開す る ゆえ ん だ。

FCCが 今 後 と も競争 政 策 を継 続 的 に推 進 した場 合 の見通[に つ いて

も し競 争政 策 を続 け るの であれ ば 、 私 と しては 競 争 相手 に本 当 の意 味 で の競

争 が認 め られ る ことを希 望 し てい る。 思 うに競争 の名 の もとに現 在 行 なわ れ て

い る競 争 は、 決 して本 当 の 競争 で は な く、市 場 の分 割 にす ぎない 。 これ は きわ

め て不 幸 な ことだ と思 って い る〔一 方 が規 制 の足 か せ をは め て、 他 方 が 規 制 を

受け な い と い うの で は、 競 争 と呼 ぶ こ とは で きない と思 う。

相 互 接続 会社 は、 自由 に好 きなや り方 で料 金 を調 整 す る こ とが で き る○ 彼 ら

の や り方 をみ て い る と、市 場 に進 出す る ため にい くつ かの サ ー ビ スにつ い ては

コス ト以 下 の料 金 で売 り込 も うと して い る。 彼 らは継 続 的な 保 守 に対 す る本 当

の意 味 での責 任 とい うもの を もってい 方 い。 い くつ か の業者 が 保守 契約 を結 ん

でい る こ とは、 我 々 も知 っ てい るoが 、 そ れ は きわ め て割 の よい仕事 と して の

保 守 サ ー ビス をや って い る にす ぎない 。 し.かしAT&Tの 場 合 は 設備 の 利 用

期 間 が 切nる ま で 、一 貫 して保 守責 任 を遂 行 して い るo

相 互 接 続 契約 に つい て 言 え ば、 彼 らは我 々に 通告 しない で勝 手 に 幾 つか の'製

品 を売 り込 ん で お い て、 翌 日にす ぐ接続 させ てほ しい な どと言 って くる○ い く

らなん で も我 々は職 員 をそ ん な に迅 速 に動 か す こ とは で きな いo

単 一 の長 距 離 伝送 会社 を持 つ こ とが 公 衆 の 利益 に合 致 す る とい う点 につ い て

この考 え 方 こそ、 ま さ に 「規 制下 の独 占 」とい うこ とのす べ て を表 わ す概 念

だ とお も うoこnは 、1934年 の 通信 法以 来 の規 制 の歴 史 をふ り返 って み れ
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ば 、 よ く分 る○ も し この 通 信 法 の 原 理 か ら免 脱 す る よ うな こ と をす れ ば 、 長 い

眼 でみ て 、 消 費 者 は損 害 を 被 る立 場 π な る と思 うo私 に は 、 そ れ 以 外 の 方 法 が

存 在 す る とは 考 え られ な いo

だ とえ ば 、 か りに1800チ ャ ン ネ ル ・シ ス テ ム を設 置 しk場 合 、1回 線 マ

イル 当 り約17ド ル の コ ス トが か か る 。 これ に 比 べ て]32,000の 容 量 を有 す

る新 しいL-5シ ス テ ム を 設 置 し た場 合 は、1回 線 マ イ ル 当 り、 何 と1.68ド

ル しか か か ら な いoこ の 電 気 通 信 事 業vak・ け る 「規 模 の 経 済 性 」の メ リ ッ トは

き わ め て 大 き い し、 重 要 な 意 味 を 持 っ て い る。

(4)電 気 通 信 産 業の 動 向

表1-2は 米 の 電気 通 信分 野 におけ る出来 事 をま とめftも のだが 、1968

年 の カー ター ホ ン裁定、 翌69年 のMCI認 可 を契 機 と して、FCCの 競争導

入 政 策 、 そ れに呼 応 した 特殊 通信 会 社(SCC)、 付 加 加 値通 信 サー ビス(V

AN)な どの 台 頭 そ してAT&Tの 反 抗 が 明確 に 示 され て い る。 この 間74

年7月 に は 、IBMがComsatと 共 同で国 内衛星 通 信 事 業 に進 出す る計画 を発

表 し、 関係 方 面va大 きな波 紋 を投 げkoIBMの 計 画 に は、AT&Tを 除 く

既 存 通信 会 社 、 連邦 取 引 き委 員 会(FTC)、 司 法 省、SCC、 コ ン ピュ ー タ

産 業協 会(CIA)な どが こぞ って反 対 を表 明 、 独 禁法 もか らん で今後 の大 き

な 難題 とな った(別 項 「国 内衛星 通 信市 場 」参 照)0

68年 以来 、 政 策 面、 競 争面 、 新 規 サ ー ビス面 で 目ま ぐる しい動 き を 見せ て

い る通 信 分野 は 、74年11月 の司 法 省 に よ るAT&T告 訴 でひ とつ の山場

を迎 え た と言 え るoltte表 中 特 に 重 要 な 出来 事 に つ い て は、 ◎ 印 をつ け たo ,
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表1-2米 国 の通 信 分野 の動 向

・通 信法 制 定(FCC設 立)

・ 「Above890」 裁 定 … … 通 信 会 社 以 外 の 私 営 機 関 が 私 設 マ

イ ク ロ ウ エー ヴ ・ネ ッ トワー ク な ど の通 信 設 備 を 自社 用 に 持 っ て

も よ いo

・JohnGoeken氏 、 イ リ ノ イ 州 ジ ョ リエ ッ トにMCIを 設 立 。

・MCI
、 シ カ ゴ ～ セ ン トル イ ス 間 を結 ぶ11の マ イ ク ロ ウ エ ー

ヴ塔 建 設 を 計 画o

・FCC 、MCI申 請 の 検 討 を 開 始o

◎ カー タ ー ホ ン裁 定(相 互 接 続 自 由化 さ れ る)

・UCC通 信事 業 に進 出o(<注>UCCの 現在の社名はWylyCorp

・FCC、AT&T新 料金 体 系 の反響 を調査o

◎BBNet(ア ル パ ・ネ ッ ト開 発 契 約 発 注 さ るo

◎MCI、FCCか ら 認 可 を 受 く(SCC第1号)

・UCCのSamWyly会 長 、 全 国 規 模 の マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ 網 を

計 画o子 会 社Datranを 設 立o

'AT&T 、WU、 ・GTEMCIの 認 可 に 対 し、 一 斉 に 不 満

を表 明o

AT&T… 一 「現 在 の 通 信 サ ー ビ ス で 十 分 、 これ 以 上 増 や す

必 要 は な い 」

WU… … 「信 頼 性 に 疑 問 が あ る 」

※MCIの 計 画 一 全 国 π]7の 子 会 社 を 設 立 、 シ ア トル ～nサ ン

ゼ ル ス な ど主 要 都 市 を 結 ぶ2地 点 間 マ イ ク ロ ウ エ ー ヴ ・ リン ク

を運 営、 顧 客 は コ ン ピュー タ、CRT、 テ レ タ イ プ 、 フ ァ ク シ ミ

リ な どか ら発 せ られ る デ ィ ジ タ ル ・デ ー タ で も ア ナ ロ グ ・デ ー
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1970年

1月

タ で も、 共 に 運 べ る専 用 回 線 を 自 由 に 利 用 で き るo

※ この辺 か ら特 殊 サ ー ビ ス の 申 請 が 続 出;MCIの 他 の ・レt－ ト
、

Datranの 外 、IntradateCommunication社(二 。一 ヨー

ク～ ワ シ ン ト ン 間)な どo

※Datranの 計 画 一全 国 的 な端 末 相 互 間 交 換 ネ ッ ト ワー ク を 提 供

す る。 ベ ル の 電 話 ネ ッ ト ワー ク に 似 て い るが 、 デ ィ ジ タル 伝送

専 門 で あ る点 が 違 う○

・WU
、5億 ドル の コ ン ピ ュー タ 投 資 発 表o

'テ キ サ ス のCATV会 社CPI;マ イ ク ロ回 線 網 建 設 を計 画
O

CPIの 特 色 一 マ イ ク ロ ウ エ ー ヴ の デ ィ ジタ ル ・チ ー タ をCA

TVに 接 続 、 コ ン ピ ュー タ か ら送 られ る チ ー タ を ホ ー ム ・ フ ァ

ク シ ミ リ で受 け と る 可 能 性 。

・MCI・Michiαan設 立
、Mi-COMと し て は6番 目の 申請

をFCCに 提 出o

・OhioBell
、 タ イ ム シ ェ ア リン グ の 電 話 回 線 使 用 料 金 大 幅 値

上 げ○

・FCC西 海 岸 一 帯 に 出 てい た 申請 を6件 却 下rMCIの 認 可

は この種 のサ ー ビスの 先例 には な らぬ 」とい う声 明 を発 表 。

AT&T

や り 方 は 要 す る に ク リー ム ・ス キ ミン グ

吸 うや り方 だoまft現 在 特 殊 サ ー ビス に対す る市場 は な く、既

存 通信 会 社 だ け で 十分 需 要 に応 じ られ る。 」

・ 「コ ンピュー タ/通 信 」 に暫 定裁 定 くだ る。

'MCI
、TexasEastな ど さ らに3件 の 申 請 を追 加 、 これ で

Mi-COMの 系 列 だ け で11件 に 達 した 。
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1970年

5月

※ マ イ ク ロ ウ エ ー ヴ網 の 申 請 は 爆 発 的 に 増 加 、 こ の 時 点 で30

件o

※ 米 業 界 紙 、 「デ ー タ伝 送 需 要 、70年 代 に ユ000%以 上 増 大

デ ィ ジ タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 需 要 は 、 ベ ル ・ シ ス テ ム だ け

で は ま か な い き れ ぬ こ と必 至 」 と報 道 。

・WU 、 他 の2社 と提 携 して 所 会 社 設 立o

・ 「 コ ン ピ ュ ー タ/通 信 」暫 定 裁 定 に 回 答 書 寄 せ ら る。

・BunkerRamo
、WUに 対L通 信 会 社 の パ ワ ー を悪 用 して い

る非 難 。

◎FCC、 チー タ伝送 分 野の 自由化 を打 ち出 す。

・「ク リス マ ス はいつ も夏 にや って来 るo」

MCIのGoeken社 長 、昨 年8月 の認 可 と今 月 のFCCの 発 表

を喜 々 と して迎 え るo

・FCC公 衆 通 信業 者 局 長、B・Strasburg氏rAT&T

でさ え 自由に この成 長分 野 を独 占 で きぬ 」 と指 摘。

・FCC委 員構 成変 る。共 和 党 系4人 、 民主 党 系3人 と な り、 競

争 自 由化 は進展 の きざ し。

・FCCは 関係 方 面 に、競 争導入 は公 益 に合致 す るか ど うか コ メ

ン トを要 請o

・「相 互接 続 」に 関 しNSA答 申o

・FCC、WUのTWX購 入許 可○

◎ ベ ル 、1974年 を 目途 に全 国 規 模 の 全 デ ィ ジ タ ル ・チ ー タ ・

ネ ッ ト ワ ー ク構 想 を 発 表o

・FCC 、 「 コ ン ピ ュ ー タ/通 信 」暫 定 裁 定 に 口頭 で 意 見 を聴 取

NASの 調 査 に対 し、DittbernerAssociates社 、FCCに コ
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1970年 メ ン ト提 出0

9月 ・WU、 低 速 チ ー タ 伝送 サ ー ビ ス を 計 画o

・WU
、Datracomサ ー ビ ス 申 請o

※Datranは118ペ ー ジにのぼ る コ メン トをFCCvaee出 、 こ

の 中 で 同社 自身が 行 な った詳 細 な マ ーケ ソ ト調 査 を発 表 、注 目

を集 め た。

※MCIは そ の コメ ン トの 中 で 「我 々の プ ランは既 存 通信 会社 の

基 本 的 な 本来 の 業 務 を侵 害 する もの では ない 」 ことを強 要○

※wuの コ メ ン トの要 旨

「数 多 くの 小規 模業 者 を認め る ことは、 ベ ル系 に対す る競争 効

果 を もた らす もの では な く、単 に市 場 を寸断 しコス トを引 き上

げ、 同時 πベ ルの 唯・一 の競 争者WUに 悪 影 響 をお よぼ す 」

※AT&Tは124ペ ー ジに拾 よぶ意見 書の 中 で、 「ク リー ム

ス キ ミン グが現 実 の もの と なれ ば、AT&Tは 大都 市間 の料

金 を値 下げ 、 他 方 の料 金 を値上 げす るか も知 れ ない 」 と料金 を

強 調o

・10月26日 ニ ュー ヨ一一クにおけ る重 要 な記 者会 見 の 席上
、AT

&Tは 戦術 の転 換 を示唆 、rAT&Tだ け でチ ー タ通 信 の ,

需 要 を ま か なえ る 」とい う主 張 をや め 「競 争 の公 平 」を打 ち出

すo

・司 法 省 、FCCに 自由競 争政 策 を採 用 す る よ うに 申告 。司 法 省

の主張 は 、 「 よ り多様 な、 よ り敏 感 な、 よ り革新 的 な 、 より経

済 的 な サー ビス 」が もた らさ れ る とい うものo

・WUBunkerRamo社 の苦 情 に反 論o

FCCに 特別 認可 を 申請or競 争 を実現 す る には、
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1970年FCCが 特 別業 者 の規 制 を論 議 してい る間 に、我 々の ネ ッ トワ

11月 一 ク建 設 に認可 を与 え て くれ るべ きだ 」

※AT&TFCCに 意 見 書rDatranは 、我 々が記 者 会 見 を

開 い て 競争 導 入 を妨 害 して い る とい うが 、そ れ は馬 鹿 げ た話 し

だ 」AT&TD.E.Emerson副 社 長談 、 「我 々は、 目下

進 め て い るデ ー タ通 信 市場 調 査 で得 た チ ー タを分 析評 価 し、 将

来 のベ ル の活 動 に役 立 て だい○ この 調査 は将 来 の タ リフ提 出 に

役 立 と う」。

・FCC 、AT&Tに 対 し 「チー タ通信 市場 調 査 」の 詳 細 提 出

を 要請 。

1971年

1月

・Datran 、 財 政 面 でRaytheonと の 提 携 伝 え られ るo

※ 口頭弁 論 でMCIの ス ポ ー ク ス マ ン、'J.Taylor氏 は楽 観論 を

打 つo

※DatranのFoster社 長 は 「全 ゆる事 実 は提 出 され だ。 もは や

これ 以上 公聴 会 を開 く必 要は なho」

※AT&Tは 、 特 殊 サー ビス通 信業 者 の参 入 で、全 国料 金 平 準

化 制 度 は くずnる だろ うと主 張o

※W.Uは 「特 殊 サー ビ スの 申請 者 は 、 もっ と詳 しい 市場 調査 を

や るべ きだoまkど の よ うな方法 で 公 衆 の需要 に応 え るか・ も

っ と公聴 会 を開け 」 と主張

・自由競 争導 入 問題 大 づめ 、FCCは]月1日 ～22日 口頭 弁

論 を開 催 「裁 定 は6月 ごろに なろ う 」

・FCC 、MCI修 正 案 を認 可

シ カ ゴ～ セ ン トル イ ス間 ル ー トの11の 伝送 装 置 の うち8つ を

別 の場 所 に再 設 置 す る ことに な るo
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年 月 出 来 事

1971年 ・「コ ン ピ ュ ー タ/通 信 」問 題 に 最 終 裁 決
O

3月 ・電 気 通信 政策 局 のホ ワイ トヘ ッ ド局 長
、 自由競 争 導入 を主 張 。

5月 ◎FCC、 全 面 的 に 自由競 争 を導入 す る と発 表 ○

10月 ・MCI
、 ニ ュ ー ヨ ー ク ～ ワ シ ン ト ン 間 の ル ーー ト認 可 さ るo

12月 ・FCC 、BunkerRamoの 苦 情 を 却 下 。

1972年3月 ・AT&T会 長
、Romnes氏 定 年 退 職 、 新 会 長 πDeButt氏

4月 ・Datran 、 ヒ ュ ー ス ト ン ～ サ ン フ ラ ン シ ス コ 間 の ル ー ト 認 可 さ

るo

※ ビ テ オ.ホ ー ン 流 行 の き ざ しo

・WU
、 サ ー ビ ス 料 金 の 値 下 げ を 申 請o

8月 ・AT&Tは
、 コ ン ピ ュ ー タ.チ ー タ伝 送 用 の 長 距 離 伝 送 シ ス

テ ム 第1号 をFCCに 申 請o

・雷話料 金値 上 げ 申請 の審 理 を再 開
o

※AT&Tの 計 画 し てし(だ テ ジ タ ル.チ ー タ.シ ス テ ム(DD

S)が 注 目さ れ るo(サ ー ビス開始 予定74年1月)

9月 ・MCI
、WUの シ カ ゴ 、 セ ン トル イ ス 間 サ ー ビ ス 申請 に対 し

FCCπ 不 満 を表 明o

・FCC 、 電 話料金 値上 げ審 理 を再 開o

11,月 ・AT&Tの 料 金 値上 げ を認 可
○ 雷話 会社 の 投 下 資本 に対 す る

許容報酬率 を引 きあげ るo

12月 ・FCC、 ベ ル の 回線値 上 け を認可o

1973年 ◎PCI、 パ ケ ソ ト伝 送 をFCCに 申 請 「サ ー ビ ス 開 始 予 定 は

1月 74年 中 頃 、75年 ま で に は 主 要20都 市
、78年 に は57都

市 ま で拡 大 予定 」

・ ニ ュー ヨー ク 巡 回 控 訴 裁GTEの 訴 え を斥 け
、FCCに よ る通
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"

1974年

1月

信 会 社 の チ ー タ処 理 サ ー ビス活 動 規 制 を支 持o

◎AT&T

Cに 報 告 。

他社製 装置の相互接続は障 害発生率が高 い とFC

・電 話 会 社 とCATV会 社、 電柱 使 用 料金 をめ ぐって対 立o

◎FCC、PCIの 申請 を認 可(VAN第1号)rPCIの よ う

な業 者 が 対 象 と してい るサ ー ビスが、 成 長 市場 で ある ことは は

っ き りし て い る し、 既 存 コモ ン キ ャ リア は現 時点 で は、 これ ら

の市 場 の要求 に応 えて い な いoPCIが 狙 っ てい る サ ー ビスi

つ い ては、 そ の開発 と多様 化 を 図 るた め に競 争 環境 が必 要 で あ

る 」o

AT&TはFCCに 、通 信産 業 で は条 件 付独 占が好 ま しい、

SCCの 認 可 は見 あわ せ るべ き と要 請。

・ニ ュ ー ヨー ク電 話会 社 、 値上 げo

◎Graphnet社 、 パ ケ ソ ト交 換 シ ス テ ム の 認 可 を 得 る(同 社 は第

1次 計 画 と し て25都 市 に サ ー ビス 提 供 の 予 定)

◎CIA(コ ン ピ ュ ー タ 産 業 協 会)は 、AT&Tが タ ー ミナ ル

をWEか ら 無 条 件 に購 入1て い る こ と を不 服 と し、 週 辺 装 置 メ

ー カ ー の 自 由入 札 を 要 求
。

・Comsat

fi又y.o

AT&T新 テ ジ タ ル ・サ ー ビス 、DDSの 料 金 をFCCに

申 請(AT&Tの 予 定 で は 、DDSは74年 中 に ニ ュ ー ヨー

ク な ど5都 市 、76年 末 ま で に96都 市 に 拡 張 さ れ る)

・Datran
、 通 信 サ ー ビ ス タ リ フ をFCCに 申 請 。 こ れ に よ る

と ヒ ュ ー ス ト ン 、 ダ ラ ス 、 カ ン ザ ス な ど6都 市 間 で 、 ソ ー ポ

`
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、

、

1974年 イ ン トorマ ル チ ポ イ ン ト サ ー ビ ス を実 施 、 速 度 は2.4、4.8、

4月9・6Kbp/S品 質 はAT&TのDDSよ り 優 秀 と して い るo

・ 「専 用 線 市 場 はAT&Tに 独 占 さ れ て い る 」 と し(うMCIの

主 張 にAT&Tは 、 「根 拠 が な い こ と 」 と反 論 。

◎FCCはAT&Tに 対 し 、MCIな ど のSCCにAT&T

系 列 会 社 と 同 様 の 相 互 接 続 サ ー ビ ス を 提 供 す る よ う命 令o

◎MCIのAT&T独 占 論 、 関 係 方 面 で取 沙 汰 さnる 。

・AT&TとGTE
、 国 内 通 信 衛 星 シ ス テ ム で 提 携o

・WU
、 国 内 通 信 衛 星 第1号 と し て ウ エ ス タ ー1打 ち上 げ ○

◎SPCC(SouthernPacificCommunicationsCo)全

国 規 模 特 殊 通 信 ネ ソ トワ ー ク の 建 設 をFCCに 認 下 さ る ○ 同 社

はWUの 国 内 通 信 衛 星 を 介[て 、 ニ ュー ヨ ー ク ～ ロ ー マ 間 で サ

ー ビ ス す る こ と も 計 画 し て い る
○

・SPCC 、FCCに 対 し て 新 料 金 を 申 請 、GusGrant同 社 社

長ldこnを 、AT&TのHi-Loサ ー ビ ス と競 争 す る た め 」

と して い るo

◎AT&THi-Lo料 金 体 系 を実 施 ○ これ は 専 用 線 カ ス トマ ー

に 対 し、 競 争 の 激 しい 地 区 で は 最 高40%の 値 下 げ 、 逆 の地 区

で は 同40%の 値 上 げ を行 な う もの ⊂、

'Fccス タttフAT&TのHi-Lo政 策 に 対 し
、 「専 用 線

サ ー ビ ス を行 な う予 定 の 業 者 に大 き な影 響 を 与 え る 」 と非 難o

・MCI社 長 、JohnGoeken氏 辞 任o

AT&TCIAの 要 請 に 対 し、 「標 準 化 や 集 約 を 必 要 とす

る 通 信 産 業 に とっ て 、 競 争 は料 金 引 き上 げ に つ なが る 」 と反 論o

◎IBM、Comgatと 共 同 で 国 内通 信 衛 星 事 業 を 行 な う と発 表 、
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1q74年

7.月

Comsat子 会 社 、ComsatGenera1と 共 に 、CMLSate-

11iteCorpを 買 収 す る計 画 を 明 らか π す るo

・CIA(ComputerIndustry協 会)は 、AT&Tの 独 占

を打 破 す る よ う上 院 独 占小 委 員 会 で 要 請 。

◎WU、WesterI国 内 通 信 衛 星 サ ー ビス を 開 始o同 サ ー ビ ス

の 第1号 と な るo

AT&T灯 通 信 ター ミ ナ ル 、Dataspeed40の タ リ フ を 申

fi門o

AT&T従 業 員、 全 国規 模 の ス トライキ を うつo

・Mカ ー1】ン グ ハ ウヌAT&T副 社長 、AT&Tは 独禁

法 に低蝕 して い ない し、 司 法省 が何 らの行 動 も とらな い と確 信

してい る 」との声 明 を出 すo

◎ 司 法 省独 禁 局 、AT&T独 占につ いて 調査 続 行 、 しか し提 訴

に つ い て は決 定 してい ない と発表 。

EBク ラス ラン ドAT&T副 社 長、 上院 独禁 お よび独 占小

委 員 会 で 、rSCCの サ ー ビスは 具体 性 が乏 しい、 ま だ これ ら

業 者 の介 入 に よる通 信 シス テ ムの 分 裂 は、 一 般 家庭 の電話 料金

を大 幅 に引 き上 げ る 」と述 べ る。 まだ リ⇒ ヤー ド.ハ ブ副 社 長

はrAT&Tか ら長 距離 部門 を分 離 せ よ とい う要請 が あ るが

これ は破 壊 的k考 え方 だ 」と答弁o

・上 院 独 禁 澄 よび独 占小委 員会 で、IBMの 国 内衛 星 分野 進 出計

画 が独 占 の恐 れ あ り と して非難 さ れ る。

・IBMの 国 内衛 星 通 信 サー ビス進 出に関 す るFCCの 意見 聴 取

期 限 、WUの 要 求 で3週 間延 期 され るo

IBMの 衛 星 通 信 分野 進 出 に関 す る聴聞会 開
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1974年

9月

催 をFCCに 要 請o

・WUと 米 郵政 省 の 合 同 プ ロ ジ ェ ク ト
、 コ ン ピ ュー タ と衛 星 通 信

に よ る メ イ ル グ ラ ム ・メ ッ セ ー ジ.サ ー ビ スの 初 の 公 開 実 験 が

ニ ュ ー ヨ ー ク ～ ロ ス間 で 実 施
o

◎FCCはAT&Tに 対 し、MCIな どSCCにAT&T長

距 離 部 門 同 様 の 相 互 接 続 を提 出 す る よ う再 度 命 令c、 これ は4A

の 命 令 π従 わ な い た め 、 再 び く り返 し た もの。

・MCICommunications
、WTCI(Wes七ernTeleco-

mmunicationsInc.)の ビ ジ ネ ス 通 信 ネ ッ トワ ー ク と接 続

す る 点 で 合 意o

・FCC
、ITT子 会 社USTS(UnitedStatesTransmi-

ssionSystemsInc・)に 対 し、 特 殊 通 信 会 社 の 申 請 を認 可o

・FCC
、AT&Tが 申 請 し てい るDDS(デ ジ タ ル デ ー タ.

サ ー ビ ス)料 金 を 「低 す ぎ る 」と し て 一 応 拒 絶 、 今 後 公 聴 会 で

検 討 す る 旨 発 表 。

・連 邦 取 引 き委 員 会(FTC)はFCCに 対 し
、IBMの 国 内通

信 衛 星 進 出 を拒 絶 す る よ う要 求o

・司 法 省 はFCCに 対 し、IBMの 衛 星 通 信 進 出 認 可 け 長 期 間 か

け て 慎 重 に 検 討 す る か あ るい は 拒 否 す る よ う要 請 。

・FCCはAT&Tの
、Hi-LOタ リ フ の 密 議 に 関 す る調 査 記

録 の 公 開 お よ び 口頭 で の 審 査 会 を 開 け と の 要 請 を拒 絶o

・WU
、 国 内通 信 衛 星 シ ス テ ム、Westerll打 ち 上 げ 。

・FBI国 家 犯 罪 情 報 セ ン タ ー(NCIC)が コ ン ピ ー・一 夕 犯 罪

歴 シ ス テ ム に メ ッ セ ー ジ ス イ ッ チ ン グ機 能 を 加 味 し よ う とす

る 計 画 に 対 し、 州 警 察 、 電 気 通 信 政 策 局(OTP)
、 政 府 ブ ラ
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●

●

イパ シー委 員 会 な どが 反対 を表 明o

・IBMはFCCに 対 し 国 内通 信 衛 星 進 出計 画 で はCMLの 株

式 の過半 数 を永久 的 に保 有 す るつ も りは ない な ど、多 方面 か ら

の反 発 π対 して抗弁 。

・FCCはIBMの 要 請 に より
、IBM/Comsatの 国内 通 信 衛

星 進 出 に関 す る意見 提 出期 限 を延 期 ○

・CIA(ComputerIndustryAssn)IBMとAT&T

は 結 束 し て 通 信 部 門 を独 占 す る意 図が あ る と非難 。

・上 院 憲 法 上 の権 利 に関 す る小委 員 会 で
、 ア ー ビン上 院 議 員 な ど

が サク ス ビー司 法 長官 に対 し、FBIの メ ッ セー ジ交換 機能 追

加 計 画 を遅 延 す る よ う要 請o

AT&Tコ ン ピ ュー タ/事 務 器 メー カー協 会(CBEMA)

の相互 接 続 を もっ と広範 に適 用 す る よ うに との要 求 に反発 。

・FBIの メ ッセー ジ交換 機 能 追 加 計画
、 取bや め る線 で関係 方

面 で意 見 が 一致o

◎ 司法 省、AT&Tを 独禁法 違 反 で提 訴 、WEな どの切 り離 し

を 要求o

◎AT&T会 長 、 司法 省 の提訴 に対 し 「ベ ル シ ス テ ムが分 割

さ れれ ば 、 ユ ーザ ー が最 大 の犠 牲 者 に な る 」と反 発o

・IBMの カ ソ ツ ェ ンバ ソバ氏
、FCCに 対 し、 国 内通 信 衛星 分

野 進 出 申請 の認 可 を遅 延す るの は、 そ れ だけ この 分 野 に おけ る

CMLの 競 争 力 を 弱め る こと にな り不 当 で あ る と述べ るo

・FCC 、CATV規 制 を わず か に緩 和o

・WUDataServices社
、 同 社 の デ ー タ通 信 タ ー ミ ナ ル の オ

プ シ ョ ン と し て 、1200BPSの デ ー タ セ ッ トを 発 表 。

一29一



年 月 出 来 事

1974年

12月

・IBM 、3776通 信 タ ー ミ ナ ル 発 表o

・Comsat
、 申 請 中 のDigisatデ モ ン ス ト レ ー シ ョ ンo

つ

,
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2。 司 法 省VS.AT&T

●

「AT&Tと い うの は 、 私 の背 に 乗 しか か っ て く る最 大 の 荷 物 だ(AT&T

isthebiggestloadonmyback)」

-1973年3月
、IJチ ャ ー ド.E.ワ イ リ ーFCC委 員 長 、 パ ー チ氏 に か

わ っ てFCC新 委 員 長 π な っ だ 直 後 の 会 見 で

(1)告 訴 まで のプ ロセ ス

トル ー マ ン政 権 下 の第1次 係 争

ベ ル ・システ ムに よる 「独 占 」とそ れに 対 す る司 法省 の問題 提起 は、 米 の 電

気 通 信 産 業 の 発端 か ら発 生 した基本 的 問題 で ある○ つ ま リア レク サ ン ダ ー.グ

ラ ハム.ベ ルが、 電 話 の基 本 特 許 を手 放 して以 来 、 この問題 が 登場 す る基 盤 が

固 め られ て きkと いえ るoア メ リカン.ベ ル.テ レ フォ ンk・よびそ の 後 継会 社

AT&Tは 、 この基 本特 許 を使 用 しモ ル カ ンの強 力 な資 金 力 を背景 に、

1900年 代 初 期 まで に業 界 の支 配 力 を 確保 した○ そ の後AT&Tは 、 主 と

してWesternElectric(WE)k・ よび ベ ル研究 所 を通 じて、 電 話 装 置 の製

造 分 野 に ま で 独 占力 を拡 大 させ て きた0

1949年 トルー マン政 権下 の司 法 省 独 禁局 は、AT&Tを 独禁 法 低 触

で提 訴 、WEの 切 り離 しをね らった○ この係 争 は1956年 まで 争 そ わ れ た が

結 局 同意 審 決(コ ンセ ン ト.デ ィ ク リー)と い う形 で結着 が つ け られ だ。WE

につ いて は 、政 府 が ベ ル に対 してWEを 保 持す る こと を認 め る 一方 、 ベ ル は

WEの 活動 を、 電 話 装 置 の 製造 活動 に限 定 しAT&T以 外 の ビジネ スで は競

争 しな い とい う形 で相 方 が1司意 し た。 司法 省/AT&T第1次 係 争 では 、

AT&Tの 組織 には手 つ かず の ま ま終 り、そ の後 司法省 はAT&T独 占問

題 か ら 身 を引 き、FCCに この 巨大企 業 を規 制 さ せ る方針 を採 っ て き た。 結局

1949年 の告 訴 では、 問題 点 が徹 底 的 に追 究 さakか っだ とい うのが 大方 の

見 方 で あb、 特 に政 府 がAT&Tに 対 し、WEの 所 有権 を 認 め る 旨の約 束 を
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取 りか わ しだ こ とは 、そ の後 の べ ノレ.シ ス テ ム をめ ぐる問 題 に長 い影 を投 じて

い る0

1968年 の画 期 的 カー タ ーホ ン裁 定 を契 機 に、 電 話 回線 に接 続 す る装 置 を

AT&Tが 排 他 的 に独 占す る とい う体 制 が ひ っ くり返 され た 。AT&T

側 は この裁 定 に対1、 電話 シ ステ ムの独 占 を解体 さ せ る正 面攻 撃 とみ な し、 強

力 な反対運 動 を展 開 した。

H。1・ ムネ スAT&T前 会 長は 、 テ バ ソ ツ現 会 長 に く らべ て、 競 争 とい

うもの に対 してず っ と柔 軟 な路線 を打 ち出 し てお り、AT&T以 外 に も電 話 ネ ソ

トワーク に接 続 す る専 門 的技能 や設 備 提供 能 力 を持 った 業者 が数 多 くい る こ と

を認 めて い たoし か し68年 ～70年 にFCCが 打 ち出 した・一連 の 自由競 争政

策 は、競 争 とい う もの が、AT&Tが 当 初見 込 ん でい た もの よ り一 段 と厳 し

い もの で あ る こ とを 認 識させ たo特 殊 通 信会 社(SCC)の 旗 手MCIが 、

AT&Tの 長 距離 回線 部 門 が提 供 してい る料 金 割 高の 専 用線 サ ー ビス か ら、

MCIに 乗 りか えk－ 連 の顧 客TJス トを作 成 す る にお よん で、AT&Tは デ

バ ッ ソ会 長 の 下 で 強硬 な競 争対 応 策 を打 ち出す ことに なっ た○ さ らに 交換 設 備

業者 は、AT&Tの 地域 運営 会社 が 既 存 設備 の取替 え を望 まなb時 点 で、 カ

ス トマー に最 新 式 の設 備 を売 り込 も うとい う動 きに 出て きk。AT&Tは こ

れ に対 し、競 合 す る分 野 π限 っ て新 しい装 置 を 売 り込 め とい う覚 え書 き を販 売

責 任 者 に送付 してい るoAT&T幹 部 は この辺 の事情 につ いて 、 「完 全va良

好 な 設備 を新 型 モ テ ル導入 に よって 代替 す る よ うな ことをや れば 、 我 々は破 産

に追 い や らnるo」 と説 明 して い る0

74年4月 、AT&Tは つ い にMCIの9入 の カス トマー に接 続 を拒否 す

る と通告 。 さ らに 同月 末 には ニ ュー ヨー クのITTの 顧客3,500人 に 対 し、

市 内 のテ レ ック ス回線 の提供 を取 りや め る 旨警 告 を発 しft。AT&Tの や り

方は 各 方 面 で非難 され、8月AT&Tも この政策 を緩 和 してし(る。

この 間MCIな どを 筆頭 に して 、AT&Tの 電 気通 信 サ ー ビス市 場vateけ

る独 占 を非 難 す る声 が次 第 に高 ま って き た○ ハ ・一 ト上院 議 員が 提 出 した 産業 再
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編成 法 案(別 項 参 照)を め ぐる聴 聞 会 では、AT&T独 占 問題 も取 りあげ ら

n、 激1い 論 戦 が 展 開 され た。74年8月 の上 院 独 禁 お よび独 占小委 員 会 で は

AT&T副 社 長 が 「特 殊 通 信 会社(SCC)の サ ー ビ'スは具 体 性 に乏 しい 」

「長 距離 部 門 の分 離 は破 壊 的 考え方 だ 」と答 弁、 コ ン ピュー タ産 業 協 会(CI

A)、MCI代 表 者 と対 立 したoこ の 時 点 で司 法 省 独 禁局はrAT&T独 占

問題 に つい て は調 査 を続 行 中、 提 訴 は 決定 をみ て い ない 」 との コメ ン トを 出し

て い プヒO

フォ ー ド政 権 下 の提 訴

当 時 大方 の予 想 では 、司 法 省 がAT&Tを 独 禁 法違 反 で告 訴 す るの は・

IBMと の 大規 模 な係争 に一 応 の め どがつ い てか らと言わ れ て いたo司 法 省

/IBM係 争 は、6年 間 もの 間 を経 過1た あ と、74年10月 か ら審 理 に入 る

ことva・eっ て い たが 、結 局審 理 開 始 が75年2月18日 か らに変 更 され、 司 法

省 独禁 局 はIBM係 争 予審 の大 づめ で大 わ らわ の 時 で もあ っ た0

11月20日 の告 訴 は、 この よ うな時期 に お いて 行 なわれ だ もの だ が 、 この

裏 πはITT/GTE係 争 、 フ ォ ー ド政 権 に よる巨大 巨業 対 策 とし(っftも

の が あ る こ とは 事 実 の よ うだo

ITT/GTE係 争 とい うのは 、1973年 にITTが 、GTEは 電

話 市 場 に お け るベ ル系以 外 の装 置 を独 占 し てい る と い うか どで 提 訴 した事件 で

あ る。 結 局 この競 争 は、GTEの 独 占 とい う事 実 を明 るみ に出 し、 目下 控

訴 中 と方 って い る が 、重 要 な 点 灯 マー チ ィ ン.ペ ンス裁判 官 が 「司法 省 が や ろ

うと しない よ うな 抑制 行為 」を や っftと してITTの 提訴 を高 く評価 しftこ と

で あ るo同 裁 判 官のITT賞 讃は、逆 にみれ ば電 気 通 信 分 野vak－ け る司 法 省 の 無

為 無策 を批 判 しだ もの と して一 般 に 受 け入 れ だの で あ る。

こ うしだ背 景 の 中 で、A .T&Tに 対 す る独 禁 法違 反提 訴 は、73年 辺 りか

ら急激 に増 大 し、 まftAT&TがFCCの 競 争 導入 政策 を くつ が えそ うと控

訴 院 で争 そ っ て きだ係 争 の幾 つ か が 、AT&Tの 敗 北 に帰 す る とい う事 実 が
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出 て きたた め、 司 法 省 と して もす で に ⊥年 前 か ら調 査tて きkチ ー タを もとに、

AT&Tの 告 訴 の 機 が 熟 した もの と判断 しftよ うだ。

さ らに これ に 加え て フォ ー ド政 権 が、 インフレ対策 の・一環 と して独 禁 法 強 化 に

並 々な らぬ期 待 を寄 せ て い る点 も見逃 が せ ないo特 レτニ ク ソ ン政権 が 、 どち ら

か と言 えば 大企 業 に甘 か っ だ とい うイ メー ジが ある た め、 フォ ー ド大 統領 は こ

の ム ー ドを一 掃 しよ うと して い る気 配 が ある。 事 実独 禁 局 の 幹 部は、 「今 回 の

AT&T提 訴 は、 司法 省 とい うもの が フ ォ ー ド政 権 に よって活 力 を与 え られ

よみ がえ っ た こ とを意味 す る もの 」と指摘 して い る○

司法 省 独 禁 局 の 通 信会社 担 当 官達 は 、 ア イ ゼ ンハ ワー政 権 下 の1司意 条 項

(]956年)を 、 独 禁 局 π対す る侮 辱 と考 え 、 これ を くつが え そ う と長 い 問

い らだ ち を感 じて きko独 禁 局 ス タソ フは、73年8月 ベ ルの フ ァ イル をひ っ

く り返 して調 査 に着 手 、15ケ 月 後 司法 長官 が2人 入れかわってから、 調査結 果

が ウ ィ リア ム.B.サ ク ス ビー司 法 長 官 の もとへ提 出さnft。 同長 官 は独薬 局

の ブ ・ ジェ ク トが 、 イ ン フ レ対策 に 苦 慮 す る フ ォー ド政権 の立 場 に うま く合 致

す る と判 断 し、 大統 領 π提 訴 につい て 明 らか に した上 で独 禁 局 にOKの 許 可 を

出 したo

司 法省 のAT&T告 訴 が、IBM係 争 審理 開始 を目前 π控 え た、 ま だ イ ン

フ レ の厳 しい嵐 の中で、 何故74年11月 に 打 ち出 されftの か、 詳 細 ロ 判然 と

しない点 もあるが、 おそ らく前述 の よ うな要素 が か らみあ っ て吟 る もの と考 え て

ほ ぼ 間違 い の ない と ころ だ ろ うo

テバ ソツAT&T会 長 は 、司 法 省 の 告訴 に驚 ろ きの 色 を見 せ なが ら、 「 こ

の よ うな イ ンフ レの最 中 に、 この ような提訴 をや る のは 『皮 肉 』と しか 思え な

いoAT&Tを 分割 す れ ば 消費 者 の コ ス トは高 ま り、 イ ン フレの 抑制 には な

らない 」と真 向 うか ら斗 う姿勢 を表 明 しft。 司 法省/AT&Tの 闘斗 は、 今

後 長 い年 月 をかけ て続行 され るが 、 そ の 結末 は ど うで あれ 、 両 者 の 闘争 は現 在

の 独 禁政 策 の正 しい 目的 に つい て、 新 しい次 元 で の論 議 を呼 び起 す こと にな ろ

う。 「大 きい ことば悪 い こと だ 」 とい う伝 統 的観 念 が次 第 に色 あせ て くる 中 で、
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国家 は産業 分野bCk・ け る集 中 化 の進 行 を大 目πみ て きfto司 法 省/AT&T

係争 は 、結局 「規模 の経 済 性 」 と「競 争 に よる メ リッ ト」をい か に比 較 考 慮 す

る とい う点 に帰 着 す るo

(2)ベ ル ・シ ス テ ム と は

今 回 司 法 省 独 禁 局 が提 訴 し だAT&Tと は 、 一 体 どん な 企 業 な の かo世 界

最 大 の 企 業 と い わ れ る が 一 体 ど の 程 度 の 規 模 を持 つ の か、 ま た マ.ベ ル 帝 国

(MaBell'sEmpire)と い わ れ る ベ ル.シ ス テ ム は ど ん な 組 織 に な っ て い

る の か 、 さ らに 今 回 の 提 訴 で 特 π 問 題 視 さnftWEは ベ ル に どSい う貢 献 を し

て い る の か な ど、 こ こ で ベ ル.シ ス テ ム に つ い て ま と め てk・ こ うo

●

マ.ベ ル.エ ンハ イア

AT&Tは 民 間 で最 大 の 規 模 を誇 る 会 社 で あ り、 長 い 間 投 資 家 のk・ 気 に入

りの 会 社 で あ っ だoMaBell(マ.ベ ル)と い うの は 、 金 融 界 で ベ ル ・シ ス

テ ム の 愛 称 と し て よ く知 られ て 澄 り、 連 邦 政 府 を 除 け ば最 大 規 模 の 資 本 の 調

達 者 で もあ るo昨 年 末 に お け るAT&Tの 資 産 は 、670億 ド ル に 達 し、 こ

れ は 、 あ と に 続 く公 益 事 業 トッ プ20社 を合 計 しkも の とほ ぼ 同 規 模 で あ るo

まft保 険 業 界 の2大 会 社 、Prudentia1保 険 会 社 とMetropolitan生 命 保

険 会 社 の2社 を合 わ せ た 規 模 を 若 干 上 廻 を規 模 を 誇 っ て い る 。'

1973年 の 純 益 は29億9千 万 ドル を計 上 し、24億4千 万 ドル のExx-

on社(73年 フ ォ ー チ ュ ン 鉱 工 業500社 ラ ン グ第2位)あ る い は 収 益23

億9千 万 ドル のGeneralMortors(同 第1位)を しの い で い る 。AT&T

の 従 業 員 は 約101万 人 で あ り、 連 邦 政 府 に つ い で2番 目 に ラ ン ク さ れ る 大 世

帯 で あ るo'AT&Tの 株 主 グ ル ー プ は 、Exxon社 とGeneralMotors社

を 一 諾 π しftよ り もさ ら に 大 き く、 ま さ π マ.ベ ル 帝 国 と呼 ぶ に ふ さ わ し いo

超 大 企 業AT&Ttt、23社 に 上 る 国 内 電 話 運 営 会 社 と ベ ル.カ ナ ダ

(AT&Tの 株 式 保 有 率 約2%)と か ら構 成 さ れ て い る。 さ ら に 今 回 の告 訴
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の や り玉 に 上 っ たWEπ つ い て は 、 全 株 式 を 保 有 し て い る。 まftwEとAT&

Tは 共 同 し て、 ベ ル 電 話 研 究 所 を保 有 し て お り こ の ベ ル 研 は 、 通 信 分 野 や そ の

他 科 学 技 術 開 発 に とっ て 不 可 欠 と もい うべ き何 千 と い う特 許 を 保 有 し て い る。

AT&Tの 長 距 離 回 線 部 門 は 、 長 距 離 サ ー ビ ス と 国 際 通 信 サ ー ビ ス の 分 野 を

担 当 し てい るo

AT&Tの 発 足 を だ ど っ て み る と 、]876年3月10に 始 ま るo当 時 ア

レク サ ン ダ ー.グ5ハ ム.ベ ル は 、 電 話 を使 っ て 初 め て 完tSftセ ン テ ンスを発l

fto1876Gの10月9日 に な っ て 、 ベ ル 氏 と トー マ ス.A.ワ ト ソ ン 氏 は

マ サ チ ュー セ ソ ツ 州 の ケ ン ブ リ ッ ジ ポー ト とボ ス トン 間 で初 め て双 方 向 の長 距

離 電 話 に よ る対 話 を完 成 さ せk。1885年3月3日 、 全 米 に長 距 離 電 話 シ ス

テ ム を設 立 す る 目 的 でAT&Tが 設 立 さnko1900年3月 にAT&T

はAmericanBellTelephoneの 全 株 式 を 買 収 、 以 後 急 速 πそ の規 模 を拡 大

して きた ○ 今 日AT&Tは 、23社 π 上 る国 内 電 話 運 営 会 社 を所 有 す る ま で

π な っ て い るoAT&Tぱ 一 種 の 持 株 会 と 呼 ぶ の が 最 もふ さ わ しい も の と考

え られ る○ この 持 株 会 社 は 、 個 々 の 会 社 を保 有 す る 事 π よ っ て 、 子 会 社 を 所 有

した り支 配 す る とい う形 態 を 採 っ て い る 。

AT&Tは 現 代 で は 、 い わ ゆ る 「キ ン グ ス ベ リー 誓 約 書 」 πi基 づ き、独 立

系 電 話 会 社 と競 合 す る一一方 、 「規 制 下 の 独 占 」 とい う形 態 で 運 営 さ れ て い るo

こ の 誓 約 書 は1913年]2月13日 、 当 時 のAT・&T副 社 長 、 ネ ・一ザ ン.

C.キ ン グズ ベ リー 氏 か ら、 司 法 長官 に あ て らIZft書 簡 を べt－ ス に し て い る 。

誓 約 書 でAT&Tは 、 電 話 をい う公 益 事 業 を 規 制 し て い る 州 際 通 商 委 員 会

(InterstateCommunicationCommission)の 許 可 が な い 限b、 独 立

系 電 話 会 社 を 買 収 で き な い こ と に 同 意 し て い るo
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表1-3:米 国 公益事業大 手20社(フ ォーチ=ン 公益事業50社 ランクよb)

順 位
会 社 名

資 産

(単位 千 トル)

売 上 げ 高 純 益 自 己 資 本 従 業 員 数

'74 '73
(千 ドル) 順位 (千 ドル) 順位 (千 ドル) 順位 人 数 順位

1 1 AmericanTelephone&Telegraph(NewYork) 67,051,114 23,527,320 1 2,993,256 1 30,408,227 1 798,934 1

2 3 ConsohdatedEdison(NewYork)
'5
1968,175 L736,239 2 20717G7 3 2,660,401 2 24,541 4

3 4 PacificGas&ElectriC(SanFrancisco) 5,471,097 1.490」56 3 .243,607 2 2,426,418 3 26,415 3

4 5 . So1ハthernCo.(A口anta)
5,378,299 lJ65β25 5 14S,▲98 7 L479,305 7 20,509 5

5 6 AmericanElectncPower(NewYork) 5,071,320 966,493 10 182,612 5 L343,279 9
ノ

16,303 7

6 7 CommonwealthEdison(Chicago) 4,649,169 1,266,154 4 184,437 4 1,747,213
'5

15,080 9

7 8 SouthernCaliforniaEdison(Rosemead) 3,989,857 1,079,348 6 147,731 8 1,763,488 4 13,927 ll

8 9 PublicServiceElectric&Gas(NewarkN.J,) 3β96,667 LO76,260 7 150,023 6 11655,230 6 け1846 10

9 10 PhiladelphiaEle・ctric 3,176,063 766,658 16 122,867 lO 1,471,259 8 10,289 19

10 11 DetroitEdison 3,061,057 753,135 18 100,132 14 Ll79.791 12 |0、304 18

11 12 GeneralPublicUtiliいes(NewYork)
3,034,065 662,343 23 92,757 16 951,709 15 10,999 16

12 13

「
VirginiaElectric&Power(Richmond) 2,990,211 550,963 28 124,072 9 1,314,816 10 7,185 29

13 15 DukePower(Charlotte) 2.923335 600,681 26 99562 1.5 1,191,730 11 13,063 13

14 14 ConsumersPower(Jackson,Mich) 2,844,848 834,954 11 80,893 21 }.078β64 13 lL741 14

15 17 MiddleSouthUtillいes(NewYork)
2,712,788 658,377

'

24 90,519 17 705,212 25 10,424 17

16 16 ColumbiaGasSystem(Wilmington)
2,596,856 1,048,809 8 106,230 13 890433 17 11,148 15

17 19 FloridaPower&Light(M三ami)
2,400,194 714,Ol2 20 108,558 12 959,831 14 9,385 22

18 18 TexasUtnites(Dallas) 2,351,926 615,096 25 11L243 口 856,164 19 9,169 23

19 21 TexasEasternTransmission(Houston) 2,289,300 826,913 12 88,551 18 733,976 22 5,000 41

20 22 NortheastUtnities(Berlin,Conn) 2,255,528 536,912 29 65,170 32 588,781 32 7,856 28

(ソ ー ス.Fortune 74年 7月 号)
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図1-1米 国 公益 企 業 大 手5社 の]株 当 り純 益 推移
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図1-2 ベ ル帝 国 組織 図
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WesternElectric(WE)と は どん な企 業 か

WE社 の最 優先 目標 は、 ペ ル 系電 話 会 社 に対 す るタ イ ミン グ を逸 しない サポ

ー ト活動 に ある と言 え る
。

1973年 度Vak・ け るWEk－ よびそ の子 会社 の 売上 高 は70億3,700万 ド

ル で あ り、 そ の うちベ ル系電 話 会社 に対 す る売上 高 は61億5,800万 ドル

(87,5%)を 占 めて い るoWE社 の製 品 を見 る と、1950年1月1日 以 来

原 材 料 価格 が113%上 昇 し、 賃金 も228%増 大 しkの に対 し、 今 日ま での

24年 間 に そ の価 格 水準 はわず か に7%上 昇 しだ に す ぎな し(oま た1973年

度 に おけ るWE社 の 全体 の売上 高 の10%が 政 府 向 けの もの で あ り、6億9,600

万 ドル に 達 してい るo

WEの 製 品 の出 荷 状 況 をみ る と、 交換 ケー ブ ル の出荷 高 は、1973年 度 に

は 、年 間1億 導 体 フィ ー トを記録 し、世 界 第1位 の ケ ー ブル製造 設 備 を誇 っ て

い る○

電 話機 は1,100万 セ ッ トを 出荷 し、1973年 度 の押 しボ タン電 話機 の 生

産 高 は ダ イ ヤル式 電 話 機 を上 廻 って い る○ ま たベ ル.シ ステ ムの膨 大 な需要 に

対 し、WEは11万5、000.個 を超 え る デー タ.セ ッ トを供 給 してい るoそ の

他 電子 交 換 シス テ ム、PBXの 出荷 、L-5同 軸 ケー ブ ル.シ ステ ムの製 造 と

設 置 を行 な って い るo特 にAT&Tの 長 距 離 回線 部 門 に納 入 した ピ ・・ツパ ー

グとセ ン トル イス 間 を結ぶL-5同 軸 ケー ブ ル.シ ス テ ムは 、]本 で]0万

8,000の 同時通 話 が 可能 な シ ステ ムで あ る。

WE社 が誇 る最 も重要 な点 は、 体 系的 な や り方 で 、製造 期 間や 設 置期 間 を短

縮 し て、.よ り早 く電 話 会 社 に協 力 し、 顧客 サ ー ビス改 善 に貢 献 し得 る とい う点

であ るo注 文 か らサー ビス開始 に至 る標準 期 間 を大幅 に短 縮 す るkめ に は、 電

話 会社 とWEの 従 業 員 との 緊 密 な協 力 体 制 が 何 より も必 要 とさnる 。WE社 の

設 備 の設 計、 製 造 、 設 置 の効 率化 が 、 そ の ま ま電 話 会 社 の顧 客 サー ビス の改 善

に役 立 つ の と同様 に、 通 信 設備 の流 通 や供 給 シ ステ ムの 改善 は、 そ の ま ま顧 客

サ ー ビスの 迅速 化va大 き く貢献 す る役 割 を果 すoしftが ってWEで は全 国的 な
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流通 ンステ ム の改 善 に も努力 を傾注 して い るO

WE社 け ベ ル.シ ステ ムの要 求 す る品質 を保 証 す ると と もに、 急速 な 技術革

新 に対 して 柔軟 に適 応性 を発 揮 して きた。特 に ソ リッ ド.ス テ ー ト技術 は、製

品 の 小型 化、 性 能 の改 善 に大 き く貢 献 しkと いえ よ う。WE社 が 製 品 の改 善 に

成 功 したの は 、研 究 開 発 活 動 を重視 した とい う点 だ けで は な く、 ベ ル 電話研 究

所 の科 学 者 と密接 な協 力 関係 を維持 しえ た とい う点が重 要 な役 割 を果 してい る。

なお、WE社 の1973年 度 にお け る研 究 開発 費 は5億7,400万 ドル に お よ

ぶo

ひ

●
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表1-4:米 国.鉱工業大手20社(フ ォーチ

、、

ン.鉱工業500社 ラン クより)

順 位
会 社 名

売 上 高

(.単位千 ドル)

十 資 産
純 利 益 自 己 資 本 従 業 員 数

'74 '73
(単位千 ドル) 順位 (単位千 ドル) 順位 (単位千ドル) 順位 人 数 順位

1 1 GeneralMotors(Detroit) 35,798,289 20,296,861 2 2,398,103 2 12,566,777 2 810,920+ 1

2 2 Exxon(NewYork) 25,724.319祈 25.0791494 1 21443,286 1 13,717,691 1 13ラ,000+ 12

3 3 FordMotor(Dearborn,Mich) 23,015,100 12.9541000 4 906,500 5 6,405」00 5

A..

474,318+ 2

4 5 Chrysler(Detroit) ll,774,372 6.1041898 14 255,445 26 2,727,702 19 273.254.← 6

5 4

「■.一 》.一.」〕一 一.....一 一..一.

GeneralElectric(NewYork)

L－－A.L-

11,575,300 8,324,200 11 585,100 ll 3,372,400 13 388,000+ 4

6 8 Texaco(NewYork) ll,406,876 13,595,413 3 L292403 4 7,992、33.1 4 74,918 33

7 7 MobilOil(NewYork) ll390,113苦 10,690,431 7 849,312 6 5,714,772 7 73,900 37

8 6 InternationalBusinessMachines(ArmonkN.Y.) 10,993,242 12,289,489 5 L575,467 3 8,812,024 3 2741108 5

9 9

・.一・..一.■一「

InternationalTel,&Tel,(NewYork) 10.183ρ35 10,132,571 8 527,837 12 Oβ96.822 10 438,000 3

10 11 GulfO日(Pittsburgh) 8,417,000祈
「

10ρ74ρ00 9 800,000 8 5,569,000 8 5L600 59

11 12 StandardOilofCalifornia(SanFrancisco) 71761,835祈 9,082,248 10 843,577 7 5,806,435 6 39,269 98

12 10 WesternElectric(NewYork) 7,037,290 ・4,828 ,143 19 315,305 18 3,015,353 17 206,608 7

13 13 U.S.Steel(NewYork) 6,951,905 6,918,535 13 325,758 17 3,811,155 11 184,794+ 10

14 14 WestinghouseElectric(Pittsburgh) 5,702,310 4,407,665 20 161,928 44 ll996,137 22 194,100+ 9

15 15 StandardOil(Ind.)(Chicago) 5,415,976芥 71018,013 12 511249 13 4,125,268 9 46,589 81

16 16 E.LDupontdeNemours(Wilmingt㎝,Del.) 5,275,600 4,832,200 18 585,600 10 3,593,700 12 口8423 16

17 ・

'
G・ 。eralT。1・phm・&Elect・ ・nics(St㎝f・r己C・nn.) 5.105296 10,749,370 6 352,076 14 2,829,25T 18 196,000 8

18 17 ShellOil(Houston) 4,883、808祈 5,381,164 16 332,694 16 3,095,075 16 32,080 127

19 18 GoodyearTire&Rubber(Akron,Ohio) 4,675,265 3、87LO43 25 184,756 37 L673,506 29 152,929+ lI

20
}.
1'9 RCA(NewYork) 41246β00 3β00,800 29 183,700 38 Lll6,900 46 1261000 13

(ソ ー ス、Fortune 74.年 5月 号)

智 φ
4
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図1-3WE社 の5年 間 の推 移

(単 位 100万 ド ル)

年度

項 目
1,969 1,970 1,971 1,972 1,973

売 上 高 4,883 5,856 6,045 6,551 7,037

純 利 益 227 253 258 283 315

平均従業 員数

(単位:千 人)
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(3)提 訴 と今 後の 見通 し

提 訴 理 由 と内容

司 法省 のAT&T独 禁 法違 反提 訴 の 内容 は、15ペ ー ジの冊 子 に盛 り込 ま

れて い るoそ の冒 頭 で、 「AT&T、WE、 ベ ル電話 研 究 所 お よびベ ル.シ

ステ ム傘下 の電話 会 社23社 は 、相 互 に不 法 な結 託 を取b結 び、 電 話k・ よび関

連 通 信機器 の独 占 を図 る ため に共 謀 活 動 を展開 して きた 」 と非難 してい る。

司法 省 が特 に 問題 に してい る点 は次 の3点 、

① 他 の通 信会 社 か らの挑 戦 を妨 害 し、 これ を制 限 し、 かつ排 除 し よ うと 目

論 ん で き たo

②AT&TはWEに 対 し、 電気 通信 設備 に関 す る全 て の ベ ル.シ ステ ム

の事 業 を与 え、他 の 有望 な供 給 会社 との競 争 を閉 め 出 して きfto

③AT&T、WE、 ベ ル電 話 研 究 所 打、 ベ ル.シ ステ ム と競 争 し よ う と

してい そ多数 の企 業 π 対 し、 ベ ル.シ ステ ム施 設 との相互 接続 を拒 否 す る こと

な どvaよ って、 妨 害活 動 を 展 開 して きko

つま り司 法 省 が 問 題 π して い る 点 は、AT&Tが 特 殊 通 信会 社(SCC)

や相互 接続装 置提 供 業者 な ど、新 ら しい競 争 相手 π対 してそ の活 動 を妨 害 して

きたこと、それをベル.シ ステムとい う巨大 な 帝 国 を形成 す る各社 が 共 謀 で行 方っ

て きftこ とに あ るo中 で も特 π問題 に して い るのは 、相 互 接続 産 業 を妨 害 して

きだ とい う点 で あ るo

相互 接続 産 業 は 、交 換装 置 とか 応 答 装置 あ るい は専 用 線 の よ うな特 殊 サー ビ

ス を含 め、 ベ ル.シ ス テ ム との相 互 接続 を 目的 と した事 業 で あるoこ れ は す で

に述べ て きた よ うに、]968年 の カータ ー ホ ン裁定 π よって、AT&Tが

WE以 外の装 置 で もAT&Tの 全 国 シ ステ ム に接 続 す る こと を認 め なけ れ ば

な らな くな った後 台 頭 して きfto

司法 省 はAT&Tの やb方 に 関 し、 ベ ル.シ ステ ム以 外 の装 置 を利 用 しft

が って い る加 入者 に対 して は 、 高 い料 金 を課 してた だ く方 ど、競 争の 裏 をか く
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よ うな不正 手 段 を とっ て い る と非 難 してい る01例 と し.て、 あ る加入 者 がWE

製 以 外 のPBX装 置 をベ ル.シ ス テ ム に接続 しよ う とす る場合 、WE製 の 「保

護 装置 」を購入 す る こと に 同意 した 時 に限 って、 そ の相 互 接続 を認 め る とい う

や り方 を採 用1て い るoAT&Tに 言 わせ れ ば、 ベ ル.シ ステ ムの設 備 π悪

影響 をお よぼ さない よ うに す る πは、 この種 の保 護 装置 が 不 可欠 で あ り、 批 判

筋 に言 わせ れ ば、付 加 料 金 に よ ってベ ル 以外 の 装置 を使用 す る こ とは 断念 せ ざ

る をえ な くなるo

さ て司法 省 で は、電 気 通信 分 野 にお け るAT&T独 占問 題 を解決 す る手 段

として、 ベル.シ ステ ム解 体 を要 求 してい るo具 体 的に は

○

○

○

ベ ル の製 造 子 会 社WEを 解 体 し、 こ九 を2社 以上 の企 業 に再 編 成 す る。

AT&Tの 長 距 離 回線 部 門 を独立 させ 、傘下 の電 話 会 社 か ら切b離 す

こと。 や り方 と して は 長 距離 部門 を分離 さ せ るか 、 運営 電 話 会 社 の一 部

も し くは全 部 を売却 す る とい う形 をとる。

AT&Tの 研 究 開発 部 門、 ベ ル電 話研 究所 を切 り離 す 可 能性 も検討 す

るo

以 上 の要求 か ら分 る よ うに、 司 法 省 が ね らって い るの は 、 ベ ル ・シ ステ ム と

い う怪 物 を根 底 か ら再 編 し よ うとす る こ とで あ る○ ここ で注 目さ れ る のは、

WEk・ よびAT&T長 距 離 回線 部門 に対す る要 求 に比 し、 ベ ル研 につ い ては

司 法 省 の主張 が あい ま い な もの πな ってい る点 だ○ 事 実司 法 省側 も、 「ベ ル研

に ど うい う手 を打 つ か は 、 ま だ 十分 な検 討 が 進 ん で い ない 」旨認 め て い るo実

際 ベ ル研 の基礎 研究 や標 準 化 部 問 を ど うすべ きか とい う問題 は 、 極 め て難 しい

こ とで あ る。 司 法省 が ベ ル研 π対 して あい まい な態 度 を 見せ た た め、 各方 面 か

ら様 々 な意 見 が 寄 せ らnて い る。 ひ とつ は ベル 研 の仕事 はWEお よび長 距離 部

門 の中 に吸収 で き る とい うもの で あ り、 またベ ル研 の技 能 は 国家 的財 産 であ り、

現 状 の ま ま保 持 す べ き とい うもの も ある。 さ らπ は ベ ル研 を連 邦政 府 の管 理下

に移 し、 航空宇 宙局(NASA)の よ うな方 法 で運 営 しftら ど うか とい う意 見

もあ るo
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提 訴 の影 響 と今後 の見 通 し

も し司 法省 の提 訴 が成 功 を納 め る こ とに なれ ば 、電 気 通 信 分野 にお け る事 業

の やb方 け一 変 す る こと にな ろ うo例 えばWE社 は今 の とこ ろ、 ベ ル.シ ステ

ム内 だけ π 販売 活 動 を限 定 され てい るが、 同社 が分 割 され れば、 通信 装 置市場

で小規 模 メー カ ー と自由 に競 争 で き る よ うπ な る○ 同時 に電 気 通 信 の急 成 長 分

野 で雄 大 な構 想 を持 って い る小規 模業 者 π も、大 きな可 能 性 が開 け て くる○ し

か し最 も利 益 を あげ る と思 われ るの は 、 や は り業 界 の 巨大 企業 、 例 え ばITT、

GTE、HughesAircraft、IBMな どコ ン ピュ ー タ.メ ー カー、 さ らには

欧州 お よび 日本 の 大手 メ ー カーが この 中に含 まれ るo

も し長 距 離 回線 部 門 が 分 離 、分 割 され れば 、 相 互接 続 産業 の発 展 に拍 車 がか

け られ る一 方、 マ イ ク ロ ウ ェー ブ伝 送 た ど新 しい通 信 会 社 が拡張 す る条件 が整

うこ とに なろ うo

さ らに今 回 の提 訴 は、AT&Tの 資金 調 達 に も影 響 をお よぼ す もの と考 え

られ るoAT&Tは 年 間約40億 ドルの債 券 を発行 して お り、 これ を建設 資

産 に あててい る。 提 訴 の なbゆ き に よって 旧、AT&Tは 社 債 利子 を引 きあ

げ なけ れば な らな くな り、結 局 そ の超 過 コ ス トは、 加 入 者 に肩代 りさせ られ る

と分 析 す る者 もあ る○

しか し比 較 的 は っ き り して い ない 点 は、AT&Tの 分 割 が、 は だ して電 話

料金 に どん な影 響 をお よぼ す か とい う点 だ○ 司法 省 の あ る役 人 け、 「我 々は料

金 の値'下が りを期 待 して い る 」と述 べ て い るが、 デ パ ッ ツAT&T会 長 は次

の よ うに反 論 【て い る。 「 も しAT&Tが 、 利益 の あが る長 距離 回線 の収 入

を失 な うよウ に な れば 、 地 方 の電話 料 金 は値 上 げ さ れ る ことπ な る。 何 故 な ら

も うけの大 きい都 市 部 の 収入 に よっ て、地域 の収 入 を補 てん してい るか らだ 」

これ は奇 妙 な こ とだが 、 司法 省独 禁 局 で も、 現 在 の ベ ル.シ ステム の組織 を

解体 す る こ とが 、果 し て どの 程 度料 金 を安 く し、 ま た通 信 サー ビ スの改 善 に役

立 つ の か とい う点 につ い て は 確 固 だ る見 解 を持 っ てい ない よ うだ。逆 に言 え ば 、

AT&T独 占 とい う この問題 は 、電 気 通信 の全 て を網 羅 した極 め て大 規模 な
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問題 で あ り、 ベ ル.シ ステ ム とい う一 大 帝 国 の再 編 が お よぼ す波 及効 果 につ い

て は、 現 時 点 で予測 で き ない ものが あ る とい う ことπ な るo

独 禁 局 で は、現 在 の ベ ル.シ ステ ムが 妥 当 な コス トで世 界 最 高 水準 の サ ー ビ

ス を提供 してい る とい うAT&Tの 主 張 に 対 して は、正 面 切 って論 争 を交 え

よ うとは してい ない。 さ らπ ま たベル の利 益 が異 常 に大 きい と も考 え て い ない

よ うだ(事 実 ベ ルの 資本 収 益 率 は、 比 較 的 横 バ イ状 態 にあ り、 こnま で10年

間以 上 も7%～7.6%の 範 囲 に収 って い る)○ 司法 省が 今 回の 提 訴 で最 も強 力

に主 張 して い るの は、 ベ ル.シ ステ ム が何 年 もの間 、WE製 以 外 の製 品 を、 不

正 な や り方 で閉 め 出 して きた とい う点 で あ るoつ ま り具体 的 に は、 ター ミナル

装置 、 電話 機 、 通 信 衛星 、 無 線電 話 、 マイ ク ロウ ェー ブ施 設 、 チ ー タ通信 装置

な どが、 他 社製 とい う理 由 で 相互 接 続 を妨 害 され て きた○

司 法 省 は この点 を突破 口に 、 ベル.シ ス テ ムの解 体 ま で持 っ て行 こ うとね ら

っ て い るが、 果 して この 問題 が 内包 して い る難 しさ を考 え る場 合 、 どこ まで で

き るのか は疑 問視 す る向 き もあ るo巨 大 企 業 に対 す る比判 が 厳 し くな る中 で第

1次 司法 省/AT&T係 争 の 屈 辱 を晴 レそ うとす る独禁 局 と、 テ パ ッ ソ会 長

の下 、 正面 か ら闘 う構え のAT&Tは 、 今 後数 年 間、 必死 の攻 防戦 を展 開 す

る こ とに なるo

さ て司 法 省/AT&Tの 係 争は 、 そ の影 響 をk－よぼす範 囲 が余 りに大 きい

ため、 今 後本 格 的 裁判 闘 争 に入 るま で、 ま た裁判 に要 す る年 数 も極 め て長 い も

の πな る可 能 性 が 強 い。 司 法 省 独 禁 局 が 第1次 係 争 の 同意審 決 を屈 辱 と して い

る点 さ ら にAT&T側 が 「最 後 ま で斗 う」と声 明を 出Lて い る点 か ら、 長 期

戦 π な る見込 み は ます ます 大 き くな る。 裁 判 に関す る主 な見 通 しを ピック.ア

ッ プす る と、 「裁 判veか け られ るま で3年(ニ ュー ズ ウイー ク誌 」 「何 らか の

種 類 の裁 定 が下 る ま で π少 な くとも6年(エ コ ノ ミス ト誌)」 「法 廷 で最 終 的

π決 着 が つ くま で10年 間(タ イ ム誌)」 「裁 判 に少kく と も3年 、 そ の後 控

訴 審 を経 て最 高裁 π持 ち込 まれ合 計10年 以 上(ウ ォ ール ス ト リー ト.ジ ャ ・一

ナル 紙)」 と何 れ も長期 戦 を予 想 してい る。 ちなみ に司 法省/IBM係 争 の場
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合 は 、 司 法 省 の 提 訴 が]969年1月 、 審 理 開 始 が1975年2月18日(74

年10月7日 が 延 期 さ れ だ も の)と な っ て い るo(な お最 新 の チ ー タ π よ る と

エ デ ル ス タ ィ ン判 事 は2月18日 の 審 理 開 始 予定 を 再 度 遅 らせ る こ と に な っ た

と発 表 して い る)o

(4)ATTの 反論 と提訴 に 関 する 各氏 の コ メ ン ト

覚 え書 き

AT&Tは 、 司法 省 に よる独 禁 法 違 反 提訴 に対 す る 同社 の立 場 を明 らか に

す る だめ の覚 え 書 きを発行L、 ベル.シ ステ ム分 割 に 関す る 同社 の姿 勢 を打 ち

出 しftoこ の中 でAT&Tは 次 の よ うに 述べ てい るo

「1956年vak－ け る独 禁 法 を検 討

す る全 国委 員 会 で は、 規 制 下 の公 益事

業 に対す る独 禁 法 違反 の提 訴 は 行 方 わ

れ るべ き では ない とい う提 言 が 出てい

るoま た ベ ル.シ ステ ムの組 織 体系 は

独 占力 を行 使 した 結果 生 じた もの で も

ないo

我 々(AT&T)が 求 めftも の は

独 占 で は な くシス テムで あ る。効 率的

に機 能す る電話 ネ ソ トワー ク とい うも

のは 、 単 一 の統 合 体 と して設 計 され 、

製 造 され、 運 営 され なけnば な らないo

ベ ル .シ ス テ ムが 現在 の よ うな組織 体

系 に な って い るの は、 以 上 の よ うな理

由π よる も ので あ り、 それ以 外 の何 も

の で もな いo

ベ ル.シ ス テ ム は、 電気 通 信市 場 の

ToucheRoss&Co.

ス テ ム 調 査

この調 査 は コ ンサ ル タン ト会社To-

ucheRoss&Co.がFCCの 依 頼

を受 け 、 ベル シ ステ ムの料 金 設 定 な

どにつ い て、1年 が か りで ま とめkも

の、 調 査 結 果 要旨は次 の とk・りo

「現在 の ベ ル シ ステ ムの 組 織体 系

は、一 般的 に有 益 で あるoAT&T、

WE、 ベ ル 研 の相互 依 存 関係 は、 コス

トと投 資の 面 で 節減 効 果 を発 揮 して お

り、WEは ベ ル シス テ ム各 社 に対 し、

最 小 の コ ス トで機器 を提 供 してい るo

WEの 製 品 の価格 は 、 実 際 コス ト臼 利

益 とい う実 質 的数字 π基 い て算 定 され
＼
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複数 の部 門 に、 競 争 を導 入 す る可 能 性

を否定 す る こ とは しな か っ た。 ま た ベ

ル.シ ステ ムは 、 競争 の 導入 に よっ て

特 定 の市 場 にお け る料 金 が 値 下 げ され

かつ カ ス トマー の選択 の幅 が 拡 大 す る

とい う点 に つい て も否 定 しなか った○

我 々が主 張 した の は 、特 定 の通 信 市場

を競争 市 場 にすべ きか ど うか 、 仮 に す

る とすれ ば、 ど うい う観 点か らそ うす

べ きか とい う点 で あ り、 そ の際 の判断

の基 準は 、 特定 の カス トマー の利 益 で

は な く、 一 般 公 衆 に対 す る影 響 を厳 格

に評 価 した 上 で実行 すべ きだ とい うこ

とで ある。 換 言 す れ ば、 サ ー ビ スに対

す る対価 とサー ビスの品 質 を、 十分考

慮 した上 で決 定 す べ きで あ る とい う点

で あ るo

＼ る とみ ら
れ る 。料 金 を値 上 げ した

り、 値下 げ した りす る価格 調 整 の た め

に幾 つか の コス トを割 当 て配 分 す る可

能性 もあるが 、 この よ うな価格 操作 の

例 は 実 際 に は見 当 らtか ったo

以 上 は ベル.シ ステ ム の プ ラス面 で

あ るが、 マ イナ ス 面 と して は、WEの

資本 収益 率 が余 りレτ高 す ぎる こ と、広

告 宣 伝 に対 す る支 出が 多 す ぎ る ことが

指摘 され る。 まだ ベ ル研 は、 消 費者 ニ

ー ズ に対 す る反 応 が比 較 的 鈍 か っだ こ

と、 ベ ル.シ ス テムの 新 しい 設 備,サ

ービスの開 発 に 関 す る実 績 につ いては

問題 視 され るむ き も あ る点 が指 摘 され

る○ 」

とにか く競 争 が命 令 さ れ た場 合 、 これ まで ベ ル.シ ステ ムは 、 しか るべ き担

当機 関が 規 定 した競 争原 理 に、慎 重 に服 して きた と言 うこ とが で きる。我 々の

考 え で は、競 争 に 関す る 問題 は独 禁法 違 反 の提訴 に頼 る よ り も、 現 在 の規制手

続 きの プ ロセス に ま か せk方 が 、 よbeSnftee決 策 が 出て くる もの と思 うo」

AT&Tの 覚 え書 きに は、以 上 の 外 に も、1956年 の 同意 条 項 に 関す る

下 院 審査 委 員 会 の調 査 、 さ らπはWEに 関す るTouche.Ross&Co・ の レポ

ーー トな ども網 羅 さ れ てい る。Toucheレ ポー トは、 どち らか と言 えばAT&T

に 有 利 な 結 果 を 出 し て お り 、 今 後AT&Tは 裁判 で 同 レポ ー トを活 用 して

い くもの とみ られ るo
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一
デ バ ッ シ会長 の反 論

AT&Tの テバ ッツ会 長 は 、 「11月20日 午 前11時 ま で、我 々は司 法

省 の提 訴 を知 らなか った 」と驚 ろ きの 色を見 せ なが ら、 そ の後 は記 者会 見 をは

じめ、全 国 ネ ッ トの テ レ ビ番組 で、 司 法省 π対す る 猛烈 な反論 を展 開 してい る。

提 訴 直後 か ら最 近 まで、 テ パ ッソ会 長が 各 所 で行 な った反 論 を要約 す る と次 の

よ うに な るo

「我 々は 、 独 禁法 に違 反 す る よ うな行為 を して な い こ とに 自信 を持 ってお り

司 法 省 が… 般公衆 に対 する影 響 を 無視 して、 この よ う方告 訴 に 踏 み切 っ た こ と

に驚 ろ い てい るo今 回 の司 法 省 の 措 置 は、 こaま で60年 間維 持 されて きた国

家政 策 を、 裁 判所 を通 じて変 革 し よ うとす る試 み に外 な らな い。

ベ ル ・シ ステ ム とい う組 織 は 、 電 気通 信 の高度 な発 展 と、 低 料金 の維 持 に対

して 重 大 な責 任 を負 って い る○ 現 在 の シス テ ム につ いて は、 議会 にお いて、 裁

判 所 におい て、 連邦 政 府 なら び に州規 制機 関 に お い て、 何 回 も繰 り返 し検 討 さ

れ 、.そ の都 度適 格 性 が確 認 され て きた。 この中 に は 司 法 省が7年 が か りで検 討

しだ結 果 の1956年 同意 条 項 も含 まれ てい る。

ベ ル.シ ステ ムは これ まで 、事 実 上米 の全 て の家 庭 に電話 サ ー ビス を 普及 さ

せ て きkoこnは 世 界 で最 高 級 の サー ビス と も言 え るoま だ ベ ル は、 一 般経 済

のペ ー ス に くらべ ほ ぼ2倍 のペ ー ス で生産 性 を向上 させ 、 イ ン フ レの影 響 を も

相 殺 させ て きた。 イ ノベ ー シ ョン と生 産 性 の向 上 が、 国家 の イ ン フ レ退 治 の か
●

な め に な って い る 現在 、 我 々 に この よ うな提 訴 が行 な われ る とは、 全 く皮 肉 と
● ●

しか言 い よ うが ないo

WEの 分 離 な どベ ル.シ ステ ムを分 割 す れ ば、 料 金 の高 と うな ど、 電話 加 入
● ● ●

者 に多 大 の 悪影 響 が 齢 よぶ こ とに なろ う。 我 々は妥 協 を求 め る よ うな ことは し

ないoど ん な妥 協 で あれ 、 そ れ は 必 らず消 費者 に悪 影 響 を もkら す ことレτな る

か らだ。 我 々は分 割 とい う事 態 は生 じな い こ とに、 確 固 た る 自信 を 持 っ てい る 」
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提 訴 に対 す る各 氏 の コ メン ト

・フォ ー ド大統 領(司 法 省 支持)

私 は 情 報 は知 らされ て い なか った 。 しか し、 司法 省が 慎 重 に 検 討 して い る あ

らゆ る独 禁 法違 反 の訴 訟 に対 し、 私 がそ の都 度判 判 断 を下 す べ きだ な ど とは考

え てい ない 。 も し司法 省 が 、 実 際 に提 訴 す べ き事 実 が ある と考 え る な らば 、私

が個人 的 に確 信 している 幅広 い ガ イ ドライ ンの 枠 内 で、 彼 らが イ ニ シア テ ィブ

を とっ て提 訴す るの は さ.しつか え ない と考 え てい るo今 回の提 訴 につ い て言 え

ば、 私 の理解 す る と ころ で は、単 にAT&Tの 規 模 が 巨大 す ぎる とい う理 由

だけ で 提訴 が行 なわnkも ので は な い と考 え てい るoAT&Tが 提 訴 の や り

玉 に上 げ られ だ の は、 結 果的 π競 争 を失 な わせ る よ うな一一連 の 行 為 を とって き

たか らだ と理 解 してい る。 司 法省 で は、 競争 を奪 い去 る あ らゆ る行 為 は独禁 法

違反 の 提訴 理 由π な る とは っ き り述べ てい る。 も しそ うい う考 え方 をベ ー スに

司 法 省 が提 訴 した の だ とす れ ば 一私 は事 実そ うだ と理 解 して い るが 一今 回の 司

法 省 の措 置 は適 切 だ っ だ と考 え て い る○

・WilliamG .McGowan氏(MCI会 長)(司 法省 支 持)

親 会社 で あるAT&Tは 、地 方 の ベ ル.シ ステ ム傘 下 の運 営 会 社 に対 す る

支配 力 を駆 使 して、 特 殊通 信 会 社 に対 す る相 互接 続 を妨 害1て きだo地 方 の 電

話会 社 は大低 の場 合 、 自分 達 の判 断 か らで は 方 く、 親 会社AT&Tの 指 示 で

相互 接続 を拒 否 してい る○ テバ ソ ツAT&T会 長 は、政 府 が ベ ル.シ ス テ ム

を分割 解体 す れ ば 、 電話 サ ー ビス の品質 は悪 化 し、 料 金 値上 け に つ なが ると主

張 して い るが、 これ は 『煙 幕 』で あ るo私 は、独 禁 法提 訴 方 らび に そ の適 用効

果 は、 一 般 公衆 π と って メ リッ トを もた らす もの と信 じて い る。 我 々は 競 争 と

い うものが、 そ れ が 導 入可 能 な あ らゆ る産 業 分野 に おい て料 金 の値 ドげ、 サ ー

ビス の改 善 を もた らし、 結 局 一一般公衆 の利 益 πつ なが る とい うこ とを これ ま で

の経 験 では っ き り確 認 して い るoコ ス トが増 大 し、 料 金 が上 る とい うテ バ ッツ

会 長 の声 明 は これ ま で決 して立 証 さ れ た こ とは なか った。 また電 気 通 信 産業 と
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い うものは 、 そ の他 の 技術 的 な産 業 と区 別 され る独 特 の産業 で ある とい う発 言

について も、 これ まで立 証 され た こ と はな か っ だ。私 の知 る限 り競 争 とい うも

の を経験 した あらゆ る産 業 分 野 に おい て、 米 国 の一 般公 衆け 、 競 争 とい うもの

の メ リッ トを固 く信 じて きた し、 ま た信 ず べ きで ある し、 事 実 競争 π よる メ リ

ッ トを享 受 して き た と考 え てい る。

矛

・EdwardSpivak氏(NorthAmerican電 話会社 幹部)

今 回のAT&T告 訴 は、IBM、 の場 合 とちが う。AT&Tの 場 合 は、 大

部 分の証 拠 固 めは す で に終 っ てい るoIBMと 異 な りAT&Tは 、 州 拾 よび

政 府 の規 制下 にあ り、 す で に提 出 ず み の膨 大 な資料 を入 手 す る こ とが 可能 であ

るo主 要 な 情報 源は 、 何 とい って もFCCで あ るoFCCは 約10年 前 か ら、

AT&Tの 組織 お よび料 金 決 定 プ ロセス に つい て 、 大 が かbな 調 査計 画 を発

表 して お り この調査 は、 現 在 で も継続 中 で あるo

・HowardM.Anderson氏(マ サ チ ュ ー セ ッ ツ州 ケ ン ブ リ ッ ジ の ヤ ン キ ー

グ ル ー ブ)(司 法 省 支 持)

今 回 の提 訴 は最 終 的 π 成 功 を 収 め る だ け で な く、 相 互 接 続 業 者 に利 益 を も た

ら す こ とに な る で あ ろ う。AT&T分 割 の メ リ ッ トに あ ず か る 相 互 接 続 業 者

と し て は 、 キ ー.シ ス テ ム 、PBX.PABX交 換 設 備;浄 よ び 電子 交 換 シ ス テ

ム を製 造 し て い るITT
、GT&E、 日本 電 気 、NorthAmericanPhi1-

ips、NorthElectric、StrombergCarlson(GeneralDynamics

子 会 社)な どが あげ られ るo

'・ITT幹 部(司 法 省 支 持)

W.Eが 分 割 さ れ れ ば 、 『 きわ め て 恐 る べ き競 争 相 手 』π な る が 、 我 々が 、

シ ェア を 拡 大 す る 可 能 性 も大 き く な る し、 我 々 は そ う し よ う と思 って い る〇
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・あ る市 場 予 測 家(司 法 省支持)

司法 省 の ベ ル.シ ステ ム分 割 案 は、 い わ ば 『AT&Tの 価 格 分離 』と もい

え る も のだo

・LeslieH.Warner氏(GTE会 長)(AT&T支 持)

大 き な シ ョ ックだoこ の不 況 の さ中 に 、 しか も株式市 場 が 動 揺 して い る 最 中

π、 司 法 省 が この よ うな徹 底 的 な措 置 に踏 み切 った ことは 、考 え た だけ で もぞ

っ とす るoこ れ で はAT&Tや 各 地 の運営 会社 は、成 長 に必 要 な膨 大 な資金

を調 達 す る ことが、 ほ とん ど不 可能 に な るの では な いかo

・RobertStoval1氏(Reyhold証 券 会 社 副 社 長)(AT&T支 持)

L体 こ の よ うな 提 訴 を
、 現 時 点 で誰 が 必 要 と し て い る の で あ ろ う か。AT

&Tは 資 金 調 達 に 苦 慮 してk・ り、 や っ と株 式 や債 券 市 場 が 回 復 に 向 っ て い る

時 看 の π 、 今 回 の 措 置 は 、 多 く の人 々 に シ ョ ック を与 え る こ とvakる で あ ろ うo

・D.Naughton氏(フ ァ ース ト.ボ ス トン社 ア ナ リス ト)

(AT&T支 持)

WE社 は、 我 が 国vafoけ る最 も優 れ た しか も最 も効 率 的 な製 造 会社 の ひ とつ

で あ るo今 回の司 法 省 の措 置 は、 単 に電 話 シ ステ ム を貧弱 な もの に させ 、 か つ

電話 料 金 を これ 以 上支 払 うことを意 味 す る にす ぎ ない○

・CarlGlick氏(ア ナ1)ス ト)(AT&丁 支 持)

AT&Tは 、 可 能 な 限 りの 安 い 料 金 で サ ー ビス を提 供 し て い るo司 法 省 は

競 争 の メ リ ッ トπ あ ま りに 心 を 奪 わ れ て お り、 そ れ が も た ら す 経 済 的 な 影 響 と

い う視 点 を 見 落 して い る の で は な い かo
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・GlennE。Watts氏(米 通 信 労働 者 組合 委 員 長)(AT&T支 持)

我 々は 、 我 々が 代 表 してい る約50万 のベ ル.シ ステ ム従業 員 が 、 これ ま で

苦労 して 勝 ち得feee利 とい うもの を、 全 力 を尽 し て守 る決 意 で あるo我 々労 働

者が、A・T&Tと 全面 的 な交渉 を得 る よ うに なる ま で、35年 間 を要 して い

るo我 々 と しては 、 きわめ て卒 直 に言 えば 、 現実 に存在 す るあ る い は将 来出 て

くるか も しれ な い ベル.シ ステ ムの パ ラパ ラの個 々の組 織 と交渉 し よ うとす る

気 持 ぱさ らさ らな いo当 然 の こ とで は あ るが、 我 々が 約200年 の歴 史 の 中 で

学 ん だひ とつ の事 実 は 、 「規 模 が大 きい 」 とい う自体 は、そ れ が非難 され るべ

き もの に導 か れ ない限b、 別 に悪 い もの では ない と い う点 で あるo我 々は、 競

争 とい う もの は 、そ れ が公 正 なル ー ル の も とで 運営 され る限 り、 支 持 さ れ るべ

き もの と考 え てい る。 これ らの競 争 ル ー ル は、 サ ー ビス水準 と これ に関連 す る

料 金 を維持 す る もの であ り、 か つ、 どん な業 者 に対 して も州 際通 信 だけ でな く

州 内通 信 に対 して も責任 を負 うこと を要 求 す る もの でkけ ■1ばな らな い。 「競

争 」とい う美 名 の も とに、 これ らの責 務 を緩 和 す る ことは、 あ らゆ る消費 者へ

のサ ー ビス 料金 に 対 して、 破壊 的 な悪 影 響 をお よぼ す ことにな る で あ ろ うo

ρ

・ウ ィ リアム ・O・ ベ ー カー氏(ベ ル 研所 長)(AT&丁 支持)

ベル .シ ステ ムが 、将 来 にわ た って一 般公 衆 に引続 き良好 な サー ビス を提 供

して 行 か れ るか ど うか は、 ベ ル.シ ステ ム を構 成 して い る各地 の 運 営 会社 と、

ベ ル電 話 研 究所 が 密接 左協 力関 係 を維 持 で きる か ど うか にかか って い る。 ベル

研 との パ ー トナー シ ソプが解 体 され る よ うな こ とπ なれ ば、 一 般公 衆 の コス ト

は 相 当割 高 に なる もの と予想 され るo高 度 に複雑 な、 か つ 創造 的 な電気 通 信 シ

ス テ ム を め ざ した 、 長 期 にわ た る何 百 万 ドル とい うプ ロジ ェク トに資 金 を投'下

し、 これ を総 合的 に調 整 で き るのは 、 現在 の よ うな総 合 的 なベ ル.シ ス テ ムの

様 な組織 が存 在 しては じめ て可 能 で ある。 もし司 法 省 の訴訟 が執 行 され る よ う

な ことに なれ ば、 現 在 進 め られ てい る 多方 面 にわ た る発 明 や構 想 は時 期 的 に遅 ら

らさ れ た り、 あ る いは 放 棄 され だbす る こ とに な るで あ ろ うo

9
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・ワ ィ リー 氏(FCC委 員 長)

仕 事 は平 常 どtoり で あ り特 に変 ら ない○ 司 法 省 が 何 をFCCに 質 問 して くる

か は明 確 で な いが 、 私 と して は、現 在 我 々が審 理 中 の問題 πつ い て、特 に何 か

大 きな影 響 が生 じて くる とは考 え てい ないo

◆

・あ る調査 会 社 ア ナ リス ト

この提 訴 の意 味 す る こ とは きわめ て深 い。 こnま で は、AT&Tを 分 析 す

るため の 手 だ て として 、 ご く少 ない 情報 しか 知 られ て い な か った○ 私 の見 通 し

で は投 資 家 が 消極 的 な動 き をみ せ るの は、一 時 的 な ものだ と考 え られ るが、 今

回の措 置 に よって、 現 時点 で解 明 され てい る以外 の、 より多 くの問 題 点 が浮 き

彫 りに され る こと にな るで あ ろ うo

・証 券 筋

少 な くと も当面 、 この訴訟 騒 ぎは 、AT&Tの 株 式 π悪影 響 をお よぼす こ

とはftし か で あ るoだ だ しこの訴 訟 は、 時間 が かか る の で、 そ の点 を考慮 す る

余 地 が あろ う。

氏

(5)産 業再 編 成 法 案 と通 信 規 制政 策 の再 検討

産業 再 編成 法 案(S1167)

米 国 の独 禁政 策 ぱ、 長 い歴 史 と豊 富 な経 験 の積 み 重 ねの上 π築 きあげ られ て

お り、1890年 の シ ャ ー マ ン法 制 定以 来 、 曲折 は あっ て も基 本 的前 提 は 「独

占は悪 」とい う考 え 方 で 貫 れ て きた 。 しか し最 近 の 複雑 な ビジネ ス環境 を考 慮

した場 合 、 従 来 の独 禁法 は 十分 そ の効 力 を発揮 で きな い と して、 産業 再 編成 法

案(略 称IRA-IndustrialReorganizationAct,S1167)が 提 出さ

れ たo

この法 案 は1973年3月 、 フィ リ ップ.ハ ー ト上 院 議員 が再 提 出 して以 来

注 目され て い る もの で、 主 要産 業 π おけ る独 占 お よ び寡 占 の弊害 を排 除 す る こ
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とを 目的 と し、 い わば 主 要 産 業 に おい て 「公 正 自由競 争 」の概 念 を総 点 検 し よ

うと す る もの で あるoハ ー ト法案 が 対象 に してい る産 業分eWl't、 コ ン ピュー タ、

通 信装 置 、 電 気機器 、 化 学 、 薬 品 、 エ ネル ギー、 鉄 鋼、 鋼 材、 自動 車、 非鉄 金

属 な ど、主 要 産 業 の ほ とん どであ り、 産業 界 に拾 よぼす イン パ ク トは極 めて大

きいo

法 案 では 現 在 の独 占 法 体 系 π、新 た に重 要 な方 策 を加 味 し、 独 占禁 止 の効 率

化 をね らって い るoハ ー ト法 案 の重 要 な方策 と して は

○ 独 占状 態 をつ くりあげ よ うと した り、管 理 価 格 を設 定 し よ うとした り、

競 合会社 を 不 当 に排 除 し よ うとす る企 業 を取 締 る場 合、 反独 占的意 思 の立証 は

必要 で ない よ うに す る。 す なわ ち重 要 な こ とは被 告企 業 の意 志 ではな く、行 動

の 結 果で ある。

○ ア ンチ トラ ス ト執 行 の シス テム を、現行 の複 雑 な 仕組 み か ら、 独 占 を排

除す る上 で活 動的 か つ機能 的 な もの に す るo

O産 業 界 π お ける企 業 活動 を集 中 的 に調査 研 究 した り、 あ る いは 競 争 を よ

り活 発 な もの に す る た めの プ ラン を練 る特 別委 員 会 を設 立 す る。

○ 企業 の訴 え を取 りあ げ、 法 案 に 照 ら して独 占排 除 命令 を 出す よ うな特 別

法 廷 の設立 をめ ざすo

さ らに同 法案 では、 「独 占 」の決 め手 の具 体 的指 標 と して、独 禁法 違 反 で提

訴 さnた 企 業 が ①提 訴 さnる 前7年 間 の うち、税 引後 平均 純 利益 率 が5G連

続 して15%を 越 えk場 合 ② 同様 に最 近5年 間 の うち、 米 あ るい は海 外vafo

いて2社 以 上 の企 業 間 の実 質 的競 争 が ない場 合 ③ 同様 に 最 近3年 間 πおい て、

小 数企 業 が一一定 の 商取 引 きで50%以 上 の 売上 げ を 占め る場 合 な どの ケー ス

を あげ てお り、広 範 な産 業分 野 で論 争 を呼 ぶ こと にな ろ う。

ハ ー ト議 員 の産 業再 編 法 は、 そ の対 象 とす る と こ ろが 全 米 の主 力 産業 の大半

を カバー し、 さ らに規 制 方策 が 極 めて 厳 しい ところか ら、 近 い将 来 に具 体化 さ

れ る可 能性 は少 ない と一一般 には 受 け と られて い る。 しか し反 独 占政 策 が注 目さ

れ てい る今 日、 長 期的 観 点 か ら真 剣FI(検 討 され る ことに なる もの と思 わnる 〇
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こ こ で 問 題 にな るの は 、 コ ン ピ ュ ー タ と通 信 機 器 産 業 も法 案 の 対 象 に 入 っ て

い る こ とだ 。 ハ ー ト議 員 が 委 員 長 を 務 め る上 院 反 ト ラ ス ト拾 よ び 独 占 に 関 す る

小 委 員 会(SubcommitteeonAntitrustandMonopoly、 通 称 ・・一 ト小

一 委 員 会)で は
、 再 編 法 π 関 す る 公 聴 会 を 開 催 して 、 こ の 法 案 に 関 す る 各 方 面 の

反 響 を調 べ て い る が 、 公 聴 会 で ぱIBMteよ ひAT&Tの 独 占 問 題 を め ぐっ て 、

活 発 な論 争 が 展 開 さ れ 、 さ な が ら司 法 省/IBM審 理k・ よび司 法 省/AT&T係

争 の 前 哨 戦 の よ う な様 相 を 呈 しfto

ハ ー ト小委 員 会公 聴 会 の応 酬

ハ ー ト上 院 議 員お よびそ の ス タ ッ フは、 通信 法 を改正 し、電 気 通 信事業 を再

編 成 す る ため の規 制 機構 改 革 の準備 を進 め て お り、 ア ンケー ト調 査 な どに よ っ

て、AT&Tva対 す る不 満 を収集 してい るoあ るス タ ッフに よれ ば 、 ア ン ケ

ー トの結 果500に お よぶ 回答 が寄 せ らn 、AT&Tに 対す る非 難iが公 聴会

で発 表 さnた 〇 一 方AT&T側 は 、 ハ ー ト小委 員会 の攻 撃 に 神経 を使 っ て お

り、 公 聴 会 の模 様 を15分 毎 に本 社 に報告 させ る とい うや り方 を採 っだo

公 聴会 の論 争 で特 π 注 目され た のは 、 ホ ワ イ トハ ウ ス電 気通 信政 策 局 長 ク レ

イ.ホ ワイ トヘ ソ ド博士 の競 争 導入論 に対 し、AT&Tの 著 名 な コン サル タ

ン ト、 ロバー ト.R.ネ ー ザ ン(Neithan)博 士 と エー ル大学 の ・ス トー教 授

がAT&T弁 護 論 をぶ っftこ とで あ る○ ・ス トー氏 は1967年 、 ジ ョン ソ

ン大 統領 が 設立 しだ タス ク.フ ォー スの委 員長 として、 電気 通 信分 野 に 自由競

争 を導入 す べ き とす る 「 ロス トー報 告 」を 出 した本 人 だが 、公 聴 会 で は通信 産

業 の そ の後 の経 過 を ふ まえ て、AT&Tを 弁護 す る証言 を行 なっ た。 同氏 の

発 言 要 旨 は次 の とお り。

○ ロス トー.レ ポ ー トは 、 そ の後 の事 態 の進 展 に伴 い、 多 くの面 を再点 検'

す る必 要 が あ るo

O特 別 通 信業 者 の導 入 に よ っ て、 技術 的 あ るいは 市 場 サ ー ビス面 で、何 か

独 自の新 しい もの を期 待 したが 、 結局 は市場 の分割 に つ なが る奪 い合 いが生 じ
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ただ け で、 太 き左 メ リソ トは認 め られ な いo

O公 衆 網 は やは り、 全 国 単一 の 自然独 占の 原 理 を生 か す べ きであ る○

○ 競争 け、 公 正 か つ真 実 の競 争 で あ るべ きで あ り、 ベ ル.シ ステ ムに対 し

て も、 料 金 面 で 対応 で き る よ うな 弾 力 的 な制 度 を認 めるべ き で ある。

OFCCの 政 策 は、 私 に言 わせ れば 、 悪 い規 制 政 策 と悪 い 競 争政 策 とを結

合 させftも の と しか思 わnな いo

Oベ ル.シ ス.テム は、 環境 の 変 化 に迅速 か つ弾 力的 に対応 す る こ とを事実

に よっ て証 明 し てお り、 これ を抽 象 的 に批 判 して解体 し よ うとい うの は、健 全

k政 策 とは 言 え な いo

Oベ ル.シ ス テ ムロ 、 直面 した技 術 的 問題 お よび経営 問題 を、 研 究 部門 、

製造 部 門、 営 業 部 門,とが一 体 的 に取組 み 解決 して きたo

Oハ ー ト議 員 の産 業 再 編法案 は、 仮 定 と してベ ル.シ ス テ ムの解 体 を要 求

す る こ とに よっ て、 ネ ッ トワー ク の統 合 性 とい う原 則 を打 ち破 ろ うとしてい るo

この法 案 け余 りに範 囲が広 す ぎて、 私 に は 不必 要 な もの と しか考 え られ ない。

ゆ

叫 ばれ る通 信 規制 政 策 の再 検 討

米 の電 気 通 信政 策 の変遷 と ベル.シ ス テ ムの 独 占 問題 につ い て まと めて きた

が、 最 近 πな っ て今 日の 通 信 業界 が かか えて い る問題 点 は 、 規 制 当局 の機構 と

通 信 産 業 の構 造 に原 因が あ り、 特 に規制 当局 、 規 制政 策 を再検 討 すべ き との主

張 が多 くな ってい るo

通 信規制 改革 案 に は、FCCを 廃 止 して新 た な 国 家機 関 をつ くる とい う もの

か ら、FCC分 割 、FCCに 強 力 な権 限 を・与え る、 「通信法 」改正、司 法 省独 禁

局 強化 力 ど様 々 な意見 が ある○

ホ ワイ トハ ウス電 気 通 信政 策 局 の ホ ワイ トヘ ソ ド局 長 は、 規制 当局 の構 造 を

変 え た り、 早 急 に新 た な 規制 条項 を検 討 す る前 に 、 現 在 ある規 制機構 を 近代 化

す る ことに 努 力 を傾 注 すべ きだ と主 張 し、て い る。 同氏 は、 現 在米 国 の通 信 産業

が 直 面 してい る問 題 を、 政 策 の 陳 腐化 か らきて い る と見 てお り、次 の よ うな提
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言 を行 な っ てい るo

①1934年 制 定 の 通 信 法(communicationAct)を 改 正 し、 独 占 サ

ー ビス に対 す る規 制 メ カ ニ ズ ム と競 争 サ ー ビ ス に対 す る 規 制 機 能 を は っ き り区

別 す る よ う にす る○

⑫ 規 制 の メ カ ニ ズ ムが 、 競 争 か ら逃 が れ る た め の か くれ み の に な らな い よ
● ● ● ● ■

うな体 制 を確 立 す るo

③ 議会 はFCCに 働 らきか け て、 今後 と も広 範 か つ多 彩 方新 規通 信 サ ー ビ

スが提 供 さ れ る ような 方向 に持 っ てい く。'

コン ピ ュー タ周辺 装 置 メー カーが設 立 して い る協 会 、 コン ピュー タ産業 協 会

(CIA)も 、 現 在 の通信 政 策 π不満 を持 ってお り、特 に通 信 端末 市 場 の公平

k自 由競 争拡 大 を ね らっ て、AT&T独 占力 の抑 止 、 通信 業 界 の再 編成 を主

張 してい るo同 協 会 の提 言 で は、 ① 通 信法 を改正 して、 通信 会 社 が機 器 を購

入 す る際 に は公 開 入札を行 な うよ うにす る こと ②議 会 は独 禁局 を強 化 して、 公 衆

の利 益 に た って複 雑 な訴 訟 を迅 速 π処 理 で きるよ うにす る と い う2点 が 注 目さ

れ るo

司 法 長 官 補佐 の トーマスE.ク ーパー 氏 は、 現在 の規 制 当局 にか わ る新[い 国

家委 員 会 の設 立案 を支 持 してい るo同 氏 の提 言を要 約 す る と

① 規 制 の能 率 を促 進 す る よ うに、 規制 担 当局 の改 善 を行 ない、 通 信 分野 に

k－け る新 規 参入 、 料 金 設 定、 各 種 サ ー ビス提 供 の 自由化 を推 進 す るo

② 最大 限 の 自由競 争 と規 制 の 目的で あ る公衆 の利益 を両 立 させ る ため、 ど

の よ うな規 制 措 置 が と られ るべ きか早 急 に解 明 す るo

③ 新 しい規制 プ ログ ラム を創 りあげ る こ とに よっ て、規 制 当局 の幹 部が 能

力 をふ るえ る よ うにす るo

新 しい 国家規 制委 員 会 の設 立 に つ い ては、FCCス タ ソフ で も賛 否 両論 が あ

るoまft現 在 のFCCを 廃止 し、 競 争 の維 持 を独禁 局 にま か せ よう とす る提 言

もあ るが、 これ πつ い ては現 行独 禁 法 を改 正 しない限 り、 通 信 分 野 の独 占問 題

は解決 で きない とい う反 論 が多 いo
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イ ンデ ィ ア ナ州 の規 制担 当 官 、 ワー レス氏 は、州 の立 場 か らFCCの 現在 の

政 策 を非 難 す る。 同 氏に よる と、FCCの 政策 は料 金 を現 実 コ ス トに近 づけ よ

うとす る ものだ が 、 こ れ は ビ ジネス.カ ス トマー の 収入 で住 宅用料 金 を低 目に

お さえて きだ方策 を 不 可能 に し、電 話料 の 高騰 につ なが るoそ して最 終的 に 料

金 値上 げを 実施 す る の け、FCCで は な く州 の規 制委 員 で ある。 これ ま で通 信

分 野 の規 制1τ関 して 数 々の問 題 が生 じkが 、 こnはFccが 、 州 の利 害 とい う

もの を度 外 視 して事 を 運 ん で きたか らだo

ま た著 名 な エ コ ノ ミ ス ト、 メロテ ィ博 士 は、 現 在 のFCCπ は独 自の競争 政

策 を 推進 、 維 持 す る能 力 が あ るか ど うか疑 問 だ として い るo同 博士 は、 まず 我

々は既存 の規制 体 制 には欠 陥 が あ る とい う点 か ら出発 すべ きで あ り、 早 急 に現

在 とは別 の規制 組織 を求 め なけ れ ば な らない と指摘 す る。 さ ら に1司博 士 は ベ ル.

システ ムとFCCに 関 して、 次 の ように提 言 してい る。

ベル.シ ステ ム の よ うな全 国規 模 の会社 は、連 邦 政 府 の認 可 を受 け るか、 あ

るい は連邦 委 員 会vaよ り全 面 的規 制 を受 け るべ きだoそ うで なけれ ば 、地域 毎

の会 社 に 分割 して、 州 の規制 委 員会 の管 轄 下に、 もっ と密 接 シτ対応 す る よ うに

させ るべ きで あ るo

現在 のFCCぱ 、2つ の 規制機 関 に 分割 す べ きで ある○ そ してひ とつは空 中

波 放送 通 信(over-the-airbroadcastcommunication)の 規制 を担 当

し、 も うひ とつ は電 気 通 信 コモ ンキ ャ リア とCATVの 規 制 を担 当 す る よ うに

す る、放 送 と通 信 会社 の規 制 を一 緒 に担 当す る の は、 結 局 双 方 と も失 敗 に終 る

こと につ なが るo

一60一



II.主 要通信分 野お よび主要企業 の動 向

1.国 内衛 星 通 信市 場(Domsat)

(1)国 内衛 星 通 信 の開 発

(2)国 内衛 星 通 信 会 社 展 望

(3)国 内衛星 通 信 シス テ ム市場

(4)IBMの 進 出

(5)国 内衛 星 通 信 の イ ンパ ク ト

2.CATV市 場

(1)CATV市 場

(2)有 料 テ レ ビ(PayTelevision)

(3)大 統 領 へ のCATV政 策 報 告 書

3.相 互 接 続(Interconnection)産 業

(1)相 互 接 続 会 社 の 出現

(2)相 互 接 続 市 場

4.新 興 通 信 サ ー ビ ス 市 場(SCC、VAC)

(1)SCC、VACの 出 現

(2)代 表 的 新 興 通 信 会 社

5.主 要 企 業 動 向

(1)AT&T

(2)GTE

(3)WU

(4)Teleprompter
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皿 主 要 通 信 分 野 お よび 主要 企 業 の動 向

1・ 国 内 衛 星 通 信 市 場(Domsat)

o

(1)国 内衛 星通 信 の 開 発

国 際衛星 通 信 シ ス テ ム

1962年 、通 信 衛 星 法 の成 立 に 伴 な い 、Communication

Sate1いteCorporation(COMSAT)が 民間企 業 と して 設立 さ れ た。 こ

のCOMSATは 、 国際 商 業衛 星 通 信 網で米 国に独 占的 地 位 を 占 めさ せ る役割 を

担 っ てい る。1964年NASAは 、 シン コ ム(Syncom)の 名 で知 られ てい

る静 止 型 同期 通 信 衛 星 の打 ち上 げ に初 めて 成功 した 。 こ の同 じ年 に は、 世界 的

な衛 星 通 信 ネ ッ トワー ク の創 設 に向 け て、 国 際商業衛 星 通 信機 構(イ ン テル サ

ッ ト、INTELSAT)が 結 成 され た。 さ らに翌1965年 に は、最 初 の商業

通 信衛 星 「ア ー リー ・バ ー ド 」が 打 ち上げ られ 、 イ ンテ ル ザ ッ ト ・ネ ッ トワー

ク発 展 の道 を開 い たo現 在 世 界 には70ケ 所以 上 の 地 上 ス テ ー シ ョンが 設置 さ

れ てお り、1968年 か ら1972年 にか け て のCOMSAT営 業 収入 の年 間伸

び 率 は 約37%に 達 して い る。

国 内衛星 通 信 シ ス テ ム計 画 の経緯

1965年9月 、米 の三 大 テ レ ビ会 社 の一 つのABC社 は 、 国 内テ レ ビ ・ネ

ッ トワー ク 専用 の衛 星 通 信 シス テ ムを 申請 、それ以 後 同様 な 申請 が 相 次 いだ 。

これ に対 しFCCは 、 国 内 通 信 衛 星 シス テ ム(DOMSAT)を め ぐる諸調 査

を開 始 し、 この様 な シ ス テ ムの 規約 、 規制 、許 認 可 に対 す る法 的 地 位 の決定 に

乗 り出 したo

一 方
、 時 の大 統領 ジ ョ ン ソンは 、67年 、 「通 信政 策 に関 す る特 別委 員 会 」

を設 置 し、68年 末 にい わ ゆ る 「ロス トウ報 告 」を発 表 した 。 同 報 告 で は

一一61一



DOMSATに つ い て 、 「 ま ず 手 始 め にCOMSATを 主 導 的 な パ イ ロ ッ ト ・シ ス

テ ム と して 運 用 を 開 始 す べ き で あ る 」 旨の 提 言 を 行 な っ た 。FCCは69年7

月 、 この タ ス ク ・フ ォ ー ス の 提 唱 に 基 づ くDOMSATパ イ ロ ッ ト ・プ ロ グ ラ ム

に 承 認 を与 え る 準 備 に と りか か っ たo

しか し、 新 た に 登 場 した ニ ク ソ ン 政 権 は こ の 動 きに 待 っ た を か け 、70年1

月 に は ロ ス ト ウ提 言 を 退 け た 独 自の 覚 書 「国 内 通 信 衛 星 政 策 に 関 す る レ ポ ー ト」

をFCCに 送 付 、 自 由 参 入 政 策 を 打 出 し た ○ これ を うけ たFCCは 同 年4月 、

DOMSATに 関 し広 く利 害 関 係 者 か ら 申請 書 と コ メ ン トを 求 め たo提 出 〆 切 は

.71年3月 と さ れ 、 こ の 時'ま で にFCCは11件 の 申請 書 を 受 け 取 っ た 。 申請

し た の は 、AT&T、WU、COMSAT、GTE、RCA、HawaiianTelepho-

ne、HughesAircraft、Teleprompter、MCILockheedSate!1ite、

Fairchnd-Hiller、WesternTelecommunicationsの ・各社 で あ る0

1972年6月16日 、FCCは 「 第 二 次 レ ポ ー トお よ び オ ー ダ ー 」を公 表 、

DOMSAT開 発 途 上 注 目 す べ き里 程 標 と な っ た 。 こ の 中 でFCCは 、 国 内 衛 星

通 信 施 設 の 民 間 組 織 に よ る 確 立 とい う 方 針 を 示 し、 一 定 の 実 績 と条 件 に 基 づ き

資 格 要 件 を 備 え た 申 請 者 は 等 し くDOMSAT分 野 に 参 入 す る機 会 を 与 え られ る

とい う見 解 を 明 ら か に し て い るoこ の レ ポー トは 、DOMSATシ ス テ ム 認 可 を

求 め る 出 願 者 の 新 しい 提 携 関 係 や 再 組 織 化 だ け で な く、 反 論 、批 判 、 批 判 に 対

す る反 論 、 修 正 提 案 の 再 提 起 等 の 一 寸 し た 混 乱 を 生 み 出 し た。 そ の 後FCCは 、

翌 年 の1月19日 に こ の レ ポ ーFに 関 す る 請 願 を 整 理 解 明 す る た め 、 「見 解 ・

指 示 覚 書 」を提 出 したoFCCは こ れ ら の 諸 報 告 書 で 様 々 な 制 約 を 設 け た が 、

実 質 的 に は 全 申 請 者 に 対 し条 件 付 きの 「GO」 サ イ ン を 送 っ た に 等 しい 。

1972年6月 に 出 さ れ た 「報 告 書 」改 訂 版 が71年 段 階 の 第 一 次 申 請 者 に

与 え た イ ン パ ク トは 非 常 に 大 きな も の が あ っ たo

当 初 の 申 請 に 含 ま れ た13の 軌 道 衛 星k・ よ び7個 の 地 上 予 備 衛 星 に 充 当 す る

資 本 投 下 は13億 ドル を越 す も の で あ っ たoま た これ ら の 衛 星 が装 備 す る増 幅

中継 装 置(ト ラ ン ス ポ ン ダ)の 合 計 は 、軌 道 上 の も の348、 地 上 予 備 用 の も
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●

の242と 予 定 され て い たo地 上 ステ ー ショ ン数 は 、送 受 信局67、 受 信 専用

局118と され てい たo一 方 これ らの 申請 シス テ ムを サ ポー トす る こ との 出来

る年 間 収入 は 、約4億3,000万 ドル と推 算 され ていた 。1973年6月 現在

の修 正 申 請で はDOMSATプ ロ グラム に対 す る熱 気 が や や さめ 、総 投資 額 は

4億7,200万 ドル減 少 して8億3,800万 ドル となっ てk・ り、 打 ち上げ衛 星

12、 これ に 装備 され る トランス ポ ン ダは240、 地 上 の予 備衛 星 は6個 、 こL

れ に装 備 され る トラ ンス ポ ン ダは120、 更 に送 受 信地 上 局57、 受 信 専用地

上 局111(主 にTV配 給 用)と なっ て い るoこ うした削減 努 力を経 た 全計'画

集 を維 持 する た め の予 定 年 間 収入 規 模は 、 約3億3,000万 ドル で あるo

この資 本 投 資 の対 象 となっ てい るの は、地 上 局 、地上 局 チ ャ ン ネル お よび市

外 交換 設 備 ま で で あっ て 、 実 際 に は相 互接 続用 回線 施 設 、 端末 装 置 、交 換装 置 、

ロ ー カル加 入 者 向 け 配 信 装置 な ど も含 まれ るか ら総 投 資 額 は 更 に膨 れ あが る○

衛 星 の トラン ス ポ ン ダが 中継 出来 る チ ャ ネル 容量 は 、 双 方 向 音声 周 波 数 で約

10万 チ ャ ネル、4.8KBの 単 向 デー タ ・チ ャ ネル で20万 、 カ ラー ・テ レ ビ

で200回 線 で あ るが、 これ らの運用 資 金 は控 え 目に 見 積 っ て も20億 ドル を

越 え るで あろ うoな お こ の 数字 に は 、 地上 ス テー シ ョンへ の或 はそ れ か らの ト

ラフ ィ ック を提 供 す る地 上 チ ャ ネル ・キ ャ パ シ ティ(既 存 、計 画 中の 双 方 を含

む)は 計 算 に入れ られ て い ないo
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表H-173年6月 現 在 申請 中 のDOMSATシ ス テ ム

運 営 業 者 サテライ ト数 トラ ンスポ ンダ 地 上 局
経 費(単位

100万 トル)

推定年間収
入(単 位
100万 トル)

WesternUnion
2(軌)

1(地)

24(軌)

12(地)
5(送/受) 69.0 21.5

COMSATGeneral

3(軌)

1(地)

72(軌)

24(地)

一 145.0 375

AT&T

COMSATよ リ

リー ス

72(軌)

リ ー ス

5(送/受) 65.0 58.1

NationalSatellite

Services,lnc.(NSS)
2(軌) 24(軌)

2(送/受)

6(受) .

47.5 16.5

GTESatelliteCorp. NSSよ リ リー ス
8(軌)

リ ー ス

4(送/受) 26.0 16.0

COMSAT-MCI-Lockheed

(CML)

1(軌)

1(地)

48(軌)

48(地)
20(送/受) 170.0 70.0

RCAフ ェ ー ズ1

フ ェ ー ズ 皿

Teleざatよ リ リース

1(軌)、1(地)

2(軌)リ ース

24(軌)、24(地)

(5(送/受))

9(送/受)

275

84.5

11.0

35.0

AmaricanSatelliteCorp.(ASC)フ ェrズ1

フ ェーズ 皿

Telesatよ リ リース

2(軌)、1(地)

2(軌)リ ース

24(軌)、12(地)

(4(送/受))

6(送/受)、100θ

15.O

l20.0

7.0

33.0

WesternTelecn㎜unications

(WTCI)

2(軌) 24(軌) 6(送/受) 68.0 25.0

Teleprompter リ ー ス 2(軌)リ ー ス 5(受) 0.6 0.03

注:(軌)は 軌道衛星、(地)は 地 上予備衛星を、また(送/受)は 送受信 局、(受)は 受信専用局を示 す
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現 在 ま で の 認 可

国 内衛 星 通 信 シス テ ム を 実 行 す べ く、 通 信 会 社 、 特 殊 通 信 会 社(SCC)、

衛 星 施 設 業 者 、 国 際 通 信 会 社 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 企 業 な ど がFCCに 対 し認 可

申 請 を 行 な っ て き た が 、 最 初 に そ の 認 可 を得 た の はWU(WesternUnion)

で あ る 。 同 社 はWE・ST'ARシ ス テ ム の 稼 動 を74年 半 ば に 開 始 して い るo

WUの 他 、 現 在 の と こ ろ 三 社 が 衛 星 通 信 チ ャ ネ ル を提 供 し て い る が 、 これ らは

い ず れ も衛 星 施 設 をWU、 な い しは カ ナ ダ のTELESAfrか ら リ ー ス して行 な

っ て い る も の で あ るo

なk・ 、TELESATCanada,Ltd.は 、 サ ー ビ ス用 衛 星 を 二 個 有 し て い るo

AnikIは 、HughesAircraftCo.製 の 衛 星 で 、72年11月9日 に 打 ち

上 げ られ たo重 さは557Kg、 周 期 は1,436分 。Anik皿 は 、73年4月

20日 に 打 ち 上 げ られ た も の で 、周 期 は1,430.7分 。AnikI.皿 と も、 米

の ロ ケ ッ トで 打 ち上 げ られ て い るo

(2)国 内衛 星通 信 会社 の 展 望

概 要

FCCが 「一 定 の条 件 付 きの開放 政 策 を とb、 資 格要 件 を備 え た 申請 者 な ら

誰 で も国 内衛 星 通 信シ ス テ ムを 保有 、 運用 す る こ とを許可 す る 」との 態度 を打

ち 出 して か ら数年 が経 過 したが 、 この 間 、規 制の変 更 や当 初 の規制 の 明解 化 を

求 め て、既 存 通 信業 者や 進 出 を 予定 す る通 信業 者 か ら数 多 くの勧 告案 や反 対 提

案 がFCCに 提 出 され たoし か しこの 結果 、事 態 の進展 が遅 れ 、 全関 係 者 に失

望 を.与え る こ とに なっ たo

FCCは 、AT&TとCOMSATをDOMSATプ ログ ラムに参入 させ ない

とい う当 初 の'立場 をひ る が え した が 、 そ うす るに あ た っ ては公 共 の利益 を、そ

して他 の 通 信 業者 の競 争 経 済 を保護 す る こ とに注 意 を払 っ た。 この方 向 にそら

てAT&Tお よびCOMSATは 、 重 複 した企 業 組 織 を再 構 成 す る こ とに な り

AT&TはCOMSAT株 を手 放 し同 時 にCOMSAT理 事 会 か ら役員 を 引 き上
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げ る結 果 とな ったoそ してCOMSATに は 、AT&Tの 国 内利用 としてそ の

国 内衛 星 施 設 の一一部 を供 給 し、衛 星 通 信業 界 で技術 的 実用的 な蓄積 能 力 を活 用

す る道 が 開 か れ た の で あ るo

COMSATは 、 自 己の権 利 と して通 信 会 社 として の営 業 を認 め てほ しい との

要.望を 出 してい た が却 下 され た。 だが 、 高度 な技術 力 を必 要 とす るDOMSAT

ンス テ ム の開 発 に 当 るMCIk・ よびLockheedと の合 併事 業 には 、小 株 主 と し

て参加 出来 る との認 可 が 下 りたoFCCが こ う した基 本方針 を打 ち 出 した ため 、

DOMSATシ ス テム を計 画 してい る他 の組 織 の再編 成 や修 正 申請 を促 進 す る こ

と と な り、Hughesと .GTEの 合 同 申 請 は 新 し く申請 を出 しなk－ したo

A

,

既 認 可 サ ー ビス と 申 請 中 の サ ー ビス

WesternUnion

WUは 、DOMSATシ ス テ ム に最 初 に 名乗 りを あげ た 会 社 で あ る 。73年1

月4日 、FCCは 歴 史 的 裁 定 と も言 うべ き決 断 を 下 し 、WUに 米 国 初 の 国 内 通

信 衛 星 シ ス テ ム の建 設 認 可 を与 え た ○ こ の 衛 星 通 信 シ ス テ ム は 、WUの 既 存 の

大 陸 横 断 地 上 マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ ・ネ ッ トワー ク に接 続 さ れ 、 音 声 、 デ ー タ、 図

形 、 ビデ オ な ど 広 範 囲 の サ ー ビス を 顧 客 に 提 供 し よ う と い う も の で あ るO

WUは ま ずHughes社 と宇 宙 ・地 上 両 面 の 契 約 を 結 び、TELESATタ イ プ

の12の ト ラ ン ス ポ ン ダ を 有 す る 衛 星 を3個 製 作 した 。 そ し てFCCの 認 可 後

わ ず か15ヵ 月 の74年4月11日 、 米 国 初 の 商 用 国 内通 信 衛 星Westarlが

打 ち 上 げ られ たo各 ト ラ ン ス ポ ン ダ 当 り の通 信 容 量 は 単 向 音 声 回 線 で1,200

チ ャ ネ ル 、50メ ガ ビ ッ ト/秒 、 カ ラー テ レ ビ 回線 な ら1チ ャ ネ ル で あ るo

そ の 後7月 に は 、 音 声 、 デ ー タ 、 図 形 、 ビ デ オ の 通 信 サ ー ビス を 開 始 、 送 受

信 局 は5局 で 、 直 接 の カ バ ・一 ・エ リ ア は ニ ュ ー ヨー ク 、 ア トラ ン タ、 シ カ ゴ、

ダ ラス 、 そ し て ロス ア ン ゼ ル ス の 各 地 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ と ワ シ ン トン 地 区 に

は 、 地 上 回 線 を 介 し て サ ー ビス が 提 供 さ れ るo最 初 の カス トマ ー は 、 カ リ フ ォ

ル ニ ア 州 オ ー ク ラン ド と コ ネ チ カ ッ ト州 グ リー ン ウ ィ ッチ 間 の3回 線 を リー ス
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A

し たAmericanCanCo.と 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ ～ ニ ュ ー ヨー ク 間1回 線 を リ

ー ス し たBankofAmericaの 三 社 で あ るoさ らに10月10日 に は
、2個

日 の 衛 星Westar皿 がNASAの 手 に よ り打 ち 上 げ られ た 。We・star皿 も

WestarIと 同 じ く、 ト ラ ン ス ポ ン ダ 当 りの 通 信 容 量 は50メ ガ ・ ビ ッ ト/秒

で あ るo

Westarの リ ー ス 方 式 と し て は 、 双 方 向 音 声/デ ー タ ・チ ャ ネ ル ・ リー ス 、

ベ ー ス ・グ ル ー プ ・ リー ス(12チ ャ ネル の リー ス)
、 ス・一 パ ー ・グ ル ーー プ ・

リー ス(60チ ャ ネ ル の リー ス)、 マ ス ター ・グ ル ー プ ・ リー ス(300チ ャ

ネ ル)そ し て ト ラ ン ス ポ ン ダ ・ リー ス の 各 方 式 が 提 供 さ れ て い るo表 皿 一2は

音 声 帯 域 回 線 の 月 間 リー ス 料 で あ るo

表 皿一2:Westarの 音 声 チ ャ ネル 料 金 表

争

ア トラ
ン タ
シ カ ゴ ダ ラ ス

ロスアン

ゼルス

ニ ュ ー

ヨー ク

サンフラ

ンシス コ

ワ シ ン

トン

ア ト ラ ン タ＼ 500 500 1,000 500 1,000, 500

シ カ ゴ 500 ＼ 500' 750 500 ,750 500

ダ ラ ス 500 500 ＼ 750 ・7 ,50 ..、750 750

ロ スアン

ゼルス 1,000
750 750 ＼ 1,000 一 1,000

ニ
ュ ー

ヨー ク
500 500 750 1,000 ＼ 、1,000

一

サンフ ラン
シス コ 1,000 750 750

一 1,000 ＼ 1,000

ワシ ン トン 500 500 750 1,000
一
1,0.00. ＼

(単 位:ド ル/月)

ASC(AmericanSatelliteCorporation)

ASCは 、72年 、FairchildIndnstries,Inc之WesternUnion
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Internationa1.Inc・(WUI)に よ っ て 設 立 さ れ たoFairchild社 は 、高

性 能 の 通 信 衛 星NASA-ATS-Fの 製 作 参 加 で 実 証 し た如 く、 衛 星 に 関 し て

は 豊 か な 設 計 ・開 発 ・製 造 の経 験 を 持 っ て い る 。 一 方 のWUIは 、 国 際 商 業 衛

星 お よ び ケー ブ ル 通 信 サ ー ビ ス の 面 で 広 汎 な オ ペ レ ー シ ョ ン お よび マ ー ケ テ ィ

ン グ の 経 験 を 有 し て い る 。 しか し 翌73年 の10月 に 、ASCはFairchild

の100%子 会 社 と な り現 在 に 至 っ て い るo

ASCの サ ー ビ ス は 、74年7月 に 開 始 さ れ た も の で あ る が 、 これ はWUの

Westarの ト ラ ン ス ポ ン ダ を リー ス して 行 な っ てい る もの で あ る 。 料 金 体 系 は

表 五一3の 通 りoASCは1977年 ま で に 独 自 の 衛 星 を 打 ち 上 げ る 予 定 で あ

る 。 、こ れ は 、Hnghesと の 契 約 に よ る も の で 、3台 の サ テ ライ ト は そ れ ぞ れ12

の ト ラ ン ス ポ ン ダ を 有 し、 機 能 的 に はTelesatのAnikIk・ よ び 同ll衛 星 と

同 程 度 の も の で あ るo

表 皿一3:ASCの 音 声 帯域 回線 料 金表

＼ シワゴ ダラス
ロサン

ゼルス

ニ ニL－

ヨー ク

サンフ ラン
シス コ

ワシ ン トン

シ カ ゴ＼ 一 750 500
一 一

ダ ラ ス 一 ＼ 700 700 750 一

ロサン

ゼルス
750 700 ＼ 1,000 一 1,000

ニ ニL－

ヨー ク
500 700 1,000 ＼ 1,000 一

サンフラン
シス コ

一 750 一 1,000 ＼ 1,000

ワ シ ン トン 一 一 1,000
一 1,000 ＼
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●

衛星 の 自力打 ち上げ を 内容 とす る第 二段 階 が 成功 し、市 場 見通 しが 明 るい と

判 断 され れ ば 、ASCは 、第 三 段 階 と して三 軸 守 定式 のサ テ ライF・ シス テ ム

を開発 す る計 画 を進 め る もの と思 われ る。 この シス テ ムは120の トランス ポ

ンダを有 し、 投資 額 は2億 ドル程 度 とな る見込 み であ るoし か し、ASCが こ

の開発計 画の 実 施決 定 を行 な うのは ま だ しば ら く先 の こ とに な ろ うo

RCAGlobalCommunications,Inc.

RCAGlobalCommunications,Inc.(RCAGlobecom)は 、

RCACorporationの100%子 会 社 で 、DOMSATの 実 用 化 第 一 号 で あ

るoサ ー ビ ス 開 始 は73年12月21日 で 、TelesatCanadaか ら ト ラ ン ス

ポ ン ダ を リー ス して の サ ー ビ ス提 供 で あ るo

RCAGIobecomは 、 ア ラス カで の 長 距 離 電 信 電 話 サ ー ビ ス を 行 な っ て

い るRCAAIaskaCommunications,Inc.を 翼 下 に 持 っ て い る た め 、

WUを 除 き 全 米 の 通 信 会 社 の 中 でDOMSATシ ス テ ムを 実 用 化 す る最 も正 当 な

根 拠 を も っ た 企 業 と言 え る だ ろ う。 ア ラス カ で の 通 信 施 設 の 配 備 は カ ナ ダ で の

オ ペ レ ー シ ョ ン と 同 様 コ ス トが 高 く、 し か も数 々 の 困 難 を伴 な い 、 加 え て他 の

48州 と 地 理 的 に 隔 絶 して い る とい う悪 条 件 が 重 な っ て い る048州 と ア ラス

カ 半 島 を 結 ぶ 低 容 量 音 声 周 波 数 チ ャ ネ ル の海 底 ケ ー ブ ル は 別 に し て 、 こ の48

州 と の最 も商 業 上 採 算 の とれ る伝 送 方 式 は 、 カ ナ ダ の 地 上 施 設 か 或 は 衛 星 通 信

で あ るo

RCAGIobecomは 、FCCか ら 認 可 を うけ た 後 、Telesatか らAnik

皿 の トラ ン ス ポ ン ダ2基 を リー ス し 、 ニ ュー ヨー ク、 サ ン フ ラ ン シ ス コ 、 ア ン

カ レ ッ ジ、 ジ ュ ー ノ ー(ア ラス カ)の 地 上 局 を介 し て通 信 サ ー ビ ス を行 な っ て

きたoし か しTelesatと の リー ス 契 約 は74年9月18日 で 切 れ 、 そ の 後 の

契 約 延 長 は 、FCCに よ り 、 毎 月1ケ 月 の延 長 を み とめ られ る と い う変 則 的 な

認 可 方 法 が と られ て き たoそ して75年1月 、FCCは 遅 く と も5月 末 ま で に 、

Anikの リ ー ス を 止 めWestarに 切 り換 え る よ う・命 令 したoこ れ に よ り、
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RCAGIobecomは 、Westarの ア ラス カ へ の 接 続 能 力 の 調 査 を 待 っ て 同 衛

星 へ 切 り換 え ざ るを 得 な くな っ た わ け で あ る。

一 方 のWUは
、GlobecomとTelesatと の リー ス 契 約 に 対 し て 、Westar

は ア ラ入 力 を 含 むGlobecomの サ ー ビ ス ・エ リア を 全 て カ バ ・一で き る能 力 を

有 して い る と して 反 対 し て き た 。 そ し てFCCに 対 して は 、Globecomと

Telesatの リ ー ス 契 約 更 新 認 可 は 、 米 国 内 に 適 切 な 施 設 が あ る 以 上 、 米 国 一

カ ナ ダ 両 政 府 間 の取 り き め と矛 盾 す る も の で あ る と主 張 し て い た 。

な お 、Globecomは75年 末 、 あ る い は76年 は じめ ま で に は 、 自 己 の衛

星 を 打 ち 上 げ た い と し て い る 。 これ に は24の ト ラン ス ポ ン ダ を もつ 三 軸 守 定

の サ テ ラ イ トが 用 い られ る 模 様o

●

SPCC

SPCC .(SonthernPaci,ficCommunicationsCompany)は 、74

年6月 に 特 殊 通 信 会 社(SCC)と し て は じめ て 大 陸 を 横 断 し て の サ ー ビ スを

開 始 した 会 社 で あ る。SPCCの 衛 星 通 信 サ ー ビ ス は 、Westarの ト ラ ン ス ポ

ン ダ を リー ス し て 行 な わ れ て い る もの で 、SPCCは 衛 星 通 信 と、 地 上 のSCC

ネ ッ ト ワ ー ク と を 結 び つ け て広 範 囲 に わ た っ て サ ー ビ ス を 提 供 して い る 。

NationalSatelliteServiceCorporation

HughesAircraftCo.とGTEは 、 自社 利 用 を 目 的 とす るDOMSATシ ス

テ ム を 合 弁 事 業 で 設 立 した い と の 申請 を最 初 に 出 した 。 しか し 、COMSATと

AT&Tは 合 弁 事 業 申請 に 対 す るFCCの 裁 決 に よ っ て で き た 前 例 か ら、Hughes

社 とGTEは そ の 協 力 方 針 を 再 検 討 し2件 の 分 離 申請 と してFCCに 再 提 出 し

た 。 そ して 新 会 社NationalSatelliteServiceCorp・(NSS)が 設 立 さ

れ た 。NSSは2個 のDOMSATサ テ ラ イ トをHughesか ら 買 い 取 り、 そ れ ぞ

れ 軌 道 打 ち上 げ 用 と 地 上 予 備 用 と した 。 ま たNSSは 、CATVk"よ びTVネ ッ

/

ト ワ ー ク 業 務 に 利 用 す る 地 上 局 を 申 請 したo現 在 この 申 し出 はFCCの 検 討 を
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うけ て い るOGTEの 子 会 社 で あ るGTESatelliteCorp.に8

基 の トラ ン ス ポ ン ダを リー スす る計 画 もNSSは 持 っ て い る。

GTESatelliteCorporation(GSAT)

GSATは 、GTE傘 下 の電 話 会 社 間 で 必 要 な 長 距 離 電 話 通 信 サ ー ビ ス を満 た

す た め 、 全 米 に5 .ケ 所 の 地 上 ス テ ー シ ョ ン を 設 置 した い 旨 申請 した ○ 計 画 に は 、

国 内 、 国 際 の 両 キ ャ リア に ハ ワ イへ の 回 線 リー ス を行 な う事 も含 ま れ て い た0

73年9月 に な っ てFCCはGSATの 、 投 資 総 額5,200万 ド ル の

DOMSAT計 画 を 認 可 、 これ はAT&Tに 対 す る 同 種 の認 可 と時 を 同 じ く し

て い たoそ の 後AT&Tは 、FCCに 対 し、GSATへ の 認 可 を と り 消 す よ う

訴 え た 。

74年4月18日 、AT&T、GSAT両 社 は 、 国 内 衛 星 通 信 事 業 で 提 携

す る と 発 表 、FCCに 対 し両 社 の 個 別 申請 を 一 本 化 した い と 申 し入 れ た 。

申 請 の 一 本 化 に よb、 投 資 総 額 は 個 別 の 合 計1億2,200万 ドル よ り大 幅 に へ

っ て 、AT&T5,900万 ドル 、GSAT3,000万 ドル の 合 計8,900万

ドル に な るo

合 同 申請 に よれ ば 、 シ ス テ ム は76年 に 稼 動 に 入 る予 定 で 、 ア ラ ス カ を 除 く

各 州 を カ バ ーす る予 定oア ラス カお よ び プ エ ル トル コ に 対 して も サ ー ビス 能 力

を有 し、 そ れ ぞ れ の 地 方 の 通 信 会 社 の 地 上 局 を 介 し て サ ー ビ ス され る 模 様 で あ

るo新 しい 申 請 に よ る シス テ ム の 地 上 局 数 は7、 うち3局 はGSATの 、 そ し

て 残 り4局 はAT&Tに よ る も の で あ る○ 通 信 衛 星 は 、AT&Tが

ComsatGeneralCorp.か ら リー ス した3個 の衛 星 が 用 い られ る0

73年9月 にFCCは 両 社 に 対 し て 、二 つ の シ ス テ ム を 統 合 す る た め の 相 互

接 続 施 設 を 共 同 開 発 す る よ う求 め て い た が 、 両 社 の 申 請 一 本 化 はFCCの 指 示

を 一 歩 進 め た形 で 実 現 さ せ た も の で あ る と い え よ う。 な お こ の提 携 に よ り 、

AT&TはGSATに 対 す る訴 え を と り下 げ たo
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CMLSatelliteGorp.

最 初 はMCI-LockheedSatelliteCorp.がMCIの 国 内 地 上 シ ス テ ム

を 拡 大 す る た め にDOMSATシ ス テ ム の 計 画 、 建 設 、 運 営 をFCCに 申 請 した 。

しか しそ の 後 のCOMSATとAT&Tの 関 係 に つ い て のFCCの 決 定 お よび

そ れ に伴 な う提 携 関 係 の 再 編 に よ っ て 、COMSATは 小 数 株 主 の 立 場 でMCI-

LockheedSatelいteCorp.に 参 加 し た ○ こ う し て 出来 た 新 会'社 が

COMSAT/MCI/Lockheed(CML)SatelliteCorp。 で あ るo

そ の 後 のCMLに 関 す る 動 きの 中 で 特 に 注 目 され る の は 、IBMに よ るCML

の 経 営 参 加 問 題 －IBMの 通 信 分 野 へ の 進 出 一 で あ る が 、 この こ とに 関 し て は

節 を 改 め て 展 開 し よ う。

WesternTelecommunications,Inc.(WTCI)

WTCIは コ ・ ラ ド州 デ ン バ ー一に拠 を か ま え る 会 社 で 、 多 角 的 サ ー ビス を 担

う通 信 会 社 と し て 好 調 な 成 績 を 納 め て い る 。 同 社 は 、 西 部17州 を 対 象 に そ の

地 域 内 のCATV業 者 お よ び 系 列 外 のTV放 送 局 に ワ ン ウ エ イ ・テ レ ビ ジ ョン

配 給 サ ー ビ ス を 提 供 し て い るoま た オ レ ゴ ン 、 ワ シ ン トン 、 ア リ ゾ ナ 、 二'.。一

メ キ シ コ ご コ ロ ラ ド、 カ リ フ ォル ニ ア の 各 州 に 網 を張 る主 要 ネ ッ トワ ー ク3社

な ら び に 系 列 会 社 に 、3,000マ イ ル に お よぶ ビ デ オ ・チ ャ ネル を 提 供 し て い

るo

同 社 は 、 地 上 シ ス テ ム を 増 強 し放 送 局 やCATV業 者 ぺ の テ レ ビ番 組 伝 送 ネ

ッ トワ ー ク を拡 張 す る た め 、DOMSATシ ス テ ム の 利 用 を 申請 し た。 こ れ に と

も な い 最 初 に6局 の 送 受 信 用 地 上 ス テ ー シ ョ ン の 設 置 を 申請 し、た ○ この シ ス テ

ム完 成 の 第1段 階 は 、 軌 道 上 の ト ラ ン ス ポ ン ダ を リー ス す る こ と で は じま り 、

第2段 階 は 、1基 ま た は,そ れ 以 上 の サ テ ラ イ トを打 ち 上 げ 、NorthAmeri-

canInternationalが 開 発 し飛 行 さ せ て い る 衛 星 の トラ ン ス ポ ン ダ を 専 有

リー ス す る こ と で あ る。 こ のNorthAmericanの 子 会 社 で あ るCollins

Radioが 、マ イ ク ロ ウ ェー ブ ・ ラ ジ オ装 置 をWTCIに 従 来 か ら供 給 し て い る

,
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メー カー で あ るo

も し市場 の 諸要 因 が 好 調 裡 に進 行 す れば 、WTOI社 は 最 終 的 に32の 送受

信 局 、127の 受 信 専用 局 を全 米 に設 置 し、 これ に 総額7,000万 ドル を あて

る シス テ ム ・プ ラン を持 っ てい る。 同社 は こ う した拡 張 計 画 を 遂行 す る上 で そ

の基盤 とな る良好 な業 務 実 績 とカス トマー ・ベー ス を持 っ てお り、 これ まで 若

干影 が うす か っ た とは 言 うも のの 、地 理 的 に も業務 規模 にお い て もそ の シス テ

ムを成功 裡 に伸 ば して行 くもの と思 われ るo,

,「
/

TeleprompterCorporation

Teleprompterに よ るDOMSAT計 画 は 、CATV末 端 サ ー ビス を 目 指 し

た も の で あ る 。 末 端 の ケ ー ブ ル配 給 地 点 へ の 番 組 中継 サ ー ビス の 必 要 性 が 増 大

し 、CATV事 業 を 行 な っ て い る 数 百 の企 業 が 存 在 す る た め 、DOMSAT経 由

の テ レ ビ番 組 提 供 事 業 は 、 非 常 に有 望 か つ 大 規 模 な 市 場 を 形 成 す る もの と思 わ

れ るo

●

(3)国 内衛 星 通 信 シ ステ ム市場

DOMSATに よる サ ー ビス

静 止型 通 信衛 星 は 、赤 道上 に立 て られ た高 さ1億1,774万4,000フ ィー

トの塔 に 置か れ た マイ ク ロ ウエー ブ中継 ス テー シ ョン と考 え る こ と もで きる。

このサ テ ライ トは 、2ケ 所 の地 上 ス テ ー シ ョンの マ イク ロ ウエ ー ブ端 末 ア ン テ

ナ間 を結 び相互 の 交 信 を可 能 とす る シス テ ム とな り、ア ンテ ナは電 子的 にサ テ

ラ イ ト中継 装 置(ト ランス ポン ダ)に 焦 点 を合 わ せ 、放 射 され た 信 号 パ ター ン

に よ り浮 き彫 りに され るo米 国 の 国 内用衛星 は 、48州 、 ハ ワイ、 ア ラス カ、

プエル トル コを1つ の サ テ ライ トで カバー 出来 る よ うに赤 道 上 の緯 線 に沿 っ て

配 置 され、 ア ン テ ナの機 器 構 成 もそ の よ うに設 計 され てい るo地 球 の 曲率 は

70度 の緯 線 よ り北 側 で は 信号 強 度 を弱 め る形 とな り、地平 面 か ら地 一上局 ア ン

テナ の方位 角 が最 低3.5度 上 昇 す る と遮断 地点 に 達 して しま う。
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DOMSATシ ス テ ム の 最 も重 要 な側 面 は 、 サ テ ラ イ トの 電 波 ビー ム照 射 パ タ

ー ン の 区 域 内 で は ど こ で も地 .上局 端 末 を 設 置 出 来 る こ とで あ る 。 タ ー ミナ ル 間

の 距 離 が100マ イ ル で あ ろ うが 、5,000マ イ ル で あ ろ うが 、 技 術 的 に も経

済 的 に も何 の違 い も存 在 しな いoし か も チ ャ ン ネ ル 当 りの コ ス ト も 同 一 で あ る 。

トラ ン ス ポ ン ダ 全 部 の 或 は 指 向 性 電 波 す べ て の 広 帯 域 を 対 象 と し て 、 地 上 の指

向 性 電 波 発 信 シ ス テ ム とbOMSATの 送 受 信 地 上 ス テ ー シ ョ ン の 間 の 経 済 的 な

ク ロス オ ー バ ー 地 点 は 、 約1,500～2,000マ イ ル で あ り、 この 両 シ ス テ ム

に960の 音 声 周 波 数 チ ャ ン ネル が 用 意 さ れ てい る場 合 は 、2,500～3,000

マ イ ル で あ ろ う。 こ の 種 の経 済 効 率 が 得 られ る 範 囲 は 、 使 用 さ れ る 装 置 構 成 に

ょ り決 定 さ れ るo

DOMSATが 軌 道 上 に あ るた め得 られ る も う一 つ の 利 用 価 値 は 、TV番 組 を

1ケ 所 か ら 送 信 し同 時 に 、 サ テ ラ イ ト電 波 ビー ム が と ど く400万 平 方 マ イル

の 地 域 に 点 在 した 数 百 の低 コ ス ト地 上 ス テ ー シ ョ ンが こ れ を 受 信 出来 る 点 に あ

るoCATV会 社 は 、 末 端 ユ ー ザ ー の 利 用 拡 大 の た め こ の ア プ リケ ー シ ョン に

強 い 関 心 を 示 して い るo

す で に 実 用 化 され で い る 、 そ し て78年 ま で に実 用 化 さ れ る で あ ろ うDOM-

SATサ ー ビス に は 次 の よ う な も の が あ る:長 距 離 電 話 ・テ レ ッ ク ス 通 信 サ ー

ビス 、 専 用 線 サ ー ビ ス(音 声 、 デ ー タ)、TVネ ッ ト ワー ク 、CATV配 給 、

ビ デ オ ホ ン 、 エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・メ ー ル 、TV放 映 、 デ ー タ 交 換 ネ ッ ト ワー 久

閉 回 路TV、 教 育 用TV、 産 業 用 、 航 空 管 制 、 政 府 用 な どoも ち ろ ん 、DOM-

SATシ ス テ ム の 利 用 が進 み 、 更 に 新 しい ア プ リ ケ ー シ ョ ンや 技 術 革 新 が 進 め

られ れ ば 、 当 然 諸 要 因 が 変 化 す る の で 、 全 く新 しい サ ー ビ ス の 出現 や 現 在 予 想

され て い る サ ー ビス へ の 非 適 用 な ど も十 分 考 え られ る こ と で あ る0

80年 代 初 め ご ろ ま で に 予 想 され る サ ー ビス 分 野 別DOMSATト ラ ンス ポ ン

、ダ ・チ ャ ネ ル の利 用 度 は 、高 い 順 に 、 長 距 離 電 話 通 信 サ ー ビ ス 、4KHz～

50KHzの 専 用 回 線(音 声 、 デ ー タ 、 グ ラ フ ィ ッ ク)、CATV配 給 、 長 距 離

テ レ ッ ク ス お よ び メ ッ セ ー ジ ・サ ー ビス 、TVネ ッ トワ ー ク 、 ビデ オ ホ ン交 換

`
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網 、政府 用 、産業 用 、放 送 ・教 育用 の 順 となろ うoエ レク トロニ ック ・メー ル 、

ビデ オ ホ ンやそ の他 の グ ラ フ ィ ック伝 送 シス テ ムの様 な新 サ ー ビス は 、それ が

コス ト効 果 と有望 な市場 性 を示 す な らば 、需 要 の ギャ ッ プを埋 め る結果 を もた

らす だ ろ う。 また、 安価 な 長距 離 電話 通 信 サ ー ビス に対 す る 潜在 需要 は 、産 業

界 ・公 共 部 門 の 双方 で根 強 い もの が あ るの で、市 外電話 回線 の料 金 率 に著 しい

低減 が実 現 出 来れ ば 、 トラフ ィ ッ ク も増 大 し、 あわせ て増 加 した回 線 設 備 を経

済 的 に サポ ー トす る 収入 も確保 出来 るはずである。 しか もこのことこそ一 般大衆 の

最 大 関心.事 と言 え る0

83年 ま で には 、赤 道 上 に軌 道 を持 つ 実用 化DOMSATが11に 達 す る もの

と思 われ る。 これ らは 、各 々様 々 な キ ャパ シテ ィを持 ち、先 進 的 な技 術 即 ち ス

ポ ッ ト ・ ビー ム ・ア ンテ ナ 、直 結放 送 やデ ー タ、 グ ラフ ィ ック な どの特 別用途

向け の高性 能 トラ ンス ポ ン ダ を備 え る こ とに なろ うo通 信容 量 が 大 き くか つ 種

々の ア プ リケー シ ョンに耐 え る サ テ ラ イ トの新 型 が 、実 際 に打 ち上 げ られ るか

否 かは 、 市場 の 需 要 とFCCの 回線 キ ャパ シ テ ィ規 制((よ る と ころが 大 で あ るo

FCCは 公共 の利益 に 反 す る と判断 すれ ば 、継 続 審査 と したb不 許可 の烙 印 を

押 す こ とに よっ て、DOMSATシ ス テ ムの進 展 速 度 を コン トロー ル で きる立 場

に あ る。FCCの 用語 であ る 「法 的 な試 練 」は1934年 に制定 され た 通 信法

にそ の基 礎 を置 い て いる が 、 ま ず 「公 共 の利 益 、便利 さ、必 要性 」な どが考 慮

され る。 勿論 この試 練は 不 変 とい うもの で は な く、FCCを 構 成 す る委 員 各 自

の価 値判断 や そ の背 景 に よ り影 響 を受 け 得 る もの で あ る。

DOMSATシ ス テ ム の コス トと収 入

DOMSATシ ス テ ムの初 期 コス トに は随 分 の幅 が あ り、部 分 的 に は地 上 局 の

数 の形 態、 ア ンテ ナ 規模 、サ テ ライ ト中 の トランス ポ ンダ 数 な どに依 拠 して い

るo経 済 的 な実現 効 果 を達 成 す る た めの財 政 コス トや 所 要収 入 、更 には 収益 評

価等 を 予測 す るに は 、一 つ のDOMSATシ ス テ ムの モ デ ル を分析 す るの が適 当

で あ ろ うoこ の分析 では 典 型 的 な通 信会 社 の経理 手 続 きが 採用 され る。 ま ず 、
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こ の モ デ ル の 特 徴 お よ び フ ァ ク タ ー を 次 の よ う に 仮 定 す るo

・5ケ 所 の 地 上 ス テ ー シ ョ ン

・24基 の ト ラン ス ポ ン ダを 装 備 し た衛 星(こ の 内4基 は 、 バ ック ア ップk－

よ び 故 障 中 断 時 に 用 い られ る 予 備 で あ る)

・投 下 資 本 費 を 含 む 総 コス ト、5,984万5,000ド ル

・サ テ ラ イ ト寿 命6年 、 地 上 局 耐 用 年 数10年

・そ の 時 点 で の 先 進 的 エ レ ク トロ ニ ク ス

・潜 在 収 益 率=0 .83(ト ラ ン ス ポ ン ダ20基 を 標 準 とす る)

・平 均 年 間 利 益 率10%

・年 平 均 連 邦 所 得 税 率50%

・4
,500双 方 向VFC、2TVCH、8基 の リー ス ・Fラ ンス ポ ン ダ お

よ び 軌 道 部 分 設 備

こ う した フ ァ ク タ ー を,も とに し て 、DOMSATモ デ ル ・シ ス テ ム の 年 間 収 入

諸 源 を 示 し た も の が 表 皿一4で あ り、 年 平 均 収 入 は 約3,270万 ドル で あ る 。

ま た表U-5は 、DOMSATモ デ ル ・ シ ス テ ム の 資 本 投 資 額5,984万5,000

ド ル を 基 礎 に し た6年 間 の純 益 推 移 で あ る。 純 益 は 、 初 年 度 の ト ラ ン ス ポ ン ダ

使用 度 を48%と と して、5年 目 、6年 目 の同 最 大使 用 度 を83%と と して算

定 され てい るo
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表ll-4:仮 想 モ デ ルuak・ け る コ ス ト とそ れ に み あ う必 要 な 売 上 げ

(単 位:1,000ド ル)

1年 目 2年 目 3年 目 4年 目 5年 目 6年 目 比率(⑨

減価償却引 当金
お よび資本費用

9,994 9,994 9,994 9,994 9,994 9994 167

事業 齢 よび維 持費 10772 10772 10,772 10,772 10772 10772 180

平 均 所 得 税 5,985 5,985 5,985 5,985 5,985 5,985 100

平 均 利 益 5,985 5,985 5,985 5,985 5985 5,985 10.0

必要 とされ る

年 間収入
3a735
・

32,735 32,735 32,735 32,735 32,735 54.7

表E-5:モ デ ル ・シ ス テ ムvak・ け る 純 益 推 移

(単 位:1,000ド ル)

1年 目 2年 目 3年 目 4年 目 5年 目 6年 目

トランスポンダ

推定 販 売 率 ㈲
48 63 80 80 83 83

総 収 益 23986 31481 39976 39976 41475 41475

減価償却引当
お よび資本費用 ⑲994) (9994) (9994) (9994) (9994) (9994)

事業 お よび維持費 (10772) (10772) (10772) (10772) (10772) (10772)

利 益 1β10 5β58 9β05 9605 10355' 10β55

所 得 税 1β10 5358 9605 9β05 10β55 10355

純 益 率 2.7 9.0 16.0 160 17.3 173
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モ デ ル ・シ ス テ ム は 、16の5ラ ン ス ポ ン ダの 平 均 容 量(3年 目 は20基 の ト

ラ ン ス ポ ンダ の 利 用 度80%)で16%のROI(純 益 率)を 生 ず る 。 モ デ ル

DOMSATシ ス テ ム の損 益 分 岐 点 は 、40%の ト ラ ン ス ポ ン ダ 利 用 度(8ト ラ

ン ス ポ ン ダ の場 合)と 推 測 され るo

さ て 、 で は 市 場 全 体 と して み た 場 合 のDOMSATの 売 上 お よ び コス トは ど う

で あ ろ うかoサ ー ビ ス内 容 別 に 売 上 げ 比 率 は 、 図 皿 一1の よ うに な るo

庁

図 皿一1:DOMSATの サー ビ ス内 容別 に み た売上 げ構 成
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DOMSATベ ン タ'一 各 社 に よ る 国 内 用 通 信衛 星 シ ス テ ムへ の 総 投 資 額 は
、

73年 ～78年 の 累 積 で8億 ドル に 達 す る と予 想 され る 。 内 訳 は 、衛 星 お よ び

管 制 施 設 に 対 す る コ ス トが42.0%の3億3,500万 ドル 、 打 ち上 げk・ よ び サ

ポ ー トにか か る 費 用 が23.5%の1億8 ,800万 ドル 、 地 上 局 に 対 す る 支 出

が17.6%の1億4,100万 ドル 、地 上 局 に お け る 相 互 接 続 施 設 へ の 投 資 が

17.0%の1億3,600万 ドル と な る(図 皿一2参 照)。

図E-2:DOMSATの 機 器 別 コ ス ト

(単 位:100万 ドル)

1973-1978

累 積 総 額8億 ドル

{誓 ヨ衛星$335

鑛
衛 星打 ち上 げお よび

サ ポー ト$188

躍 地 上 ス テ ー シ ョ ン ・

エ レ ク トロ ニ ク ス$72

懸盤 ア・テナ$37

>
相 互接 続施 設

(地 上 ステー ション)$136

土 地 購入$4、 建 物$14、躍 電 力$10、 テ ス ト装 置$4
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(4)lBMに よ るDOMSAT進 出

通 信 市 場 進 出 に よ る波 紋

1974年7月3日 、 コ ン ピ ュ ー タ 業 界 の覇 者IBMは 、CMLSate-

iliteCorp.の 株 式 を取 得 し新 た に 衛 星 通 信 分 野 に 進 出 す る と発 表 した 。

CMLは 、COMSAT(CommunicationsSatelliteCorp.)の 子 会 社

ComsatGeneralと 、MCICommunications,Inc.そ し てLockheed

AircraftCorp.の 三 社 が1/3ず つ 出 資 し て 設 立 した 会 社 で あ るoIBM,

Comsatの プ ラ ン に よれ ば 、CMLの 株 式 の うちMCIとLockheedの 持 ち分

を 、IBMが 両 社 に そ れ ぞ れ160万 ドル 、Comsatが 同 じ く90万 ドル と、

合 計500万 ドル を 支 払 っ て 買 い と る と い うも の。 こ の 結 果 、 最 終 持 株 比 率 は

IBM55%、Comsat45%と な るo

こ の 突 然 の 「IBM、 通 信 市 場 進 出 」の二=.一 スは 、 電 話 会 社 の み な らず 、 従 来

か ら のIBMの 競 争 相 手 か ら も驚 き の 声 を も っ て 迎 え られ た 。IBMは す で

に 欧 州 に お い て 、電 子 式 自動 交 換 機(PABX)、 電 話 機 、 各 種 付 属機 器 の 販

売 を 行 な っ て お り、 や ろ う と思 え ば 自営 通 信 装 置 市 場 、特 殊 通 信 市 場 の ど ち ら

に で も進 出 す る こ と が で き たoし か しIBMは 、 規 制 下 の通 信 市 場 に 対 す る 最

初 の参 入 の 動 き と して 通 信 衛 星 を選 び 、手 は じ め に 一 歩 距 離 を 拾 い た 子 会 社 を

設 立 し よ う と した の で あ るo

IBMComsatが 考 え て い る 通 信 方 式 は 、 現 在使 わ れ て い な い 高 周 波 無 線

帯 を 使 お う と い う も の で 、 これ が 大 き な 特 徴 で あ る 。WU(WesternUni-

on)の シ ス テ ムな ど で は 現 在 陸 上 で 使 わ れ て い る マ イ ク ロ ウェ ー ブ 無 線 通 信

回 線 帯 の 電 波 を衛 星 に も採 用 し て い るが 、 そ うな る と現 在 の マ イ ク ロ ウ ェー ブ

通 信 との 混 線 を防 ぐ た め 送 ・受 信 局 は 大 都 市 か らか な り隔 れ た 場 所 に 設 置 す る

必 要 が あ るo一 方 、 よ9高 い 周 波 数 の 波 を使 え ば 、 送 ・受 信 局 は .大都 市 域 内 、

場 合 に ょ っ て は カ ス ト マ ー の オ フ ィ ス ・ ビル の 屋 上 の 小 さ な ア ン テ ナ か ら直 接

衛 星 と通 信 で き る こ と も考 え られ る と い うo

IBMComsatの 合 弁 事 業 が 首 尾 よ く成 功 す れ ば 、 そ れ は 長 距 離 デ ー タ、
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画像 そ してお そ ら く音 声 通 信 トラフ ィ ックの分 野 に お い て 、電 話 会 社 と競合 状

態 に入 る もの と思 われ るo

IBMは この動 き と前 後 して 、4,800 .ボーの 高 速 モ デ ム、 モデ ル3784

を発 表 してk・ り、 モデ ム市 場 でBel1と 真 っ向 うか ら対 決 す る構 え をみ せ てい

るoこ うした動 向 か らみ る と、 これ ま で何 十年 間 も互 いに 相 手 の領域 を侵 す こ

とな く共 存共 栄 して きた二 つ の超 巨大 企業 は 、 両社 と も実 際 には 対決 を避 け た

い と望 ん でい る として も、競 争企 業 と して対 決 の方 向 に進 ん でい る よ うに思 わ

れ るo

コ ン ピ ュー タ産 業 は 、 激 烈 な競 争 に よっ て 環境 変 化 に柔 軟 な体 質 に 作 り上
1

げ られ てお り、 マネ ジ メン トは マー ケ テ ィ ング志 向的 で 、 そ の会 計制 度 は変 化

や突 発的 事態 に対 応 で きる よ うな し くみ に なっ てい るo一 方電 話 会 社 の 場合 は

これ と対 照的 に 、規 制下 の窮 屈 な会 計 制度 の中 に閉 じ込 め られ てお り、 来年 度

の収 入は 、明 日の 日の出 と同様 に確 実 に計 上 され る とい う想定 の下 に組 立 て ら

れ て い るo事 実 、AT&Tの 経 営 幹 部 はマ ー ケ テ ィ ング担 当副 社 長 ワレ ン

氏 を除 け ば、 マー ケ テ ィン グや イ ノベ ー シ ョンに は あま り通 じて い る とは言 え

ないo

/
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図 皿一3:AT&TとIBMの 売 上 げ、純 益 比較 図ll-4:AT&TとIBMの 一 株 当 り純 益 比較
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デ ー タ処理 産 業 と電話 産 業 が ビジ ネ スや工 業 分 野 で売 上 げ を拡 大 しよ うとす

る と、 これ らの会 社 の製 品 や サ ー ビス は 重複 して くるoデ ー タ通 信 設備 の発 展

部 門、 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワー ク ・シス テ ム、そ して 情報 処理 と通 信機 能 を

結 びつけ る各 種 の い わゆ る テ レ プ ロセ シ ン グ製 品 部 門 な どが 成長 市場 で あ り、

これ らは デー タ処 理 産 業 と電 話産 業 の境 界線 上 に あ るか らで あ る。

しか し、 これ ら二 者 は 競 争相 手 と して み る と、 相 互 に 不都 合 な立場 に あ る。

AT&Tを は じ め そ の 他 の 電話 会社 は 、政 府 の規 制 を受 け る独 占企 業 体 で あ

り、競 争 を 閉 め 出 す排 他 的 な地上 フ ラン チ ャ イ ズ権 を付 与 され てい る。 そ して

デバ ッ ツAT&丁 会 長 の言 を待 つ ま で もな く、規 制 と競 争 とは 両立 で きない

として いる。 彼 らが もっ と厳 しい規 制 を受 け て も電 話 事 業 の独 占 を侵 され ない

方 向 を希望 す るで あ ろ う事 は容 易 に推 測 が つ くo

これ と対 象的 に 、IBM並 びに コン ピュー タ、 デ ー タ処理 企 業 は 、世 界 で最
＼
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'
もす さま じい競 争 的 な成長 産 業 の一 つ に数 え あげ られ てい るoコ ン ピュー タ ・

メー カーは 、 自分達 の 市場 発 展 の必 然 的帰 結 と して 「規 制 を 加 え られ る 」事 態

に陥 らない よ う心 を決 め て い る。IBMの オ ペル 社 長 は 、 同社 が 「一 般 の電 話

事 業 」分野 に進 出す る意 図 は ない事 を強調 してい るが 、 同時 に氏 は 、 将来 の コ

ン ピ ュー タ ・シス テ ムの通 信 回線 部 分 は 、経営 に対 す る政 府 の規 制 を 避 け て ゆ

くとい う長 年IBMが 維 持 して きた政 策 を くつが えす に足 りる 重要 な問題 で.あ

る こ とを 強 く認 識 してい る。 同氏は今回の通 信市 場進 出は 、 「データ処理 産 業 全体

に とっ て利 益 を生 み 出す もの 」で あ る と評 価 して い る。

オ ペル 氏 の発言 が ど うで あれ 、今 回 のIBMの 動 きは極 め て大 きな波 紋 を投

じる 可能 性 を持 っ て い るo従 来IBMはFCCに 対 す る姿 勢 と して 、一 種 の ア

ウ トサ イ ダー的立 場 を採 っ て きた が 、今 やIBMは 子会 社 を通 じ直接FCCの

規 制 分 野 に参 画 しよ うと して い るの で ある。

巨人IBMもAT&Tの 前 では よ り小 規 模 な企業 で あるoさ らにBel1の

強 大 さの確 信 か ら、AT&T.の 中 で もIBMの 動 きを過小 評価 す る もの も あ

るoし か し、Be11は 実際 に は 必 ず し もそ れほ ど強 力 な存 在 では ない とい う意

見 もある 事 も事 実 であ る。 競 争 条 件 の 下 で は、AT&Tの 会 計 制 度 は アキ レ

ス腱 に なる可 能 性 が十 分 に あ るo

レ

FTC、 司 法 省 ま で もが 反 対 を表 明

IBMとAT&Tと の関 係 につ い て 、異 なっ た見解 を示 す もの も多 い。 米

CIA(コ ン ビュー タ工業 会;周 辺 機 器 メー カー の協会)に 代表 され る'見解 が

そ れ で あ るo

CIAのA.G.W.ビ ドル 会 長 は 次 の よ うに語 っ て い るo「AT&Tは

IBMの 国 内通 信衛 星市 場 進 出を静 観 してい る。AT&Tの この や り方 は 、

暗 にIBMの 参 入 を認 め 、 この 見返bと して最 近 うるさ くなっ てい る新 興 の特

殊 通 信会 社(SCσ)をIBMに 追 い 出 して も らお うと してい るの で は ない か。

IBMのCML株 式 過半 数 買 収 は 、同市 場 の独 占 に通 じ、 ひ、い て は これ が ウォ
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一 ル 街 や 金 融 筋 にSCCに 対 す る 投 資 を 渋 らせ る 要 因 に な る
oつ ま り、IBM

の 同 市 場 参 入 はMCI、Datran、WUな ど に と っ て資 金 源 を 枯 渇 させ る こ と に 通

じ るoAT&TとIBMは 、 こ の 後 で紳 士 協 定 を 結 ん で お だ や か に 競 争 して

い くの で は な い かoこ う し た 結 果 、 電 話 サ ー ビ ス は 全 てAT&T－ 社 か ら
、

ビ ジ ネ ス 情報 シ ス テ ム(音 声 、 デ ー タ 、 デ ー タ ・バ ン ク)は 全 てIBM－ 社 か

ら とい う こ とに も な りか ね な いo」

SperryRandもFCCに 対 す る 反 対 表 明 の 中 で 、IBM、COMSAT、AT

&Tの カ ル テ ル 結 成 の 危 険 性 を 指 摘 、 さ ら に 次 の よ うに 述 べ てIBM国 内 衛

星 通 信 事 業 進 出 をAT&Tと の 関 係 も含 め て 徹 底 的 に 調 査 す る よ うFCCに 要 求

したo「IBMは 、 コ ン ピュ ー タ とそ の 周 辺 機 器 の 分 野 で 相 当 の 支 配 力 を持 っ

て い る に も か か わ らず 、 国 内 衛 星 通 信 事 業 を 通 じ て さ ら に そ れ を 拡 大 し よ う と

す る の は好 ま し く な いoIBMの 計 画 が 実 現 す れ ば 、 ユ ー ザ ー に 提 供 す る サ ー

ビス の シス テ ム がIBM製 品 し か 使 え な い よ う に 設 計 さ れ る 危 険 性 が あ り 、 サ

ー ビス の 提 供 者 も利 用 者 も
、IBM、COMSAT、AT&Tの 三 社 と永 続 的 に

結 び つ い て しま う こ とに な るo」

FCCに 対 して の 、IBM、DOMSAT進 出 反 対 の 抗 議 は 、 これ ら二 社 に と ど

ま ら ず 、SandersAssociatesを は じめ と す る 周 辺 機 器 メー カ ー 、,Datran

な ど のSCC各 社 、ASCな ど の サ テ ラ イ ト会 社 、 そ し てFTC(連 邦 取 引 委

1

員 会)、 さ らには 司 法 省 もFCCに 対 し反対 意 見書 を送 付 した。

FTOの 反 対 意 見 は基 本 的 に 次の よ うな立 場 に立 っ て い る。・IBMが 独 自,IC

DOMSAT社 を設 立 す る とか 、COMSATが デ ー タ通 信事 業 に進 出す る事 自体

に は反対 で は ない 。・しか し両社 が共 同 して進 出す る 事 に は反 対 す るo

も しIBMが 単 独 も し くはCOMSAT以 外 の衛 星 通 信会 社 と提 携 して この 市場

に 参入 す るの で あれ ば 、COMSATがIBMと 競合 す る事etCltり 、 よい意 味 で

の競 争 を 刺激 す る こ とに な る。・同 じ こ とは逆 の こ とに もい え る。

FTCは 、FCCに 対 して 送付 した意 見 書 で次 の よ うに述 べて い る。 「IBM
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●

お よびCOMSATの 両社 がそ の経 験 、技術 、 資金 力 をCMLに 結 集 し、 この分

野 で 両社 の力 を発揮 す る よ うに で もなれば 、 この 分 野 の競 争 相 手 お よび参 入計

画者 は、 しb込 み して競争 を あ き らめ る こ とにな ろ う。EDPk・ よ び関 連 市場

で独 占 的地 位 を 築 い て い る巨 人IBMと 、通 信衛 星 分野 で最 高 の技 術 を もつ

COMSATの 合 弁 事業 は 、 デ ー タ通 信業 界 を支 配 す る よ うに な る可能 性 が あA

りに も大 き く、 独 占禁 止 法 違 反 とな りか ね ないoそ して これ だ け で も この計 画

を 白紙 に 戻 させ る に十 分 な理 由 とな るoFCCは か っ てCOMSATとAT& .

Tの 提 携 申請 を拒 否 した こ とが あ り、IBM/Comsatの 申請 を認 可 す る と な

れ ば 、前 回 の方 針 に反 す る ことに なるo」

一方
、 司 法 省 も次 の よ うな要 旨の反 対 意 見書 をFCCに 対 して提 出 してい るo

「①IBMの 計 画は 、株 式取 得 な ど財 務 的 な こ との み に 触れ 、CMLの 提供 す
り 　

る サ ー ビス な どの技 術 的 側 面 が 詳述 され て い ない 。FCCな ど規 制 当局 は こ の

点 を十 分吟 味 す る 必要 が ある 。②COMSATは 、AT&Tの 国内通 信衛 星 シ

ス テ ムの主 契 約 者 で あ り、AT&T/Comsat,IBM/Comsatは 、FCC

の方 針 であ る 競 争 導 入 とい うよ りむ しろサ ー ビス の二 つの局 面 を押 え込 ん で し

ま う恐れ が強 い。 ③IBMとComsatが 経済 と技術 両面 で結 びつ け ば 、 この分

野 へ の新規 参 入 を 意図 して い る企 業 に 大 きな打 撃 を 与 え る こ とに なる 。

④IBMの 力か ら して、衛 星 デー タ通 信 分野 に おけ る ハ ー ド、 ソフ トの プ ロト

コル に関 して も制 限 が 出て くる可能 性 が あ る。 ⑤ こ う した こ とか ら、FCCは

IBM/Comsatの 申請 を却 下 す るか 、 あ る いは 今後 か な9の 時 間 をか け て十

二 分 な吟 味 を行 な う必 要 が あ る。 」

関 連業 界 、行 政 府 、 そ して 議 会(上 院 ア ンチ トラス トお よ び独 占に 関 す る小

委 員 会)で も問題 に され る な ど 、各方 面 で沸 き上 が る反対 の声 に 、FCCは 各

界か らの 意 見聴 取 を進 め、75年1月 末 に なっ て 次 の よ うな決 定 を下 したo

FCC、 申 請 を 却 下 、 代 案 を 提 示

FCCはIBM、ComsatGeneralCorp.両 社 の 、 提 携 に よるDOMSAT

"
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、

'

、

進 出申請 を却下 したoし か し同 時 にFCCは 、 両社 に対 しい くつか の 代案 を提

示 したo

FCCは 裁 定 の 中 で 次 の よ うに述 べ て い るo「 申請 をそ の ま ま認 め る こ とは 、

公 共 の利 益 にな る とは思 われ ないoし か し、 これ は 、IBM、ComsatGenera1

両 社 がDOMSAT申 請 者 と して 不適 格 だ とい うこ とを意味 す る もの では ない。

当 局 は 、次 に示 す 代案 の うちの どれ か の形 で 申請が 行 なわれ る な らば 、好 意的

にそ れ を迎 え る用 意 が あ るo」

'FCCの 提示 した 代案 は 次 の とおbで あ る
。

・IBM 、Comsatの 両社 は 個 々にDOMSAT市 場 に参 入 するoま た、Com-

satは 単独 に あ るい はIBMを 除 く他 社 と共 同 で参 入 す るoIBMが 参入 を あ

き らめ 、Comsatが 単 独 で あ るい は他 社 と共 同で参 入 しよ うとす る場 合は、Co--

msatは 、AT&Tと の契 約 が 切れ 次 第 、 同社 へ の衛 星 施 設 の リー スを や め

なけ れば な らない 。IBMが 単 独 で参 入 す る 場合 は、ComsatはAT&Tと

の リー ス契 約 の中 止 をす る必 要 は ないo

'

・ComsatとAT&丁 間 の協 定 と 同様 な形 で
、IBMとComsatは 衛 星

施 設 の リ ー ス 契 約 を と り交 わ す こ とが で きる 。 これ は 、Comsatが い か な る 形

で も通 信 サ ー ビ ス を 直 接 に カ ス トマ ー に 対 し て は 行 な わ な い とい う規 定 に よ る

もの で あ るoComsatは 、 キ ャ リア の キ ャ リア と な る か 、 あ る い は 直 接 サ ー ビ

ス を 行 な うか の ど ち らか の 立 場 を と る 必 要 が あ るo

・IBM-Comsatは
、 さ らに 第 三 者 の 参 加 を得 てDOMSATに 進 召 す る 。

こ の場 合 、CMLの 親会 社 とな る各 社 は それ ぞれ 、10%以 上 の 同社 の株 式 を

有 し、 しか も49%以 上 の株 式 を有 した り事 実上 の経 営権 を有 す る よ うな 立場

に は立 たな いo

FCCは 裁 定 の 中で さ らに 次 の よ うに述 べ て い るo「IBMのDOMSAT参

入 形 式 が どの よ うな も ので あれ 、 同社 が 関 与 す る システ ムは 、公 益 に 反 す る こ

とを最 小 限 に止 め るた め、 それ 自体 が 法 的規 制の対 象 となろ うoIBMが 子 会

社 を設立 してDOMSATビ ジ ネス を行 なk・ うとす る場 合 に は 、 そ のDOMSAT
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シス テ ムに対 す る 自/営シ ステ ムあ るい は ター ミナル の相互 接 続 を、 適 切 な料 金

で しか も相 手 を 差 別 す る こ とな く保証 す る事 、そ して 親会 社 た るIBMは 直 接

的 で あれ 間 接 的 で あれ 、DOMSAT子 会 社 の サ ー ビス の 販売 あるい は援 助 を!行

なわ ない とい う確 約 が 必須 の条 件 とな ろ う。 」

7

●

(5)国 内 衛 星 通 信 の イ ン パ ク ト

コ.一 ザ ー に 与 え る影 響

遠 隔 通 信 サ ー ビ ス ・ユ ー ザ ー にDOMSATが.与 え る イ ンパ ク トは 、 サ ー ビ ス

利 用 度 や そ の コ ス ト の 両 分 野 で甚 大 な も の が あ るoDOMSATシ ス テ ム普 及 が

暗 示 す る幾 つ か の 変 化 を 予 測 して み よ う。

,・ あ ら ゆ る タ イ プの サ ー ビ ス 料 金 は 、DOMSATシ ス テ ム の 登 場 が 引 き起 こ

す 競 争 の 激 化 で か な り低 下 す る だ ろ う。 ・

・帯 域 利 用 が 継 続 的 な も の とな 力 ご 伝 送 率 も削 減 させ る の で 全 く新 しい サ ー

ビス も実 現 す る だ ろ うo電 子 式 郵 便 、 文 書 伝 送 シ ス テ ム 、 情 報 検 索 シ ス テ ム 、

ビ デ オ ホ ン 、 商 業 ・教 育 両 部 門 の ク ロ ー ズ ド ・サ ー キ ッ トTVな ど が これ に 当

るo

・ デ ー タ通 信 ユ ー ザ ー は
、 今 よ り ず っ と 安 価 に広 汎 な サ ー ビス を 受 け られ る

よ うに な ろ うoDOMSATシ ス テ ム は 、 現 在 表 面 に浮 か び 上 っ て来 つ つ あ る デ

ー タ通 信 サ ー ビス の 進 展 を もた ら し、 パ ケ ッ ト交 換 、 ダ イ ア ル 式 デ ィ ジ タ ル ・

シ ス テ ム、 超 高 速 デ ー タ通 信 、 必 要(度)割 当 伝 送 シ ス テ ム 、 リモ ー ト ・バ ッ

チ 処 理 の 研 究 開 発 が 進 む と 思 わ れ るo

・経 済
、 政 治 、 社 会 の 全 領 域 に影 響 を 与 え 、DOMSATシ ス テ ム は 急 速 に

「有 線 国 家 」の 形 成 を うな が す だ ろ うo

と ころ で 、 衛 星 通 信 サ ー ビス は 一 部 実 動 段 階 に 入 って い る が 、 ユ ー ザ ー は こ

れ を ど の よ うに うけ と め て い る の で あ ろ うかo米 の 調 査 会 社DataproRese-

archCorporationが ア ン ケ ー ト調 査 で 調 べ た 各 種 通 信 回 線 に対 す る ユ ー ザ

ー の 評 価 を み る と
、 表 の よ うに 、 導 入 の容 易 性 、 オ ペ レ ー シ ョン の 信 頼 性 、 故
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障 な ど に際 しての サ ー ビスの迅 速 性 の各 項 目 にお い て高 い 評価 を得 てい る。 も

っ と も回 答 ユー ザ ー の絶対 数 が他 の 回線(例 え ばAT&Tの 専用 音声 帯 域 回

線)と 比 べ 非常 に小 さい た め、 必 ず しも正 確 に ユ ー ザ ー の評価 を反映 して い る

とは言 い 切れ ないoし か し傾 向 と して は高 い評 価 を得 て い る とみ る こ とが で

きよ うo

」

'

t

、
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表 旺一6:各 種 回線 に対 す る ユ ー ザ ーの評 価

導入 の オ ペ レ ー シ ョ 故障等 に対

容易性 ン の信 頼 性 してのサー ビ

スの迅速性

AT&T/BellSystem 、

専 用 電 信 回 線 3.0 3.3 2.8

専 用 音 声 回 線 ao 3.0 2.5

専 用 広 帯 域 回 線 2.8 3.0
12
.8

DDD 3.3 3.1 2.9

WATS 、3 .3 3.1 2.8

複 合 サ ー ビ ス 3.1 3.2 2.5

小 計 3.1. 3.1 2.5

その他 の電話会社

専 用 音 声 回 線 2.6 2.5 2.1

専 用 広 帯 域 回 線 3.0 3.0 2.0

DDD 2.6 2.2 2.7

複 合 サ ー ビ ス 2.3 2.6 2.6

小 計 2.6 2.5 2.2

WesternUnion

専 用 電 信 回 線 2.9 2.9 2.3

専 用 音 声 回 線 3.0 2.5 2.4

複 合 サ ー ビ ス 28 2.9 2.2

小 計 2.9 2.9 2.3

MCI専 用 音 声 回 線 31 3.0 2.6

SPCC専 用 音 声 回 線 3.0 3.0 30

衛 星 通 信 チャ～杉レ(音 声 帯 域) 4.0 3.0 4.0

私 設 回 線 3.0 3.6 3.1

合 計 3.0 3.0 2.5

〈注>4が 最 高 の4段 階 評 価 に よる。
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通 信会 社 へ の イ ンパ ク ト ド

DOMSATシ ス テ ム の進 展 が 様 々な電 話会 社 、特 殊通 信会 社 、そ の他 の通 信

会 社 、大 規 模 な産 業 通 信 シ ス テ ム な どに与 え る影 響 は 、 ま ず これ らの通 信 会社

'お よび私 設 シス テ ム運 営 者 の 運営 面 の変 化 とな
っ て現 われ る であ ろ う。

DOMSATシ ス テ ムを、 多 種 多彩 な既 存toよ び計 画中 の テ レ コ ミュニケーション

・シス テ ムに組 み入 れ た 時 生 じる全 体 的影 響 を解 明 す る た
.めに は 、通 信 システ

ム企 業 とテ レ コ ミュニ ケ ー シ ョン の 大 ユー ザー の手 に よる営 業 、財 政 、技 術 面

の調 査 研究 が 必要 とな ろ うoそ れ らが 相互 に接 続 され て い るか 否 か に か か わ ら
、

ず 、 国 家 的 な テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワー ク は 総 合 的 公共 作 用 を 齢 よ

ぼ す シス テ ム とな る 性 格 の も の で あ るo

AT&Tは 電 話 事 業 関 連 の 系 列 会 社23社 、 独 立 電 話 会 社 、Western
、

Union等 を相互接 続 す る 全 施設 の90%以 上 を提 供 して い るoAT&T収 入 の

6%だ けが リース 回線 や特 殊 サ ー ビス を源 泉 としてい るoこ う した市 場 力 の維

持 は、他 の電 話会 社 や特 殊 通 信会 社 がDOMSATシ ス テ ム の新 開 発 に乗 り出 し

てお り、特 殊 通 信会 社 が 新 しい地上 シス テ ム を推 進 して い るた め 、脅 威 を受け

つっ あ るoAT&Tは リース 回 線 や特 別 サー ビス の収入 に 若干 の減 少 が ある

もの と予 想 して い るが 、市 外 電話 とルー プ回 線 の相互 接 続 設 備 の提 供 で その損

失 を相殺 で き る収 入 が 得 られ る もの と思 われ るo

AT&Tは 又 、DOMSATシ ス テ ム技術 の利 用 で ある ビデ オ フ ォ ン交 換 ネ

ッ ト ワー クか ら新規 収入 を確保 し よ うと して い る。DOMSATシ ス テ ム は ビデ

オ フ ォン通 信 の場 合 、最 も経 済 効 率 の高 いア プ ロー チ で あ って 、 ビデ ォ フ ナン 、

・サ ー ビス市場 が現 実 化 す る に つれ てAT&Tは 配給 施 設 の 準備 を着 々 と進

め るだ ろ うo

最 近FCCか ら認 可 を.与え られ たDUVサ ー ビス も、DOMSAT市 場 競 争 が も

・た らす損 失 を カバ ーす る も の と思 われ るoAT&Tは 恐 ら く近 い将 来 、特殊

通 信 会社 を対 象 と して行 なっ て い る 全国TVネ ッ トワーク 伝 送 の大部 分を 失 な

うこ とに な ろ うoAT&TがDOMSATに 関与 す るに 際 して の 利 点 に 、 地
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上 シ ス テ ムが災害 の ため 故障 した場 合 、 そ の復 旧 に寄 与 で きる高 密度 チ ャ ネル

と長 距 離施 設 バ ック ア ップ機 能 、 お よび州 間長 距離 電 話 通 信 ネ ッ トワー クの ピ

ー ク ・ロー ド異常 を克 服 で きる能 力 を提供 し うる ことな どが あ る
o

、

'

衛 星 通 信 とパ ケ ッ ト交 換

デ ー タ通 信 の コ ス ト を大 幅 に 低 減 さ せ る も の と し て パ ケ ッ ト交 換 技 術 が 急 速

に 注 目 さ れ て き て い るoこ れ はARPANETで 具 体 化 さ れ 、 そ の 技 術 を 応 用 し

た 民 間 企 業 がVAN通 信 業 者(別 項 参 照)と して登 場 す るに至 っ て い る。こ の うち

TelenetCommunicationsCorporationとPCI(PacketCommuni-・

cations,Inc・)の2社 はARPAに 近 い サ ー ビス を 提 供 す る 方 針 で あ るが 、

中 で もTelenetは パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス を 衛 星 通 信 回 線 を 介 し て提 供 す る 計

画 で あ るo

通 信 回 線 コ スbは 、 過 去10年 間 そ れ ほ ど 目 立 っ た低 下 傾 向 を 示 して こ な か

っ た が 、 最 近 はAT&TのDDS(別 項 参 照)な ど に よ り料 金 低 下 の 傾 向 を

示 し て い る 。 表 皿一7は 、100万 ビ ッ ト(1,000パ ケ ッ ト)を300マ イ

ル 伝 送 す る た め の 料 金 を4倍(1,200マ イ ル 分)し た もの で あ る(高 速 専 用

線 を 使 用 し た 場 合)。 こ れ らの デ ー タ か ら 、60年 ～80年 の コ ス トを 推 定 す

る と 、 料 金 は こ の 期 間 に 年 当 り11%の 割 合 い で低 下 す る こ と が わ か る 。 こ れ

は 、10分 の1に な る の に11年 か か る こ とを 示 し て い るoデ ィ ジ タル 電 話 回

線 に つ'い て も同 様 な 傾 向 に あ る と い え るo一

'
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表 皿 一7:1960年 以 降 の 通 信 回 線 コ ス ト

、

開 始 時 期
一
ア 一 夕 ・レ ー ト

100万 ビ ッ ト(1,000パ ケ ッ ト)

・1
,200マ イ ル 当 りの コ ス ト

1960 2.4Kb 1.00ド ル

1963 40.8Kb 0.42

1964
50.OKb
(TelpakA) 0.34

1967
50.OKb(
Series8000) 0.33

1974～76
56.OKb
(DDS)

α11(推 定)

(高 速専用線)

一方
、通 信衛 星 に よる コス ト低 下 傾 向 を み る と、 ここ では よ り急 速 な コ ス ト

低 下 が み られ るo国 内衛 星 通 信 シス テ ムに 関 して の デー タは十 分 とは い え ない

た め、 国 際衛 星 通 信INTELSATの コス トか ら類 推 す る こ とと し よ うo

表 皿一8はINTELSATシ リー ズ宇 宙 部 分 の 回線 当 りの コス トで あ る。

表9-8:INTELSATの コ ス ト

インテル

サ ッ ト
使 用 期 間 回 線 数 寿命㈱

コ ス ト

(100万 ドル)

回 線 当 た り

年間 コス ト(トツレ)

1 1、965～67 240 1.5 8.2 22800

H 1967～68 240 3 8.1 11,300

皿 1968～71 1,200 5 10.5 1,800

IV 1971～78 6000 7 26.0 600

Vθ 1978～85 100,000 10 28.5 30

(注)推 定
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これ らの デ ー タ か ら 、 衛 星 の1年 当 りの コスF・ パ フ ォ ー マ ン ス の 面 で の 技

術 改 良 率 を み る と 、40.7%と な るoこ れ は10分 の1に な る の に6.7年 か か

る こ と を示 し て い る ○ これ は 、営 業 コ ス ト傾 向 の 大 ざ っ ぱ な 推 定 に す ぎ な い が 、

一 般 的 な エ レ ク ト ロ ニ ク ス の コ ス ト傾 向 と一 致 して お り
、 妥 当 な も の で あ る と

み る こ とが で き るo

さ て 、 こ れ ら の コス トを合 計 し て 、 全 体 と し て み た 衛 星 通 信 に よ る パ ケ ッ ト

交 換 の コス ト傾 向 は 図ll-5の よ うに な る 。 な お 、 図 中 曲 線 で 示 され た 合 計 と

して の パ ケ ッ ト交 換 コ ス トに は 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・コ ス ト 、衛 星 へ の 接 続

コ ス トお よ び地 上 回 線 へ の 接 続 コ ス トが 含 ま れ て い る 。

地 上 局相 互 間 の遠 距 離 通 信 の た め の コ ス トはs今 ま で 見て きた よ うK・ 大 幅 .

に減 少 す る。 しか し、地 上 局 とパ ケ ッ ト網 の局 との 間 の接 続 は 、 や は り地 上 の

専用 線 を使 用 す る 必要 が あるo地 上 局 の 数が増 え 、 局 間 の距 離が50マ イル程

度 に短 くなれ ば 、 トー タル ・bス トは 、 コン ピ ュー タ、衛 星 リンク 、50マ イ

ル 地上 回線 の各 コ ス トの 和 とな り、 図 皿一5に 示 した よ うな 傾 向 とな ろ うo

'

■
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、

衛 星 通 信 に 高 周 波 帯 域(15～

30ギ ガ ・ヘ ル ツ)が 用 い られ る

よ うに なれ ば 、 パ ケ ッ ト網 が 直 接

衛 星 に ア ク セ ス で き る よ うに な り、

コス トは 更 に 大 幅 に 低 下 し、 コ ン

ピ ュ ー テ ィ ン グ ・ コス トの 低 下 と

ほ ぼ 同 程 度 の 低 下 傾 向 に ま で 至 る

も の と思 わ れ るoな お 、 図 皿 一6

は 、Telenetの 衛 星k・ よ び地 上 、

回 線 の 構 想 図 で あ るo
'

図 皿一5:衛 星 通 信 を利 用 した パ ケ ッh

パ ケ ッ ト交 換 の コス ト傾 向
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2・CATV市 場

唆

CATV(CableTelevision)は 、 通信 に 革 命 を もた らす もの と して 、

60年 代後 半 か ら注 目され て きた 。 しか し現 在 の と ころ、 当初騒 がれ た 程 の革

命 的役 割 りを果 す まで には なっ て い ない ようだ 。 これ は主 と して 、CATVの

初期 の形 態す な わ ち テ レ ビ難 視 聴 地 域vatoけ る共 同ア ンテ ナ ・テ レ ビ(Co－

㎜unityAntennaTV)と してのCATVが 一 応 断 口状 態 に入 りつ つ あ る こ

と、 またCATVを 規制 面 で ど う扱 うの か は っ き り してな かっ た こ と な どに 起!

因 す る と考え られ る。

CATVは 現 在 、 規 制 面、 サ ー ビス 、技術 面 で過 渡期 に あ り、今 後 は 、① チ

ャン ネル数 の増 大 、② 有 料 テ レ ビに よる希 望番 組 の 視聴 、③ 双 方 向技 術 に よ'る

加 入 者 との 応 答 とい う3大 長 所 を生 か し、 次第 に通 信 サ ー ビス の主 力の座 に の

しあが っ て くる もの と期 待 され る。

a)CATV市 場

CATVは 現 在 加 入者 数700万 で 、そ の視 聴 者 は2 ,000万 人 と推 定 され る。

過 去25年 間 この 産業 は着 実 に成 長 し、年 間収 入 は4億 ドル と なり、1982

年 に は 加 入者 数3,500万 、 総 収 入 は30億 ドルに 達す るで あ ろ う。 共 同

ア ンテナ ・テ レビジ ョン として 知 られ て いた 初 期 のCATVは 、 直 接 テ レ ビの 受

信が 不可 能 な地 域用 に設 置 さ れ た もの で あっ た 。 これ は受信 可 能 な小 高 い丘 の

上 に ア ンテ ナを置 き、 同 軸ケーブル ・システ ム を用 い て利 用者 に送 信 す る とい う

もの で、 現 在 で も田舎 に は 見 られ る。 白黒 テ レ ビよ り も混 信 しやす い カ ラ ー テ

レ ビ放 送 の 登場 は、CATVに 新 た な役 割 を与 え た。 特 に ニ ュー ヨー ク の マ ン

ハ ッタ ンの よ うに、 電 波の 障害 となる 摩 天 楼 の林 立 す る都 会 地 域 で 満足 で きる

カ ラー放 送 は 、ケー ブル ・システムに よっ ての み 可 能 で ある。 また 、・FCCは 、

放 送 会社 が地 方 で事 業活 動 をす る こ とに よ り生 ず る経 済損失 を防 ぐため の法 律

規 制 を進 め 、 ほ とん どの大 都 市 の 放送 シ ステ ムが 停滞状 態 に あ っ た とき、 テ レ
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ビ中継 局 のな い地 方 都 市でCATV

は 大 き く伸 びた。 鮮 明な 画像 を 送

れ る とい うの が 、CATVの 市 場

拡大 の最 重要 ポ イン トで ある。 ケ

ー ブル を用 い る用 い ない は 別 と し

て も遠 隔 地 か らの テ レ ビ受 信 は 重

要な 要因 と なっ てい る。 これ に 加

え て、 予 備 チ ャ ン ネル を用 い た 地

方の天 気 予報 な ども行 な わ れだ し

た。 こ の よ うに 都 会 で も郊 外 で も、

機 能 と重 要性 を増 したCATVシ

ス テ ムは 、 「コ ミュニ テ ィ ・ア ン

テ ナ ・シ ス テ ム 」か ら 「ケー ブ ル

・テ レ ビ ジ ョン 」とい う新 しい呼

び方 を され る よ うに な った 。

1972年3月31日 、FCCは

初 め てCATVを 対 象 に 含む規 制

を定 めた 。 ζれ は 、100の 主 要

図X"-7CATV加 入 者 数 推 移
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(各 年 とも1月1日 現 在)

放送市 場 に お け る ケ ー ブ ル運 営 を取 り上 げた もの で、 ケー ブル ・システム提 供 者

とテ レ ビ放送 局 との 直接 的 な競 合 を制 限 して は い る が、 ケー ブ ル ・テ レ ビの 今

後 の普 及 発 展 に光 明 を一与えた もの と言 え よう。 今後CATVに 関 す る規 制 や 政

策 は変 っ てい く ことに なる と思 わ れ る が、CATVが 大規 模か つ 重 要 な通 信 手

段 と して そ の 位置 を 確 立 しつ つ あ る こ とは 確 か であ る。

現在 、 全 米 では3,000のCATVシ ステ ムが 、6,000の コ ミュニ テ ィに サー

ビスを行 なっ て い る。73年1月1日 現 在の 加 入 者 数 は720万 、 これ が74年

1月1日 には840万 に な る と推 定 され る。
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CATV運 営 会 社

CATV運 営 会 社 は 、 過 去 数 年 来 激 しい 合 併 、 吸 収 活 動 を 展 開 し て き た 。 合

併 な ど に よ っ て 、CATV会 社 の 規 模 は 大 き くな り 、 財政 も安 定 して 、 投 資 家

に は 好 感 を もた れ る よ う に な っ て き て い る。 しか し業 界 の 大 手 同 士 が 合 併 劇 を

くり 返 して い る た め 、 ト ッ プ10社 の 順 位 もそ の 度 に大 き く入 れ か わ っ て い る。

特 に 、1973年 に はCATV運 営 会 社 の 大 型 合 併 が 目 立 っ た。 中 で も注 目さ

れ た の は 、CoxCableCommunications社 とLVOCable社 、 お よ び

ViacomCommunications社 とCommunicationsProperties社 の 合

併 計 画 で あ る 。 も し こ の 計 画 が 実 現 す れ ば 、CATV大 手6社 だ け で 、CATV

全 加 入 者 の38%(280万)を カ バ ー す る こ と に な る 。 な お72年 に は 、Cox

CableがAmericanTV&Communicationsと 会 併 を 目論 ん だ が 、 これ は

司 法 省 独 禁 局 が 動 い た た め 取 りや め に な っ た 。CATV会 社 の 規 模 と独 占 に 関

して は 、 明 確 な 規 定 は 出 さ れ て い な い が 、 一 応 リ ミ ッ トと し て 全 加 入 者 の10

%～20%と い う線 が 考 え られ て い る 。 こ の 業 界 の トッ プ、Teleprompter

は こ の リ ミ ッ トに 近 づ き つ つ あ り、FCCあ る い は 議 会 が 、CATV市 場 の 独 占

に 関 して 明 確 な 態 度 を打 ち 出 して く る もの と み られ る 。

現 在CATV市 場 は 、15～20社 の 主 要 運 営 会 社 が 、 全 加 入 者 の70～80%

を カ バ ー し て 、 一 応 落 ち つ い た パ タ ー ンを 見 せ て い る。 残 り の 市 場 は 、 地 方 あ

る い は 特 定 の 地:域 を ね ら っ て い る 小 規 模 業 者 が お さ え て い る。

今 後 のCATV市 場 の 発 展 は 、 主 要100放 送 市 場 へ の 進 出 と拡 大 に か か っ て

い る 。 これ ら 大 都 市 市場 は 、 加 入 者 の 数 も多 い が 、 ケ ー ブル 建 設 コ ス トが1マ

イル 当 り5万 ドル と 地 方 の5,000ド ル に く らべ10倍 ほ ど 高 く な る。

さ ら に 今 後 期 待 さ れ る の が ペ イ ・ ケ ー ブ ル(有 料 テ レ ビ)だ 。 これ は 映 画 、

ス ポ ー ソ番 組 、 そ の 他 特 別 プ ロ グ ラ ム.を 料 金 を 払 っ て も見 よ う とす る 人 々 が 増

え て い る と こ ろ か ら 、 極 め て 高 い 伸 び 率 を 示 す こ と ↓(な ろ う。 ち な み に1973

年 の ペ イCATVの 総 売 上 げ 高 は550万 ド ル だ っ た が 、76年 に は5,200万 ド

ル、78年 に は1億1 ,000万 ドル 、81年 に は2億5,000万 ド ル と い う売 上
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げ が 見 込 ま れ て い る 。 図 皿 一8主 要CATV会 社 加 入 者 推 移 状 況

次 に 主 要CATV運 営

会 社 大 手8社 に つ い て 、

そ の 動 向 を と り ま と め て1
,000,000
人

み よ う 。 大 手8社 は 表ll
Teleprompter(1}rp。

-9に 示 さ れ て い る が
、

800,000

こ の う ちTeleprompter

は 加 入 者 数900,000で

2位 のWarnerCable600・000

を 圧 倒 的 に 引 き 離 し 現 在

1WarnrCableCorp,

の と こ ろ 文 字 通 り 米CATelecmmunications・Inc・
400,000A

merianTelevisien&

TV運 営 会 社 の 第1人 者CommicatiensCo「P・
bleCommunications,

で あ る.同 社 に つ い て は::,。mC。_、ca、 、。n、

別 項(接 企 業 の 動 向,.200・OOOC?municati㎝sP《s

LVOCable,Inc.

182)で 取 りあげ、 ここで

は 第2位 ～ 第8位 のCA闘,。197119721973

TV会 社 につ い て ま とめ

るo

表 皿一9'米 のCATV運 営 会社 大 手8社 と加 入 者 数
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一__一 口 ー ー ー ー 一

'

ランク 会 社 名 1970 1971 1972 1973

1 TeleprompterCorp・ 525ρ00 621,000 740,000 900,000

2 WarnerCableCorp. 158,000 175,000 360ρ00 450,000

3 Telecommmications,Inc. 100,000 198,000 305,000 430,000

4
AmericanTelevi'sion&

CommlmicationsCorp.
175,000 220,000 265.000' 320,000

5
CoxCableComrnlmications,

Inc.
197,000 242,000 262,000 310,000

6 ViacomCommunications. 142,000 170,000 236,000 262,000

7'
CommunicationsProperties,

Inc.
68ρ00 160,000 180,000 192,000

8 LVOCable,Inc. 71,000 85,000 106,000 120ρ00
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xWarnerCableCorp ・

同 社 はWarnerCommunicationsInc.の 子 会 社 で 、 主 ど し てTelevi-

sionCommunicationsCo・ お よ びContinentalTelephoneCo・ か ら 吸

収 し た ケ ー ブ ル ・ シ ス テ ム を ベ ー ス に サ ー ビ ス を 行 な っ て い る 。Warner

　
Cableは72年 に ・ 全 米CATV会 社 ト ッ プ10社 に ラ ンク さ れ て い たCypre-

ssCommunicationsを 吸 収 し、 現 在 はTeleprompterに 次 ぐ業 界 第2位

に の し上 っ て い る 。'

親 会 社 のWarnerCommunicationsは 、 映 画 、 写 真 、 出 版 、 テ レ ビ な ど

の 分 野 の 大手 で 、CATVに も 意 欲 を 見 せ て い る。 そ して そ の 資 金 を子 会 社

WarnerCableに 振 り む け て い る た め 、 同 社 は 財 政 的 に は 他 のCATV会 社 と

く ら べ て も有 利 で あ る。WarnerCableは 今 後 も、 合 併 を 通 じ て 規 模 の 拡 大

を ね ら2て い る が 、73年 に はSterlihgCommunicationCo・ と の 合 併 を

計 画 し失 敗 し て し(る 。 なお 、Sterlingは マ ン ハ ッ タ ン に 大 規 模 な ケ ー ブ ル・

シ ス テ ム を持 っ て い る。

L

:x・Tele-Communications ,Inc.(TCI')

同 社 は1968年 、CommunityTelevision,Inc.お よ びWestern

MicrowaveInc.両 社 のCATVと マ イ クtiウ ェ ー ブ ・ サ ー ビ ス を 統 合 す る

た め 設 立 さ れ た 。 新 設 さ れ たTCIは 、 ペ ー ス に な っ た2社(各 々Community

Tele-Commnications,WesternTele-Communicationsと 改 名)を

子 会 社 に お さ め た 。 現 在TCIの 総 売 上 げ 高 の85%はCATVで 、15%は 子

会 社 の マ イ ク ロ ウ 土 一 プ ・ サ ー ビ ス か ら 得 て い る 。

TCIのCATV加 入 者 は 、26州 で430,000,73年 に は200マ イ ル の ケ

ー ブ ル を 新 設 し た
。TCIは72年 中 頃 、Kaufman&BroadIfi'e.の 子 会 社

Nat・ionwideCablevisionIncを 吸 収 し た 。 さ ら に73年 に は 、Foote,

Cone&Belding(FCB)か ら5つ の ケ ー ブ ル ・ シ ス テ ム を 買 収 し て い る 。

な おTCIの 子 会 社 、WesternTele-Communication,Inc.(WTC

、
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1)は 、 特 殊 通 信 会 社(SCC)と してFCCか ら認 可 され て お り、 今後 急 激 に

も

売 上 げ を伸 ば して い くもの と期待 され て い る。

一・Ameri・anT・1・vi・iO・&C・mm・ni・ati・n・C・ ・(ATC)

同 社 は1968年 に 設 立 さ れ た が 、Time-Lifeの ケ ー ブ ル ・ シス テ ム 吸 収 な

ど を通 じ 、 加 入 者 は320,000に 達 した 。 同 社 は73年 に1,000マ イ ル の ケ ー

ブ ル を新 設 、74年 に も1,200マ イ ル の 延 長 を 計 画 す る な ど、 シス テ ムの 拡 大

に 努 力 を 払 っ て い る 。

ATCはCoxCableと の 大 型 合 併 を画 策 す る な ど、 規 模 の 拡 大 を ね ら っ て い

る 。Coxと の 計 画 は 一 応 取 り や め の 形 に な っ て い る が 、 今後 復 活 す る 見 込 み も

あ る と 同 社 は 指 摘 し て い る。

ATCは さ ら に 、 将 来 期 待 の 大 き い 双 方 向 テ レ ビ市 場 に も着 目 し、 フ ロ リダ を

中 心 に 実 験 ベ ー ス で サ ー ビ ス を提 供 して い る 。

xCoxCableCommunications,Inc.

同 社 ぽCoxBroadcastingCorp.の 子 会 社 で あ る 。74年1月1日 現 在 、

同 社 は15州 で34以 上 のCATVシ ス テ ム を 運 営 し、 加 入 者 数 も310,000に

達 して い る 。72年 に 計 画 したAmericanTVと の 大型 合 併 案 は、 司 法 省 の 勧 告

で 中 止 と な っ た が 、73年 に はLVOCableInc.と の 合 併 案 を 発 表 、 再 度 大

手CATV会 社 同 士 の 合 併 か と注 目 さ れ た 。 しか し こ れ も棚 あ げ に な り 、 双 方 と

も近 い 将 来 再 検 討 す る と言 っ て い る もの の 、 現 在 の と ころ ま だ 実 現 して い な い 。

CoxCableは ペ イ ・ケ ー ブ ル ・サ ー ビス の 拡 充 に 力 を 入 れ て お り、 こ の サ

ー ビス で は 大 手CATV会 社 の 先 駆 的 役 割 り を 果 し て い る。

NViacomCommunications

ViacomComrnunicationsは 、1971年 にColumbiaBroabcasting

SystemsInc。(OBS)か ら ス ピ ン ・ オ フ し たViacomInternationa1の 事,
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業 部 門 で あ る。ViacomCommunicationsは 、 現 在265,000の 加 入 者 数

を 持 ち 、 強 力 な拡 張 計 画 を 進 め て い る 。73年8月 、 同 社 はCommunieations

Properties,Inc.と の 合 併 を 発 表 し 、 加 入 者 数 を 一 挙 に350 ,000に 増 大 、

し よ う と した が 、74年1月 に この 計 画 を と りや め て い る 。

、

eeLVOCable'Inc .

同 社 はLVOCo'rp.(前LivingStonOilCorp.)の 子 会 社 で 、12州

に127,000の 加 入 者 を 持 っ て い る 。LVOCableは 特 殊 通 信 会 社(SCC)

と し て 知 られ るUnitedVideoInc.を 子 会 社(85%所 有)と して 所 有 して`

い るo'

73年9月 、LVOCableはCoxCableCommunicationsと の 合 併 を

発 表 した が 、 こ れ は 失 敗 し て い る。73年11月 に は 、 子 会 社UnitedVideo

をSouthernPacificCommunicationsCompany(SPCC)に 売 却 す

る 計 画 を 発 表 し て い る 。

●

－x-CommunicationsPro
pertiesInc.(CPI)'

CPIは 設 立 後5年 な が ら、 最 下急 速 に成 長 し て い るCATV運 営 会 社 の ひ と

つ で あ る。 加 入 者 数 は200 ,000に 達 し、 テ キ サ ス お よび オ ハ イオ で マ イ ク ロ

ウ ェ ー ブ通 信 シ ス テ ム も運 営 し て い る。 同 社 の 子 会 社CPITele-Commmi-

cationsは 、 特 殊 通 信 会 社(SCC)と し て 知 られ 、AmericanBroadcas-

ti・gC・mpani・ ・(ABC)teよ びC・1・mbi・B・ ・ad6。 、ti。gSy,t。m、

(CBS)と 契 約 して い る。

、
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図fi-9主 要CATV会 社売上 け比較
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の1973年 純 益 は5,400万 ドル で あ る。
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図ll-13 Tele-Communication、s,

Inc.決 算 状 況
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図n-17LVOCable,Inc.決 算 状 況
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(2)有 料 テ レ ビ(PayTelevision)

有 料 テ レ ビ と は そ の 名 が 示 す 通 り 、 視 聴 者 が 月 間 ベ ー ス あ る い は ブ ・ グ ラ ム

当 り の 料 金 を 支 払 っ て 、 テ レ ビ ・ プ ロ グ ラ ム を 見 る もの で あ る 。 こ れ ら 有 料 テ

レ ビで 提 供 さ れ る プ ロ グ ラ ム に は 、 一 般 の 放 送 テ レ ビ あ る い は ケ ー ブ ル ・シ ス

テ ム で は 放 映 し て い な い 映 画 と か ス ポ ー ツ番 組 が 含 ま れ る。

有 料 テ レ ビに は 、 ① ペ イ ・ブ ロ ー ドカ ス テ ィ ン グ ② ペ イ ・ケ ー ブ ル(CA

TV)③ ペ イ ・ク ロー ズ ド ・サ ー キ ッ ト(CCTV)④ ビ デ オ ・カ セ ッ ト ・

プ レ ー ヤ ー の4種 の モ ー ドが あ る。 ペ イ ・'ブ ロー ドカ ス テ ィ ン グは 、1962年

にFCCの 認 可 を 受 け 白 黒 テ レ ビで 実 験 的 サ ー ビス に 入 っ た が 、 利 益 が 出た の は

当初 の 一 時 期 の み で 後 は 採 算 が とれ な か っ た 。

ビデ オ ・カ セ ッ ト ・プ レ ー ヤ ー は 、 ホ テ ル や モ ー テ ル の 運 営 業 者 が 各 部 屋 に

カ セ ッ トを 設 置 して 、 お 客 に 自 分 で 好 き な も の を 選 択 さ せ よ う とす る も の 。 し
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図1-191有 料 専 用 回 線fo'sび 有 料 ケ ー ブル の 売.上 げ 予 測

(1973～1978.1982の 収 入 予 測 単 位:百 万 ドル)
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か し有 料 テ レ ビ市 場 と して 期 待 さ れ る の は 、 ペ イ ・ク ロ ー ズ ド ・サ ー キ ッ ト

(CCTV)と ペ イ ・ケ ー ブ ル(CATV)で あ る。

CCTVペ イ ・テ レ ビは 、 専 用 テ レ ビ配 送 シ ス テ ム と も言 うべ き で 、 そ の 例

と し て は 、 ホ テ ル 、 モ ー テ ル 、 ア パ ー ト、 事 務 所 、 病 院 、 療 養 所 、 学 校 な ど へ

の 配 送 シ ス テ ムが 考 え ら れ る 。 ま た ペ イCATVは 、 最 近 主 要CATV会 社 が 、

新 た な 収 入 源 と し て 注 目 を 寄 せ ば じ め た 。 加 入 者 の 固 定 料 金 を 低 くお さ え て い

るCATV会 社 に とっ て 、 有 料 テ レ ビは 今 後 ま す ま す魅 力 的 な もの に な る と み ら

れ るo

期 待 され るCCTV有 料 テ レ ビ
＼

ペ イ ・テ レ ビジ ョ ン の う ち 今 後 最 大 の 売 上 げ を も た らす 市 場 は 、 や は リ ホ テ

ル/モ ー テルのCCTV市 場 とCATV市 場 で あ る 。 こ の 外 の 分 野 は、 将 来 徐 々 に

伸 び る こ と は 期 待 さ れ る が 、CCTV/ホ テ ル、モ ー テル市 場 とCATV市 場 以 外

の 分 野 は あ くま で サ ブ ・マ ー ケ ッ トに と ど ま る も の と見 込 ま れ る。 図n-19

は 、 ペ イ ・テ レ ビ ジ ョ ン市 場 の 売 上 げ 予 測 を 示 し た も の だ が 、 この 傾 向 を 如 実

に 示 して い る 。

全 米 の ホ テル お よび モ ーテ ル に あ る 部 屋 数 は 、73年7月 現 在 で480万 、 そ し

Tzrこ の75%が 主 要 都 市 の 近 くに 集 中 し て い る 。 こ れ らホテル/モ ー テ ル の 新 ル

ー ム建 設 数 は 年 間 平 均60
,000で 、76年 ま で は こ の ペ ー ス で 伸 び る も の と思 わ

れ!る 。 そ の 後 伸 び 率 は 後 退 す る と 予 測 さ れ る が ・ こ れ らホテ ル/モ ー テ ルは そ の

ま まCCTVの 見 込 み 客 に な る 可 能 性 が 大 き い 。73年 夏 、ComputerTelevi-

sion,Inc.(Time,Inc.の 子 会 社)はHiltcnHotelsCo.と 契 約 を結 び、

ヒル トン 系 の 宿 泊 施 設 に1本 当 り3ド ル で 映 画 を 提 供 す る こ と に な っ た 。 こ れ

がCCTV/ホ テ ル 、 モ ー テ ル ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 拍 車 を か け 、 今 後 こ の 市 場

の 急 激 な 成 長 が 予 測 さ れ て い る。

ホ テ ル/モ ー テ ル に お け る 有 料 テ レ ビの 普 及 に 触 発 さ れ て 、 大 規 模 な ア パ ー

トメ ン トで も こ の 種 の サ ー ビス が 発 展 す る 可 能 性 が 強 い 。 例 え ばOrth-0-viー
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sion,Inc.は す で に、 ニ ュ ー ヨー ク 州 フ ォ レ ス ト ・ ヒ ル ズ の パ ー カ ー ・タ

ワー ズ に あ る ア パ ー ト群 に 、1,300のCCTVシ ス テ ム を 導 入 して い る 。 ま た

OpticalSystemsCorp.は シ カ ゴ のCgrplexCorp.と 提 携 し、 シ カ ゴ に

あ る ア パ ー ト群 に 、15,000の ペ イ ・ケ ー ブ ル ・チ ャ ン ネ ル を 提 供 し て い る 。

最 近 の 大 規 模 か つ 賃 借 料 の 高 い ア パ ー トメ ン トの 居 住 者 は 、 旧 来 の 住 居 の 住 人

に く ら べ て、 室 内 に と ど ま る 時 間 が 増'大 して い る 傾 向 が あ る。 つ ま り そ れ だ け

ス テ レ オ とか テ レ ビ な ど 室 内 娯 楽 施 設 に 対 す る需 要 も増 大 して い る'こ と に な り、

大 規 模 ア パ ー トはCCTV有 料 テ レ ビ市 場 の 見 込 み 客 と し て 期 待 さ れ る 。 た だ

し、 よ り以 上 に 規 模 の 大 き な ア パ ー トは 、CCTVよ り も、CATV有 料 テ レ ビ

に 接 続 し よ う と す る 傾 向 も 出 て い る。

図9-20有 料 テ レ ビ 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク

)

ホテ ル映画

製 作 者

独 立 系

番 組 会 社

ス ポ ー ツ ・

プ ロモー ター

演 奏 会

興 業 主
、

1 1|「
1

<一 ・・◇

[

〈一 ・〉

1 1 ll
ホテ ル 病 院 ア パ ー ト 事務所

CATV
システム 響

CATV
システム

ll lll 1 1
お 客 患 者 借 家 人 加 入 者

ホ テ ル 、 モ ー テ ル 、 ア パ ー トに続 くCCTV有 料 テ レ ビ市 場 と して 注 目さ れ

る の が 、 病 院 と か 療 養 所 で あ る 。 例 え ばTelepremierInternationa1社

と かPrimaryEntertainmentCorp.(Twentieth-Century-Fox

FilmとPrimaryMedicalCommunicationsの 合 弁 会 社)は 、 こ の分

野 にCCTV有 料 テ レ ビ を 提 供 す る計 画 を か た め て い る 。 た だ し こ の 分 野 の 場
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合 、治 療 費 が 急増 して い る こ と、病 人 が 長い時 間 をか け て映 画 な どを 見 るの は

苦痛 を感 じる ことな ど、 需 要を お さえ る 要 因 もあ る。 この た め病 院 な ど よりむ

しろ、保 養所 な ど比較 的 回 復期 の病人 が 入っ てい る施設 の 方 が 、.市場 可 能 性 は

|

大 きい。

以 上CCTVの 主 な市場 を取 りあ げ て きた が 、CATVの 加 入 者 が 有料 テ レ ビ

市場 に 入っ て くる可 能 性 も非 常 に 高 い もの が あ る。 長 期 的 予測 では 、 有 料 テ レ

ビ全市 場 の うち70年 代 はCCTVが 主 流 を 占 め、80年 代 に入 る とCATVが 主

流 の座 を 占め る もの と見 こ まれ る。 図 皿一21は 、CATV加 入 者 の う ち、 有料

テ レ ビ加 入者 が どの 程 度 の割合 を 占め る のか を予測 した もの。CATV加 入者で

有 料 テ レ ビを 見 よ う とす る加 入 者 は 、CATVの 月 額 固定 料 の 外 に 月 間 固 定追加

料金 を払 うとか 、 あ るい は プ ログ ラム単位 で料 金 を支 払 うな どの 方 法 で 、 有料

プロ グ ラム を見 る こ とが で き る。

例 え ば ロ ングア イ ラン ドのCATV運 営 会社Viacom社 の 場合 、現 在2,000

の有 料 テ レ ビ加 入者 をか か え てfoり 、 通 常 の ケー ブル料6ド ルの外 に、 有 料 テ

レ ビ加 入者 には 月額1.50ド ルの 追 加 料 金 を課 してい る。 この場 合の や り方は、

'電 話 で 取 扱 者 を呼 び 出 し、 コ ン ピュー タに 請 求 番号 を 入れれ ば 、 テ レ ビ映 画 を
べ

取 り出 して も らえ る よ うに なっ て い る。 ま た ボク シ ングの世 界 タ イ ドル マ ッチ

は、8.50ド ルの 料金 を払 え ば、 これ が 見 られ る よ うに な って い る 。Warner

Cable社 の場 合 は、 ボ ス トン郊 外 で 、.月額5ド ルの.固定 料 金 で有 料 テ レ ビを

提供 した こ とがあ るo(

現 在有 料CATVの 発展 は ゆ るやか な ものだ が、CATV加 入者 の 増 大 に伴 な

っ て、 この 市場 の拡 大が 期 待 さ れ る。
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図 皿一21CATV加 入 者 に お け る 有 料 ケ ー ブ ル加 入 者 の 占 め る 比 率

・(1973～1982年 単 位:百 万)
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表 皿一10大 手 有料 テ レ ビ会 社 お よびそ の サ ー ビス市場

会 社 CATV ホカ呼 プレ o

アパ ートメン ト

AthenaCo㎜unications X X

C・mp・terCin・ma X

CreativeCine-Tel X

HomeBoxoffice X

HomeTheaterNetwork
'

X

OpticalSystems X X

Ortho-O-Vision X

.

PrlmaryEntertainment X

Telebeam X

T・1・p・cmi・ ・ X X

Trans-Wbrld X

Videomation X

WarnerCommmications X

(3)大 統 領 へ のCATV政 策 報 告 書

1974年1月 、 ホ ワ イ トハ ウス の 電 気 通 信 政 策 局(OTP)は
、 「大 統 領 へ

のCATV報 告 書(CableReporttothePresident)」 を 提 出 した 。 こ

の レ ポ ー トは 、1971年 ニ ク ソ ン大 統 領 が 設 立 し た 「CATVに 関 す る閣 僚 委

員 会(theCabinetCommitteeonCableCommunication)」 が ま と

め た もの でt、OTPの ホ ワ イ トヘ ッ ド局'長 が 委 員 長 を 務 め た 。 報 告 書 はCATV

を 発 展 さ せ る 線 に 沿 っ て 、 そ の 規 制 の あ り方 を と らえ て お り、CATVに 関 す る

待 望 の 国 家 政 策 試 案 と 言 え る もの で あ る。 事 実 ホ ワ イ トヘ ッ ド局 長 も、 最 近3

年 間 に お け るOTPの 最 も重 要 な仕 事 と述 べ て い る 。

CATV報 告 書 で は 、 従 来 のCATV規 制 を 非 難 す る と共 に 、 今 後 の 方 向 に つ

'
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い て次 の よ うに論 じて い る。 、

「現行 の政 策 下vak・ け るCATVは 、放送 の延 長 と して取 り扱 わ れ て お り、

1934年 通 信 法 の規 制 に服 す る こ とに な ろ う と してい る。 この た めCATVは

事 実 上無 制限 の チ ャ ンネ ル能 力 を備 え 、全 ての 人 々 に開放 され る全 く新 しい通

信媒体 と しては 扱 わ れ て い ない。 この点 を考慮 し、CATVは 今後 、民 間 パ ワ

ーの過度 の集 中 と政 府 規制 の双 方 を排 し
、 自由 な発展 がで きる よ うにす べ きで

あ る。 またCATVの モ デ ル と しては 、 テ レ ビジ ョンで は な くむ しろ印 刷 媒体

の よ うな もの を 考 え るべ きで あるoさ らに ケー ブル ・チ ャ ンネ ル を使
っ た 番 組 、

広 告 お よび その 他 の 情 報 サ ー ビスは 、 自 由かつ 競 争 ベ ース で 発展 す るこ とを 認

め られ る べ きで あ り、 印 刷 媒 体 や映画 の場 合 と同様 、CATVと い う通 信媒 体

の 内容 に 対 しては、 規 制 パ ワーが 適 用 され る べ きで は ない 。 」

CATV報 告=書 で注 目され るの は、CATV産 業 を ケ ー ブ ル ・シス テ ム運営 会

'社 と独 立の 番 組製 作 会 社 に 区 別 し
、運 営 会社 は郵 便 サ ー ビス が印 刷 媒体 の 内 容

にほ とん ど関 心 を 持 た な い の と同様 、 チ ャンネ ル ・ユ ーザ ー の メ ッセー ジを伝

送す る こ とに専 念 す る こ とを義 務づ け られ る べ き と提 言 して い る こ とで あ る。

以下 大 統領 に提 出 さ れた12項 目の 勧告 を ま とめ る と次 の よ うにな る。
ノ

国
ケー ブ ル伝送 施 設 め 支 配 は 、 これ ら伝 送 施 設 の チ ャ ンネ ル を通 じて 提供 され 、

る番 組 お よびそ の他 の サ ー ビスの 支 配 とは 分離 され な けれ ば な ら ない 。

闇
ケー ブル ・シス テ ム、 相 互接続 装 置 お よび番組 提 供 サー ビスの 共 同所 有 あ る

いは共 同支 配 は 、 ケ ー ブル ・ネ ッ トワー ク事業 に 関 す る唯一 の 禁止 され る
。べ き

形態 である 。

画
ケー ブル ・シ ステ ムを複 数 メデ ィアが 所 有 した り あ るい は 多数 が所 有 して も

、

これ は禁 止 され る べ きで は ないo
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勧告14

電 話 会 社 は、そ の通 信 サ ー ビス を行 なっ て い る地 域 内 にお い て、 ケ ー ブル ・

シ ステ ムを支 配 した り、 運 営 して は な らない。

匪 コ'
政 府 の 規制 に よっ て一 般 公衆 が ケー ブル ・サ ー ビスを 購入 す る機 会 を妨 害 さ

れ 、 ケ ー ブ ルを通 じ て提 供 さ れ 得 る新 番 組 やそ の他 情 報 サ ー ビスの 発展 が さ ま

た げ られ ては な らない 。 ,`

[憂 コ'
ケー ブル を通 じて 提 供 され る番 組 、情 報 お よびそ の 他 サ ー ビス の 内 容は 規制

されて は な ら ない し、 ま た これ らサ ー ビスの料 金 も政府 当局 に よっ て規 制 され

て は な らない 。

[壷 コ 、 、
ケー ブ ル ・チ ャ ンネ ル ・ユー ザ ー に は 、著 作権 法 を全 面 的 に適 用す る こ とに

よって、 ケー ブル用 番 組作 製 の意 欲 を助長 しな けれ ば な ら ない。

嗣
ケー ブ ルに 対す る連 邦政 府 の 権 限 は 、 当初 は 国家 的政 策 の 実 施 の た めに 行 使

され 、そ の 後 は、 ケー ブ ル に関 す る 技 術 ス タン ダー ドの 設 定 お よび プ ロ ・スポ

・一 ツ番 組 の無 断放 送 の 規 制 に 限定 され な け れ ば な らな い。

働
ケー ブ ル ・ シ ス テ ム の 規 制 に 関 す る原 則 的 責 任 は 、 ケ ー ブ ル ・ シ ス テ ム の 免

許 権 を 持 つ 当 局(Franchisingauthorities)が 持 つ もの とす る 。

勧 告10`

ケ ー ブ ル 通 信 に お け る 個 人 の プ ラ イ バ シー 権 利 を保 護 す る た め 、 法 的 お よび

技 術 的 に 強 力 な セ ー フ ガ ー ドが 設 定 さ れ な け れ ば な ら ない 。

画
政 府 当局 は 、基 本的 ケー ブ ルあ るい はそ ρ他 の 広 帯 域通 信 が 、地 方 の 住 民や

貧 困 者に も利用 で きる ように レなけれ ば な らない 。
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画
ケ ー ブ ル ・シ ス テ ムの 所 有 、 運 営 、 番 組 作 製 に は 、 マ イ ノ リテ ィ ・グ ル ー プ

(minoritygroup)が 参 加 で き る よ う に し な け れ ば な ら な い 。

● (4)デ モ ンス トレ ー シ ョン ・プ ログ ラ ム と双方 向 実験 シス テ ム

CATVに 関 す る閣 僚委 員会 では 、 今 後 のCATVサ ー ビス の興 隆 を 促 がす 意

味 で、 関係 方 面 の 力 を結集 して、 デ モ ン ス トレー シ ョン ・プ ログ ラ ムを 作 製す

る よ う提'言 して い る。 同 委 員 会 が参 加 を呼 び か け て いるの は 、 連 邦 政 府 、州 お

よび地 方 自治体 の行 政 機 関 、適 切 な団 体 お よび専 門家 グル ー プ、 ケー ブ ル運 営

会 社 お よび エ レク トロ ニク ス製造 会 社 な どで 、 プ ログ ラム開 発 を通 じて 、 時 間

コス トな ど多 方 面 で将 来 のた め に大 きな メ リッ トが生 れ る と期 待 してい る。

委 員 会が 特 に ね らって い る プ ログ ラムは

① 最 も便 利 な時 間 に 、家 庭 にい る個 人 が利 用 で き しか も各 自の必 要性 に応 じ

て調 整 され た 大学 課 外 コー ス。1

② 家 庭 に い る人 々に提 供 され る広範 囲 の医 療 お よ び公衆 衛 生 情 報 サ ー ビス

③ 広 汎な行 政 情 報 の収 集 、 蓄 積 、検 索 サ ー ビス

④ 環 境 保護 当局 に よ る大 気 汚 染 基準 を基 に した 監視 、 管理 、行 政 指 導 お よび

汚染 警 報 な どの業務

⑤ 百 貨店 の カ タ ・グか ら品物 を選 び 注 文 す る サ ー ビス

以 上 の各サー ビスは、CATVの 特質 を生 か した 高度 な サ ー ビスで あ り、 将 来

双方 向 システ ムが普 及 す れ ば 、一 層 高 度 な利用 形 態 が可 能 に な る。委 員 会 で も

双 方 向 サ ー ビス には 期待 を寄 せ て お り、 関 係者 が この方 向 にそ っ て 努 力す べ き

で あ る と提言 してい る。

米 国 で も双 方 向CATVは まだ 実用 化 され て ない が、各 州 で す で に実 験 が 行

なわれ てい る。 実 験 中 の 主 な双 方 向 シス テ ムは 次 の とお りで あ る。

・カ リフ ォル ニア州 エ ル セ グ ン ド、ThetaCableCompany

これ は、Teleprompter社 が行 ったLosGatos実 験 を延 長 した もの で 、
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出 資 企業 は 、HughesAircraftとTeldprompterの 両社 で ある。73

年7月 迄 に20～25台 の ター ミナ ルが 設 置 され 、 同年 末 まで に1,000台 が予

定 され てい た。 結局 こ の 目標 は達 成 され てい ない 。

当初 か ら カ ス トマーは 、端 末装 置 の経 費 を 負担 して い ない 。提 供 され た サ ー

ビス は、 ①有 料 テ レ ビ、② 買物 案 内、③ 広 告 調査 、④ 視 聴 者 調査 お よび 世論 調

査 、 ⑤警 備 シ ステ ム、 ⑥ ク1/ジ ッ ト ・カー ド確 認

本 実験 の結 果 は、 商 業 ベ ー ス に乗 る製 品群 の 決定 に利 用 され る もの と思 わ れ

るo

・フ ロ リダ州 オー ラ ン ド、OrangeCablevision,Inc.

同 社 の場 合 は2段 階 に設 定 され た計 画 で 、 そ の第1段 階 は 既 に完成 を見 て い

る。 フェ ー ズ ・ワンは、27台 の端 末機 器 で構 成 され て いて、 火 災、盗 難 、非

常警 報 な どを テス トし、光 熱 の 自動検 針 、 有料 ケー ブル ・テ レ ビ、 買物案 内 、

世 論調 査 、 ク レ ジ ッ ト・カー ドの検 証 な どを提供 している。 第2段 階 の予 定 ター

ミナル数 は 約500台 で 、手 数 料ベ ー スで有 料 テ レ ビ、特 別 教 育 番組 を提 供 し、

買物 案 内、検 針 業務 、 警 備 シ ステ ム、 デ ー タ伝送 を営 業用 と して提供 す るこ と

に な って い る。OrangeCablevision社 は 、番 組製 作 を直 接 管掌 し、 プ ログ

ラム の マ ー ケ ッテ ィ ング に どん な種 類 の媒 介 者 も使 わ ない と決 め て い た。 だ が 、

フェー ズ ・ソー は、 当初 計画 よ り後 退 し てい るの が実 状 で あ る。

同社 はま た 、 ミシ シ ッ ピ州 ジ ャ ック ソン、 オ ク ラホ マ州 バ ー ズ ビル 、 同 ス

テ ィル ウ ォー ター、 ウ ィス コ ン シ ン州 ア ペ ル トン で双 方 向 ンス テ ム を構 築 中 で

ある。 更 に地 方 の医 療 グルー プ と協 力 して、 遠 隔 診 断計 画 を実 験 して お り、 地

域 社 会 に お け る チ ャ ン ネ ル利用 を促 す ため 住 民 の 研修 所 も設 置 した。

・カンサ ス州 オ ー バ ー ラン ド・パ ー ク、TelecableCorporation

この実 験 計 画 は2種 の端 末 を擁 して い る。 と もに家 庭 向けで あ るが現 在は 中

断 され て い る。 シス テ ム 自体 は 、 双 方 向機 能 を活 用 した 有効 かつ財 政 的 に実 現

可 能 な ア プ リケー シ ョ ンを追 求 中 で あ る。 経営 者 は連 邦政 府 基 金 の 申請 を却 下

され た が 、そ の後 補 助金 獲 得 に必要 な公共 サ ー ビス 的 ア プ リケー シ ョンを提 示
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して い ない 。 地 方 都 市 の 行 政 担 当 者 は 、 こ う した 試 み に 殆 ど 関 心 を 示 して い な

い よ うだ 。 同 社 は 、 サ ウ ス ・カ ロ ラ ィ ナ州 ス パ 一 夕 ンバ ー グ に 新 シ ス テ ム を 設

置 し、 これ に 多 大 の 期 待 を か け て い る 。

・イ リノ イ州 ク リス タ ル ・レ ー ク、LVOCable,lnc.

こ の パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク トで 使 用 さ れ る タ ー ミ ナ ル は6種 で、LVO社

近 辺 の 地 域 で火 災 、 盗 難 、 緊 急 警 報 な どのサ ーー ビス を送 って い た 。 ま たLVO社

は 、 通 常 の ケ ー ブ ル ・サ ー ビス に 加 え て、 火煙 探 知 器 や ウ イ ン ド ウ ・テ ー プ も

販 売 し て い る。 本 シ ス テ ムは 、 ジ ョー ジ ア 州 モ ン ロー に 設 置 さ れ て い る の とほ

ぼ 同型 で あ る。

・オ ハ イ オ州 ア ク ロ ン、AkronCablevision

同 社 はそ の 放 送 網 を 再 編 成 し、 双 方 向 オ ペ レ ー シ ョンに 適 応 さ せ よ う と して

い る 。 だ が ター ミナ ル を 設 定 す る計 画 は 持 っ て い な い 。 た だ 言 え る こ と は 、

同 社 が 連 邦 標 準 に 従 っ て 能 力 を 蓄 積 し つ つ あ る と い う こ と だ 。

・テ キ サ ス州 ア ー ビ ン グ、TotalCommmications,Inc .

こ の 企 業 が 試 み て い る 双 方 向TVの 実 験 は 最 も興 味 深 い も の の 一 つ で あ る 。

とい うの も通 常 の ケ ー ブ ル ・テ レ ビの 市 場 と な ら な い 地 域 に あ る 一 都 市 を対 象

と し て い る か ら だ 。 受 信 機 は 、 受 像 用 小 型 ア ン テ ナ を 使 え ば7局 か ら サ ー ビ ス

を 受 け られ る。 同 社 は1,500の 加 入 者 に 対 し予 備 調 査 を 企 画 し て お り、 彼 等

に は 基 本 的 な ケ ー ブ ル ・サ7ー ビス が 無 料 で 送 られ る は ず だ 。 運 用 コ ス トの 回 収

に は 、 有 料 ケ ー ブ ル ・テ レ ビ と双 方 向 サ ー ビ ス(買 物 案 内 、 自動 検 針 、 世 論 調

査)の 両 方 が 予 定 さ れ て い る。 全 加 入 者 を5,000と し て算 定 す る と、 オ ペ レ

ー テ ィ ン グ ・ コ ス トを 補 填 す る に は
、1加 入 者 当 り 月 間8～9ド ル の 収 入 が 必

要 と さ れ る。

チ ャ ン ネ ル 数 は26と な る 予定 だ 。 こ の 内10チ ャ ン ネ ル は 、 接 続(ア ク セ

ス)が 制 限 さ れ た も の と な ろ う。 サ ー ビス の 一 部 は 商 工 業 者 が ス ポ ン サ ー に な

り(市 場 調 査 、 世 論 調 査 な ど)、 警 備 サ ー ビ ス な ど に お い て は 加 入者 の 負 担 支

払 い と な ろ う。 料 金 基 準 は ま だ 設 定 さ れ て い な い 。 も し こ の パ イ ロ ッ ト ・ブ ロ
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ジ ェ ク トで 、 難 視 聴 地 域 で な い 場 所 で も ケ ー ブ ル ・ シ ス テ ム が 、 有 料 ケ ー ブ ル

TVや 新 サ ー ビス で う ま くや れ る こ と が 判 明 す れ ば 、 大 都 市 の ケ ー ブ ル ・ シ ス

テ ムの あ り方 に も強 烈 な イ ン パ ク トを 与 え る だ ろ う。 ・
→

これ まで 述 べて来 た 実 験 計 画 で幾 つ か の ア プ リケ ー シ ョンの市 場 性 が検 討 さ

れ てい るが 、 まだ対 象 と され て い ない 余 りに も多 くの サ ー ビス が控 えて い る。

未検 討 の サー ビスの中 には 政 府 機 関 で す ぐ利用 出来 る もの も含 まれ てい よ う。

自治体 の行 政実 務、 教 育 、 保 健 、環 境 問題 、運 輸 な どに寄 与 す る 「有線 都 市 」

の概 念は 、 当然 税金 を使 っ てそ の実 現 が計 られ よ う。 政 府 諸 機 関 は、今 電 話 を

使 っ てい るの と同様 な形 態 で 双 方 向 ケー ブル ・シス テ ムの実 用 に踏 み切 る もの

と考 え られ る。 ま た、 事 実 広 帯域 コ ミュニ ケー シ ョンの領 域 で は主 要 な ユ ーザ

ーに な ろ うと して い るの であ る。

1

■
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3.相 互 接 続qnterconnecti◎n)産 業

ω 相 互 接 続 会 社 の 出 現

こ れ まで 半 世 紀 に わた っ て議 論 を呼 ん だ通 信 上 の規制 政策 の 問題 の ひ とつ に、

顧 客 ター ミナ ル装置 や通 信 システ ム と電 話 ネ ッ トワー クの 相互 接 続 問題 が あ る。

電 話会 社 は歴 史 的 に、 加 入者 に よる相 互 接 続 を禁 止 して きた。 これ は も し統 制

が とれ な けれ ば 、電 話 ネ ッ トワーク に悪 影 響 を及 ぼ す で あ ろ う し、 通 信 会 社 の

設 備 レ ン タル 収 入を喰 わ れ るの では ないか と懸 念 してい た か らで あ る。

数 年前 まで は、 電 話 ネ ッ トワー クに悪 影 響 が あ る とい う通信 会 社 の 主 張 は功

妙 に作 られ て い た た め、FCCも 収 益 事 業委 員会 で も疑 問 を さ しは さ まず に 受

け 入 れ て きた 。 そ のた め通 信 会社 では 、 電 話 ネ ッ トワー クの周 囲に 一 見 難 攻不

落 と も思 え る 壁 を作 りあ げ るこ とに成 功 した。

しか し、1965年 に なっ て この壁 は くず れ始 め た。 カーターホン裁 定 が 下 る

10年 前 に、 通 信 会社 に よる他 社 製 付 属装 置 の相互接 続 禁 止 の 妥 当性 につ い て、

米国 控 訴 院 で 審 理 され た こ とが あ る。 そ れ は 「Hush-a-Phone社 対 連 邦政

府 」事 件 で あ る。 この事 件 は会 話の プ ライバ シー を 保護 す る た めに 、電 話 の ハ

ン ドセ ッ トの マ イク ロホ ン部 分 に取 り付 け る ように設計 され た茶 碗 に似 た ゴム

製 の装置 に 関 す る論 争 で あっ た。 ダ イヤル ・ネ ッ トワー クに この種 の装 置 を利

用 す る こ とは 、 他 社製 装 置 に関 す るル ー ル に よっ てそ れ ま で禁 止 され てい た。

そ こで 古 いAT&Tの 州 際 市 外通 話 タVフ につ い て、 問題 となっ た タ リフの

箇所 を審 査 し た ところ、裁 判 所 では この禁 止措 置 は 不法 で あ る とい う こ とを認

め 、 この条 項 は 「一 般 に 被 害 を 与え なけ れ ば 自分 に役 立つ や り方 で 自由 に電 話

機 を使 っ て よい とい う加 入 者 の権 利 に 対 す る 不 当 な干渉 だ 」とい う判 決 を下 し

た 。AT&TはHush-a-'Phone装 置 を利 用 で きる よ うに タ リ'フの 改訂 を命 じ ら

れ た が、 タ リフの 中の他 社製 付 属 装置 の一 般 的 禁 止条項 に つ い ては 従来 の まま

残 され る こ とに なっ た。

そ して 、 そ の3年 後 に カー ター ホ ン事 件 が 発 生 したの で あ る。
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カー ター ホ ン事件

カー ター ホ ンは 、 ダ イヤル ・ネ ッ トワー ク に移 動体無 線 シ ステ ム(あ る いは

他 の私 設 通 信 シ ステ ム)の 基 地 局 を相 互接続 す る音 響 誘導 装置 で ある。 この カ

ー ター ホ ン装 置 を開 発 したテ キ サ ス州 ダ ラス のCarterElectronics社 は、

1959年 か ら1966年 の 間K、 米 国 と海 外 に約3,500の カー ター ホ ンを 販売

した。 これ に対 しBellSystemとGTE社 は圧 力を か け、 カー ター ホ ンの

顧 客 に対 し、 相互 接続 の 禁 止条 項 を理 由 にそ の 使用 を認 め なか っ た。

一 方Carter社 は 、 この条 項 は 反 トラ ス ト法違 反 で あ る と して1966年 に

提 訴 に 踏 み切 っ た。AT&TとGTEは 電 話 システ ムの完 全 性(integrity)

を守 るた め、 コモ ンキ ャ リアの直 営 装 置 を使 用 す る こ との 必 要性 を盛 ん に 主張

したが 結 局容 れ られ ず 、1968年6月FCCは 裁定 を下 し、 タ リフの 禁 止 条項

は 「1934年 の 連邦 通 信法 か らみ て 当初 か ら不 合理 か つ 不法 で あ り、 理 由 のな

い 差 別扱 い を行 なっ て い る 」と して 、 コモ ン キャ リヤ に対 し 自営 装 置 の 使 用 を

認 め る よ うタ リフの 改訂 を命 じた 。

これ に対 し通 信 会 社 は、FCCに 再 検 討 を求 め て カ ー ター ホ ンに対抗 したが 、

結 局 却 下 され た。AT&TとGTEは 一時 裁 判所 に 控訴 した が 、 これ 以 上争 っ

て も実 りが ない もの と考 え、 す ぐに 控 訴 を取 り下 げFCCの 裁 定 の線 に 沿 っ て

州 際 タ リフの 改訂 に ふみ切 っ た 。 これ は1969年1月 か ら実施 に 移 され る こ と

となっ た。

新 し く改訂 さ れ た タ リフでは 、 デ ー タ ・モデム の よ うな顧 客 自営 装 置 を ダ イ

ヤル電 話 ネ ッ トワー クに 接続 す る こ とが認 め られ る こ とに なっ た。 ま た 、新 し

い タ リフではPBXの よ うな顧 客 自営 装 置 を ダ イヤ ル ・ネ ッ トワーク や 専用線

に相 互接 続 す る こ と も認 め て い るo

しか し、 無 制 限 の相 互接続 で は な く次の3つ の制 約が 課 さ れ る こと にな った。

① この タ リフで は 、交 換 ネ ッ トワー クに 入っ て くる信号 に対 し条 件 を課 し てい

るo

これ らの基 準 は 、過 度 の雑 音 、 混 話 、 干渉 、 不 接 続 お よび回 線保 守 マ ンに有
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害 な電 圧 な どに 関 す る もの で、 ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス を 保護 す るた めの もの

で ある。

②顧 客 自営の 装 置 や シス テ ムを ダ イ ヤル ・ネ ッ トワー クに 相 互 接続 す る場 合 は 、

月額 数 ドルの電 話 会社 直 営 の 「保 護 接 続 装置 」を設 置 しな けれ ば な ら ない。 こ

の カブ ラーは デ ー タ ・ア ク セス装 置(DAA;DataAccessArangement)

もし くは音 声 ア ク セ ス装 置(VAA;VoiceAccessArangement)と 呼 ば

れ、 これ を使 え ば他 社製 装置 か ら発 生す るか もしれ ない 有 害 な電 圧 か ら回 線 を

切 り離 し、 効 果 的に 保護 して くれ る。 ま た 、適 切 な信 号 水 準 を 超 え ない よ う保

証 して くれ る。

③ この タ リフで は 、電 話会 社 直営 の装 置 が ダ イ ヤル呼 出 しや フ ック ・ス イ ッチ

接続/不 接 続 な ど、 ダ イ ヤ ル電 話 ネ ッ トワーク に対 する す べて の ネ ッ トワーク

制 御信 号 操 作(NetworkControlSignality)を 果 す こ とを 要求 して い

る。 この ル ー ルの 例外 と して 、顧 客 自営 の タ ッチ ・トー ン ・ダ イヤル装 置 の使

用 が 認 め られ 、1"971年 に効 力 を発 す る こ とに なっ た。(し か し、 回転 式 ダ

イ ヤル につ い て は認 め られ て い ないo)

カ ー ター ホ ン事 件 は、 新 しい 「相 互接 続 」装 置 産業 を生 み 出 し、 また デ ー タ

通 信 ハ ー ドウ ェアの イ ノベ ー シ ョンと コス ト引下 げ を促 進 した とい う点 で 真 に

画 期 的 な事件 で あっ た。FCCの 裁 定 が 下 って 以 来 、 約200社 が デ ー タ ・モデ

ム市 場 に進 出 し、 そ れ ま で市 場 が閉 ざさ れ てい た 防衛 面 や航 空 方 面 の技 術 が多

数 もた ら され る こ とに なっ たoま た、 各種 の新 しい改 良 され た安 上 りの製 品が

広範 に導 入 され る こ とに なっ た。 デ ー タ ・ター ミナ ルや マ ルチ プ レクサ ・メー

カー は、 モ デ ム を 自社 で 製 造 す る な り、 あ るい はOEM市 場 か ら入 手 す るな り

して、 直 接 自社 の装 置 の 中 に組 み込み 、 シス テ ム全 体 の コ ス トを 引 き下げ る こ

とが で き るよ うにな っ た 。

残 されている問題点

通信 会社は これ らの新 しい競争会社に対抗す るため、新 製品の 開発 と料 金値
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下 げ を実 施 した。 こ れ らは デ ー タ通 信 ユー ザ ーに大 き な利益 を 与 え てい る。 電

話会 社 か ら この ような強 い反 応 が あっ た とは いえ 、 相 互接 続産 業は 今 の と ころ

やっ と離 陸 期 を迎 え たば か りで あ る といえ よ う。 そ の 証拠 に、Bellの 相 互 接

続 の タ リフが効 力 を 発 した1969年 の1月 以 来33ケ 月間 に 、 ベ ル では 自営

モ デ ム用 に8 ,100の デ ー タ接続 装置 を設 置 して い る。 そ の 内、全 体 の44%に

当 る3,600個 は最 近6ケ 月 間 に サ ー ビス ・イン した ばか りの もの で あ る。

近 い将 来、 さ らに規 制 面 での 変 革 が起 れ ば 、 デ ー タ通 信 装置 産 業 に お け る競

争 の メ リッ トは一 段 とユ ー ザ ー に利 益 を もた らす こ とに な ろ う。FCCに 寄 せ

られ たNAS(国 家 科学 ア カデ ミー)レ ポー トで も、Dittbernerレ ポー トで

も、 面 倒 な通信 会 社 直営 の ア ク セス装 置 や カ プ ラーが な くて も安 全 で信 頼性 の

高 い顧 客 自営 の相 互 接続 は可 能 だ と指 摘 して い る。FCCに は、 多 くの ユー ザ

ーや 装 置 メー カーか ら、 ア ク セス装 置 は 大 きなや っ か い 物 だ とい う不満の 声が

多数 よせ られて い る。

これ ら不満 の 主 な もの と して は 、 ・装置 の入手 に手 間 どる、 ・装 置 を設 置 し

て も、 この 装 置 を経 由す る と信号 の 品質 が落 ち る、 ・装 置 の 値 段 が 高 い、 な ど

が あげ られ る。

そ こでFCCは これ に とっ て 代 る装置 の 標 準 化 と認 定 制度 の導 入 に 力 を入 れ

て きた。

・FCCは 手初 め と して、 ま ずPBX(PrivateBranchExchange構 内 交換

機)の 分 野 を 取 り上 げ て検 討 す る こ とと した。 とい うの は 、 この 分野 を よく

検 討 してお けば 、 そ の成 果 は デ ー タ通 信 の よ うな他 の 相 互接 続 の 分 野に も応用

で きるか らで ある0

1971年3月 、FCCで は 、通 信 会 社 、設 備 メ ー カ ー、 ユー ザー の代 表 か ら

な るPBX業 界諮 門委 員会 を設 置 した 。 この 委 員会 の仕 事 は 当 初 、FCCは 恒

久 的 な相 互接 続 部 門 を 設置 し、 この 部門 に相 互接 続 計画 を拡 大 す る ため の 標準

化 作 成、 装 置 の試 験 や 認 定 、そ の他 の関係 業 務 を監 督 さ せ た ら ど うか とい う提

言 を行 っ た 。 この プ ランは 余 りに混 み'入っ てお り、 官僚 的 で煩 らわ しい とい う
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こ とで批 判 され た 。 さら に州 の 公 益 事業 委 員 達 は 、連 邦政 府 が顧 客 自営 装 置 の

設 置 、 保 守 、検 査 な どの標 準化 管理 を行 な うこ とに 反対 し、 そ うい う問題 は主

と して各地 域 の レベ ルで担 当 す べ き問 題 で あ る と主 張 した。NARUC(The

Nationa1AssociationofSteteReglllatoryComissioners;全

国州 規 制 委 員会 連 合)で は、相 互 接 続 問題 に関 す る政 策上 の ガ イ ド ・ラ イ ンを

提供 す る ため 、政 府 一州 合 同委 員 会 の 設 立 を提 案 した。

FCCほ この提 案 を受 け入 れ 、PBX諮 問 委 員 会 の最 終勧 告 を検 討 す るた め の

合 同委 員会 の設 置 を 約束 した α そ の 間PBX委 員会 では、 導 入可 能 な技 術 基 準

teよ び余 り煩 らわ し くない規制 手続 き の開 発 を進 め 、1972年4月1日 を 目

途 に最 終 レポ ー トを完 成 させ る予定 で作 業 をす すめ て きた 。

そ の後 、PBX諮 問委 員会 の議 事 進 行 は手 間 取 り、 最終 報 告 は8月15日 ま

で引 き延 ば され る こ とに なっ た。 一 方 、FCCで は最近 、FCC委 員3名 と4名

の州 委 員 か ら な る連 邦政 府/州 合 同委 員会 を設 置 し、相 互 接続 の 問題 を検 討 す

る こ とに な ったo

■

(2)相 互 接 続 市 場

市 場 の変 革

カー タホ ン裁定 の後 、 新 た に 出現 した い くつ かの相 互接続 会 社 と既 存 の喚 く

つか の会 社 はPBXとKeyシ ステ ムを ユー ザー に供給 し始 め た。 これ らの企 業

は大 体 に おい て、 装 置 供給 メー カー ま た は コ ンサ ル タン トと して 、電 話 会 社 と

密 な関 係 に あっ た もの が大 部分 で あ る。 ま た現 在 、 相互接 続装 置 の供 給 メー カ
《

一 と して最 大 の もの と され てい るARCATACommunication社 は、 こ れ ら

の小 会 社 を支 配下 に 入 れ て組 織 化 して いっ た。

と ころで 従 来 、大 部 分 の相 互 接続 装 置 は 日本 また は 欧州 の供 給 メー カー か ら

きて い るが これ は 次 の よ うな理 由に よ る。

・日本 の メー カー も欧州 の メー カー も以 前 か ら生 産 を拡 大 す る準 備 が あ っ た こ

と、 また、米 国のメーカー と比較 して よ リコ ンパ ク トで 優れ た機 能 を有 す る装 置
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を これ まで に 開 発 して きた こと。 米 国 にお い て は従来 、 独立 した電 話 装置 産 業

が独 立 した 電話 会 社 に奉 仕 す る とい う伝 統 的 な形 態 を とっ て きたか ら、 そ の

PBXの 販 売 と技 術 に対 す る姿 勢 は ベ ル ・シス テム ・オ ペ レー テ ィン グ会 社 の

ゆっ くり と した技 術 開発 の テ ン ポ に歩調 を合 わ せ て きた。

・従 来 ア メ リカの 装 置産 業 は 電 話 会社 を介 した市 場 ル ー トを よ りど ころ と して

い た が 、 も し彼 等 が 直接 、 エ ン ド ・ユーザ ー に市 場 を求 め る よ うにな っ た ら、

電 話会 社 を ベー ス とす るOEM市 場 が 他 の供 給 メー カー を求 める よ うに なるの

で は ない か とい う懸 念が あっ た こ と。

以 上 の様 な理 由か ら、 ア メ リカに おけ る 初期 の相 互 接続 会 社 のほ とん どは新

た に設 立 され た小規 模 な会 社 で、 彼等 は 外 国 の相 互 接続装 置 産 業 の た め に市場

を拡 大 し製 品 を 送b出 す 役割 を果 した。 こ の様 に してPBX,Keyシ ス テ ムを

中心 とす る独 立 な 相 互接 続装 置 ビジネ スが 急速 に進 展 していっ た。

一 方 、 この よ うな 相互接 続 産業 の 急 速 な成 長 に もか か わ らず 、1972年,次 の

よ うな深 刻 な問題 が 発生 して きた。 まず これ らの初 期 の相 互接 続 産業 は 、 そ の

市場 戦 略 とか顧 客 へ の サ ー ビス経 験 とい う点 で充 分 な 力 を備 えて い なか っ た と

い うこ と で あ る。 これ は業 界 の 競争 がそ れ ほ ど激 し くない初 期 の 内はそ れ ほ ど

問題 で は無 く、 ほ とん どす べ ての 相互 接続 会 社 が あ る程度 の成 功 を収 め 、 ユー

ザー もそ の経 済 的 な メ11ッ トを 受け て きた。 しか し現在 で は 、 この様 な マ ー ケ

テ ィ ン グ 能 力 、 サ ー ビス能 力、 マネ ジメン ト能力な どの 面 に おけ る 力量 不足 は 、

相 互接 続 産 業 の 成 長 に大 き な イン パ ク トを与 え る ように なっ て きた。

さ らにAT&Tで は、 相互 接続 会 社 に 対 す る 対抗 策 と して1972年 に 新 しい

タ リフを 発表 し、PrepaymentScheduleの 制 度 を とる よ うに なっ た。 そ の

結 果 相 互接 続 会 社 が 、 買い 取 っ た製 品 か ら得 て い た マ ー ジンは 、1969年 には

2.2で あ った のに 対 し1972年 末 に は1.6に 低 下 して しまっ た。 この よ う なマ

ー ジンの 低 下 は、 そ の 顧客 サ ー ビスの 問 題 と相 ま っ て相 互 接続 会社 の益 を うす

くす る結 果 となっ た 。

以 上 の よ うな事 情 か ら今 後 の展 開 と して次 の 様 な こ とがい え る。 初期 に登場
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した 相互 接続 会社 は、 そ の マー ケ テ ィ ン グ能 力 、 サ ー ビス能 力、 設 計 、 製造

能 力お よびU－ ス能 力 な どの点 で力 が 不 足で あ る こ とか ら、1977年 頃 に は 、

この業 界 にお け る競 争 者 と してそ れ ほ ど重 要 な存 在 とはな らな くな るだ ろ う。

む・しろ主 要 な 通 信 会 社 で あるITTLitton,GE,RCA,Philco-Ford,

NothernBe11,Norelcoな どが現 在 この 市場 に参 加 しつ つ あ り、 や が て

10年 後 ぐらい には これ らの 大 企業 が この 業 界 を支 配す る よ うに な る だ ろ う。'

何故 な ら、 こ う した大企 業 は 、 マー ケ テ ィ ン グ 能 力 、 サ ー ビス能 力、 り一ス

能 力、販 売 能 力 な どの面 で充 分 な力 を備 え て い るか らで あ る。

IBMは 、 ヨー ロ ッパ にお い て は既 に相 互接 続 産 業 に参 加 して い るが 、や が

て米 国の この 業 界 に も参 加 し、 相 互接 続 産業 の 成 長 を さ らに促 進 させ る こ とに

なるだ ろ う。初 期 に登場 した相 互接 続 会 社 と最 近 市 場 に参 加 した主 要 な通 信会

社 とは 、次 の様 な点 で大 い に異 る。 即 ち 主 要 な 通 信 会 社 は、 海 外 で作 られ た

装 置 を輸 入せ ず に 独 自の 装置 を生 産 して ゆ くとい う点で あ る。

彼 等 の作 り出す 装置 は 、 輸 入 した装 置 や電 話 会 社 の作 っ た 装 置 よ り も技 術 的

に優 れ た もの に な る だ ろ う。 即 ち低 コ ス トで優 れ た パ フ ォー マ ンス を与 え て く

れ る こ とだ ろ う。 この 様 に して、主 要 な電 気 通 信 会 社 は、 そ の 優 れ た装 置 、 市

場 力 、 サー ビス カ、T〕 一 ス活 動 を支 え る財 力 な どに よって1977年 頃 まで に は、

この業 界(相 互接 続産 業)を 支配 す る こ とに な る と見 られ る。

相 互接 続 会社 が 当面 そ の 主要 な市 場 と して ね らっ てい るの はAT&T社 が こ

れ ま で に設 置 して きた ビジ ネス ・テ レ ホ ン(商 用 電話 設 備)の 分野 で あ る。 と

い うのはAT&T社 の この 分 野 の シ ェアは全 体 の80%を 占め てい る か らで あるo

(そ の大 部 分は 市 街 地 区 に 分布 してい る。)し か し、現 在 の 相互 接 続 会 社 の

PBXis・ よびKeyシ ス テ ムの 年 間の 出荷 は この 有 力 な市 場 とほ とん ど関 係 し て

い ない。 何故 な ら現 在 はAT&T社 が、 新 しい シス テムの設 置 、 グ レー ド ・ア

ップ、 シ ス テ ムの 変 更 、 旧式 の シス テ ムの取 り変 え な どに対 しす べ て供 給 を行

っ てい るか らで あ る。 従 っ て相 互接 続 会社 の有 力な市 場 は次 の2つ か らな る と

考 え られ る。 即 ち、1つ は現 在 のAT&T社 の 出荷 の一 部 を 獲得 す る こと。 もう
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1つ は低 価格 で優 れ た 性 能 を 持 つ装 置 を供給 す る こ とに より、 購 買 欲 を刺 激 し

既 存 の シ ス テムを早 く新 しい もの と取 り替 え させ る よ うに、 促 進 させ る こ とで

あ る。 相互 接 続 会 社 の 市場 活 動 の現 在 までの実 状 をみ て み る と、 主 と して設置

され てい る シ ステ ムの 密 度 が 高 い大 都 市地域 を 中心 に 焦 点 を しぼ っ てい る よう

で ある。

相 互接続 装 置 メー カーが 顧 客 にア プ ロー チす る の に最 も良 い チ ャ ンス と考 え

られ るの は、 彼 等 が 現 在 の システ ムを取 り替 え よ うと して い る時 期 または グレ

ー ド・ア ップを企 て よ うとす る 時期 で、例 えばそ の会 社 が新 しい プ ラ ン トや オ

フ ィスを建 設 してい る時 な どが 良い と考え られ る。 しか しな が ら、 相 互接 続会

社 の現 在 の市場 開 発 の や り方 は、 対 象 とす る地 域 の 顧 客 に 無 差 別 に ア プ ローチ

し、相互 接続 装 置 の メ リ ッ トを説 い て、 い つ か誰 か が 買 っ て くれ るの を待 って

い る とい う方法 を とっ て い る。

相互 接 続 装 置 の タイ プ

旧来 の単式 の 電 話 装 置 の外 に 、 現 在3種 類の 基 本 的 な タ イ プの電 話 シス テ ム

が 電話 会 社 か ら供 給 さ れ てい る。Keyシ ス テ ム、PBX、Centrexシ ステ ム

(集 合 自動 電話 シス テ ム)が そ れ で あ る。

Keyシ ステ ムは 通 常 、30個 ま で の電 話装 置 を設置 す る場 合 に 利用 され て い

る。PBXは30か ら1,000ま での範 囲 の設 備規 模 に対 して利 用 され てい る。

Centrexシ ス テ ムは500か ら1 ,000ま で の範 囲の 設 備 に対 して利 用 され て

い るo

これ らの3種 類 の ア プ ロー チ に よる コス トの 比較 を 、回 線 あ た りの相対 コス

トと して求 めた もの を図fi-22に 示 す。

Centrexシ ステ ムで は ダ イヤ ル イ ン方式 、 自動 即 時 通 話、 制 御 卓式 交換 台 な

どの機 能 が提供 さ れ る。 しか し、1,000個 以 上 の 設 備 規 模 に お い て は、 コ ス ト

的 にや や 優れ て い るPBXシ ス テ ム と競 合 関係 に あ る。 しか しCentrexシ ス テ

ムに お い ては、 中央 の 交 換 局 の 大 部分 が ユ ー ザー側 に置 か れ てい るか ら シス テ

つ

δ
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ム と して よ り柔 軟 性 を備 え た もの で あ る と い う こ とが で きる。

図ll-23はPBXシ ス テ ムとKeyシ ステ ムの 構 成 を 図示 した もの で あ る。

Keyシ ス テ ムは通 常、30個 又 はそ れ 以 下 の装 置 を 必要 とす る設 備 に おい て利

用 さ れ 、1本 以上 の 回 線 を各 ス テー シ ョンに配 備 す る。 この よ うにKeyシ ス

テ ムは 、1つ の オ フ ィスの 中 で多数 の 内線 を必 要 とす る よ うな ビジネス界 か ら

の 要請 に基 づ いて 考 え 出され た もの でPBXシ ス テ ム と較 べて比 較的 最 近 に な

っ て 導 入 され た もの で あ る。Keyシ ス テム に おい ては 、そ の 中の どの電 話 も押

しボ タン を押 す こ とに より入 って くる トラ ンクの 任 意 の もの と接 続 す る こ とが

で きる よ うに なっ てい る。

即 ちKeyシ ス テ ムに お いて は1つ の トラ ンクか ら実 際 の 電話 装 置へ の ス イ ッ

チ ン グは電 話装 置 そ の もの に よっ て コ ン トロー ル され る こ とに な るoし か し中

に は、1つ の装 置 か ら特 定 の トラ ンク に しか ア ク セ ス で きない よ うに設計 され

てい る シス テ ムもあ るo

基 本 的 なPBXシ ス テ ムは 、 図 皿一23に 示 す よ うに、 特 定 の 装 置 に接 続 す

るた め の、 トラ ンク を選 択 す る ス イ ッチ を備 え て い る。 また い くつ か のPBX

シス テ ムは 、1つ の シ ステ ムで1,000個 までの 装 置 を経 済 的 に扱 うこ とが で

き る よ うに設 計 され てい る。

通 常PBXシ ス テ ムで は交換 手 に よる ス イ ッチの コ ン トロー ルが 可 能 で あ る。

これ は 少 数 の トラン クで 多数 の 内線 を処理 す る こ とが 可 能 で あ る こ とを意 味 し

てい る。 この ようにPBXシ ス テ ムで は、 ス イ ッチ を シェ ア しコ ン トロール する

こ とが 可 能 で あ る こ とか ら、Keyシ ステ ム と比較 して 柔 軟性 が大 き く、 ラ イン

当 りの コス トが安 くなっ てい る。

噌

θ

出 荷 状 況 ・

相 互 接 続 会 社の 製 品 出荷 量 は 、 図 皿一24に 示 され る よ うに 、そ の発 足 した

最 初 の年 で あ る1969年 に は400万 ドル で あっ たのが 、1972年 度 に は これ

が7,900万 ドル に ま で増 加 して い る○ しか し、 この値 は相 互 接続 会 社 がそ の供
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`

ρ

給 メー カーに対 して 支 図 皿一24相 互接続 装置 出荷 額推 移(単 位:100万 ト)り

払 っ た額 を基 に して算

定 した もの で あ るか ら

実 際 の 値 は こ の約 半 分

と見 積 られ る。

これ らの 相 互 接続 装

置 、即 ちPBXシ ス テ

ム、 小型 のPBXシ ス

テ ムお・よびKeyシ ス テ

ム をあわせ た総 出荷 量

は 図 皿一24に 示 さ れ

る よ うに1977年 度

には32,530万 ドル

に昇 るだ ろ う。

PBXの 回線 あた り

の 設置 コス トにつ いて

見 る と、 これ は1969

年 か ら1977年 の 間

に600ド ル か ら650

ドル とわず か で は ある

が上 昇す る こ とが 予想 さ れ る。 これ は 例 え、低 価 格 の ソ リ ッ ド・ス テ ー トに よ

る新 しい デ ザ イ ン方 式 が 導 入 さ れた と して も変わ らない で あ ろ う。

なぜ な ら この よ うな価 格 の 上 昇 は、今 後 予想 され る装 置 機 能 の拡 張 に よっ て

起 きて くると考 え られ るか らで あ る。 即 ち相 互 接 続 会社 は 、 電 話 会 社 と張 り合

うため に、 そ の製 品 に各 種 の追 加機 能 を加え 、 より魅 力的 な製 品を 作 ろ う と企

て る こ とが 予 想 され る か らで あ る。

同様 に、Keyシ ス テ ムに 関 して も、 その 回 線 あ た りの設置 コス トは、 こ の期

00万 ドル)
・325.3

PBX,KEY
●
● システム合計

●
300

∫
●
●

250

●
●
●

●
θ 254.4

■ PBX合 計
242.0

」

,

'
' .229 .0

' PBX
'

' 50ラ イン以上

'
200 '

'
o 185。

182.3,

4

ノ
o

'

7

150
ノ
θ

139.04 '141・ 膓
'

'

/
◆ "

ノ
o
,グ
'ノ

105.8 〆雛 0.3

〃100 ノラ

78.9 〃86
〃70.96 ''

'

''
KEYシ ステム

50
ノ56,4'

431 κ
''

'
'

21.7

391 ,"''
''

,"269

40.7

ノ 25.4

4.0

3.6

20.3

14 ツ /1r16.310.2

''

'

1.8
5.6

''
'
'ゲ

12.0

PBX

50ラ イ ン以下

04 一 0.9

0
1969'70'71'7273'74'75'76'77

一127一



間 に700ド ルか ら740ド ルに増 加 す る こ とが予 想 され る。

これ もや は り、 低 コス トの ソ リ ッ ド ・ス テー ト ・デ ザ イ ンが採 用 され て も、

機 能追 加 が 為 され る こ とが 予想 さ れ るか ら、 価格 はわ ず か なが ら上 昇 す る と考

え られ るわ け であ る○

●

コン ピュー ター市 場 との類 似 性

相 互接 続 会 社 と電 話会 社 との間 で発展 しつ つ ある競 争 関係 は 、 コン ピ ュー タ

産業 界に お け るIBMと 他 の独 立 な周 辺装 置、 端末 装 置 会 社 との関 係 と非常 に

良 く似 て い る。 どち らの場 合 も、 比較 的 小 さな会 社 がサ ー ビス カ、 市場 力、 保

守体 制 に関 して強 大 な 力 を備 え て い る大企業 と競 争 を して い る分 野 で あ る。

AT&TやIBMが 、 こ れ らの小 企 業 との競 争 に おい て問 題 に して い る 点は 、 ユ

ー ザ ーの 非 常に変 化 に 富 ん だ広 範 囲 の要 求に い か に して 対 応 して ゆ くか とい う

点で あ る。 とい うの は 、電 話会 社 は これ まで公 的 な機 関 と して運 営 さ れ て きた

か ら、顧 客 の特定 な要 求 に応 え る べ き機 能 あ るい は ま た、 そ れ な りの ス タ ッフ

も備 え て い な い点 が 指 摘 され 、 この よ うな面 で は む しろ独 立 な相 互 接 続 会 社の

方 が遙 か に 容易 に顧 客 の 特 定 な要 求 に か なっ た装 置 を しつ らえ る力 を持 ってい

るわ け で あ る。

コ ン ピュー タのCPUと 電 話 会 社 の 中央 交換 ス イ ッチ、 ま た コン ピ ュー タの

ター ミナル とユー ザ ーのPBXの 間 に は1つ の ア ナ ロジー が 成 り立つ 。 即 ちP

BXや ター ミナルは 中央 交 換 ス イ ッチやCPUに イン タ フェ ー ス して ユーザ ー

の求 め るア プ リケー シ ョンの 要求 に応 え な くて は な らない わ け で あ る。 と ころ

で ター ミナル とかPBXの レベ ル で は比較 的簡 単 に技 術 的 な 改善 を導 入 す る こ

とがで き る。 とい うの は ター ミナ ル もPBXも 、CPUや 中央 交 換 ス イ ッチ と比

較 して、 そ れ ほ ど大 が か りな もの で も無い しまた 、複 雑 な もの で もな い か らで

あ る。 従 っ て、 ター ミナ ルやPBXは 、 複 雑 なCentrexや 大 型 のCPUよ り も、

よりたや す くユ ーザ ー の要 求 に合 った もの を作 る こ とが で き る し・ ま たそ の設

計 か ら製 作 に至 る サ イ ク ル時 間 もそ れ程 長 く必要 と しない 。 設計 か ら製 作 ま で

θ
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の時 間 が短 くて済 む とい う ことは 、PBXは 常 に新 しい技術 を と り入 れ て製 作

する こ とが で きる とい う こ とにつ な が る。 ま た、 よ り機 能 が豊 富 な イ ンテ リジ

ェン ト ・ター ミナル を作 り 出そ うとす る傾 向は 、 ユ ーザ ーに 、 よ り多彩 な機 能

を備 え た 装置 を供 給 しよ う とす る努 力か ら きて い る といえ るが 、 これ と同 じ様

な傾 向がPBXシ ス、テ ムに つ い て も既 に み られ るoこ れ に関 して は今 後 も、 よ

り多 くの機 能 が盛 り込 ま れ、 よリイ ンテ リジ ェ ン トなPBXが 創 り出 され て ゆ

くだ ろ う。

また 今 後 、PBX,に 小 さな コ ン ピュー タを組 み 込 み 、各 ユ ー ザー の 要求 に あ

う よ うに プ ロ グ ラムで きる よ うな シ ス テ ム も増 え て くる こ とだ ろ う。 電 話 会社

は、IBMが370シ ス テ ムのCPUに 沢 山 の コ ン ト ロー ラ機 能 を組 み 入 れ た の

と同 じ様 に、 そ の競 争 戦 略 と して、 中 央交 換 装 置 に ます ます 多 くの機 能 を組み

入れ る こ とを試 みて ゆ く こ とだ ろ う。

しか し この 点 に関 して は、 電 話会 社 はIBM程 柔軟 に これ を実 施 す る こ とは 、

困 難 だ ろ う。 何 故 な ら電 話会 社の対 象 とす る 中央 交 換装 置 は これ ま で に 相 当 な

装置 規模 を もっ て設 置 さ れ て きてい る し、 ま たそ れ を取 り替 え るの に必 要 とさ

れ る コ ス トは莫 大 な金 額 とな るか らで あ る。 最 近 では、 電 話 会 社 は、 そ の 国 内

の隅 々に ゆ きわ たっ たサ ー ビス とサ ポ ー ト能 力 とい うこ とを 強調 す る ように な

つ て き た。

ま た最 近 の 新聞 広 告 で、 ベ ル社 の 一 部で あ るニ ューヨ ー ク ・テレ ホ ン社

(NewYorkTelephon)は 明 らか に 相互 接 続 会 社 に攻撃 を加え る よ うな キ ャ

ンペ ー ンを発 表 して い る。

即 ち、 ニ ュー ヨー ク ・テ レ ホ ン社 は、 新 しい 電話 シス テ ムを 買お う とした リ

リー ス し よ う としてい る ビ ジネ ス ・マ ンに次 の よ うに説 い て い る。 シス テ ムの

保 険 額 を考 慮 す る こ と。 天 災 があ っ た 時 の取 り替 え の ア レン ジメ ン トを考 慮 す

る こ とoパ ー ツの アベ イ ラ ビ リテ ィ ーを 考慮 す る こ と。 保 守性 を考 慮 す る こと。

品質 保 証 を考 慮 す る こと。 技 術 的 な改 善 を取 り入 れ た グ レ ー ド・ア ップをす る

こと。
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競 争 状 況

現 在 の 相 互接 続 産業 は、 数 多 くの販 売組 織 、 少数 の技 術 者、 多数 の 外 国 の装

置 メ ー カー と少 数 の 国 内の装 置 メー カーか ら構 成 され る複雑 で かつ 不安 定 な環

境 か ら成 り立 っ てい る。

将 来、 これ らの相 互 接 続 企業 は次 の よ うな線 に沿 っ て組織 化 され てゆ くこ と

だ ろ う。

ま ず い くつ かの、 成 功 を収め た野 心 的 な 販 売 組織 は 自国(ア メ リカ)の 装 置

メー カーか ら供 給 を 受け る よ うに な るか 、 ま た はそ の よ うな装 置 メ ー カー を

国 内に 育 て 、 そ こか ら供 給 を受 け る よ うに な るで あ ろ う。

一 方 、 い くつ か の外 国 の装 置 メー カーは ア メ リカ国 内 に、 彼 らの 独 自の 、製

造 組織 、販 売組 織 お よびサ ー ビス組織 を持 つ ように な るだ ろ う。 ま た現 在 、相

互 接 続 市場 に参 加 しつ つ ある、 国 内の 大手 の電 気 通信 メー カー は、PBXやKey

シス テ ムの よ う な相 互 接続 装 置 の 分野 に お いて もそ の 製 品 開発 に 力 を入 れ る よ

うに なる で あ ろ うo

こ うした こ ととは 別 に、 この市場 に お け る す べて の 会 社 は今 後、 電 話会 社 と

の競 争 を絶 え ず意識 しな くては な らな い で あ ろ う。 現 に電 話 会 社で は 、 料 金 値

下 げ と新 製 品の 導 入 に よ りこれ らの企 業 に対 して抗 戦 す る姿勢 を示 して い る。

また 、保 護 接 続 装 置(ProtectiveCoupler)に 課 せ られ る料 金 は、1973

年以 降は そ れ 程 問 題 に な らない と思 はれ るが 、 少 くと も今年 度 は相 互接 続 会社

に とって 販 売 をは ば も1つ の要 因 とな るだ ろ う。

表fi-11は 、 現 在 米 国 で市 場 活 動 を行 っ て い る相 互 接続 会 社 とそ の装 置 供

給 メー カーを表 にま とめ た もの で あ るoこ れ らの企 業 は大 き く2つ の グ ルー プに

分け られる。1つ は 米 国 内 に装 置 供給 能 力 を持 っ てい る企 業 か ら成 り、も う1つ

はそ れ を持 た ない 企 業 か ら成 る グル ー プで あ る。'他か ら装 置 の供 給 を受 け て い

る い くつ か の相 互 接 続 会 社 は 、現 在 深刻 な 問題 に直 面 し てい る。 とい うの は現

在 彼 らが 扱 っ てい る装 置 の ほ とん どす べ て は電 気機 械 式 の もの で、 これ に は や

っか い な保 守 サ ー ビス が伴 うか らで ある 。
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表 皿一11PBXお よ びKeyシ ス テ ムの メー カ ー と販 売 会 社 の 関 係

装 置 メ ー カ ー

PBXお よ びKeyシ ス テ ム販 売 会 社

Arcata ITT Litton UBCUCS
NorthernN

orelcoT
elecom

Plessey
Regional

Distributors

国 内 生 産

壬OKI

苦 う←Nit
Sllko

NipPonElectric

Ericsson

Fujitsu

Hitachi

StrombergCarlson
A

rX'OKIは 米 国 に製 造 施設 を持 っ てい る(3分 の1所 有)

撤NECが87%所 有



これ らの企 業 は、(2,500万 ドルの'出荷量 を誇 る リー ダー格 のArcata社

も含 め て)現 在 、 そ の 装置 供 給 メー カーに対 して製 品 ス ペ ック を指 定す るだ け

の支 配 力 を持 っ てい な い 。 ま して や新 しい世 代 の装 置 が 導 入 され る よ うに なれ

ば問 題 は もっ と深刻 化 す るだ ろ う。 何 故 な ら、 そ う なれば 、 新 た に新製 品の ス

ペ ックに合 わ せて 販 売 と保 守 の た め の組織 を再 訓 練 し直 さ なけ れ ば な らないか

らで ある。

米 国 お よ び外 国 の 電 話 装置 メー カ ーか らな る カ テ ゴ リに属 す る企業 は、 電気

機械式 の装 置 か ら ソ リッ ド ・ス テー トの装 置 へ の移 行 を 推進 す るであ ろ う。

ITT社 、Philips社 、Philco-Ford社 、NorthernBel1社 、Wescom社 、

LittonIndustries社 、NEC社 、Ericsson社 、NorthernElectric

社 な どは この カテ ゴ リーに 属す る。 これ らの 企業 は 、そ の ブ ラン ドが 良 く知 ら

れ てい る こ とや、 ま た 市 場 力や保 守 体制 が優 れ て い る こ とか ら比 較 的迅 速 に市

場 に くい込 む こ とが で き る であ ろ う。 ま た彼 等 の 資 本 力 、R&Dに 関 す る実績

は、 電気 機 械 式 の装 置 か ら ソ リ ッ ド ・ス テー トの 装 置 へ の移 行 を容 易 に行 わ し

め るだ ろ う。 既 に これ ら の企業 の大 部 分は 、 ソ リッ ド ・ス テ ー トの 交 換機 を導

入 した り発 表 した り して い る。

図 皿一25は 、 相 互接 続 産 業 にお け る主 な 企業 に つ い て、 そ の1972年 度 の

マー ケ ッ ト ・シ ェア を示 した もの で あ る。

現 在 、ITT社 もLitton社 も1972年 度 より も、 さ らに 急速 にそ の 装 置の

設置 を進 め てい るか ら、 今 後 は さ らにそ の マ ーケ ッ ト ・シ ェア が伸 びて ゆ くこ

とが 予 想 さ れ る。 一 方 、Arcata社 の よ うな企 業 で は、 経営 上の 問題 とか装 置

の供 給 源 を 支配 で き な い とい っ た 問題 か ら、 今 後 現 在 の マ ー ケ ッ ト ・シェ アを

保持 して ゆ くこ とは 困難 を きわめ る の では な い か と思わ れ る。
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図 皿 一25主 要 相 互 接 続 装 置 会 社 の マ ー ケ ッ ト ・シ ェ ア(1972年)

数 値 は 設 置 ベ ー ス(単 位:100万 ドル)

()内 数 値 は シェ ア%)

■

■
Te1:へ ・・他・

・(・)・ 〔・)＼6(8)

ArcataCommunications

25(32%)

ITT

11(14)

※ そ の 他=Plessey・Reliable,TeleNo「m/GE
'

Scott-Buttnerな ど を 含 む

,

'

●
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4新 興 通 信 サ ー ビス市 場(SCC,VAC)

(1)SCC,VACの 出 現

米 国 の 通 信 業 界は 、FCC(連 邦 通 信 委 員 会)に よ る1968年 の カ ー タ ー

ホ ン 裁 定 、 翌69年 のMCI認 可 以 来 、大 き な変 ぼ う を 遂 げ つ つ あ る 。 前 者 は 通

信 会 社 以 外 が 製 造 した 装 置 を 電 話 シ ス テ ム に 接 続 す る 事 を認 め た も の(フ ォ ー

リン ・ア タ ッチ メン ト)、 後 者 は マ イ ク ロ ウ ェー ブ に よ る新 しい 通 信 サ ー ビ ス

事 業 をSCC(SpecializedCommonCarrier)と し て 認 可 した も の で 、

独 占 的 通 信 業 界 に 自 由 競 争 の 息 吹 を も た ら す こ とに な っ た 。 特 に7年 越 し の

申 請 がFccに 認 め られ たMcIに 刺 激 さ れ て 、 そ の 後Datrapを は じ め 、 数

多 くのSCCが 続 々 と 申 請 書 をFOCに 提 出 し た 。

1960年 代 デ ー タ通 信 に 対 す る 複 雑 か つ 高 度 な要 求 に対 処 す る た め 、既 存

の 電 話 網 に は 限 界 が あ る点 が 指 摘 さ れ て い た 。 こ の 打 開 策 と して 、 電 話 網 と は

別 個 に 新 しい デ ー タ 伝 送 網 を 建 設 し て 、 急 増 す る デ ー タ 伝 送 需 要 に こ た え よ う

と す る動 きが 起 っ た 。 こ れ が い わ ゆ るSCC(特 殊 通 信 会 社)の 台 頭 で あ る 。

一 方 期 を 同 じ く し て 、 も う一 つ の 打 開 策 が 検 討 さ れ て い た 。 す な わ ち69年 か

ら米 国 防 省 のARPA(AdvancedResearchProjectsAgency)が 手 が

け た ア ル パ ・ネ ソ トで あ る 。70年 代 に 入 る とARPAネ ッ ト開 発 に従 事 し て

い た 人 々は 、 パ ケ ソ ト交 換 と い う技 術 を 駆 使 して 、 新 しい 商 用 の 通 信 サ ー ビス

を 開 始 す べ く、FCCに 申 請 書 を 提 出 し た。 こ れ が い わ ゆ るVAN(Value

AddedNetwork)サ ー ビス とい わ れ る もの で 、VAC(ValueAdded

Carrier)の 認 可 第 一 号 はPaeketCommuncationInc.(PCI)で あ る。

PCIの 社 長 は 、 国 防 省 出 身 の リー ・R・ タ ル バ ー ト博 士 で あ り、 副 社 長 は

ARPA開 発 を 引 き受 け たBBN(Bolt,Beranek&NewmanIne.)の ラ ル

フ ・オ ル タ 博 士 が 抜 て き さ れ て い る。SCC,VANと い う2つ の 新 しい 通 信 サ

ー ビ ス の 概 念 は
、FCCに よ る 自 由 競 争 導 入 とい う政 策 に 裏 う ち さ れ て 、 前 者

で 、MCI,Datran,CPIMicrowave,AmericanSatellite,United
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Videoな ど、 また後 者 でPCI,Graphnet.Telenetな ど多 くの 企 業 を登 場

させ たo

SCCは 独 自で通 信網 を建 設 して サ ー ビス を行 うもので 、一 方VACは 既存通

信 会社 あ るい はSCCの 回 線 を利 用 して付 加 価 値 そ の もの を売 り込 む とい う具 合

に両者 の間 には大 きな違 い が あ るが 、特 にVANに は① 投 下 資本 が 少 な くて すみ

早 くサ ー ビスに こ ぎつ け る②人 材 とサ ー ビスの特 殊 化 が財 産 で あ る③ 既 存通信

会社k－ よひSCCに とって も新 し く市場 を 開拓 で きる とい った特 色 を備 えて お り、

こ のた めSCCが 既存 通 信会 社 と対 立 関 係 に立 ち、AT&Tな どの反 撃 を受け て

い るの に く らべ 、VACに は この よ うな状 況 は ない。'

ρ

●

注 目 され るVANサ ー ビス

従 来の 公 衆通 信 業 者 の サー ビス す る音 声 向 の通 信 設備 は信 頼性 、速 度 、 エ ラ

ー 率 、 ピー ク負荷 に対 す る処理 等 色 々な面 で不都 合 な点 が 多ふ った 。 これ らの

不備 な点 を解 消 す べ く1つ の アプ ロー チ と してVANサ ー ビスが 現 れ た。VAN

は 既 存 の通 信業 者(コ モ ン キ ャ リア,SCC,衛 星通 信 業 者)か ら伝 送 回線 フ ァ

シ リテ ィー を リース し、 これ に専 用 の交 換 機器 を付 加 して 、 コン ピュ ー タ ・ユ

ー ザーが 持 ってい る通信 に対す る特定 の ニー ズ に よ く合 致 した新 しい 質 のサ ー

ビス を提 供 しよ うとす る もの で あ る。 この ようなVANの1つ の タ イ プ として パ

ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワー クが あ る。

パ ケ ソ ト交換 はARpAネ ソ トワー クに おい てそ の技 術 的 基礎 が 確 立 さnた も

の で 、迅速 な レスポ ン ス が要 求 さ れ る コン ピュー タ とタ ー ミナル の相 互 接続 、

お よび広 帯域 が 要求 され る コン ピュー タ相 互 間 の チー タ 伝送 、 この2つ の 目的

にあ った経 済的 かつ 信 頼 性 の 高 い 通信 サ ー ビス を提 供 す る た めに 開 発 され た技

術 で あ る。 バ ケ ット交 換 ネ ッ トワー クを構 成 す る要 素 は 基本 的 には 回 線 と交換

ノー ドか ら なる。 交 換 ノ ー ドには ミニ ・コンがつかわれ、 これ は一 般 にIMPま た

はTIPな ど と呼 ば れ る。IMPに は 他 の交 換 ノー ドと結 ぶ い くつか の高 速伝 送

回線 お よひ ホス ト ・コン ピ ュー タま た は ター ミナ ルが 接 続 され て い るo
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IMPは ユ ー ザ ー(ホ ス ト・コ ン ピュー タま た は ター ミナ ル)か らの デー タ ・

メ ソセ ー ジを受 け取 る と 、 こ れ を ネ ソ トワ ー ク内の伝 送 の 単位 で あ るパ ッヶ

ッ トと呼 ばれ る小 単位 に 分割 し、 これ を適 当 な回 線 を通 して 目的 地 に送 り出す 。

この時 、 ど の回線 を 選 ぶ か は、 そ の時 の ネ ッ トワー ク の トラ フ ィ ック状 態 か ら

み て最 短 時間 で 目的 地 に送 れ る よ うな回 線 を選択 す る こ とに なる。 この機 能 は

ル ー テ ィ ングな ど と呼 ば れ る。 またIMP,IMP相 互 の デ ー タの やbと りの過

程 で は必 ず 確 認 を と り、 も し伝 送 ミス が あれ ば再 送 を行 って デ ー タ のや りと り

を 確 か な ものに して い る。 この様 に して 目的 地 に向 け て送 られ た パ ケ ッ トは 、

目的地IMPに お い て再 ひ も との メ ッセー ジに再 編 集 され 目的地 ホ ス トまたは

ター ミナ ル に受 け 取 られ る こ とにな る。

この 様 なパ ケ ッ ト交換 ネ ッ トワー クは一 般 に 次 の様 な機 能 を提 供 す る。

・低 エ ラー率(ビ ッ ト誤 り率10-'12)

・速 度変 換 ,コ ー ド交換

・障 害 、負 荷 バ ラ ン スの た め の 自動 ル ーテ ィング

・異機 種 間 通 信

・全 二 重 通 信

・高速 接 続

・広 帯 域 伝 送

そ の上 最 大 の特 徴 は 従 来 の距離 別 、時間制 の課金制度 を距離 には無 関 係 で 、伝送

す る情 報量 に比 例 させ る形 に した点 で ある。 これ に よ り小 規模TSS業 者 な ど

が 回 線構 成 を気 にせ ず 任 意 の地域 の ユ ーザ ーヘ サ ー ビ ス で きる こ とお よび一

般 会社 に お い て も通 信 量 が 少 くて も端 末 を持 て る こ とな ど、 小規 模 ユ ー ザー に

対 す る メ リ ソ トが 大 き くな っ た。 さ らに 不 ソ トワー クは 共 用で あ り加 入者 間 の

トラフ ィ ッ クの標 準 化 が計 られ 、 ル ー テ ィ ング に よる 回線 利 用 効 率 の向上 も期

待 で きる。 従 って加 入 者 は 日、月 、年 の ピー ク、年 々の トラ フィ ソクの増 加 、
'

端末 の増 設 に よる通 信 網 の再 構 成 、そ の他 通 信 回 線 に 関 す る事 項 につ い て考 慮

を 払 う必 要 が無 い。 高 速 回 線 も サ ポ ー トされ る た め 大 量 デ ー タ の 短 時 間
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伝 送 が 可 能 で 、 フ ァ イ ル 伝 送 、 プ ロ グ ラ ム 伝 送 に も 適 用 す る こ と が で き

るo

VANは 潜 在 す る デ ー タ 通 信 需 要 を 呼 び お こす と し て既 存 の コ モ ン キ ャ リア も

協 力 的 で あ る 。VAN会 社 の 中 で コ ン ピ ュ ー ター コ ン ピ ュ ー タ 間 、 コ ン ピ ュ ー タ

ー タ ー ミナ ル 間 の デ ー タ 伝 送 を 計 画 して い る 会 社 と し てPCI社(Packet

CommunicationInc.)お よ びTelentCommunicationCo.が あ り 、

Telenet社 は1975年1月 の 運 用 開 始 を 計 画 し て い る 。

●

Telenetシ ス テ ム

Telenetイ ン テ リジ ェ ン トネ ッ ト ワー ク は 、 こ の 様 な成 功 を 収 め たARPA

ネ ッ トワ ー ク を さ ら に 改 良 し た も の で 、 ア メ リ カ 中 の 計 算 機 交 信 を 必 要 と し て

い る ユ ー ザ ー に 対 し、 サ ー ビス を 行 う こ と に な る。 ボス トン,シ カ ゴ,ダ ラ ス,

ロ ス ア ン ジ ェル ス ・ ニ ュ ー ヨ ー ク ・ サ ン フ ラ ン シ ス コ ・ ワ シ ン トン 等 に 交 換 局

が 完 成 す れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 者 は リー ス の 回 線 又 は ダ イ ヤ ル 回 線 を 使 っ て 、

最 も身 近 に あ るTelenet交 換 局 に ア ク セ ス す る こ とが で きる わ け だ 。 さ ら に 、

交 換 局 が ふ え れ ば 、 利 用 者 が ア ク セ ス に 要 す る 回 線 距 離 を 縮 め て ゆ く こ とが で

き 、 交 信 の コ ス トが低 減 さnる こ とに 結 び つ く。Telenet社 で は 、1977

年 末 ま で に 全 部 で62の 交 換 セ ン タ ー を稼 動 させ る 予 定 で い る 。

2点 間 の デ ー タ 伝 送 の信 頼 性 を 高 め る こ とが 設 計 目標 の 重 要 な要 素 と な っ て

い る た め 、 次 の6つ の 政 策 を と っ て い る。

① 各 交 換 局 は 他 の交 換 局 と2重 、3重 の 回 線 で 結 合 され て い る。 従 っ て1つ の

伝 送 回 線 が故 障 して も 、 ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス が 停 止 さ れ る こ とは な い 。

② 各 交 換 局 は 予 備 の 装 置 を備 え て い て 、 故 障 が 発生 した 時 は 、 こ れ に 切 り替 れ

られ る よ う に な っ て い る。

③ 各 交 換 局 のTelenetの 保 守 員 は 、 シ スーテ ム の 診 断 テ ス ト を行 っ た りPM

(PreventiveMaintenance)を 実 施 し、 必 要 な 時 に は バ ン ク ・ア ッ プ 装

置 に 切 り替 え る操 作 も行 な う。 各 交 換 局 は 最 終 的 に は 自 動 切 り替 え を 行 な う
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よ うに な るだ ろ うo

④ 商 用電 力が電 力障 害 を発 生 して も予備 の電 力供給 源が 交換 局 を支 障 な く運転

す る こ とを保 証 す るo

⑤ ネ ッ ト ワー ク ・ コン ト・ 一ル ・セン タ ーは1分 間 隔毎 に各 交 換 局 か らそ の

状 態 を記 録 した各 回線 の利 用 率 を知 らせ る レ ポー トを受 け取 る。 ま た、 ネ ッ ト

ワー クの動 作 異常 とか 故 障 につ い て も知 らせ て くれ るか ら即 座 に 回復 処 置 を と

る こ とが で きるo

⑥ 利 用 者 の 要 求 に よ っ て は1つ の ホス ト ・コン ピ ュー タを2つ の異 なっ た交

換 局 に あるIMPま た はTIPに 接 続 す るこ と も可能 で あ る。 この場 合1つ の交

換 系 に障害 が 発生 して も、 ネ ソ トワー ク ・ア クセ スは 中断 され る こ とな く継 続

で き る。

Telenetは 独 自 の回 線 設備 を構 築 せ ず に50Kbpsの 地 上 回線 と

1・544Mbpsの サ テ ラ イ ト ・チ ャネル をAT&Tま た は 国 内の 通 信 衛星 回線

と既存 の公 共通 信 回線 も借 りて使 うこ とに な ろ う。 そ してFCCの 監 視 の下 に

い わ ゆ る付 加 価 値通 信 設 備 と して運 営 して ゆ くこ とに な ろ う。Telenetシ ス

テ ムは その 他以 下 の よ うに優 れ た 能 力 を備 え て い る。

・コネ クシ ョン確 立 が 迅 速

Telenetの コ ミュニケ ー シ ョン ・ リン クは 常 に開 か れ てい るか ら物理 的 な

コネ ク シ ョンの 確 立 は不 要 で あ る。 コ 不 クシ ョンに要 す る時 間 とデ ー タ伝送 に

要 す る 時間 は一 致 して い て、 コ ン マ数 秒以 下 で あ る。

・広 範 囲 の デー タ伝 送率

利 用者 要 求 に応 じて40Kbpsま で の範 囲 の任 意 の ス ピー ドで デー タを送

る ことが で きる 。 ま た そ うす るた めに 特定 の チ ャネル に コス トを費 す必 要 は な

いo

・全二 重 の コネ ク シ ョン

従 来 の シス テ ム と違 っ てす べ ての 伝 送 ス ピー ドの 範 囲 で両 方 向 、 同時 デ ー タ

伝 送 が可 能 で あ る。
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・異 機 種 計 算磯 間、 ター ミナ ル間 の交 信

Telenetシ ステ ムは コー ド,ス ピー ド,フ ォー マ ン トを 変換 す る機 能 を備

えて いる。 この能力 に よ り、利 用 者 が計 算機 や ター ミナル の互換 性 を無視 して任

意 に ター ミナ ル を選 択 しネ ッ トワー ク に ア クセス す る こ とが可 能 で あ る。

・使 用料 金 は 距離 お よひ転 送 ス ピー ドとは無 関係 で あ り、 利用 者が 送 ったデ ー

タ総 量 に より決 定 され るo

・伝 送 コス トが低 い

Telenetで は従 来 の狭 帯 域 の チ ャン ネル を使用 す る代 わbに 広 帯 域 の地 上

回線 と大 容 量 の衛星 回 線 を効 果 的 に便 用 す るのでユーザーは 低価 な通 信 コス トで

利 用 す る こ とが で きる。

・ユー ザ ー のチ ー タ ・トラ フイ ンク の増 加 に追 従す るに十 分 な容 量 の 余裕 を残

してい る。 も ちろん ユ ーザ ー に よ る設備 の拡 張 は不 要。

・Telenetは ネットワークを既に最適化 してあるから、もはや利用者は最適化を計 る必要は無 い。

・ネ ソ トワー ク同士 の結 合 が 可能

Telenetシ ステ ム を通 じ て1つ 以 上 の通 信 ネ ッ トワー ク を統 合 し、組織 化

す ることが可能 である。 この た め通 信 チ ャンネ ル に対 す る重 複 投資 が 避 け られ る

し、計 算 機 や ター ミナ ル の利 用率 を上 げ るこ とが で きる し、 ま た も と も とは分

離 して い た シス テ ム同 士 が相 互 に交 信 す る こ とも可能 にな る。

・回線 利用 率 が高 い

Telenetで は トラ フィ ック を均 一 に分 散 させ 、各 々 ピー ク ・ トラ フィ ック

時 間 の異 るユ ー ザー の 利用 に適 合 し、か つ両 方 向 に同 時 に デ ー タ を伝 送 す るこ と

を可 能 に す る こ とに よ り十 分 な 回線 利 用 率 を得 て い る。

・国家 的 な規 模 で商 用TSSサ ー ビス お よび デー タ ・ベ ー ス ・サ ー ビスが容 易。

TSSサ ー ビス,デ ー タ ・ベ ース ・サ ー ビス を行 う場合 、独 自 の ネ ッ トワー

クで は規 模 が大 き くなる とコ ス ト高 、伝送 遅a等 が 問 題 にな るが、Telenet

　

を 使 え ば そ の よ う な 問 題 無 しに'国 家 的 な 規 模 で の サ ー ビス が 可 能 で あ る。

Telenetで は 、 イ ン テ リジ ェ ン ト ・ネ ソ ト ワー ク の 運 営 とそ の 保 守 はTele'一
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netの 責任 であると考える か ら利 用者 は ネ ッ トワー クの 開発 と保 守 の た め の人

員 を減 らす こ とが で きる。

律)代 表 的新 興 通 信 会 社

概 要

1975年 は コンピ ュー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョン に と って変 革 の年 とな る こ と

が今 や明確 となった。 特殊 通信 会 社 が全 シ ステ ム と もフル か動 し、全 米 主 要都 市

に対 し相互接続 に よって 巾広 い サ ー ビス ・レベ ル を提 供 し、代 替 の役 割 を果 す こ

とが期待 さPtて いる。 競 争圧 力 の高 ま る中 でBellSystemは 、新 しい近 代的

端末装置、モデ ム、新 料 金 体制 を導 入 し、 さ らに近 い将来24都 市 で デ ー タホ ン

・デ ジタル ・サー ビスを開始 しようとしてい る。WesternUnion(WU)は い く

つ か の革 新 的 なテ ジ タ ル形 式 の デ ー タ ・サ ー ビス の拡 張 を続 け てい る。

1974年 に はWUの ウエス ターな ど国 内衛 星 通 信 サ ー ビス が開始 され、 デ ー

タ通 信 市 場 に新 局 面 を加 え てい る。 さ らに、 遅 くと も1975年 末 まで には 、

「付 加 価f直 ネ ッ トワー ク(value-AddedNetwork)⊥ 提 供業 者 は 、 ユ ー

ザ ー の種 々の ニー ズ を満 たす た めパケ ッ ト交 換 の よう な新 技 術 の採 用 に至 る も

の と思 われ る。 最 も成功 を納 めそ うな会 社 や技 術 を予想 す る こ とは 困難 で ある

が 、次 の こ とは確 実 に指摘 され る。 す なわ ち、長 い間 電 気通 信 の全 需要 を一手

に 引受 け て い た独 占体 制 が打 ち破 られ つ つ あ り、代 っ て競 争 の波 が お し よせ つ

つ あ る と云 うこ とで あ る。

こ の競 争 は もち ろん 、特 殊通 信会 社 とBellSystemと の間 と同 様 に特 殊通

信会 社 間 で も起 って い る。 ふ り返 っ てみ る とMCIのJackGeokenがFCCの

認 可 を 受 け て セ ン トル イス とシ カ ゴを マ イ ク ロ ウ ェー ブ ・ル ー トで結 び、従

来 の 通 信 業者 間 に競 争 をひ きfoこ した のは 丁 度5年 前 で あ った 。FCCは ビジ

ネス通 信 市場 に おい て 競争 を許 す よ う働 きか け た。 とい うのは従 来 の抑 制 され
　

た独 占電 話 シス テ ムで は重 要 な新 しい ユ ー ザ ー の必 要 性 、特 に当 時 発生 し始 め

た デ ー タ通 信 市 場 の 増大 と歩 を合 せ られ ない よ うに見 え た か らで ある 。抑 制 と
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,

競 争間 の争 い は とて も終 った とい う状 況 で は ない けれ ども、そ の競 争 の実質 的

ゴール ー ア メ リカ実 業界 の急 速 に変 化 す る需 要 に応 じ られ る 音声 、 デー タ両

通 信 に対 す る新 しい サ ー ビスが 確 立 され つ つ あ る ことは ま ちが い。

これ らの通 信 サ ー ビス が コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザーに与え るインパ ク トはい くつ

か の面 で 明 白 に な るだ ろ う。 第1に 、 現 在 の通 信業 者 よ り低 い コス トでチ ー タ

伝送 が で き る こ とに な るか ら、新 サ ー ビス は遠 隔地 で の コン ピュー タ の経 済 性

を増 大 さ せ るだ ろ う。第2に 、 あ るサ ー ビス は距 離 に関 係 な く、 た だ デー タ量

に よって の み料 金計 算 が な され るた め 、ユ ー ザ ーの場 所 とい った 要 素 は コス ト

に何 ら影 響 を及ぼ さ な い。 そ の よ うにユ ーザ ーに とって、コス トに影 響 を与 え る

の は伝 送 量 で あ るた め 、 イ ン テ リジ ェン ト ・タ ー ミナ ル や リモ ー ト・ ミニ ・コ

ン ピュー タお よひ 濃縮 され た形 でデ ー タ伝 送 を行 え る諸 機 器 に対 す る需要 が増

大 す る と予 想 され る。 第3に 、 自動化 され た シス テ ム間 にお け る文 書資料 の移

送 が、 より迅速 に 、信 頼 性 を持 ちか つ 廉価 な もの とな って きてい る ので、現 在

他 の方 法 に よ り一 般 的 に扱 わ れ てい る通 信 は 、 コン ピュー タ作業 の一 部 とな っ

て くる で あろ う。 これ らの ア プ リケ ー シ ョンに は、 あ る種 の郵 便 、 電 話や テ レ

タ イプ作 業 の代 替 、社 内電 話 の 代 替 と して の端末機 の利 用 、最 後 に メ ッセー ジ

の準備 やル ー ト選 定 、 受取 り確 認 、 フ ァイル化 、そ の 他 の仕 事 に対 し新 しい通

信 業者 や コ ン ピュー タ を利 用す る総 合 的 な ワー ド処理 シス テ ム の 開発 が含 ま れ

てい る。 簡 単 に い う と、新 しい低 コス トの通 信 業者 の伸 ひ が 、古 い通 信業 者 の

そ れ を追 越 す で あろ う。新 しい ア プ リケ ーシ ョン同 様 古い もの も備 えてい る コ

ン ピュー タ ・シス テ ムは 設置 場 所 とは無 関係 な もの に な るで あ ろ うか ら、 最 終

的 に は中 型 コン ピュー タ の利 用 は超 大型 マシ ンや ミニ ・コ ン ピュー タに較 べ よ

り遅 い伸 び を示す こ とに なろ う。

Bellと の 関 係

現 在 、既 に数 多 くの新 興 通 信会 社(SCの が活動 を開始 して い るが 、各社 の

組 織 編成 の状 況 は ま ちま ちで あ り、 それ ぞ れ異 な った過 程 を歩 ん でい る。例 え
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ば 、 あ る ものは 現在 、 認可 を 要 請 中 で 、そ の 設備 の建 設 途上 に ある し、ま た あ

る もの は 、既 に 顧 客 と契約 を交 わ し、Bell社 と も協 力 的 な 関係を結 ん でい るo

ま た 、一方 では 喰 った り喰 われ た りの 合併 を く り返 してい る もの もあ るo

とこ ろで この 様 な新 興 通 信 会社(SCC)の 発 展 に とっ て、 絶 え ず 障害 と し

て係 わ り合って きたのはBell社 であった。 とい うの はBell社 で`は、 パ ケ ッ ト交

換 ネ ッ トワー ク以 外 の新 興 通 信会 社 は す べ て競 争 者 で あ る とい う と らえ 方 を し

て い るか らで あ る(パ ケ ソ ト交 換 ネ ッ トワー クに関 して は 、協 力 的 な関係者 ま

た は顧 客 で あ る と云 う見 方 を してい る)。Bel1社 では 初 め に、対 抗策 と して

必 要 な端 末機 器 を供 給 す る こ とを拒 否 す る こ と によ り、SCCの 壊 滅 を計 っ た

が 、 これ は結 局 、法 廷 で禁 止 され る結 果 となっ た。 しか し、 ます ます激 し くな

るSCCと の競 争環 境 下 に お い て 、Bel1社 は 、 そ の初 期 の試 み とは 別 に、新

しい タ リ フを 発 表 して 、 料 金 の改 訂 を計 り、近代 的 な端 末 装置 を導 入 して 、

新 た なサ ー ビス体 制 に 入 った 。特 に デ ー タ ホン ・デ ジ タル ・サー ビス(DDS)

が 近 々実施 され ・24・4.8,96・56KHZの リース 回 線を使 って ・主要 都

市 間 で の デ ジ タル伝 送 が可 能 に な るだ ろ う。 タ リフは未 だ公 に され て い ないが 、

デ ー タ通 信 に要 す る費 用 も従 来 の リー ス 回線 よ りか な り低 くな るこ とが期 待 さ

れ る。 ま た、Bell社 が現 在 持 っ てい る都 市間 を結 ぶ マ イク ロ ウ ェー ブ ・シス

テ ム(チ ャネル あた り500KHZ以 上 の帯 域 を持 って い る)は 、SCCに と っ

て 、 さ らに 競争 を きび しい もの に す る だ ろ う。 とい うの はBell社 で は、

DUV(デ ー タ ・アン ダ ー ・ヴォ イス)の 技 術 を使 うこ とに よ り、 この設備 を 、

ご くわずか な 資本 投 下 で デ ジ タル ・デ ー タ ・ネ ッ トワー ク と して役 立 て るこ と

が で きるか らで あ る。 即 わ ちBel1社 で も、 国 内 デジ タ ル ・ネ ッ ト ・サ ー ビス

が 、技術 的 に も経 済 的 に も可 能 な訳 で あ る。 一 方WU社 や他 のSCCも 、そ の

サ ー ビスの 改善 を計 っ て きて い る。WUで は 、 ユ ー ザーが音声通信回線 も利用 で

き る よ うな ス イ ッチ ・デ ー タ,・サ ー ビス を実 施 してい る。 この様 な サ ー ビスは

ピー ク負 荷 時 の対 策 と して有 効 な もの となる で あ ろ う。

この様 な、伝 統 的 な電 話 会社 との 厳 しい競争 に耐 え て ゆ くた め には 、SCC
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は今 後 、本 当 の意 味 で の"Special"に 育 って い か なけれ ば な らない と云 え

る。 現 在SCCが 通 信 の分野 で不 動 の位 置 を 占 め てい る電話 会 社 に挑 戦 して ゆ

くこ とが で きるの は次 の3つ の理 由か らき てい るo

第1に は 、 マイ ク ロ ・ウ ェーブ・ネ ソ トの コス トは ケ ー ブル ・ネ ッ トの コス ト

よ り安 い こ と。

第2に は 、電 話 会社 は広 域 に わ た る ネ ソ トを持 っ てい るた め、料 金 はそ のす

べ て の範 囲 の サ ー ビス に関 して 要求 され る こ とに な る。 それ に対 してSCCは

特 に 密度 の 高 いル ー トの み にサ ー ビス し よ う とす る もので あ る。

第3に 、そ の 技術 的発展 の結 果SCCは 、 ユ ーザーが支払 った だけの利 用 成 果

が必 ず得 られ る よ うな形 で 、 サ ー ビス を実 施 す る こ とが可能 にな った か らで あ

るo

以 下 は 個 々 の新 興 通 信 会社(SCC,VAC)の 概 況 を記 す が、 これ らの会 社

は す べて音 声 、 コ ン ピ ュー タ ・デ ー タ通 信 の両 方 の業務 を行 なっ てい る。 全

て の特 殊通 信 会社 の料 金 は競 争 下 に お か れ てお り、Bellの もの よ りは るか に

低 くな って い る。 長 期 契約 や大 容量 伝送 ユ ー ザーに対 しては、それ 相応 の割 引 き

が行 わ れ て い る。

また低 容 量 ユ ー ザー や パ ー トタ イ ム ・ク ライア ン トに対 し ては 、特 別料 金 が

計 画 され てい る。

`

■

MCITelecommunicationCorp.

(115017thStreet,N.W.WashingtonDC.20036,USA)

SCCで は 最 も古 い 会 社 と さ れ て い るMCIは 、 こ こ2年 間 に わ た っ て シ カ ゴ 、

セ ン トル イ ス を 結 ぶ サ ー ビ ス を 実 施 し て き た 。 現 在 開 発 中 の 大 陸 横 断 ネ ソ ト ワ

ー ク で は
、 次 の2つ の サ ー ビス の計 画 を して い る 。1つ は 、MCILeasing

Co.か ら 供 給 され る 装 置 を 使 っ て 、 最 大192Kbpsに 達 す る エ ン ド ・ツ ー

・エ ン ドの デ ー タ伝 送 を 計 画 す る も の で あ り
、 も う1つ は 、MCIタ ー ミナ ル
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間 に あ る チ ャ ネ ル を 使 っ て 、 都 市 間 通 信 を 実 施 し よ う とす る も の で あ る。 こ

の 計 画 の 下 で 、 ユ ー ザ ー は ロ ー カ ル 回 線 を 地 方 の 電 話 局 と結'ぶ こ と が で き る。

こ の 時MCIは 回 線 品 質 モ ニ タ ー と シ ス テ ム ・ク ロ ッ ク を 供 給 す る こ と に な る。
、略

図 皿 一26,MCIの ネ ッ ト ワ ー ク

サ ンデ ィエ ゴ

ミネア ポ リス

。マー‥=・ ・7ト彫 ト:"1

タルル/

〈オ ク ラホ マ シ チー

ダラ ス

、ヒュ_ス 丁 ン

〉

?

稼動中

一ー 一 一 ー 一計 画 中

MCIの 国 内 ネ ソ トワ ー ク は 現 在 、 ニ ュ ー ヨ ー ク,ワ シ ン トン,シ カ ゴ,

ダ ラ ス,ヒ ュ ー ス トン に ま た が る20以 上 の 都 市 に サ ー ビ ス を行 っ て い る 。

ま た こ の 会 社 で はWesternTelecommunicationInc.か ら設 備 を リー

ス し て 、 西 海 岸 側 に も勢 力 を 伸 ば す こ と を 考 え て い る。 現 在 の と こ ろ 、そ の 国

内 ネ ッ トワ ー ク を完 成 さ せ る た め に 、WesternTCIの 商 用 通 信 設 備 を 取 り

入 れ て西 海 岸 側 に あ て る予 定 で い る 。

MCIは ま たNebraskaConsolidatedCommunicationCorp.の 株 式

の52%を 獲 得 した 。 こ の 会 社 は 、 現 在N-Triple-Cネ ッ トを か 動 させ てte

り 、 こ れ は ミ ネ ア ポ リス,オ マ ハ,カ ン サ ス ・シ テ ィ ー,ヒ ュ ー ス トン を 含

む 中 西 部 に サ ー ビ ス を して い る 。
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■

NedraskaConsolidated

CommunicationCorp.(N-

Triple-C)

(3240SouthTenthSt～

reet,Lincoln,NB68502,

USA)

N-Triple-Cは フ ァ ク シ ミ リ

電 送 業 務 に加 え 最 高9600bps

の 高 速 デ ー タ 通 信 を 提 供 す る計 画

で あ る 。 地 方 回 線 は 地 方 のBel1

社 で 用 意 さ れ る 。 た だ しNCCC

社 で は 最 終 的 に は 顧 客 に 全 シ ス テ

図 ∬-27,N-Triple-Cの ネ ソ ト ワ ーク

ム を 提 供 す る こ と を 希 望 し て い る 。

DataTransmissionCo.

(Datran)

(8130BooneBlvd.Vien-

na,Va22180,USA)

Datran社 はWylyC・rp.の

小 会 社 に あ た る 。 現 在 、 交 換 方 式

/ノd .ノy

の デ ジ タ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク を建 設 中 で あ るが 、 こ れ はBell社 の 地 点 間 私 設 回

線 サ ー ビス と 同 じ よ う な サ ー ビ ス を 提 供 し よ う とす る もの で あ る 。 こ の 会 社 は

過 去6年 間 、 波 乱 の 多 い 時 期 を送 っ た が 、 そ の 初 期 の 計 画 で あ る大 陸 横 断 デ ジ

タ ル交 換 ネ ッ ト ワー ク は 完 成 へ の 一 歩 を 踏 み 出 して い る。 即 ち 、 昨 年8月 に ヒ

ュ ー ス トン ー ダ ラス を結 ぶ リン クが 完 成 さ れ た。

こ の7都 市 間 ネ ソ ト ワ ー クは 、2400,4800,9600bpsの 各 ス ピ

ー'ド で地 点 間 サ ー ビ ス を 提 供 し て くれ る
。9月 に は 実 現 が 予 定 さ れ て い る 交 換

サ ー ビス は コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て コ ン ト ロー ル さ れ 、 ユ ー ザ ー が 他 の ユ ー ザ ー
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の コ ン ピ ュ ー タ や タ ー ミ ナ ル に 接 続 す る こ と を 可 能 に し て くれ る で あ ろ う。

ま た 、 昨 年 の 夏 、SPC社 と の 間 で 交 わ さ れ た 同 意 に よ れ ば 、Datran

社 は 電 気 的 な設 備 以 外 の 設 備 に 関 して は これ をSPC社 と シ ェア す る と 云 う

こ と で あ る。

図 皿 一28,Datranの ネ ソ ト ワー ク

こ遺 躍 纂 ㌘.
ビ ッツバ ー グ ボル チ モ ア

し　

セ ン トル イ ス イ ンデ ィアナ ポ リス ワ シ ン トン

カンザ㌃ ㍑『駕 ス

稼動中

一 一 ー 一一・計 画 中

これ ら の2つ の 会 社 は 、 セ ン トル イ ス 、 シ カ ゴ及 び 東 海 岸 に 沿 っ た 都 市 を

結 ぶ マ イ ク ロ ウ ェー ブ ・ネ ッ ト ワー ク を協 力 して 建 設 す る こ と に な る で あ ろ う。

SPCは 設 備 を 所 有 し 、 そ れ をDatran社 に 利 用 さ せ る 形 を と る こ と に な る だ

ろ う。

SouthernPacificCommunicationCo.(SPC)

(100PineStreet,SanFrancisco,Ca94111,USA)

SPC社 は 、 他 の3つ の 会 社 を 買収 す る こ とに よ り、 そ の ネ ソ トワ ー クを 成

長 さ せ て い っ た 。1つ はUnitedVideoNetworkで あ り 、 こ れ は 現 在 、 ダ

ラ ス,オ ク ラホ マ ・ シ テ ィ ー,タ ル サ,セ ン トル イ ス を 結 ん で い る。 も う1つ
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はTransmissionMicrowaveCorp.(TMC)で 、 これ は 、 フ ィ ラ デ ル フ ァ

イ ア,ジ ャ ー ジ ー ・シ テ ィー,ア ル バ ニー,バ ッ フ ァ ロ ー の 間 を 補 う こ とに な

っ た 。 ま た ニ ュ ー ヨー ク と ボ ス トン の 間 を 建 設 して い たVideoMicrowave

Inc.(VMI)も 同 様 に 買 収 さ れ た 。SPC社 は こ の 建 設 を肩 代 わ り して 、

TMC社 の ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー に お け る ル ー トを ニ ュ ー ヨー ク に つ な い だ 。 ま た 、

現 在 、VMI社 の 建 設 認 可 を 使 っ て ア ル バ ニ ー か ら ボ ス トンへ の リン ク を建 設

中 で あ り、 こ れ は1975年 の 春 ま で には 完 成 す る こ と が期 待 さ れ て い る 。

SPC社 は さ ら にWesternUnion社 のWestar衛 星 も利 用 して い る。

図U-29,SPCの ネ ッ ト ワ ー ク

4

鮮鍵
く・フ・7 。一ξ ト

・・一㌫
ソ ダ,。 ア・ラ・ 、(一

ξ帯 バ=く 仁二　
Ψ

SPC社 は 各 種 の 帯 域 巾 を 提 供 して お り、 地 点 間 サ ー ビス を 実 施 して い る。

地 点 間 サ ー ビ ス を実 施 す るた め に 、 ネ ソ ト ワ ー ク と コ ン ピ ュ ー タ の イ ン タ フ ェ

ー ス を と る た め に 必 要 な 通 信 機 器(モ デ ム,カ プ ラ ー 等)を 提供 して い る 。 現

在 、 ネ ッ トワ ー クは20%が デ ー タ伝 送 に 、 ま た80%が 音 声 通 信 に 使 わ れ て

一147一



い るo

UnitedStatgsTransmissionSystems,Inc.(USTS)

(67BroadStreet,NewYorkN.Y.10004,USA)

FCCの 認 可 を待 っ て 、USTSは テ キ サ ス 州 ヒ ュ ー ス トン か ら ニ ュ ー ジ ャ ー

ジ ー 州 エ リザ ベ ス ま でTransContinentalGasPipelineCorp.の 路 線

権 を 利 用 し、 そ の ル ー ト沿 い の 各 都 市 に サ ー ビス を 行 う予 定 で い る。

ITTWorldCommunicationの 子 会 社 で あ るUSTSは 顧 客 集 め の た め

ITT社 の 通 信 技 術 、 製 造 、 マ ー ケ ソテ ィ ン グuak・ け る専 門 的 知 識 を 利 用 す る

計 画 で あ る 。

c

図II-30,USTSの ネ ッ ト ワ ー ク

ハ ー トフ オー ド

ニ ユ ー ヨ ー ク〆,

ブ イ フ デ ル 〆

ブ イ ア/

ワ シ ン トン イ

ノ ー フ ォー ク}

シ ャ ー ロ ッ ト〆

計画中

■

'

USTS社 の料 金 は マ イ ル数 に基 い て い る。 同 社は追 加 費 用 を支 払 う とライ

ン ・イ ン タ フ ェー ス装 置 も用 意 してい る。大 容 量ユーザーに対す る一 括 割 引 も

計 画 され てお り、長 期 計 画 に サ イ ンす る ユー ザー には10～20%の 割 引 が され
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る。USTSは 隔 地 ユ ー ザ ー に対 しては1分 毎 を基 礎 と して メー タ別 回 線 を開

発 中 で あ る。

WesternTelec'ommunication,Inc.

ピ ∴:r8㌻ ∵1∵1Cente… 　 iぽrkStati㎝)

WesternTCI社 は 、 ロ ス ア ン ジ ェル ス,サ ン デ ィ エ ゴ,フ ェ ニ ソ クス,

タ ク ソ ン で 高 速 デ ー タ 通 信 サ ー ビス を行 な っ て い る。 同 社 は1975年 末 ま で

に は 、 ロス ア ン ジ ェル ス か らサ ン フ ラ ン シ ス コの 間 で バ ル ク ・ リ ー ス 回線 に よ

る サ ー ビス を 行 う こ と を予 定 して い る 。 相 互 接 続 は ロー カ ル の電 話 会 社 を 通 し

て 行 な う予 定 で い る 。

図ll-31,.WesternTCIの ネ ッ ト ワ ー ク

4

`

、ロス ア ンゼ ル ス

サ ンテ ィ.エ ゴ

フ ェニ ック ス

トゥー ソ ン
稼動 中,

計画中

、

一149一



CPIMicrowave,Inc

(910CityNationalBankBldg.,Austin,TX78701,USA)

CPIは74年7月15日 か ら 、 テ キ サ ス に お い て 地 域 サ ー ビス を 開 始 した 。

同 社 は ダ ラ ス か ら コ ー パ ス ク リス テ ィ ー ま で と オ ー ス テ ィ ンか ら バ ー モ ン トま

で の テ キ サ ス を カ バ ー す る 地 域 で 音 声 、 デ ー タ通 信 サ ー ビス を 行 っ て い る。 こ

の ネ ッ トワ ー ク は 現 在60%の 音 声 通 信 と40%の デ ー タ 通 信 を 扱 っ て い る 。

拡 張 計 画 と して は 、 他 の 州 に ま た が る幹 線 の計 画 と他 の 通 信 業 者 と の 接 続 を

企 画 して い る。 ま たCPIは 、AmericanSatelliteCorp.の 衛 星 と 相

互 接 続 す る こ と に 関 し て 、 同 社 の 同 意 を得 て い る 。WesternUnion社 も 同

様 な 問 題 で接 渉 中 で あ る が 、 こ れ は ま だ 同 意 を得 て い な い 。

料 金 は 航 空 路 線 マ イ ル 数 に基 い て決 め られ て い る 。 一 般 に ネ ッ トワ ー クに つ

なが る施 設 数 が 増 加 す る と共 に 、 コ ス トは 下 が る 。 た とえ ば1つ の 州 内4

KHZチ ャ ネ ル 回 線 は 、 約1.79$/マ イ ル/月 か か る が 、 こ れ が12本 ま

と ま る と コ ス トは10$/マ イ ル/月 に下 が る 。

図 皿 一32,CPIの ネ ッ ト ワ ー ク

ボ

,b

↓

≡
▽

稼動中

⑨
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、'

ロー カル な相 互 接 続 は電 話会 社 に よ って準 備 さaる こ とにな る。CPIの'

サ ー ビスは 主 として 、大容 量 の デ ー タ伝 送 ま た は音 声通 信 を対 象 に 考 え られ て

い るが 低 容 量 のユーザ ーのため の設備 も備 えて い る。 しか しパー ト ・タ イ ム使 用

の た め の設 備 は無 い。

TelenetCommunicationsCorp

(1666KStreet,N.W.,Washington,D.C.20006,USA)

Telenet社 で は 、75年 早 々 に7つ の 都 市 に ネ ソ ト ワー ク ・ス イ ソ ナ ン グ ・

セ ン タ ー を建 設 す る こ と を 計 画 して い る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は1975年 末 に

は さ ら に11の ス イ ッ チ ン グ ・ セ ン タ ー を 追 加 す る こ とに な ろ う。 完 成 した シ

ス テ ム で は62都 市 が 結 ば れ る 予 定 で あ る。 米 国 内 の 他 の地 域 へ の サ ー ビス は 、

ダ イ ア ル ・ア ン プ回 線 ま た は リ ー ス 回 線 を 使 って 中央 局 と交 信 す る こ と に よ り

可 能 に な る。Telenetで は2つ の サ ー ビス を計 画 し てい る。 そ れ は コ ン ピ ュ ・

一 夕 ・ツ ー ・コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス お よび'タ ー ミナ ル ・ツ ー ・コ ン ピ ュー タ

・サ ー ビ ス で あ るo

コ ン ピ ュ ー タ ・ツ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス で は 最 大50 ,000bpsで の デ

ー タ伝 送 が 可 能 で あ る
。 ま た タ ー ミ ナ ル ・ツ ー ・コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス で は 、

異 っ た タ ー ミナ ル が1つ ま た は そ れ 以 上 の リモ ー ト ・コ ン ピ ュ ー タ と イ ン タ ラ

ク テ ィ ヴ に 交 信 す る こ とが 可 能 で あ る。 料 金 は 転 送 さ れ た デ ー タ の 総 量 に よ っ

て決 ま る。

,

へ
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図JI-33,Telenetの ネ ッ ト ワ ー ク
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計画中

PacketCommunicationIne.
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PCI社 は 既 存'の 通 信 業 者 か ら提 供 さ れ る設 備 を 使 っ て コ ン ピ ュー タ ・ ツ

ー ・ コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス お よび ター ミナ ル ・ツ ー ・コ ン ピ ュー タ ・ サ ー ビ ス

を 実 施 す る予 定 で あ るoデ ー タ ・パ ケ ッ トは 各 々 、 約2,000ビ ソ トか ら構 成

さ れ る。 料 金 は 次 の3つ の チ ャ ー ジ に 基 い て 決 定 さ れ る こ と に な る だ ろ う。

① タ ー ミ ナ ル.・ コ ネ ク シ ・ ン ・チ ャ ー ジ② パ ケ ソ ト ・チ ャー ジ③ コ ン ピ ュー タ

・イ ン タ フ ェー ス ・チ ャー シ

サ ー ビ ス は1975年 の 末 頃 か ら予 定 さ れ て お り18都 市 が 最 初 に サ ー ビス

さ れ る こ とに な ろ う。 ま た 、1978年 ま で に は40都 市 に わ た る サ ー ビ ス を

実 施 す る こ と を 計 画 中 で あ る。
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図n-34,PCIの ネ ッ ト ワ ー ク
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5 主 要 企 業 動 向

(1)AmericanTelephone&TelegraphCcmpany(AT&T)

最 近 の 事業状 況 図 」-35,

BellSystemは21の 主要 電 話営 業

会 社 をか かえ 、AT&Tの 長 距 離 回線 部

門(LongLinesDept.)と 共 に 、1

億1,000万 台 の電 話 を結 ぶ全 米 規模 の テ

レ コ ミュニケ ー シ ョン ・ネ ッ ト ワー クと 、

ケ ー ブル 、 ラ ジオそ して通 信衛 星 に よっ

て、 世界中 の3億 にお よぶ 電話 を結 ぶ 業

務 を行 なってい る。 全 国規 模 で 営 業 を し

てい る一 方 で 、地 域 条 件 に あわ せ て サー

ビス を行 な うた め に、経 営 は分 散 され て

い る。1973年 の事 業量 は 、1972

年 比9%増 大 し、売 上 げ 、利益 も共 に順

調 に増加 した(図II-35,36,37

参 照)。

利 益 の増 大 を もた ら した要素 と して 、

1972年 に 比 し、9%の サー ビス の利

用増 、 イン フ レに伴 う料金 改訂 、 さ らに 、

資 金調 達 計 画 、設 備 拡 充 計 画 な どが効 果

AT&Tの 売 上 げ高 推移

10,000

'69'70

00万 ドル) 2

000

23,527

20,gq4
000

18,442

16,955

000
15,684

、

000

000

0
'71'72'73'74

26,011

を あげ て きた た め と考え られ る。 しか し最 も大 きい 要素 は 、全 国 的 な電 気 通 信

サ ー ビス を提 供 して い る単 一 の 統 合 され た企 業 形 態 －BellSystemの 組織 の

力 に あ る。建 設 投 資 につ い てい え ば 、1973年 の建設 投 資額 は93億 ドル に

お よん で お り、 イ ン フ レの要 素 を除 いて 考 えれ ば、建 設 計 画 の規 模 は、1970

年 以 来 ほ ぼ安 定 して い た。 資金 調 達 面 で は、 設備 拡充 の た め の 投 資 を円滑 にす
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(注)69年 ～73年 までは12月31日 現在,74年

は11月30日 現在

る た め に 、 税 法 上 の優 遇 措 置 が 加 え られ た た め に 、 資 金 需 要 の 大 半 を内 部 資 金

で ま か な え る よ う努 力 して い る。

ベ ル シ ス テ ム の102万3 ,000人 の 従 業 員 中 、20万6,000人 が 営 業 各

社 の コ ミ ュニ ケー シ ョン'シ ス テ ム と部 品 を製 造 す るWesternElectric社 に

属 し て い る。WesternElectricの1973年 売 上 げ は70億 ド ル で 、

1972年 を 約7.4%上 回 っ た 。 同 売 上 げ は 、 主 と して 、以 下 の2項 目で 構 成

さ れ て い るo

・ベ ル ・シス テ ムに 対 す る 売 上 け:62億 ド ル,1972年 比11 .8%増
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・ 米 国 連 邦 政 府 に 対 す る売 上 げ:6億9
,600万 ドル 、1972年 比22%減 。

ま たWesternElectricの 利 益 は 、1972年 の2億8,300万 ド ル に対 し て

3億1,500万 ドル で あ った 。 こ の 額 は 平 均 投 資 額 に 対 し て利 益 率10%で 、

1972年 の9.5%を 上 回 っ た 。(別 項 「ベ ル ・シ ス テ ム とは?」 参 照)

、

この よ うに1973年 に お い てはAT&Tの 経営 状 況 は ほ ぼ順 調 に伸 び てい

た 。1974年 に入 る とAT&Tも 世界 的 な不 況 の洗 礼 を受 け る こと とな っ た。

74年 秋 の ワシ ン トンで 開か れ た 財 界首 脳 会議 に出 席 したAT&T会 長 デバ ッ

ツ氏 は 、 会 議 の後 の イ ン タビューに答 えて、米 国の 景気 動 向 は警 戒 を要 す る とは

い え 、 や や楽観 的 見通 しで あ る こ と、 イ ン フ レー シ ・ンのス ロー ダ ウン に よる

影 響 、政 府 当 局 、 お よび議 会 は 、 この よ う な経 済 情勢 に対 して何 らか の手 を打

つ べ き こ と等 を述 べ た後 、ベ ル ・シ ス テ ムの事 業 動 向 につ い て以 下 の よ うに述

べ たo

「我 々の事業 は 、全 体 として み た場 合 、戦 後 の長 期 的 傾 向か らす れ ば若 干 下

廻 っ ては い る もの の、 景気 や投 資 の動 きは 上 向 きの きざ しが見 え るの で 、不況

の徴 候 は今 の とζ ろ、見 当 らない 。 ベ ル シス テ ムの負 債 比率 は74年 の末 ま で

に、 現 在 の48.5%か ら49%に な る見 込 で 、最 終 的 には 、45%に まで 引下

げ た い 。 我 々に は ま だ打 つ手 が 残 っ てお り財 務 面 で一 気 に 窮地 に追 い込 まれ る

よ うな状 況 には な い。 」

また今 後 の州 内 お よび州 際料金 申請 の見 通 しに つ い てデ バ ソツ氏 は、 次の'よ

うに答 え てい る。

「州 際 事業 分 野 を見 た場合 、 あ ま りか ん ば し くない 。 も し事 態 が好 転 しなけ

れ ば 、別 の料 金 値上 げ 申請 を や ら なけ れ ば な ら ない 事 に な りそ うだ。 現 在 のべ
～

ル ・シス テ ムの収 入 はFCCか ら認 め られ た 収益 率 よ りも下 廻 って い る。 もち

ろん8.5%～9%の 報 酬 率 がFCCか ら認 め られ て以 来 、 事態 が相 当 、変 化 し

て きて い る こ とは認 め る。 ベ ル ・シス テ ムは22州 に お い て、州 内料 金 の引 上`

げ を 申請 中だ が 、料 金 値 上 け 申請 以 外 の別 の うま い方 法 が ない か と考 え てい る 。
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自動 的 な料 金調 整 を盛 り込 ん だ 『ニ ュー ジ ャー ジ ー計 画 』は 、 この案 が裁 判所

で 却下 され なけ れ ば 、そ れ は 有効 に 作用 す るだ ろ う。FCC当 局 もそ の ような

自動的 な料金 調 整 プ ラン を持 っ てほ しい。 しか し、 そ の辺 の実 現 見通 しは、 あ

ま り期 待 で きな い。 」

さ らにベ ル ・システ ムの 事 業 の実 態 につ い て、 デ バ ッソ氏 は 次 の よ うに語 っ

て い るo

「我 々の電話 機 の 伸 び 率 は 、 前 年度 を下 廻 っ てい るが、 長期 的 傾 向 か らみれ

ば 良好 で、 改善 の一 途 をた どっ てい る。 市外 電 話 の伸 び率 を み る と昨年 に比 べ

てや や下 降 してい る。 特 に1973年 の2月 か らダ ウンが 目立 っ てい るが5月

頃 か ら もちな お し、最 近 に な って上 向 き傾向 を示 して い る。我 々の事 業 は 、全

体 と してみ る と、 長期 的傾 向 を若 干 下 廻 ってい る。 長 期 傾 向 と しては8%の 増

加 率 で あ るが、 現在 では 料 金 値 上 け 分 も含 め て、ほ ぼ7.9%程 度 の とこ ろに あ

る。 」

州 際 回 線 に 関す る全国 平 均 料 金 の 廃 止

1969年 のMCI事 件 でFCCが 都 市相 互 間 の市外 専 用 線 サ ー ビ ス 分 野 に

全 面 的 な 自由競 争 を導入 して以 来 、特殊通信会社(SCC)が 続 々 と参 入 してい る。

これ らの動 きの 中でAT&Tは 、73年2月26日 、 州 際音 声 規 格 専 用線

(2000シ リー ズ お よび3000シ リー ズ)の 料 金 体 系の変 更 をFCCに 申請

した 。2つ の改 正 に よ って 、 ベ ル ・シ ステ ムは 、長 い間 採 って きた全 国 平均 専

用 料 金政 策 を放 棄 す る事 とな っ た。 つ ま りAT&Tが 特 殊通 信 業 者 に対抗 す る

た め 、高 トラ フ ィ ック ・ル ー トの専 用 料 を値 下 げ し、低 トラ フ ィ ックル ー トの

専 用 料 を値 上 け す る とい う料 金 体 系 申請 に踏 み切 った 。FCCは 、 州 際 専

用 サ ー ビス 分野 に競 争 原 理 を導 入 す るに 当 って、特 殊 通信 会 社 に対 し、公正 競

争 す る こ とを認 め て お り、 そ の た め には 、全 国平均 料 金制 を や め て 、 ル ー ト別

料 金 設 定 をや って も止 む を え ない と してい る。

AT&Tは 、全 国 一本 の平 均 料 金 制 に代 って 、 コス トの 相違 を反 映 した次 の
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2種 類 の体 系 を作 っ てい る。 ひ とつは 、高 トラ フィ ソクル ー トで あ り、サ ービ

ス提 供 コス トが 比較 的安 価 で 、大 容量 の 同軸 ケ ー ブ ルお よび極 超短 波 無線料 施

設 な どを利 用 す る。 も うひ とつは 、低 トラ フ ィ ック ル ー トで あ り、 これ は コス

トの高 い ルー トで あ る。 施設 と しては 、低 容量 の搬 送 施設 や近 距離 無 線 を利用

す る こ と と してい る。 この よ うな 、専 用線体 系 を変 更 す る こ とに よ ってべ ・レ・

シス テ ムの競 争 力 は 、 強 化 され る こ とにな る で あ ろ う。 この こ とに つい てAT

&Tの デ バ ッソ会 長 は 次 の よ うに述 べ てい る。

米 国 の電 気 通 信 の 将来 に とって 、〈競 争 〉 とい う問題 は 、極 め て大 きな意 味

を持 って い る。 特 に 伝統 的 に く 自然拡 大 〉 が認 め られ て きた通 信 事業 分 野 に、

〈 どの程度 の競 争 〉 を導 入 す べ きか とい う点 に つ い て は 、慎 重 に検討 す る必要

が あ る。 ベ ル ・シ ス テ ム が恐 れ るのは 、競 争 市 場 に打 ち勝 つ 自信 が ない とい う

事 で は な く、競 争 が サー ビス を悪 化 させ 、一 般 加 入 者 の料 金 値 上 げにつ なが る

とい う点 で あ る。 こ こ数 年 間 、規 制 当 局 は通 信 事 業 に 自 由競 争 を導 入 した。 主

な もの の ひ とつ は 、PBX、 電 話 機 、 自動 発 信 装置 な どの 端末 装置 の分 野 で あ

り、 も う一 つ は 、州 際 市 外 専 用線 の分 野 で あ る。 この よ うな 「自 由競 争 」が公

正 、 同一 の 条件 下 で行 わ れ る な らば、Bellは 相 手 に打 ち勝 つ 自信 が あ るが実

際 の競 争 は 、 市場 の分 割 に終 ってい る状況 にあ る。 競 争 相 手 は 、 利益 の上 る所

だ け を狙 って 泊 り、公 衆 全 体 に対 す る サ ー ビス の 責任 を分 担 して い ない 。 この

よ うな不 公 正 な競 争 に対 し、我 々 は公 衆 に対 す る責 任 とい う観 点 か ら反対 して

きた 。1973年 中 に 、 我 々 が反 対 したの は、 加 入者 自営装 置 の 〈認 定 〉に関

す る問題 と、 い わ ゆ る特 殊 公 衆通 信業 者(SCC)の 州 際 専用 線 サ ー ビス市場

へ の参 入 を、一 層促 進 し よう とす る動 きに 対 して で あ る。

従 来 ベ ル ・シ ステ ムで は、加 入 者 自営装 置 を 、ベ ル ・シス テ ム の回線 網 に相

互 接続 す る こ とに反 対 して きた が 、規 制当 局 の検 討 案 で は 、加 入 者 自営 装置 を

回線 網 に直 接 電 気 的 に接 続 す る こ とが で き る とい う認 定 制度 を採 用 した い と し

てい る。 これ はい わ ば 家 庭用 電気 器 具 を、 ソ ケ ッ トに さ し こむ よ うな制 度で あ

り、一 般 に は歓 迎 さ れ るか も知 れ ない が 、 電 話 シス テ ムは家庭 用電 気 器 具 とは
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ちが っ て、 両方 向 に動 作 す るの で 、そ の 加入 者 の サ ー ビス だ け で な く、 他 の加

入 者 へ の サ ー ビス を悪化 さ せ る懸 念 が あ る。AT&Tの 見 通 しで は 、 直 接 接続

を認 め る制 度 を採 用す れ ば 、加 入者 自営 装置 は急 速 に増 大 し、 サ ー ビス品 質 は 、

危 険 に さ ら され るこ とに な る。 ま た 自営 装 置 の普 及 は 、電 話 サ ー ビス料金 の値

上 け に しわ よせ され る こ と に なる。 とい うのは 、 従来 電 話 会社 が 確保 して きた

ター ミナル市 場 が他 に奪 わ れ る こ とに な るの で 、基 本 的 サー ビス を低 料金 にす

えお くだ け の収入 が維 持 で きない か らで あ る。 以上 か ら分 る よ うに 、加入 者 自

営 装 置 の普 及 は 、 サー ビスの 悪化 と、一 般 利用 者 に対 す る料 金 値上 げ を招 く恐

れが あ る。 した が って我 々は 、加 入 者 自営 装置 の 認 可制 度 には 反対 の立場 を採

るo

第2の 問 題 は 、特殊 通 信 業者(SCG)の 参 入 に よって 、提 供 され る州 際専

用線 サ ー ビス分 野 の 問 題 で あ る。 当初 特 殊 通信 業 者 は 、既 存 の通 信 会社 が 提供

して い ない サ ー ビ ス を提 供 す る とい う こ とで 出発 した が 、現 実 には 、既 存 の通

信 会社 とた い して変 りぱえ の しない サ ー ビス しか 提 供 して い ない。 彼 等 は も う

けの上 りそ うな地 域 だ けに 関心 を集 中 させ る こ とが で きる の だ。AT&Tは 従

来 、州 際 通 信 サー ビス の料 金 は、 全 国平 均 料 金 を採 用 して きた。 低 トラ ンクの

料 金 を高 トラ ック の料 金 で カバ ー し、 地域 格 差 の ない 、 あ らゆ る地 点 に、同 一

品 質 、 同 一料 金 のサ ー ビス を提 供 して きた が 、特 殊 通 信業 者 は高 トラフ ィ ック

・ル ー トの シ ェア を我 々か ら奪 お う と して い る
。AT&Tは この挑 戦 に対抗 す

るた め 、1973年 に専 用 線 サ ー ビスに 関 す る新 しい2段 階 の料 金体 系 を

FCCに 申請 した 。専 用線 の サ ー ビス分野 の競 争 を、 何 故一一般加 入者 が心 配 し

なけれ ば な ら な いか。 そ れ は以 上 か ら明 らか な よ うに 、一 般 加入 者 に対 し料 金

値 上 け とい う形 で 、 しわ よせ され るか らで あ る。 要 す る に、我 々が競 争 に反 対

してい るの は 、電 気 通 信 分 野 の競 争 と、 そ こか ら生 じるサ ー ビス提供 責任 の分

割 か らは 、結 局 貧 弱 な サ ー ビス と高 い料 金 しか生 れ ない とい うこ とで ある。

これ らく競 争 〉 の問 題 は 、 各種 の規 制 事 件 や、裁 判所 で の裁 定 におい て、論

争 の的 に な る と思 われ る。 そ して最 後 に は 、議 会 に持 ち込 まれ る もの と考 え ら
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れ る。 要 は米 国 のす べ て の国 民 に迅 速 、確 実 か つ全 国的 な通 信 サ ー ビス を、適

当 な料金 で 提供 で き る よ うに す る こ とだ。

「

サ ー ビス の 拡 充

電子 交換 シス テ ム(ESS)の 普 及

1973年 にベ ル ・シス テ ム は全 国 ネ ッ トワー クに510万 の受 話機 を増 設

し、ベ ル ・シス テ ム受 話 機総 数 を1億1,000万 台 と した。 また シ カ ゴ市 の倍

く らい の都 市 に サ ー ビス を行 な うた め に十 分 な電 話 交換能 力 を増 設 した。 現 在

で はか って ない ほ どの顧 客 に電 子 交換 シス テ ム(ESS-ElectronicSwitch-

ingSystem)の サ ー ビス を提 供 してお りESSは エ レ ク トロ メカ ニカル ・シ

ス テ ム よ りも柔 軟性 に とみ 、 メ ン テナ ンス ・コス トも安 い。1973年 末 現在 、

ベ ル ・シス テ ムは455局 の電 子 中央 局 を開 設 して お り、1972年 を143

局 上 回 った 。最 初 のESSオ フィス が サ ー ビ スを開 始 した のは 、1965年 だ

が 、現 在 で は1000万 台 に お よぶ電 話 がESSサ ー ビス を受 ける ように な っ

てhるo

ベ ル ・シ ステ ムは1973年 、 長距 離 コ ミュニケ ーシ ョン 用 の電 子 交換 シス

テ ム面 の開 発 に もか な りの進 展 を とけ た 。 前述 の1974年 秋 の イ ン タビ ュー

で 、 デ バ ソツ会 長 は 「不 況対 策 と して 近 代化 投 資 を 抑制 した らど うか、 特 に、

電 子 交換 シ ステ ムを 削減 した ら ど うか とい う考 え方 もあ るが 、 そ うい う考 え 方

は 、長 い 眼 でみ て結 局 、 賢明 な考 え方 だ とは 思 われ ない。 我 々が 建設 して い る

電 子 交換 シス テ ムの大 部 分 は 、増 分 や 取 替 え 用 の もので あ り、 い わ ゆ る純 粋 な

近 代 化投 資 で は ない 。 」と述 べ て い る。 ・

回 線 の 増 大

1973年 ベ ル ・ シス テ ム は 全 米 ネ ソ ト ワー クに3,100回 線 マ イル に わ た

る送 信 施 設 を追 加 した 。 特 に 注 目 さ れ る の は 、 ピ ッツ バ ー グ ー セ ン トル イ ス 間

に ひ か れ たL-5シ ス テ ム と 呼 ば れ る 高 容 量 同軸 ケ ー ブ ル ・シ ス テ ム の建 設 で 、
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■

これ は これ ま で の 同 軸 ケ ー ブ ル ・シ ス テ ム の3倍 に お よぶ10万8 ,000通 話

を 同 時 に 処 理 す る能 力 が あ る 。

こ の 外 よ り経 済 的 か つ 容 量 が 大 きい 伝 送 シ ス テ ム を実 現 す る た め 、 ベ ル 研 究

所 で 新 しい シ ス テ ム の 開 発 を 急 い で い る 。 そ の う ち 「 ミ リメ ー タ ・ ウ ェー ブ ガ

イ ド ・ シ ス テ ム(MilimeterWaveguideSystem)」 は10年 以 内 に サ ー

ビス 開 始 を 予 定 し てtoり 、23万 通 話 を 同 時 に 伝 送 す る こ と が 可 能 で あ る 。

国 内通 信 衛 星 に着手

ま たAT&Tは 全 国 的規 模 の 国 内 通信 シス テ ム に着手 した。 これ は 、Bell

Systemの5つ の地上 局 とComsat(CommunicationSatelliteCorp.)

か らBellが 独 占使 用 と して リー スす る3つ の通 信衛 星 に よって 構成 され る2

万8,800音 声 回線 の他 に新 しい柔 軟 性 と信 頼 性 を与 え るだ ろ う。FCCは 国 内

通 信 衛 星 シス テ ムを、BellSystem以 外 の公 衆 通信 業者 に も認 可 した。

AT&Tは この重複投資 は 年 間数 百万 ドル の ムダ使 い に な る と して認 可 を と り消

す よ う働 き か け てい る。(別 項 「国 内 衛星 通 信 市場 」参照)

●

コ ン ピュー タ ・デ ー タ通信 サー ビス部 の新 設

AT&Tは 競 争 に対 処 す るた め にベ ル ・シス テ ム全 体(運 営 会 社 、Be11電

話 研 究 所 、WesternElectricを 含 む)の デー タ計 画 の業務 を集 中 して専

門 に担 当 す る組 織 と してAT&Tの 事務 局 に 「コン ピュー タ ・デ ー タ ・サ ー ビ

ス部 」を設置 した。 機 能 と して は 、 お客 の ニー ズの把 握 か ら始 ま って 、研 究 開

発 へ の迅 速 な反 映 、製 作 、各 種 デ ー タ通 信 サ ー ビスの市 場計 画 に至 る まで 全般

にお よん でhるo

この新 部 門 は 、新 製 品 な らび に新 サ ー ビスの 開発 に大 きな役 割 を果 して い る。

た とえ ば 、 デ ー タ通 信 関係 の新 商 品 、 新 サ ー ビス開発 と して は次 の よ うな もの

が あ る 。新 し く開 発 され た デ ー タ ホ ン4800デ ー タ ・セ ッ トは 、4800ビ ッ

ト/秒 の通 信 が 可能 で回 線 調査 装 置(Conditioning)を 必要 と しない。 こ
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の 他 に も安 い 料 金 で 高 速 度 伝 送 サ ー ビ ス を提 供 で き る 新 技 術 は い くつ か あ り、

1974年3月 か ら9600ビ ッ ト/秒 の デ ー タ セ ッ トを 提 供 して い る 。

最 近 登 場 した デ ー タ ・ス ピ ー ド40は 顧 客 が 設 置 す る コ ン ピ ュ ー タ とデ ー タ

・ス ピ ー ド40デ ー タ ・タ ー ミ ナ ル との 間 の 通 信 の た め に 提 供 さ れ る 専 用 線 デ

ー タ ・ス ピー ド ・ サ ー ビス で あ り、 い わ ば 印 刷 電 信 機 を 電 子 情 報 時 代 に 適 合 さ

せ た サ ー ビ ス と言 う こ とが で き 、 ほ ん と うの 意 味 で の 通 信 用 端 末 装 置 で あ り、

ビ ジ ュ ア ル ・デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 用 い 、 オ プ シ ョ ン と し て 高 速 度 の 印 刷 通 信 も

可 能 で あ る 。

そ の 他 の 目立 っ た サ ー ビ ス と し て は 、 や は りデ ー タ通 信 分 野 の サ ー ビス が あ

る が 、 近 く提 供 予 定 の デ ジ タル ・デ ー タ ・サ ー ビ ス(DDS)で あ る 。 デ ジ タ.

ル ・デ ー タ ・サ ー ビス の特 徴 は 、 タ ー ミ ナ ル か ら タ ー ミナ ル ま で 、 デ ィ ジ タ ル

伝 送 さ れ る と い う点 で あ り、 現 在 一 般 的 に 利 用 さ れ て い る様 な デ ィ ジ タル か ら

ア ナ ロ グ へ の 変 換 は 一 切 必 要 と さ れ な い 。

デ ジ タ ル ・デ ー タ ・サ ー ビス は 、 ア ナ ログ・サ ー ビ ス に 比 べ て 、 高 速 度 で 、 し

か も伝 送 能 力 も 高 い 。 こ の デ ー タ ホ ン ・ デ ィ ジ タ ル ・サ ー ビス に は 、2,400

ビ ッ ト/秒 、4,800ビ ッ ト/秒 、9,600ビ ソ ト/秒 、56,000ビ ッ ト/秒 の

各 種 速 度 が あ り、197.3年 に は5都 市 を対 象 に 工 事 を 手 が け 、1974年 に

は これ に19都 市 を追 加 、1976年 末 ま で に は96都 市 に サ ー ビ ス を 拡 大 す

る 予 定 で あ る 。

(2)GeneralTelephone&ElectronicsCorp.(GTE)

1973年 度 年 次 報 告 書 に よれ ば 、GTEの 売 り上 げ は 、1973年 度 で 全

体 で50億 ド ル を 超 え 、1株 当 た り利 益 は 前 年 比11.2%増 の 結 果2.87ド ル と

な り、 過 去3年 間 で44%の 増 加 を み せ た 。(図II-38,39,40,41参 照)

最近の主 な動き

電話 事業
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ア メ リカ最 大 の 独立 系 電 話 シス テ ム

(非 ベ ル ・シス テ ム)を 構 成 してい る

GTE電 話 会 社 グ ル ー プは 、1973

年 末現 在 で33州1,127万 台 にサ ー

ビス を提 供 してい る。

基 本 電 話 サ ー ビス か ら、高 度 に特 殊

化 され た 音 声 ・デ ー タ通信 シス テム に

い た る ま で のサ ー ビ スの 改善 ・拡大 に

向 け てGTE電 話会 社 グ ル ー プが

1973年 度 に 投 資 した金 額 は12億

ドル で あ っ た。 さ らに1974年 度 に

も13億 ドルが 追 加 され る見込 み で 、

1974年 か ら1978年 まで の5ケ

年 間 の投 資 総 額 は77億 ドル を上 廻 る

こ とに な る も よ うだ が 、 この投 資計 画

の お お よそ59%は 減 価 償却 と留保 利

益 を主 とす る社 内資 金 源 か ら まか なわ

れ る予 定 で ある・

サ ー ビス改 善 拡大 計 画 の一環 として

GTEは コ ン ピ ュー タ技 術 を利 用 した

図1-38,GTEの 売 上 げ 高 推 移
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4,403,

3,510,510

3,325,169

毛,9。2,3。 ・

先 進 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・シ ス テ ム で あ る新 電 子 交 換 シス テ ム を 導 入 した 。

こ の 大 容 量 交 換 用 シ ス テ ムNalEAXは 高 速 で 大 量 の電 話 利 用 件 数 を処 理 す る

能 力 と、 顧 客 需 要 の 変 化 に 適 応 す る大 き な柔 軟 性 を 備 え て お り、1973年 に

導 入 さ れ たGeneralTelephoneofCalifornia,GeneralTelephone

ofPennsylvania,GeneralTelephoneoftheSouthwestの3社 に

続 い て さ ら に 拡 大 さ れ る計 画 で あ る。
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図ll-39,
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図 皿一41, 1973年vatoけ るGTEの 収 入 源

51億 ドル

海 外 に お け る製'

16%

電気通信関係製造

13%

InformationSystems1% _
Sylvania(20%)

照明器具6%

精密機器3%4%

電 子部品3%

娯楽用品一 〕

建設用製品

電話事業

50%

特 別 通 信 会 社 と の競 争

他 の コモ ン ・キ ャ リア と同様 にGTE電 話 会 社 グ ル ー プ も、特別 通信 会 社

の 出現 に よって 大 きな脅 威 を うけ 、激 しい競 争 の 渦 中 にあ る。 これ に対 して

GTEは 、 広 い 経 験 、 技 術 、 サ ーE'ス 、 メ ンテ ナ ンス 、高 度 に訓 練 され た通

信 コン サル タ ン ト陣 の充 実 な どで対 応 し奮 戦 中で あ る。

o

国 内衛 星 通信 シ ステ ム

1973年9月 、小 会 社GTESatellite社 は国 内衛 星 通信 シス テ ムを作

る許 可 をFCCか ら受 けたが 、これは 関してAT&TがFCCの 決定 に抗'議 し、

GTEとAT&T間 の 協議 が進 め られ た 結果 、1974年4月 両 者 は 国 内 衛星 通

信 に お い て提 携 す る こ とを決 定 した。AT&Tは 訴訟 を取 り二下げ 、AT&Tと

GTESatellite社 はFCCに そ れ ぞ れ の 計 画 の合併 を 申 し入 れ た。

製造事業
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GTEの 製 造 グ ル ー プの マー ケ ッ トは 、 コ ミュニ ケー シ ョン、 エレ ク トロニ

クス そ の他 広 い 範 囲 に お よぶ が 、グ ル ー プの 中 で 、照 明器 具 、 テ レ ビ、 エ レク

トロニ ク ス 、精密 機 器 な どの分 野 を担 当 す るGTESylvaniaは1973年 度 、

電気 装 置 と建 設 用製 品 の 両分 野 にお い て2つ の新 しい事 業 グ ル ー プを形 成 した 。

両者 共 、 買収 に よ って形 成 され た もの。 なお1973年 度 のSylvaniaの 売 り

上 げ は10億 ドル を超 え た。

電 話産 業 、さ らに は一 般 企 業 、政 府 向 け の 通信 シス テ ム ・設 備 の メー カー

GTEAutomaticElectricは1973年 度 、一 連 の シス テ ムを生 産 した。

大 都 市地 域 、小規 模 な地 域 双方 で増 大 してい る要 求 に対 応 す べ く設 計 され た電

子 通信 シ ステ ムで あ る。 大 型交 換 向 け に は、"製 品 ライ ンの トップ"前 述 した

NalEAX電 子 交換 システ ム、小 容 量 交換 向 け にはC-1EAX交 換 シス テ ム、

電 話 交換 手 の助 け を必 要 と す る直接 遠 隔 ダ イ ヤ リン グ(DDD)を 処理 す る ト

ラ フ ィ ック'サ ー ビス ・ポ ジシ ョン ・シ ス テム 、電 話交 換 手 を必要 と しない

DDD電 話 を処 理 す るため の集 中 自動 メ ッセ ー ジ ・ア カ ウンテ ィング ・シス テ

ム、 交換 機 間 の電 話 利 用件 数 が増 大 した時 に電 話 利用 を追 加 分 配す るNa1ク ロ

ス ポ イン ト・タ ンデ ム ・シ ステ ム、 そ して小 型 交 換 向 け のCXP-5ク ロス ポ イ

ン ト交 換 シス テ ム な どが あ る。

ビデオ 、音 声 、 デ ー タ伝送 シス テ ム開発 に と りくん で い るGTELenkurtは 、

通 信 産 業 、一 般 企 業 、政 府各顧 客 の 需要 に応 じて製 品 ライ ン を拡大 して いる。

マ イ クロ ウ エー ヴ とマル チ プレ ソクス ・シス テ ムの 、既 存長 距 離 サ ー ビス拡 大

の た め の需 要 の一 定 した 伸 びに 加 え て、特 別 通 信 会 社 向 け と、新 しい 国 内通 信

衛星 シス テ ムの地 上通 信 リング向 けの 売 り上 げ の増 大 が将来 期待 され て い る。

GTEInformationSystems

GTEInformationSystemsは 情 報 シ ス テ ム とデ ー タ通 信 市 場 に お け る

将 来 の 展 望 に あわ せ て、製 品 ライ ン 、 製 造 施 設 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 活 動 を1'973

年 拡 大 。 マ ー ケ テ ィン グ の 基 盤 は 、EDPResourcesDeutschlandAG.
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●

(西 独の コン ピュータ ・リー ス と ソフ トウエ アの会社)とLogic社(デ ータ入

力 装置 メー カ ー、 ニ ュー ジ ャー ジー州)の 買収 に よって 同年 強化 され た。 加 え

て カ リフ ォル ニ ア州 ア ナ ハ イ ムで新工 場 が 完 成 し、 各 種 テ レ プ ロセ シ ング用 の

小 型通 信 用 コ ン ピュー タ を製造 、 この製 品 の 中 に は、 大 規模 テ レ プ ロセシ ン グ

・ネ ッ トワー クに使 用 され るデ ィス プ レイ情 報 用 の キー ・ツ ー ・デ ィス ク ・デ

ー タ入 力 シ ス テ ム 、 ビデ オ ・ター ミナル 、 ビジ ネス ・デ ー タの高 速 処 理 に使 用

され る高度 ハ ー ド ・コ ピー ・ター ミナル 、株 価 相 場処 理 能 力 を拡大 した仲 買 業

者 用 タ ー ミナ ル な どが あ る。

しか し、他 製 造 会社 の好 調 な利益 に対 して 、 同社 は1973年 度1,990万

ドル の損失 を生 ん だ。 損 失 の原因 とな った 主 な理 由 は、 会 社 発表 に よれ ば 、証

券 業 界内 の経 済 的 悪 条 件 、数 種 の 高級 デ ー タ通 信 シス テ ム導 入 に伴 な うコス ト

超 過 、情 報 シ ス テ ム事 業 にお け る急 速 な技 術 変 更 に よる一 部 機 械 の評 価 減 な ど

で あるo

大 きな ポテ ン シ ャル を もつ情 報 シス テ ムへ の需 要 に対 応 す べ く、 この事業 に

は 多 くの経 営 努 力が 問 題 解 決 に向 け て払 われ た が、1974年11月 、同社 は

デー タ通 信 事業 部 の主 要 部 分 を分 解 ・消滅 させ る こ とを発 表 した。 パ ター ソン

2世 同社社 長 に よ る と、経 済 不 安 定 な現 状 に あた り、 利益 の あが っ てい ない 事

業 部 を切 り離 し親 会 社GTEの 負担 を少 な くし よ うとい うの が狙 い だ とい う。

今 回 の計 画 で は カル フ ォル ニア の工場 のIS/5000シ リー ズ ・ハー ドコ ピー

通 信 ター ミナ ル をは じめ 利 益の 出 てい ない装置 の製 造 を中止 し、 さら に同地 区

で200名 の解 雇 な ど を予 定 してい る。

GTEとITT裁 判 の現 状

1967年ITTがGTEと そ の子 会社HawaiianTelephoneCompanyを

相 手 ど って起 こ した 訴 訟 に対 して、1972年6月 ハ ワ イ地 方裁 は一 連 の

GTEに よ る電 話 会 社 、電 話設 備 メー カー の買収 は独 禁 法 に違 反 す る との判 決

を発 表 した。 続 い て同12月 には一 定 の電 話 事 業 会社 と電 話設 備 製造 会 社 の劃
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奪 を求 め る判 決 を下 した 。1973年1月 、GTEは この裁 判 の全 局 面 の再検

討 を求 め て、 ア メ リカ控 訴院 に控 訴 上 告 を行 った。 訴 訟 事 件摘 要 書 は提 出 され

て い るが 、控訴 院 に お け る 口答 弁 論 の 日付 は 未 定oど ちらが控 訴院 で敗訴 した

に して も、 決定 は最 高裁 に ま で持 ち込 まれ る もの と予 想 され る。控 訴 には数 年

を要 す る とみ られ 、控 訴 期 間 中 とそ の後 しば ら くは会 社 の剥 奪 は行 なえ ない こ

とか ら、当 分GTEの 事業 内 容 に は悪 影 響 は ない もの とみ られ る。

(3)WesternUnionCorp.(WU)

苦 しい 財務 状 況

「WesternUnionCorp.に と って1973年 度 は難 しい年 で あ った。 これ

は 業 績 結果 に も明 らか と な うて い る事 実 で あ る。 だが 言 うま で もな く、 同年 は

経 営 陣 が達 成 目標 に向 か って い った重要 な前 進 の年 で あ った し、 我 々は1974

年 を当 社 の長 い 歴 史 に お け る最 も ドラマ テ ィ ックな 事件 の 年 で あ る と予定 して

hるo

電信 会 社 にお い ては 販 売組 織 の発 展 が続 い て お り、 昇 り調 子 で74年 を迎 え

た。 多 くの販 売努 力 が当 社 の新 しい エレ ク ト・ニ ック ・メイ ル ・サ ー ビス

(Mailgram)に 対 す る顧 客 の認 識 と利用 に 向 け られ てお り、Mailgramは

週 間 メ ッセー ジ量 が 約30万 通 に伸 びて い る。

子 会社 に新 しく2社 が 加 わ った。 ひ とつ はNationalSharedata社 で、 銀

行 向 コン ピュー タ施 設 の経営 で成 功 した企 業 であ るが 、8月 に 買収 した。 も う

一 社 はGiftAmerica社 で 、全 米 規 模 の迅速 、軽 便 な贈 答 品贈 答 サ ー ビス を

提 供 す る会社 で あ る。 現 在 は 事 業 を開始 したば か りで ある。

また米 国最 初 の国 内用 通 信 衛 星 シ ステ ム、Westarは 順調 に進 ん でお り、

1974年 末 ま で に は シ ス テ ムの大 部 分 が顧 客 サ ー ビス に リー ス され るはず で

あ る。

1974年 の 残 余期 間 を展 望 す る と、 一般 経 済 に不 確 定 さが充 満 してい る こ

とは 当然 認 識 してい る。 特 に エ ネル ギー の問題 は 深刻 で あ るが 、当 社 は通 信 サ

命
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一 ビ スの重 要 性 か ら優 先割 当 て を受 け て い る
。 事実 、 こ う した サ ー ビス は 、実

業 界 、一 般 大 衆 、政 府 な どか ら輸送 有効 性 の減 少 の結 果 と して ます ま す使 用 さ

れ る もの と見 られ る。 」

以 上 は1973年 度WesternUnionの 年 次報 告書 の 冒頭 を飾 った マ クフ ォ

ー ル(R .W.Mcfal1)会 長 兼 社 長 の報 告 の 要 約 であ る。

この 中 に述 べ られ た よ うに、 同 社 の歴史 にお け る最 も劇 的 な年 と期 待 され て

出 発 した1974年 で あ っ たが 、 同社 は さらに苦 しい立 場 に追 い込 まれ てい る

よ うに思 われ る。

1974年6月 初 め に、WUは35セ ン トの 四半 期配 当 を発表 す る と ともに 、

従 来 どお り配 当 を維持 す る 旨を明 らか に した。 表 面的 に み る とこの 配当 は正 当

な ように みえ る。 しか し、 よ く見 る と、1973年 度 分 は株主 用 報 告 書 では 配

当 を捻 出 してい る もの の、 税 務 報 告 用報 告 書 を見 る と赤 字 に なっ て い る。 おそ

ら く問 題 の表 面化 を恐 れ て、 会 計 処理 上 の操 作 を加 え無 理 に利 益 を計上 した の

では ない か と考 え られ る。

52才 の社 長 マ クフ ォ ール氏 は 、 メ ンツに か け て も配当 だ けは維 持 し よ うと

い う意気 込 み なのだ。 同氏 は
.1963年 にLittonIndustries社 を辞任 、

WUに 入 っ て2年 後 に社 長 の ポス トに就 い た。 彼 は投 資 家 の信 頼 を得 るた め に 、

WUを も うけ が少 な く規 制 の厳 しい テ レグ ラ フ分 野 か ら切 り離 す べ く、 そ の方

向 に向 か っ て再建 策 を次 々 と打 ち出 して来 た。1970年 、WUは 持 株 会社 に

脱 皮 し、 テ レグ ラ フ事 業 を分 離 さ せ 、買収 を した り社 内 に新 部 門 を設立 した り

して、 規制 を受 け ない 新 しい 分 野 に乗 り出 したoそ れ らは コ ン ピ ュー タ ・サ ー

ビス事 業 か ら、 ギ フ ト ・サ ー ビス 、 さ らに は未 開発 地域 の土 地 売 買 に い た る ま

で 多岐 に わ た っ てい る。

重 厚 で、一 見 温和 な 印象 を与 え る マ ク フ ォー ル は現在 、 「我 々 の 目標 は達 成

され よ うと して お り、 事業 は 万 事 順 調 に発 展 してい る。」と述 べ て い る。 しかし

金 融 界 で は彼 の成 功 を ま だ 事業 と して認 め てい ない のが実 状 で あ る。 同社 が 歩

を進 め た デ ー タ伝 送 分野 で は 、発 展 の テ ンポ が急 速 で 、技 術 面 で の競 争 も厳 し
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い もの が あ る。 ま た マク フォー ル は 、規 制 外 にあ る一 連 の関係 会 社 グル ー プ に

期待 を寄 せ て い るが 、 これ ら グル ー プの73年 度 の 売 上 げは 、WU総 売 上 げ高

の わず か6%し か 占めて い ない の に 、279,000ド ルの 赤字 を計 上 して い る。

(表 皿 一12参 照)

■

表ll-12,WesternUnionグ ル ー プ の 財 務 状 況

(単 位:千 ドル)

、

純利益(損 失)

1972 1973

被規制 の子 会社 $37,706 $12,077

WUTelegraphCo・

規制外 の子会社

ComputerLogistics ($575)
一

DistronicsCorp.① 207 95

NationalSharedata

(1973年 買収) 387 442

PRNewswire② 426 459

TeleprocessingIndustries③
F

557 2111

WUComputerUtilities④
一

とその関 連会社 (760) (1,113)

lWUD
ataServices⑤ (1,497) (687)

WUofHawaii (37) (188)

「

WUOverseasN.「 肌 449 166

WURealtyCo.⑥ 261 334

電信以外 の事業 か らの純利益

($58'2) ($279)

電信 事業 か らの純利 益

$37,124 $11,899
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(注)

①DistronicsCorp.

②PRNewswire

③TeleprocessingIndustries

④WUCohlputerUtilities

⑤WUDataServices

⑥WURealtyCo.

1971年 買 収 し た デ ー タ 通 信 会 社 、

1972年 か らはTIIの 一 部 門。 鉛 管

や 、 電 気 製 品 な ど の 販 売 情 報 、 デ ー タ

処 理 。 顧 客 数 は30社 。 ア プ リケ ー シ ョ

ン に は 、 未 収 金 勘 定 、 在 庫 管 理 、 人 事 管

理 な ど。

ビ ジ ネ ス 、 生 産 会 社 、 金 融 機 関 、 新 聞 、

雑 誌 、 ラ ジ オ 、 テ レ ビ 局 向 け の 全 国 的 規

模 の ニ ュー ス 配 布 サ ー ビ ス 会 社

1971年 ニ ュ ー ジ ャー ジ ー 州 に 設 立 、

WU全 額 出 資 の 完 全 子 会 社 。 商 用 サ ー ビ

ス や 、 バ ー ジ ニ ア 州 に あ るWUの メ ッ セ

ー ジ交 換 セ ン タ ー の 設 計 運 用 を担 当 。 サ

ー ビス に は 販 売 在 庫 管 理
、 銀 行 為 替 送 金

シ ス テ ム な どo

玉968年 フ ロ リダ 洲 で 設 立 。 現 在 の

W.Uの 持 株 比 率 は62%。 各 地 の コ ン

ピ ュ ー タ ー ・サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロー に 対

し て 、 コ ン ピ ュ ー ター 専 有 プ ログ ラ ム の

ラ イ セ ン ス を 与 え る の が 業 。(ラ イ セ ン

ス を 与 え ら れ た ビ ュ ー ロ ー は 、 中 小 企 業

対 象 に 会 社 簿 記 サ ー ビ ス な どを す る 。)

デ ー タ通 信 施 設 の 補 助 機 器 や シ ス テ ム を

設 計 販 売 、 リー ス

不 動 産 取 引

(ソ ー ス 、BusinessWeek74-6-8)
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以 上 の よ うなWUの 事 業 転換 の成 果 をみ る と、 財務 状 況 が一 見 した と ころ矛

盾 して い るた め本 当 の 姿が 把 握 で きない 。 とい うのは 、WUは 株主 へ の報 告 で

は2,810万 ドル の黒 字 を計上 してい るが 、税務 報 告 をみ る と1,970万 ドル の

前 年度 を上 廻 る赤 字 を計 上 して い るか らで あ る。 マク フ ォール の指 揮 下 に入 っ

て以来 、赤 字 は増 大 傾 向 を た ど っ てい る の で あ る。金 融 筋 の 情報 で は 、税務署

に対 す る報 告 の方 が株主 に対 す る報 告 よ りも、WUの 基本 的 な状 態 を よ く示 し

てteり 真 相 に近 い の で は ない か とい われ て い る。 多 くの株 主 は この よ うなWU

の赤字 に は気 付 い て い ない。

それ で は株 主用 報 告書 と税務 当 局 へ の報 告 書 の差異 は ど こか ら生 じた か とい

え ぱ、 株主 用報 告書 の 方 で は経 費 を 資本 支 出 にふ りか え る こ とに よ って利益 を

捻 出 してい るか らで あ る。 た とえ ばwuの 昨 年 の資 本 支 出 の項 目の 内 で、

1,390万 ドルはGiftArnericaの 営業 費 に相 当 し、1,140万 ドル は 一時解

雇従業員の退職手当 に、740万 ドル は年 金 費 用 に 、910万 ドル は 建 設 に伴 う

利子に、2,260万 ドル は社 債 関係 の 費用 に 、そ れぞ れ該 当 す るの が一 般 的 に あ

るべき姿 であるといえ よ う。WUは 株 主 に対 して実 態 を よ くみせ るた め に操 作 し

て お り、 た め に玄 人筋 で は 中味 に疑 念 を抱 い てい る。

も ちろんWUの よ うに財 務 報 告 を株 主 報 告 用 と税 務 用 とに区 別 して別個 にや

る とい うの は 多数 の会 社 に み られ る こ とで あ る。 しか し配 当金 を借入 金 で支 払

うとい うマ ク フ ォー ル のや り方 は 会社 の 問題 点 を おお い か くす もの で あ る。

WUは1.40ド ル とい う魅 力 的 な配 当 をや ってい る が、 これ は1973年 の1

億8,200万 ドル とい う借 入金 の中 か ら支 払 わ れ て い る。 マ クフ ォー ル の在任

中、支 出は 常 に手 持 ち資金 を上廻 ってお り、 同社 は10年 間 にわ た って株式 発 行

と借 入金 に よって7億5,000万 ドル に近 い 資金 を調達 して きた ので あ る。

事業 の拡 大 に生 き る

WUは ま だ収 入 の94%以 上 はFec規 制 下 の テ レ グ ラ フ 事 業 か ら の 収 入 に

依 存 し て お り、 した が ってWUと してはFCCと の 関 係 は特 別重 要 な意 味 を
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持 っ てい る。 とい うのは 、WUは これ ま で10年 間 に わた っ て テ レ グ ラ フ料

金 の 値 上 げ を 申請 し、 これ を実 施 させ 、 か ろ うじて生 きの び て きたか らで あ

るoワ シ ン トンの あ る官 僚 筋 は こ う述 べ て い る。 「FCCの 考 え方 と しては 、

も しWUが も うけ を あ げ られ な い のな らば 資金 を与 え よ う。 それ で も失 敗 す る

の で あれ ば 、 それ はFCCの 落 ち度 で は ないo」

と ころでWUの 伝 統 的 な電 報 収 入 を みてみると、料 金 値上 げ に もかか わ らず

激 減 し て い る の が 実 状 で あ る。 今後 の 料 金 値 上 げ は そ の 落 ち 込 み に 拍 車

を か け る こ と に な る で あ ろ う。 料 金 値 上 げ に よ って 、利 用 者 は メ イル グ ラ

ムに注 目せ ざる を得 な くな るで あ ろ う。 そ の辺 を狙 っ てWUで は 「メ イル グ ラ

ムは電 報料 金 の半額 で 同 じ効 果 が あ る。」とい う広告 を流 して い る。

現在WUは 、米 国 郵便 サ ー ビス公社(theU.S.PostalService)と

1970年 に協定 を結 び 、 メ イル グ ラムは電 信 回線 に よ つて郵 便 局 に送 られ 、

翌 日 には郵 便 配達 夫 の手 で 配 達 さ れ る方 式 を採 ってい る。

昨 年 、 メ イル グ ラム の取 扱 量 は初 め て電 報 を上 廻 っ た。 メ イル グ ラム収 入 の

伸 び は1971年 の360万 ドル か ら1972年 には1,340万 ドル に増 大 し、

好調 で ある。 しか しメ イ ル グ ラム には電 報 の ような市 場 は ない し、 ま た協 定 相

手 の郵 便 サ ー ビス公 社 自体 の航 空 便 サ ー ビス や、.目下 テス ト中 の 同公 社 の翌 日

配達 サ ー ビス とも競 合 す る関 係 に あ り、 先行 きは問 題 をは らん で い る。

デ ー タ ・ネ ッ トワー ク

マ ク フ ォー ルの 「WU近 代 化 戦 略 」の 目玉 は デー タ ・サ ー ビス分 野 であ り、

同氏 は この分 野 に何 千 万 ドル も投 資 してい る。 しか しWUはAT&Tの 中古設備

に基 本 的 に依 存 してい る とい う問 題 点 をか かえ て い る。WUはAT&T;ls'よ び

FCC(連 邦通 信 委 員 会)と 数 年 に わ た る話 し合 いの 末 、1971年 にAT&T

か らTWX(タ イ プ ライ ター 交換 ネ ッ トワー ク)を 買収 した。 これ はWU独 自

のTelexネ ッ トワー ク とTWXを 結 合 し、1記録 通信 分 野 で独 占的 地 位 を強 化 し

よ う と 目論 ん だ もの だが 、TWX買 収 に1億700万 ドル を費 した。 さ らに

TWXとTelex間 の相 互 メ ッセ ー ジ交換 を コン ピュー タ化 す る た め に 、
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5,000万 ドル を投 じた が 、 こ う した努 力 に もか か わ らず 、TWX-Telexシ

ス テ ムはす で に 旧式 化 してい る よ うに も思われる。AT&TはTWXを 売却 した後 、

新 しいDataphoneサ ー ビス に努 力 を傾 注 してお り、 これ は電 話 音 声 ネ ッ トワ

ー クを使 用 し、TWXの100倍 も の速 度 で デー タを運 ぶ も ので あるo

WUの デ ー タ伝送 サ ー ビス に対 す る顧 客 の反 応 は 芳 し くな く、調査 会 社

Frost&Sullivan社 の昨年 の調 査結 果 に よれ ば 、WUの 大 口加 入者 ともい

うべ き143社 の うち、 回答 を よせ た会 社 の60%は 同社 の サ ー ビス に 「大変

よくない 」とい う評価 を下 してい る。

WUはTWX-Telexネ ッ トワー クの収 入 面 で前 年 比15%の 伸 ひ を みせ好

調 で あった が 、 これ はFCCがTWX-Telexの 料金 値上 け を認 め て くれ た こ

とと、AT&Tか ら予 告 期 間が あ る とはい え57%の 大 幅 な電話 回線 の割 引料 金

を認 め られ た か らで あ る。

AT&Tの この嵩1」料 金 政 策 に対 し、DatrakMCI,SPCCな どの特殊 通 信 業

者 は 同 じ扱 い をFCCに 申請 してい る。 も しWUが 他 社 と同一 料 金 を支払 うよ

うな事態 に なれ ば、WUの 受 け る打撃 は きわ め て大 きい もの と考 え られ る。

『

国内衛 星通 信 サ ー ビス

WUが 他 の通 信 会社 に先 ん じて打 ち上 げ た国 内通 信衛 星Westarに は9,000

万 ドル の資金 が 投 下 され てお り、 マ ク フ ォ ール に よれば1年 間 に2,100万 ド

ル の受注 を 獲得 しな け れ ば な らな い とい う。(別 項 「国 内衛星 通信 」参照)

GiftAmerica

WUの 近 代 化 戦 略 で 、最 も 目をみ は る野 心 的 な新 事業 はGiftAmericaで ある。

これは 「電 話 で注文 す れ ば 、 配達 先 に銀 の 食器 、時 計 付 きラジ オな どの プ レ ゼ

ン トが 、全 米 ど こか らで も数 時 間以 内 に送 り届 け られ る 」とい うシ ステ ムで あ

る。 これは マ ク フォ ール 社 長 の ア イデ ィア に よる もの で 流通 業界進 出のた め に
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1,800万 ドル を投 資 した大 い な る賭 けで あ った。

注 文 処理 の た め に コン ピ ュータ ・シス テ ムが 活 用 され 、販 売 対 象 品 目と して

約5万 種 類 の 販売 権 を獲 得 した。 社 内に は この 計 画 に反 対 す る も の もあ ったが

マ ク フォー ル は これ を断行 した。 しか し、結 果 は 必 ず しも うま くい ってな い。

部 外 者 の 意 見 を 聞 い てみ る と、疑 問 視 す る向 きが 多 い。

図 皿 一42,図ll-43,図 皿 一44,

WUの 売 上 げ 高 推 移WUの 純 益 推 移WUの1株 当 り純 益 推 移
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←4)TeleprompterCorporation

事 業 既 要

Teleprompter社 は 、 ア メ リカ 最 大 の ケ ー ブ ル ・テ レ ビ会 社 で あ る 。 そ の

加 入者 数 は 、1,000万 以 上 で あ り 、 さ らに 一 部 建 設 中 の シ ス テ ム を含 め 、 カ

ナ ダ の 一 州 と ア メ リカ の33州 に 展 開 し て い る精 力 的 な 拡 張 を 続 け る144ケ

ー ブル シ ス テ ムの 影 に は112万 の 家 庭(潜 在 顧 客)が あ る。 ケ ー ブ ル テ レ ビ

事 業 活 動 に 加 え てTeleprompter社 は 、Muzak社 、 事 業 所 、 工 場 、 ホ テ ル 、

レ ス ト ラ ン 、 そ の 他 商 ・産 業 用 施 設 に機 能 的 な バ ン ク グ ラ ン ド ・ ミ ュ ー ジ ッ ク

を 供 給 し て い る企 業 と 、 テ レ ビ放 送 用 に ア ニ メ ー シ ョン と リブ番 組 を制 作 して

い るFilamationAssociatesな ど を 有 し て い る。

1973年9月6日 、Teleprompterは 証 券 取 引 委 員 会(SEC)か ら 、

普 通 株 の 取 引 を 中止 され た 。 そ の 直 後 、 同 社 筆 頭 株 主 ジ ャ ッ ク ・ケ ン ト ・ ク ー

ク(JackKentCooke)氏 は 、 ロ サ ン ゼ ル ス か ら ニ ュ ー ヨ ー ク に 向 い 、

Telepromter社 の 会 長 兼 最 高 経 営 責 任 者 と な っ た 。 財 務 ・会 計 担 当 の 新 副 社

長 ・ 相 談 役 副 社 長 ・ 会 計 監 査 役 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 担 当 副 社 長 の 選 出 を含 め た

無 数 の 経営 変 更 が 、 同氏 の手 に よって 、組 織 全 体 を通 して 直 ちに行 な われ た。

ニ ュー ヨー ク証 券 取引 所uak・ け る1同社 普 通株 の取 引 は 、1973年11月12

日再 開 され た。 この時 、株 価 は9-5/8か ら一 挙 に4-5/8ド ル に ま で下

落 した。 ちな み に同社 の株 価 が 最 高 に な った の は1972年 で、 そ の 時 の株 価

は142-5/8ド ル で あ っ たo

この 危機 は 、経 営 の 破 綻 に 由来 す る。 そ の年 の半 ば まで に 、同社 は す で に

6,000万 ドル を新 規 シ ス テ ムの 建 設 に つ ぎ込 ん でい たが 、そ の段 階 でCATV

加 入者 の増 加 率 よ りも ケ ー ブル敷 設 率 の 方 が 高 い 事が 明確 とな っ た ので あ る。

利 益 とキ ャ ッシ ュ ・フ ・一 は低 下 し、株 主 や銀 行 を不 安 に陥 しいれ た 。8月 末

に な る と同 社 は1,500万 ドルに の ぼ る建 設 計 画 の 削減 を発 表 、 ケ ー ブル部 門

の従 業 員 の20%を 一 時 解雇(レ イ オ フ)し た。 こ う して株 の取 引 一 時 停止 と

い う事 態 を ま ねい た の で あ る。 こ の 危機 は 、 同社 に とって二度 目の大 きな試 練
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で あ った。 最 初 の危機 は1970年 に 同社 の前 の社 長 アー ビ ン ・カー ン

(IrvingKahn)氏 が フ ラン チ ャイズ権 獲得 にま つ わ る贈 収賄 事件 で有罪 と

判 決 され た事 に起因 してい る。 この 時Teleprompterは 経営体 制 の刷 新 を計 り、

信 用 の回 復 に努 めた。

Teleprompter社 に とっ て懸 案 とな っ てい る各種 の民 事 訴 訟 が あ り、そ の

なか には1970年 に 同 社 に吸 収 され た会社 、H&BAmerican社 の元株 主

達 に おい て行 なわれ た 訴訟 や最 近 、 株主 に よっ て行 なわ れ た共 同 訴 訟 が あ る。

この共 同 訴訟 は 、数 あ る訴 訟 理 由の 中 で も、Teleprompter社 の財 務 報告 が

誤 ま って い る と訴 え て い る。加 え て 同社 の株 式取 引 を 停止 した時 、証 券取 引 委

員 会 が開 始 した捜査 は ま だ終 了 して い ない。

他 会社 の買収 に関 連 してTelepromter社 が決 め た い くつ かの 協 定 に よっ て 、

同社 は被 買収 会社 の 売 主 に対 して同社 の普 通 株 を新 た に発行 す る必 要 に迫 ま ら

れ る か も知 れ ない。 こ う した 協定 に よっ て、 同社 は そ の普 通 株式 の株 価が一 定

の指定 さ れ た 日に、 一定 の 指定 レベ ル を維持 す るこ とを保 証 した。 この レベ ル

が達 成 され な けれ ば 、 同社 は追 加 株式 を発 行 す るか、 あ るい はTheTimeMi-

rrorCo.(TM)の ケ ー ブル ・テ レビ ・シス テ ム事業 買収 の場 合 は 差額 を現

金 で払 うか 、 の いず れ か をTeleprompter社 自身 の選 択 に よ っ て行 なわ なけ

れ ば な らない。1974年5 .月1日 現 在 の同社 の普 通 株 価 の終値 を基 礎 にす る

と、 同協 定 に よっ て発 行 で きる普 通 株 ρ最大 株 式数 は 約196万4 ,000株 で 、

うち約111万1,000株 はTM買 収 に 充 当 され る。

しか しなが ら、Teleprompter社 はTM協 定 の改 記 を交 渉 中 で あ り、改定

条 項 をま とめ た書 式 契 約 の 作 成 が進 め られ て い る。TM協 定 の改 定 に は 、

Teleprompter社 が そ の主 な取 引 銀 行 とそ の他 借入 先 か らの同 意 を取付 け る

こ とが必 要 とな る。 同社 は 、 そ う した 同意 が取 付 け られ る もの と確 信 してい る。

Teleprompterの 大 部 分 は 、全株 所 有子 会社 の手 に よ って運 営 され てい る o

例外 は 、 マ ンハ ッタン と ロサ ン ゼル ス のケ ー ブル ・テ レ ビ ・シス テム とウ ェス

ト ・パ ー ム ・ビー チ の11シ ス テ ム、 そ の他11シ ス テ ム が、 小 数 資 本 所有子
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会 社(大 体20%程 度)に よ っ て 運 営 さaて い る。

図 皿 一45はTe『1eprompterのCATVシ ス テ ム の 分 布 状 況 で あ る。 ま た 表

llL13はCATV事 業 と そ の 資 産 概 要 で あ る。 奄

図ll-45, Teleprompterの 稼 動 中 のCATVシ ス テ ム
`

■

,

…』

口
0

㍑

ALABAMA.

AHIZOiA

C.41.IF(,RNIA.

(=《.)L`)RADO.

1卜C`,1NE(:Tl(;U.T.,

FL↓)RIDA...

}IAW..Nll

IDAHO...,.

ILLI['OIS..

lNl.}IA[,tt..,

10W.へ...

KANSAS'..,.

LOUISl,SNA...

M,・ViNE..,..

"IASSACHUSETTS.,

MiCHIG、.Nl

111,N,NESOI'八.

、10NTAN、 へ

NEV八1,A

1E",HAiIPSHIR∫ ・:.

NEW・JEIζSEY

N卜二wN.IEXICO

IE:W、'ORK,..

0川0

0REGON.

P£NNSY1.VAIL、

SOI:TltCAROLINA

Tト:XAS

VSRGtl'1.,X.

W.・、SlllNGTON,

"'ESTVIRG|Nl.へ

　'|ミ〔:りNSIN

"YeMEG

(:.へN.、V)..、、 』 、

T

T

T 品
薄

T肥 －

Tf

『T

TT

T
T

TT

翌

1
T
「

1)。than、Ft。rencc.Gadsden、Huntsvil|e,M・b;|e.Tu・ ・cal。 領

Pr《・scott'

F。 ・tB・ ・g9、1ぷk・T・h。 ・,|,。mp・ ・」 ρ ・A・9d・ ・,L・ ・G・t・ …Mi|P;t・s・N-k・N・"'P・ ・tBca・h・

Oakland,Picdmont、S畠tlBe「na「dinoSantaCla「a'S■ntaC「u:`Sant畠 、1a「ia'SeaTBni'h'Si4,「 「a

Madrc,Simi,P‖,"-1.1``、-t`;↓)`.Pulln,、Ukith,Willit5■Woodl臼ke,Yu`^《:8Va|lcy

Trinidad

Danbury

B。 ・aR・t・ ・,B。y・t。 ・Bea・h、C|・ ・m。 ・t.Dd・ ・d,G。IM・w・G・lfl勘 ・t・H・i・es`:ity㌦li舳 ・・。・9}l

C・u・ty,H・|tyHit|、 」・pit・ ・、L・k・ 』nd.Lak・W。rth・1・ 血 叫 輻 ・・9。 ・M川1・P・r1・Ma・al・ ・ ∫:w・ ・ty・

M・ ・g・ ・i・P・ ・い1・ ・i・…,N・wP。 ・tR;・h・y,N・wSmym8釦 ・h・P・h。k…P・lmB・a・'h{:。 岨y・

Palms.prings、Plar"city,PlaTltation,Qtlincy,Rivier8Beach・southl'a已 【lene・lt・(ltoud・ltl,etcrs-

・・・・ …P・ ・…}…gBea・h・T・ 呼
.P・t・B　 h・・T「earu'elsland・W4:s`Pu|m`ぷWln`"「Ca「`1"'1 .

Honolulu

Lewiston、PocatellO

GalCTia,Joliet,Rocklsland

Gary

Dubuquel

Lihcral

1.eesv;11e

Carit)ou⑱ 、1adawaska

Wor《:C⇒ter

Calumピt,Esca,iaba、lro,1ト1|`,un:aill,Iroliwood.SauhSい:・1:arie

B,al,le,d.P。1。th,H。 、h。,t,r."'i。 。m'"

ColumbiaFalls,CutBank,Gre武Fa|ls,Hamil【on.Kalisptl],Mi＼soula、1㍉}トol㍉Sh,=1卜y.Whitefish

Rem

Ketne.

OceanCity,Ventnor,ヤineland.Wi|dwood

F器rmillgton、Lovingto,),Pertale:h・S;lvtrCity・Tu四lncari

B・b,・1。 ・Village、El・11・a,ILi・ ・ パ ・lipJ・ ・,、…t・w・ ・、加 、・tt…M・ ・…V・ ・・…ITewl)u・gh・Os.sv・g。

Portsmouth

(二`)quille、Eug∀ne、Por【land

J《)h1`stowri

Greeltvl{leCollnty、Crt;er`weod

Bavtown,Commerce,E|Paso、GalvcstOll,GrahamJ,alcstine、"'ebster

Richlands

Richlantl,Seattle,Tacoma,WallaWalla、W《 〔liatchlre

(:lurksbu'9.Falrmoltt,Morgalttown

La(.:ro.sse,Superior

Ra"'lins

Sau|ttrte_11ariく.(()rltario)

一一・178_

.
8



ワ

表II-13,Teleprompter社 のCATV事 業 と資 産 概 要

12月31日(単 位:千 ドル)

1969 1970 1971 1972 1973

(年)一

加 入 者 数 391,217 523049 625768 745740 95⑤617

稼 動 中 の シ

88 95 112 138 143

ス テ ム 数

ケ ー ブ ル ・ テ レ ビ
ドル

52,165

層

69326 101,950 163,700 214,008

資産 、施 設 、装 置

財 務 状況

銀 行 の プ ライ ム ・レー ト率(プ ライ ム ・レ ー ト=一 流企 業 に対 す る短 期 貸 付

金 利)の 急 騰 、 ない し予期 せ ぬ展 開 を除 き、1974年 度 第1四 半期 が損 失 を

計 上 す る と して も、Teleprompter社 は1974年 度 末 に利 益(純 利 益)を

計 上 で き る もの と見込 ん で い る。1974年 度 、同 社 は約2,900万 ドルの

"営 業 利益"(つ ま り
、減 価 償 却 、特 別 償 却 、利子 、所 得 税 を差 引 く前 の利益)

を あけ られ る もの と推 定 し てい る。 この利益 改 善 の大 部 分 が高 い 利子 費用 で相

殺 さ れ る とは い え 、前年 度 に 比 べ て大 幅 な改善 で あ る。

Telgprompterに と って1973年 度は2,974万6,000ド ル の損失 を計

上 し、 良 い年 で は なか った。 これ は3,744万4,000ド ル に お よぶ 各 種 減 価償

却 そ の他 費 用 を差 引 い た もの で 、 この う ち2,798万2,000ド ル が ケ ー ブル ・

シス テ ムの減 価 償 却 相 当 分 で あ り、残 りは 他 の経 常 外 項 目で あ るo減 価 償 却 そ

の他 費 用控 除 前 の収 入 は147万1,000ド ル で あった。

1973年9月4日Teleprompter社 は ケ ー ブル ・テ レ ビの建 設 計 画 を再

検 討 す る と発 表 、続 い て1973年 度 の 資 本 計 画 を削減 す るこ とに 決定 した。

1974年 同社 は 約2,350万 ドル を直 接 資本 支 出(つ ま り、原 材 料 、直接 労
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働 と契 約 労 働)に 投下 す る意 向 で ある。1973年uak・ け る直接 資 本支 出は 約

5,900万 ドル で あ った。1974年3月31日 現 在 、Teleprompter社 は信

用 協 定 に よって1億1,000万 ドル を借 入 れ てk・ り、今 後 の借 入 資 金 幅4,000

万 ドル を残 してい る。

Teleprompter社 は 、既 存 シス テ ムの新 規 加 入者 獲得 、 これ らシス テム の

料 金値 実 現 、 コス ト削 減 な どに努 力 を 集 中 して きた。 こ うした努 力 の結 果:

①1973年9月11日 現在 の加 入者85万9,000か ら、加 入者 数 を1974

年5月9日 まで に101万5,000に 伸 ば した 。 こ の8ヵ 月 間 に 同社 は15万

6,000の 新 規 加入 者 を獲得 し、 ケ ー ブル テ レ ビ産 業 では前 例 の ない記 録 を残

したo

②1973年8月 以 来 、33シ ス テ ム中 の加 入者 約28万5,000の 加 入料 金

を値 上 げ した。 同 シ ステ ム の加入 者 数 をベ ー ス に して、同 社 で は この料金 値 上

け に よ り、 収 入 は年 間ベ ー スで約500万 ドル増 加 す る もの と推定 して い る。

これ に加 え て、98シ ス テ ム(1973年 秋 に値上 げが行 なわれ た14シ ス テ

ム も含 む)内 の75万7,000の 加 入者 を 対 象 とす る料金 値上 げ が 申請 済 み で あ

る。 この よ うに 、会 社 が 企 画済 み の料 金 値 上 げ全 部 が実 現 で きた とす れ ば 、

Teleprompter社 は 現在 の加 入者 の92%近 くに対 して値上 げ を行 なえ る こ

とに な るo

③'1974年 度 の予 想経 費 を 、1973年8月 の費 用 に基 い た年 間 ベ ー ス を少

な く とも1,625万 ドル下 回 るまで 削減 した。 この 削減 に よ り1974年 の資

金 需要 に 同額 の影 響 を.与え るが 、 削 減 分 の 一 部 は す で に投 資 され て い る た め 、

営 業 業績 に 与 え る影 響 は 同額 を下 回 る こ とに な ろ う。 この経 費 削減 は 、 ケ ー ブ

ル ・テ レ ビ部 門 で行 なわ れ てい る 徹 底 的 な コス ト削減 計 画 の結 果 で あ るが、研

究 開発 、 広 告 、 車両 レン タル 、そ して賃 貸 事業 所 の間 接経 費 な どにお い て も経

費 削 減が 行 なわれ た。

1973年 、Teleprompter社 は2,974万6,000ド ル の純 損 失 を計上 、

1株 当 り1ド ル86セ ン トの 損失 で あ った 。 これ は3,744万4,000ド ルの減
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価 償 却 と そ の 他 の 費 用 を も差 引 い た後 の 数 字 で あ る 。 これ に 対 し、1972年

の 純 利 益 は1,257万9,000ド ル 、1株 当 り74セ ン トで あ っ た 。 減 価 償 却 は、

1973年 の 労 働 祭(LaborDay)以 降 に 始 ま っ た 同 社 の 大 規 模 建 設 計 画 の

再 評 価 の 結 果 に よ る と こ ろ が 大 き か った 。 再 評 価 の 原 因 と な っ た 諸 事 象 の 多 く

は 、 利 率 と建 設 費 の 値 上 り、 遅 い 加 入 者 数 の 増 加 、 そ し て 予 想 を 下 回 る有 料

TVの 進 展 、 そ の 他 、 利 用 可 能 現 金 を維 持 す る 同 社 の ニ ー ズ と一 諸 に な っ た ケ

ー ブ ル ・テ レ ビ加 入 者 に 提 供 で きた か も知 れ な い 付 帯 サ ー ビ ス な ど で あ っ た 。

こ う した 減 価 償 却 とそ の 他 費 用 を 差 引 く前 の 税 引 前 利 益 は 、1973年 で

147万1,000ド ル 。 これ に 対 し、1972年 はL727万8,000ド ル で あ っ

たo

な お 図II-46～ 図 皿 一48はTeleprompter過 去5年 間 の 売 上 げ 、 純 益

お よ び 、 一 株 当 りの 純 益 の 推 移 で あ る。

図II46,図9-47,図 ∬-48,

TeleprompterのTeleprompterのTeleprompterの

売 上 げ 高 推 移 純 益 推 移 一 株 当 り純 益 推 移
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